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			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			01　遠い地の少年のこと 〜鐘木幹彦視点〜

			02　人間の少女たち

			03　相談とその顛末

			04　人形の想い 〜ローズ視点〜

			05　町へ向かうために必要なこと

			06　アケルの村々

			07　思いがけない遭遇

			08　人形の初デート 〜ローズ視点〜

			09　人形のこれから 〜ローズ視点〜

			10　狐と狼の夜　前編 ～あやめ視点～

			11　狐と狼の夜　後編 ～あやめ視点～

			12　五里霧中

			13　オカシクナイ

			14　ありえない会話

			15　ありえない光景

			16　ありえない抱擁

			17　歴史を知る者

			18　霧の仮宿

			19　遠き地の転移者たち ～飯野優奈視点～

			20　韋駄天の向かう先 ～飯野優奈視点～

			21　再び町を訪れて

			22　目を見ればわかる

			番外編　真菜の手料理 ～加藤真菜視点～

		

	
		
			モンスターのご主人様⑦

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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			01　遠い地の少年のこと　～鐘かね木き幹みき彦ひこ視点～

			　

			　金属のぶつかり合う音が、耳の奥にがんがんと打ち込まれるかのようだった。

			「ぐっ、ぐぐ……っ」

			　襲い掛かってくる剣を、両手の短剣で捌さばいていく。対する相手は通常の片手剣。短剣より間合いは広く、必然、こちらは防御に回ることが多くなる。どうにかして間合いを詰めたいところだが、相手のほうが技量は上、そう易やす々やすとは踏み込ませてくれない。

			　そうこうするうち、打ち込みの衝撃が徐々に掌てのひらの感覚を失わせていく。

			「おぁああああっ！」

			　すでに勝機はない。そうとわかっていても喰らいつく。こんなところで諦あきらめていては、届かないものがある。限界のぎりぎりまで振り絞らなければ、守れないものがある。そう知っているから、歯を喰いしばって剣を振るうのだ。

			　そうして、どれだけの時間が経っただろうか。

			　部屋でゲームでもしていれば、気付かないうちに過ぎているような時間。

			　けれど、いまのおれにとっては、とてつもなく長く感じられる時間が過ぎて……。

			「あっ」

			　痛撃を受けて、痺しびれた手に握っていた短剣を弾かれた。

			　片方だけの短剣では、抵抗は数秒ともたなかった。

			「ま、まいった。マーカスさん」

			　尻しり餅もちをついたおれの眼前に、模擬剣の切っ先が突きつけられた。

			「勝負ありってことでいいですか、幹彦様？」

			「降参！　降参だってば！」

			　大声で言うと、突きつけられていた剣が引かれた。

			　それでようやく緊張を解くことができて、ばたんとおれは背後に倒れた。握っていられなくなった模擬剣が掌てのひらから零こぼれる。見上げた先にあったのは、皮肉なくらいに青い空だった。

			「……あーぁ。やっぱ本物の騎士は強いなぁ」

			　ぼやくと、笑い声が返った。

			「いやあ、幹彦様もずいぶん強くなりましたけどね」

			「……一発も当てられなかった相手に、そんなふうに慰なぐさめられても惨みじめなんですけど。むしろ勝ち誇られたほうがマシっつーか」

			「正直、おれに勝つには１００年早いっすね。せいぜい頑張ってくださいね、幹彦様」

			「極端!?」

			　跳ね起きて叫んだ。

			　これで、おれはけっこう負けず嫌いだ。こんなことを言われて、黙ってなんていられない。

			「畜生、負けるかンにゃろう！」

			　萎なえた体に気合いを入れて立ち上がった。男くさい笑い声が返ってくる。

			「じゃ、今度は槍やりでも使ってみますか？」

			「望むところ！」

			　最近は腕力もついてきたので、短剣だけでなくいろんな武器を試している。

			　おれはやる気満々で頷うなずいて、練習用の槍を取りにいくために踵きびすを返した。

			「ねえ、幹彦様」

			　そこで、背中から声が追い掛けてきた。

			「頑張りましょうね」

			「……ああ」

			　振り返らずに頷いて、おれは駆け出した。

			　――交易都市セラッタへ、チリア砦とりで陥かん落らくについて事情を話しに行った団長が、マクローリン辺境伯の手によって拘こう束そくされてから、そろそろ１ヶ月が経とうとしていた。

			　マクローリン辺境伯が団長を連れてセラッタを発たったのは、おれが孝弘たちと別れた３日後のことだ。それからというもの、おれは団長を護送する一団にくっついて移動を続けている。

			　その間、団長には一度も会わせてもらっていない。この一団に同行すること自体、勇者としての立場でごり押しした部分もあるので、さすがにこれ以上の要求を通すことはできなかったのだ。おれ自身は、世話役の同盟騎士と一緒に、監視付きながら身柄を拘こう束そくされることなく日々を過ごしているのだけれど、だからといって、警戒されていないわけではないのだろう。

			　おれは一度、団長が拘束されたあとでセラッタを脱出している。そのせいで、マクローリン辺境伯は、一部の同盟騎士の身柄を押さえることに失敗した。副長を務めていたシランさんもそのひとりだ。チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件でアンデッド・モンスターになった彼女の身柄をマクローリン辺境伯の手に委ゆだねるわけにはいかなかったし、正直言えば、辺境伯に煮え湯を呑ませてやったこと自体はざまあみろだったのだが、あれで警戒心を抱かれてしまったふしがあった。

			　マクローリン辺境伯がおれと団長との接触を許さないのは、姿を晦くらませた騎士たちと協力して、団長の身柄を奪還することを警戒しているのだろう。まあ実際、おれは密かに一部の騎士たちと連絡を取り合っていたりするのだけれど……いまのところ、おれたちに団長を奪還するつもりはない。そんな強引なことをすれば、団長の立場が危うくなってしまう。

			　それでも、マクローリン辺境伯の立場としては、懸念は尽きないのだろう。あとで追いかけてきた領軍とも合流して、物々しい兵力で団長の護送は行われていた。

			　そのためもあって、一団の足は遅い。ローレンス伯爵領を出て、マクローリン辺境伯領西部に広がる穀倉地帯に入ったのが、セラッタを発たって10日ほど経った頃のこと。穀倉地帯を北東に走る街道を進み、帝国南部の穀物庫と呼ばれる都市デュルシスに到着したのが、その数日後のことだった。現在位置は、そこからマクローリン辺境伯領の中心都市である鉱山都市ヌルヤスに向かって、大河アラリア沿いに街道を北東へ進むこと、約10日のところにある宿場町だ。ここから更に１週間ほどで、鉱山都市ヌルヤスに着くのだという。実に１ヶ月の道程だった。

			　目的地である帝都に着くまでには、更にそこから１ヶ月以上の時間がかかると聞いている。

			　その後、団長が帝都で何日勾こう留りゆうされることになるのかはわからない。

			　そのあたりの事情について、辺境伯側からはなにひとつ説明はなかった。

			　嫌われたものだと思う。もっとも、こちらも嫌っているので、これはお互い様だけれど。

			　ともあれ、帝都での滞在期間は決して短いものにはならないだろう。チリア砦とりで襲しゆう撃げきは、人類にとっての要害が陥かん落らくした大事件だ。その場でなにがあったのか、どれだけの被害があったのか、時間をかけて詳細な説明を求められるのは、まず間違いない。

			　チリア砦陥落の責任を団長が問われることになるのは、それからだ。

			　これは以前、別れる前の孝弘やシランさんにも言って聞かせたことだが、責任を問われて処刑という展開はありえない。アケル王家は国民に慕したわれており、そのひとりである団長が理不尽な理由で処刑されれば、マクローリン辺境伯との間で戦争になりかねないからだ。勇者とともに戦場を駆け、平へい時じは世界の秩序を維持する役割を担う聖堂騎士団は、無用な混乱を許さない。どれだけ団長のことを嫌っていても、辺境伯が処刑を断行することはできないだろう。

			　とはいえ、処分の軽重は、責任を問う声の大きさによって変化しうる。おれの出番があるとすれば、そこだろう。帝都は勇者を奉じる聖堂教会の本拠地だ。教会の影響力は大きいはずだし、立場上は勇者であるおれが団長のためにできることはあるはずだった。

			　そこまで終われば、たとえ団長職を取り上げられて謹きん慎しん処分が下されるというかたちになるにせよ、アケルに帰国することができる……。

			「……先は長えなぁ」

			　ここが我慢のしどころだった。

			「孝たか弘ひろのほうは、あとどれくらいでアケルに着くもんかね」

			　荷物を載せた魔動車に駆け寄って、槍そう術じゆつの練習用に布を巻いた棒を引っ張り出したところで、おれはふとつぶやいた。

			　たとえ順調な行程だとしても、まだ辿り着いてはいないだろう。キトルス山脈越えのルートは険しいと聞いている。いまはほとんど使われていない道だということだし、悪路に足止めを喰らっている可能性は高い。また、思わぬアクシデントに見舞われている可能性もある。

			　とはいえ、あちらのほうが先にアケルに辿り着くことになるのは、まず間違いないことだ。

			　団長の帰国についていけば、あいつが出迎えてくれることになるのだろう。

			　再会したそのときに、笑われないようにしなければならない。

			　おれは気合いを入れ直して、再び訓練に向かった。

		

	
		
			　

			02　人間の少女たち

			　

			「なにを見てるんだ？」

			　河原にしゃがみこんだ制服姿の少女を見掛けて、おれは声をかけた。

			「……真ま島じま」

			　手にしたものに視線を落としていた少女が、こちらを向いた。

			　雰囲気に華のある少女だった。

			　腰まで伸びる艶つややかな黒髪。すらりとした体つき。やや鋭い顔立ちは、ひとたび笑えば年頃の少女らしい柔らかさを帯びる。ただし、いまの彼女はどこかむっとした仏ぶつ頂ちよう面づらだったが。

			「別に、たいしたことじゃないわ」

			　かつて転移者が暮らした仮の住処すみか『コロニー』で、『韋い駄だ天てん』の名で知られた少女、飯いい野の優ゆ奈なは、素っ気ない口調で答えて、そっぽを向いた。不愛想な態度だが、それは当然の反応ではある。なにせ飯野とは、一度は刃を交えた関係なのだから。

			　彼女の制服が少し擦り切れて薄汚れているのは、そのときの諍いさかいが原因だった。もっとも、戦いの名な残ごりといったらそれくらいのもので、あの日に負った彼女の怪け我がは完治している。

			　狂獣と化した高たか屋や純じゆんとの戦いでへし折れた腕も治っていて、いまはその手に簡易な望遠鏡が握られていた。おれの眷けん属ぞくのひとり、マジカル・パペットのローズが以前に製作したものだ。
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			「懐かしいものがあったから、ちょっと見ていただけ」

			　言いながら、飯野は望遠鏡を地面にそっと横たえた。

			　彼女の目の前の地面には、望遠鏡の他にも、毛布や食料など様々な物品が積まれていた。

			　どれも水に濡れて、破損していたり泥で汚れていたりしている。

			　それらはすべて、おれたちが旅をしている間、持ち歩いていた品々であり、汚れているのは、一度、川に流されてしまったからだった。

			　おれたちは旅の間、同盟騎士団から借りた魔動車に乗って移動していたのだが、飯野を撃退するときに魔動車は粉々になって、崖崩れとともに渓けい流りゆうに落ちてしまった。その際、載せていた物品も、全部流されてしまっていたのだ。

			　いまは、怪け我がの完治した飯野が、自慢の足で川沿いを走って、流されてしまった物品の回収をしているところだった。その結果、一部の物品については回収がされていた。飯野がさっき手にしていたローズ作の望遠鏡も、そうして回収してきたもののひとつなのだろう。地面に置いた望遠鏡に視線を落としながら、飯野は口を開いた。

			「こういうの、好きな友達がいてね。手作りのを押し付けられて、天体観測したことがあるのよ。いまでも、部屋に置いてあるわ……」

			　懐かしげな笑みを浮かべて言うと、飯野は立ち上がる。こちらに向き直った。

			「トドちゃん……ううん。轟とどろき美み弥やって名前なんだけど、聞いたことない？」

			「轟……？」

			　突然、名前を出されて、おれは戸惑った。

			　どこかで聞き覚えがあったが、即座には思い出せない。

			「探索隊の人ですよ、先輩」

			　おれが答えに辿り着く前に、別の場所から声があがった。

			　振り返ると、おさげにした髪を揺らして、加か藤とうさんがこちらにやってくるところだった。

			　腕まくりをした腕が白い。

			　その傍かたわらには、灰色の髪を背中でみつあみに纏まとめ、顔を仮面で隠したローズの姿があった。

			　ローズの人形の腕には、濡れた物品が抱えられていた。彼女たちは、飯野が回収してきた物品の汚れを、川の水で洗い落としているところなのだ。少し離れた川べりでは、ガーベラとケイがわいわいと楽しげに洗い物をしている姿もある。アラクネとエルフという取り合わせは、この世界では異様なものなのだろうが、おれの目には牧歌的な光景として映った。

			　こちらにやってきたローズは、河原に敷いたござの上に、洗い終わった品々を並べた。

			　加藤さんは準備した物干しに布類を干し、ローズはその他の物品を分類し始める。

			　作業を続けながら、加藤さんが口を開いた。

			「『闇の獣』の轟美弥。コロニーでも有名でしたよ。先輩と同じ学年だったと思いますけど」

			「……ああ、そういえば」

			　言われて、思い出した。

			　転移した異世界で常識外れた力を得た『チート持ち』で構成された『探索隊』のなかでも、特にその名を知られていた者たちがいた。たとえば、『光の剣』の中なか嶋じま小こ次じ郎ろう、『絶対切断』の日ひ比び谷や浩こう二じ、『竜人』の神じん宮ぐう司じ智とも也や……目の前の『韋い駄だ天てん』飯野優奈も、そのひとりだ。いまとなっては遠い昔のことのように感じられるが、コロニーにいた頃、おれも確かに『闇の獣』轟美弥の名前を聞いたことがあったのだ。

			「ん？」

			　納得したところで、ふとおれは引っ掛かりを覚えた。加藤さんが不思議そうな顔をする。

			「どうかしましたか、先輩？」

			「いや。その名前、もっと最近になって、聞いたような気がしてな」

			　答えて、数秒。

			「……高屋純。そうだ。あいつが轟の名前を口にしていた」

			　攫さらわれたリリィを取り戻すため、高屋純に戦いを挑んだときのことだ。探索隊内部に潜んでいると思おぼしき『天の声』を名乗る正体不明の能力者から情報提供を受けていた高屋純は、おれに協力する工く藤どうの動揺を誘おうとした。そのときに出たのが、轟美弥の名前だったのだ。

			　そういえば、あのとき、工藤のふりをしてベルタの背中に乗っていた飯野は、轟美弥の名前に反応していた。知り合いなのだろうかとは思ったものの追及している暇はなく、その後の死闘を経て、そんなことがあったこと自体すっかり忘れていた。

			　轟美弥が探索隊のメンバーだったというのなら、あの反応も納得できる。

			　というより、この分だと、ただ探索隊で一緒だったというだけでもなさそうだった。

			「轟とは、親しかったのか？」

			「ええ」

			　先程、地面に置いた望遠鏡に、飯野は目をやった。

			「だから、真島に訊きたいの。あんたは工藤と交流があるんでしょう？　あのとき、どうして高屋くんはトドちゃんの名前を出したのか……トドちゃんと工藤との間になにがあったのか。なんでもいいの。知っていることがあるなら教えてほしい」

			「と、言われてもな」

			　飯野が言いたいことはわかる。しかし、それは無理な相談というものだった。

			「おれだって工藤とまともな交流があるわけじゃないんだ。チリア砦とりででは敵対していたし、今回だって、ほとんど話をする時間もなかった。悪いが、そんな突っ込んだ話は知らない」

			「……そう。だったら、仕方ないわね」

			　飯野は落胆した。そんな彼女の様子から察せられることがあって、おれは尋ねた。

			「なあ、飯野。轟は……」

			「第一次遠征隊には参加せずに、コロニーに残ったわ」

			　予想した通りの答えが返ってきた。

			「わたしたちだって、コロニーを離れるにあたって、なにも考えていなかったわけじゃないわ。探索隊の二つ名持ちのうち、ふたりを残しておいたのよ。『闇の獣』のトドちゃんと、『絶対切断』の日比谷くん。このふたりがいる以上は、備えは完かん璧ぺき……の、はずだった」

			　最後、言葉を濁にごしたのは、飯野もその結末を知っているからだろう。

			　おれは溜め息をついた。

			「その『完璧な備え』っていうのは、モンスターを想定した話だろう。コロニーは自壊したんだ。モンスターの襲しゆう撃げきじゃなくて、内側から崩れ落ちた」

			　結局のところ、コロニーでの安定した生活は、探索隊のリーダーである中嶋小次郎のカリスマと統率力あってのものだったのだろう。彼がいる間も、不安や不満はないわけではなかったが、彼の存在がそうした負の感情を抑えていた。

			　だから、彼がいなくなったことで、抑え付けていたすべてが噴き出したのだ。

			「……わたしたちを恨んでるの？」

			　どことなく怯おびえたふうな飯野の問い掛けに、おれはかぶりを振った。

			「思うところがないわけじゃない。ただ、責めるつもりもないな」

			「そう、なの？」

			　飯野は意外そうな顔をした。

			「ああ。責めたところで、起きてしまったことは変わらない。そもそも、おれはあのときの探索隊の判断が間違っていたとも思っていないからな」

			「どういうこと？」

			「あのまま樹海にいたところで、おれたちには先がなかった。かといって、全員が樹海を長距離移動するのは、まず不可能だった。いずれ遠征隊は編成されなければならなかったんだ」

			　感情を排して、淡々と答える。

			「第一次遠征隊の出発が、コロニー崩ほう壊かいの切っ掛けになったのは事実だ。けど、コロニーを崩壊させたのは、あくまで一部のチート持ちであって、遠征隊じゃない。あとからそれについてどうこういうのは、フェアじゃないだろう」

			「……理性的なのね」

			「思うところがないわけじゃない、とも言ったぞ」

			　感情が納得いかない部分もある。それは事実だ。とはいえ、そろそろ、あれから４ヶ月が経つ。もう４ヶ月なのか、まだ４ヶ月なのか、人によって感じ方は違うだろうが、少なくとも、おれ自身に関していえば、感情は落ち着いている。探索隊に対しては、文句を言いたい気持ちよりも、むしろ関わり合いになりたくない気持ちのほうが大きい。

			　最悪なのが、あの集団のなかに正体不明の『天の声』がいることだ。悪意の毒が、どこまで浸透しているかわかったものではない。なるべくなら自浄作用が働くことを祈ってはいるが、それが失敗したときに、こちらまで巻き込まれるのはごめんだった。

			「飯野は探索隊に帰るんだろう？」

			　今度はこちらから尋ねる。飯野は頷うなずきを返した。

			「そのつもり。まだちょっと引き攣つった感じはあるけど、体は動くから。探索隊のみんなと合流する前に、セラッタにも寄らないとね」

			「セラッタ……というと、ルイスのところに？」

			「うん。正直なところね、わたしはいまでも、ルイスさんが嘘をついていたとは思えない」

			　強い眼光を隠すように、飯野は目を伏せた。

			「あの人の義憤は本物だった、と思う。もしもなにか勘違いをしているなら尚更のこと、一度話を聞く必要があるわ」

			　そもそも、今回の飯野との間に起きた揉め事の発端は、帝国南部の最大貴族であるマクローリン辺境伯の部下ルイス＝バードが、『真島孝弘がチリア砦とりで襲しゆう撃げきの関係者だ』と飯野に吹き込んだことにある。言葉巧みに騙だまされたのか。ルイス自身も勘違いをしているのか。そこはわからないが、飯野は後者だと判断しているらしかった。

			「明日の朝には出発する予定よ」

			「忙せわしないな」

			「まあね。だけど、『天の声』のこともあるし、なるべく早く戻りたくって。セラッタに寄るなら余計に時間もかかるし。そうでなくても、怪け我がの治療にけっこう時間が必要だったから」

			　現状、おれの同行者で回復魔法を使えるのはケイだけだ。優れた魔法使いの素質を持つエルフのケイだが、まだ10歳そこそこと幼い彼女には使える魔法にも限りがある。第二階かい梯ていに辛かろうじて手がかかろうかという魔法では治療にも時間がかかり、飯野がまともに動けるようになるまでに３日かかった。せっかちな飯野としては、いまにも飛び出したいくらいだろう。

			　それなのに、飯野は丸一日をおれたちの荷物の回収にあてることに決めた。

			　おれのことを信じられないと、あれだけ言い張っていた３日前とは大きな違いだった。

			　いったい、どういった心境の変化なのか……。

			「心配しなくても、今更、あんたを帝国に連れ戻そうなんて考えてないってば」

			　こちらの表情の変化に気付いたのか、飯野は片手を腰に当てて鼻を鳴らした。

			「『天の声』だかなんだかっていうわけわかんない奴が、探索隊のなかにいるかもしれない……なんて話があるんだもんね。わたしたちが信用できないって、前に真島は言っていたけれど、それも仕方のないことなのかなって」

			　飯野は小さく溜め息をついた。

			「高屋くんだって、あんな……」

			　今回の事件を経て、飯野も思うことがあったのかもしれない。

			　憂うれいを帯びた彼女の表情を眺めながら、おれは口を開いた。

			「……水みず島しま美み穂ほの件についてはいいのか？」

			　要いらないことを訊きいたかなと、ちらりと思った。

			　寝た子を起こすような真似をするべきではなかったか。

			　だが、水島美穂にまつわる一件について義憤を燃やしていたはずの飯野は、おれの問い掛けに軽くかぶりを振った。

			「本人が納得しているなら、さすがにわたしからはどうこう言えないでしょ」

			　意外なことに、飯野はこの件について、これ以上なにか言うつもりはないらしい。

			　とはいえ、どうしてそうした結論に達したのかは、よくわからなかったが。

			「本人？」

			「……あ」

			　なにかに気付いた様子で、飯野は小さく声をあげた。

			「ううん、なんでもない。なんでもないのよ？」

			「なんでもないって、お前……」

			「と、とにかく！　そういうことだから！」

			　ぱたぱたと手を振ると、飯野は踵きびすを返した。

			「じゃあ、わたし、もう一度行ってくるわね！」

			「あっ、おい。飯野……」

			　声をかけようとしたが、そのときにはもう、飯野は駆け出していた。

			　そうなれば、相手はあの『韋い駄だ天てん』だ。まだ本調子ではないようなことを言っていたが、そのうしろ姿は、あっという間に見えなくなってしまう。

			「……変な奴」

			　取り残されたおれは、小さくぼやいた。

			「ん？」

			　そこで、飯野のいなくなった方向を見詰める加藤さんの姿が目に入った。

			「加藤さん？　どうかしたか？」

			「……いえ」

			　加藤さんはかぶりを振った。

			「まさか、ですね」

			　小さく笑うと、視線をローズに向ける。

			「ローズさん。こちらは終わりました」

			「わたしもです。では、新しく飯野さんが回収してきた分を持っていきますね」

			　飯野が置いていった品々を、ローズは両腕に抱えた。そして、ガーベラとケイとが楽しげに話をしながら、ばしゃばしゃと音を立てて洗い物をしている川かわ辺べに向かっていく。

			「ふたりとも。楽しそうなのはいいですが、あまりはしゃぎ過ぎて、手元がお留守になると、思わぬミスをしますよ。特に、ガーベラ。あなたはそそっかしいのですから」

			「わかっておるとも、ローズ殿。なに。妾わらわとて、そうそう失敗は……あっ」

			「あ、あれ？　ガーベラさん、なんですか。いまの、びりって音……？」

			「言ったそばから、ガーベラ、あなた……」

			「す、すまぬ――ッ！」

			　なんだか楽しげなやりとりが繰り広げられていた。

			　微ほほ笑えましい思いでローズたちを眺めていると、ざりと砂じや利りを踏む音が聞こえた。

			「あの……先輩」

			　手を伸ばせば届く距離に、加藤さんが近付いてきていた。

			　物言いたげな瞳ひとみが、おれを見上げている。

			「どうした？」

			「その、飯野さんのことなんですけど……」

			　ちょっと口ごもりつつも、加藤さんは尋ねてきた。

			「真島先輩は、飯野さんのこと嫌いなんじゃなかったんですか？」

			「……嫌いだけど？」

			　返答には、少し訝いぶかしげな響きが伴っていたかもしれない。

			「なにを今更」

			　しかし、そんなおれの反応を見て、加藤さんはもどかしげな顔をした。

			「その割には、その……なんというか」

			　多分、言葉を選ぼうとしたのだろう。けれど、結局、適当な言い回しが思い付かなかったのか、彼女らしいストレートな言葉を口にした。

			「先輩は飯野さんに、好意的に見えます」

			「……」

			　咄とつ嗟さに言葉を返せなかった。

			「……そう見えるか？」

			「はい」

			　真っ直ぐに視線を逸そらすことなく、加藤さんは頷うなずいた。

			「そうか」

			　思わず、おれは苦笑を零こぼした。的まと外はずれなことを言われたからではない。その逆だった。

			　本当に、この子は他人のことをよく見ている。

			　おれは頭を掻かくと、飯野の去った方角に顔を向けた。

			「別に嘘を付いていたわけじゃないんだけどな」

			　本当のことだった。

			　かつておれは、自分の大事なものだけは取りこぼさないようにしようと誓った。それが、弱い自分に願える精一杯のことだったからだ。

			　けれど、それは同時に、その他の多くを諦あきらめるということでもあった。

			　もしもおれに飯野と同じくらいの強さがあれば、諦めなくて済んだはずだ。

			　そんな気持ちが、どこかにある。だから、飯野に対して良い感情を抱くことはできない。

			　ただ、おれのなかには、そうした負の感情とは別の想いも確かに存在していた。

			「自分が諦めたなにもかもを持っている人間を見てしまうと、やっぱり、なにも思わないってわけにはいかないものだよな」

			「先輩……」

			「だから、あいつのことは嫌いなんだけど」

			　溜め息をひとつ。

			「自分が諦めたものだからこそ、続いてほしい。その道を貫つらぬいてほしい。そんな気持ちも、どこかにあるんだと思うよ」

			　おれを追ってくる前に、飯野は樹海深部から何人もの生徒たちを救出してきた。わざわざ危険な場所に踏み入ってまで、たいした縁があるわけでもない人間をあいつは助け出したのだ。

			　これからも、そういうふうに飯野優奈という人間は生きていくのだろう。それは、なにがあっても自分の大事なものだけは失わないように生きていこうと決めたおれとは、ある意味、真逆の生き方で……だからこそ、その価値を認めないわけにはいかなかった。

			　加藤さんが敏感に感じ取ったのは、おれのそうした部分だろう。

			「加藤さんは、どうだ？　あいつのこと、どう思ってる？」

			　ふと思い立って問い掛けると、加藤さんは目を細めた。

			「わたしは……わたしは、あの人のこと、好きじゃありません」

			　はっきりとした返答は、彼女らしいものだった。

			「そうか。まあ、それも仕方ないな」

			　笑って言ったおれの顔を、加藤さんが見上げた。どこか眩まぶしそうな目をしていた。

			「先輩が……」

			　ぽつりとつぶやき、視線を逃がそうとするかのように俯うつむく。

			「先輩が、そんなだから……」

			　今度は、らしくもなく曖あい昧まいな物言いだった。

			　続く言葉を口にすることもない。両手の先を合わせるようにして、彼女は立っている。

			　身長差があるのと、俯うつむいているために、彼女の顔は少し緊張した口元しか見えない。

			　剥むき出しになった耳の赤さが目についた。

			　思いがけず変な空気になってしまって、ふたり、お見合い状態で無言になる。

			　別に、責められているわけではないのだろう。加藤さんのこの態度は……拗すねている、というのが近いだろうか。ちょっと違うような気もする。よくわからない。

			「いまのは、どういう……」

			「孝弘さん、ちょっといいですか」

			　尋ねかけたところで、横から声をかけられた。

			　こちらに駆け寄ってきたケイが足をとめて、おれと加藤さんとを交互に見比べた。

			「……あ。ごめんなさい。ひょっとして、お話の邪魔しちゃいましたか？」

			「いえ。そんなことないです」

			　ぱっと加藤さんが顔をあげた。

			　ほんのりと赤らんだ顔には、ほっとしたような色があった。

			「雑談をしていただけですから。それじゃあ、わたしはローズさんのところに行きますね」

			　ぺこりと頭を下げると、そそくさと行ってしまう。見送ったケイが、おれを見上げた。

			「えと、本当に大丈夫でした？」

			「ああ」

			　なんだったのだろうかと思いはするが、今更追いかけて尋ねても、加藤さんを困らせてしまうだけだろう。釈しやく然ぜんとしないものは残ったものの、おれは思考を切り替えることにした。

			「それで、なんの用だ？」

			「あ、はい。回収した保存食に関してなんですけど」

			　水を向けると、はきはきとした調子でケイは答えた。

			「手元にあまり食料がないので、回収したものを優先的に調理しちゃおうって話になったんですけど、それでいいですか？」

			　そんなことかとおれは頷うなずいた。

			「わかった。ただ、傷んでいるだろうから、ちょっとでもヤバそうなものは捨ててくれ」

			「そのあたりは、もったいないからガーベラさんが食べると言ってましたけど」

			「……いや。捨ててくれ」

			　ガーベラのおなかが丈夫なのは知っているが、非常時でもないのに、好いた女に腐ったものを食べさせたくはない。

			「わかりました」

			　ケイは頷き、ふとなにかに気付いたような顔をした。

			「あ、それと、もうひとつ。お話……というか、相談があるんですけど」

			「相談？」

			　ケイはあたりをさっと見回した。

			　近くに話を聞いている者が誰もいないことを確認してから、改めてこちらに顔を向ける。

			　幼い顔立ちに、不安げな表情が浮かんでいる。少し抑えた声で、ケイは切り出した。

			「シラン姉様のことなんです」

		

	
		
			　

			03　相談とその顛てん末まつ

			　

			　翌日、宣言通りに飯野はおれたちのもとを去っていった。予定では、これから帝国のローレンス伯爵領にある交易都市セラッタに戻り、マクローリン辺境伯の部下であるルイスを問い詰めたのちに、帝都に招集されている最さい中ちゆうの探索隊に合流するのだという。

			　おれたちも、いつまでもこんなところで時間を潰している理由はない。帝国に戻った飯野とは逆方向……シランとケイの故郷である小国アケルに向かって、旅を再開した。

			　おれたちのいまいるキトルス山脈は、大河アラリアの支流のひとつを抱いた、峻しゆん険けんな山脈だ。険しく天を突く山々は、帝国南部に位置するローレンス伯爵領と、その南西にある北域五国のひとつケドルスとを隔へだてている。

			　このローレンス伯爵領とケドルスの西には、それぞれロング伯爵領とアケルがある。

			　これまでおれたちは、北西に延びるキトルス山脈に沿って、ローレンス伯爵領とケドルスの境界線を進んできた。そろそろ、ロング伯爵領とアケルとの境界線に差し掛かろうかというところだ。

			　このままロング伯爵領とアケルとの境界線を北西に進むと、キトルス山脈の代わりに、大河アラリアの支流が境界線を成すようになる。その川沿いには、ロング伯爵領とアケルとを分断するかたちで、取り残された樹海の切れ端である『昏くらき森』が広がっていると聞いていた。

			　昏き森には、多くの場合、森を切きり拓ひらくことのできなかった原因である、定住性の強力なモンスターが生息している。

			　おれたちが呼ぶところの、レア・モンスターや、クイーン・モンスター、あるいは、ハイ・モンスター……眷けん属ぞくとなりうるモンスターと出会えるかもしれない、ということだ。

			　ぜひとも足を延ばしたいところではある。

			　とはいえ、ガーベラとの接触のことを思い出せばわかるように、強力なモンスターとの接触には、多かれ少なかれリスクが伴う。昏き森には、アケルに腰を落ち着けたのちに、万全の態勢で向かうほうがよいだろう。現状は、アケルを目指すのを最優先にすべきだった。

			　幸い、旅路は順調だった。天候が大きく崩れるようなこともなければ、『韋い駄だ天てん』が襲しゆう撃げきをかけてくるようなアクシデントもない。

			　……もっとも、あんなことがそうそうあってもらっても困るのだが。

			　高屋純のような因いん縁ねんを持つ相手はもういないし、飯野が敵意を引っ込めた以上、探索隊絡がらみのトラブルもこれ以上はないだろう。あえて挙げるとすれば、おれと同じ『モンスター使い』である工く藤どう陸りくの存在が不穏ではあるものの、前に会ったときの感触では、少なくともいまのところ、彼がおれに牙きばを剥むくことはないように思える。

			　実際、道中に襲い掛かってきたのは、通常のモンスターばかりだった。遭そう遇ぐうの頻度はやや多かったが、これは単に、この山道があまり使われていないうえ、樹海に近い立地であるために、モンスターが多く生息しているだけのことだった。

			　こちらの対処に関しては、ガーベラが張り切っているので、まず問題はない。

			　……彼女が張り切っているのを見ると、いつかなにかミスをしそうで、内心では少しハラハラしたりもするのだが、いまのところ、山道が崩れたりと言ったことはない。

			　周囲の警戒に関しても、精霊による高い索敵能力を持つシランや、嗅覚の鋭いあやめがいてくれている。

			　旅路に危うげはなく、だからこそ、そろそろ先のことを考えるべき頃合いと言えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　早朝、剣の稽けい古こをつけてもらったあとのこと。模擬戦の相手をしてくれていたローズが去り、ふたりきりになったタイミングを見計らって、おれはシランに話を切り出した。

			「二手に分かれて山を下りて、町に行く……ですか？」

			　朝からきっちりと騎士鎧を着込んだシランは、少し驚いた様子で隻せき眼がんを見開いた。

			「ある程度、アケルに近付いた時点で、二手に分かれようと思っている。というか、そうせざるをえないんだ。いまのおれたちには、車がないからな」

			「ああ、そういうことですか。確かに魔動車がなければ、ガーベラ殿やあやめは人目を避けることができませんね。人ひと気けのない山道はともかくとして、街道を使うことも、ましてや町に入ることなどできるはずもありませんか」

			「付け加えるなら、リリィもまだ回復には時間がかかる。いずれにせよ、町に入っても問題のないメンバーで、車を手に入れに行く必要があるわけだ」

			「それで、二手に分かれようというわけですか」

			「そのほうが早いだろう。ついでに、物資の調達もできるしな」

			　川に流された物資の一部は回収したものの、食料関係はかなり厳しい。懐かしのサバイバル生活に逆戻りしてしまっているのが現状だった。

			　また、狂獣との戦いの後遺症から、リリィはまだ回復し切っておらず、擬ぎ態たい能力を限定的にしか使えずにいる。スライムである彼女の本来の移動速度は非常に遅いため、現在はローズが作った即席の台車に荷物と一緒に乗り込んで、ガーベラに牽けん引いんしてもらっていた。これでは速度が出ないし、街道を利用することはできない。

			　そこで、二手に分かれて、先行したおれたちが車を手に入れて戻ってこようというわけだ。

			　行って帰ってくる間に、リリィたちにはゆっくりあとを追ってきてもらえばいい。

			「……団長からいただいた軍資金があるので、新しい魔動車は用意できると思います」

			　シランの口調は慎重なものだった。

			「ただ、あれほど大きく頑丈なものは難しいかもしれません。団長が用意したあの車は、軍用車両でしたから。それに、アケルは帝国に比べて田舎いなかですから、車も大抵は年季の入った中古車しか手に入りません」

			「そこは大丈夫だ。なんなら、車自体は手に入れなくてもいい」

			「と言いますと？」

			「ほら、ローズが魔動車の解析をしていただろう？　動力源である専用の魔石さえあれば、残りの部分は自分で調整しつつ作れる程度に、解析は進んでいるらしいんだよ」

			「それは……すごいですね」

			「本人は、まだいちから作れないって、落ち込んでいたけどな」

			　おれの慰なぐさめの言葉を聞いて気を取り直したローズは、いずれはおれたちの世界の自動車と同じくらいスピードが出せるものを作ってみせると意気込んでいた。

			　そのときには、ガーベラが手に持って振り回しても壊れない車体にするのだという。

			　こういうところ、ローズは可愛かわいいと思う。

			　車は鈍器じゃないぞ、という言葉をうっかり言いそびれてしまうくらいには。

			「孝弘殿の考えについては理解しました」

			　少しの間、俯うつむいて考え込んでいる様子だったシランが、顔を上げた。

			「それで、孝弘殿のお話というのは、わたしに同行してほしいということですか？」

			「そうだ。おれたちだけだと、まともに町の人間たちと会話もできないからな」

			　こうしてシランと会話していると忘れそうになるが、ここは異世界。『翻ほん訳やくの魔石』の力なしには、言葉が通じない異境の地だ。一応、最近はおれたちも『翻訳の魔石』の使い方を教えてもらっているのだが、町に着くまでに間に合うかどうかは正直微妙なところだった。

			「それに、アケル出身のシランには、魔石を手に入れる算段を付けるのを手伝ってもらえたらと考えてる」

			　国が違えば、風習なんてがらりと変わる。ましてや、ここは異世界だ。勝手を知っているシランの協力があるとないとでは、なにをするにしても難易度が違ってしまう。実際、帝国を旅していた間は、宿場町での振る舞いや、市場での買い物のし方など、いろいろなことをシランから教えてもらっていた。だから、異世界の人間社会の諸もろ々もろに関して彼女に協力を仰ぐのは、自然な流れだったのだ。

			「頼めないか」

			「それは……」

			　しかし、シランの返答は思わしくないものだった。表情を曇らせると、視線を逸そらしてしまう。正直、断られるとは思っていなかったので、おれは少し戸惑った。

			「ひょっとして、おれたちだけで町に行くことに反対なのか？」

			「いえ、そういうわけではないのですが……」

			　どうやら反対というわけではないらしい。

			　考えてもみれば、もしも反対なら、彼女は正面からおれを説き伏せようとするはずだろう。

			　しかし、そうなると、ますますわからない。おれの意見に反対というわけではないのなら、こんなふうに煮え切らない態度を取る理由もないはずなのだから。

			　なにか問題でもあるのだろうか？

			　視線を逸らすシランの白い顔を眺めながら、おれは自然と数日前のことを思い出していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シラン姉様の様子がおかしいんです」

			　ケイの相談というのは、姉のように慕したうシランについてのことだった。

			「わたし、なんだか心配で……だから孝弘さんに相談したくて！」

			「ちょ、ちょっと待て」

			　ぐいぐいと詰め寄ってくるケイの小さな肩に手を置いて、おれは彼女を抑えた。

			　川で洗い物をしているガーベラたちが、何事かとこちらに視線を向けてくる。

			　なんでもないと彼女たちに手を振ってから、おれは改めてケイに向き直った。

			「落ち着け、ケイ。まずは話を聞かないことには、どうしようもないだろう？」

			「は、はい。すみません。先走りました」

			「それで、シランの様子がおかしいと言っていたが、具体的にはどういうことなんだ？」

			「具体的に……というと、ちょっと難しいんですけど」

			　ケイは眉尻を下げると、もごもごと喋しやべった。

			「どう言えばいいのかな。ええと。なんだか最近、姉様らしくないというか……あの、姉様ってすごくしっかりしているじゃないですか」

			「そうだな。同年代とは思えないくらいだ」

			「そう。そうなんです」

			　胸の前で小さく拳を作って、こくこくと頷うなずいたケイは、表情を思わしげなものに変えた。

			「なのに最近、ぼうっとしていることが多くって。どこか心ここにあらずというか。考え事をしていることも多いみたいで」

			　言いながら、ケイは悄しよう然ぜんと肩を落とした。どうやら本当に、心配しているらしい。

			　元気のない少女の姿を見て、おれは少し考えを巡らせてみることにした。

			　シランの様子がおかしいとして、原因として考えられることはいくつかある。

			　――チリア砦とりでで一度殺されたこと。

			　――死を乗り越えてデミ・リッチとなったこと。

			　――所属していた騎士団を失ったこと。

			　特に、団長さんが拘こう束そくされてしまい、逃げるようにセラッタから離れた直後は、少し頑張り過ぎているように見えたこともあった。

			　その頃の彼女は、持ち前の索敵能力でモンスターを発見すると、誰よりも早く飛び出していた。おれ自身、そんな彼女を少し危うく感じていたし、気を配ってもいたのだ。

			　けれど、現在のシランからはそうしたところは感じられない。一時期、頑張り過ぎていたのも、キトルス山脈に入った頃には落ち着いていた。実際、その頃にはもう、人目がなくなったことで自由に動けるようになったガーベラに戦いを譲るようになっていた覚えがある。

			　一時的な衝撃から、精神的に立ち直ることができたのだろう。

			　シランは強い。単なる腕っぷしばかりの話ではない。その心の在りようが強いのだ。

			　これまで培つちかってきた騎士としての誇りが、彼女を支えている。

			　あのチリア砦とりでで、アンデッド・モンスターの身になりながら、揺らぐことなく理不尽な暴力に抵抗してみせた事実は伊だ達てではない。

			　とはいえ、ケイが相談を持ち掛けてきたというのは、無視できることではない。

			　おれがぱっと思い浮かべられる以外の要因が、なにかあるのだろうか。だとすれば……。

			「孝弘さん」

			　考え込んでいると、ケイが声をかけてきた。

			「姉様のこと、お願いできませんか」

			　縋すがるような目が、おれを見上げていた。

			「わたしじゃ、姉様は弱みを見せてくれなくて……訊きいてみても、はぐらかされるだけなんです。だけど、孝弘さんなら、どうにかしてくれるんじゃないかって、わたし……」

			「わかったよ」

			　震えを帯びたその声を、みなまで聞いていられるはずもない。

			　ケイの肩に乗せていたままだった手に、おれはほんの少しだけ力を込めた。

			「だから、そんな顔をするな」

			「孝弘さん……」

			　おれのことを信頼すればこそ、ケイはこうして相談を持ち掛けてきたのだ。無む下げにできるはずがない。それに、ケイの言うことが本当なら、おれだってシランのことは心配だった。

			「機会を見て、おれからも訊いてみよう――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――シランの様子がおかしいと、ケイは言っていた。

			　事前にそうした話を聞いていたことで先入観が働いた部分もあるかもしれないが、確かにこの反応は少しおかしいように感じる。ちょっと探りを入れてみたほうが良いかもしれない。

			「なあ、シラン。なにか問題でもあるのか？」

			「……」

			　逸そらされていたシランの顔が、こちらに向いた。

			　エルフ特有の清せい楚そで整った顔立ちは、半分が眼帯で覆おおい隠されている。

			　覗いているのは、血の気のない左半面だけだ。

			　透明感の高い無表情のなか、ひとつきりの碧へき眼がんがおれを見詰める。

			　一拍の間を置いて、シランは緩やかに首を傾げた。

			「ケイがなにか言いましたか？」

			「……それは」

			「やはりですか」

			　ずばり言い当てられてしまい、言葉に詰まったおれの反応を見て、シランは溜め息をついた。

			　そして、律儀に頭を下げた。

			「あの子がご迷惑をおかけしたようですね。申し訳ありません」

			　失敗した。謝られてしまっては世話がない。

			　とはいえ、言うべきことは言っておかなければならなかった。

			「ケイのことを責めないでやってくれ。あの子はシランのことを心配していたよ」

			「責めるつもりは……」

			　言いかけたシランは、その途中で口を噤つぐんだ。

			「いえ。そうですね。反省すべきは、あの子に心配をかけたわたし自身ですか」

			　ゆるゆると首を振る。どこか疲れたような仕草だった。

			「シラン……？」

			「……いずれにせよ、そろそろお話ししなければならない時期ではありました。これも良い機会かもしれません」

			　と言ったときには、シランはもう態度を切り替えていた。

			　普段通りの、きりっとした眼まな差ざしが向けられる。騎士らしく凛り々りしい声でシランは告げた。

			「実は、少し体の調子が思わしくないのです」

			「……なんだって？」

			　シランの告白に、おれは一瞬、頭のなかが白くなった。

			「た、体調不良って、大丈夫なのか？」

			　理解が及んだところで、思わず彼女に詰め寄ってしまう。

			「はい。心配には及びません」

			　取り乱すおれとは対照的に、シランの態度は泰たい然ぜんとしたものだった。

			「たいしたことではないのです。ただ、わたしもこのような体ですから、バランスが悪いところがあるのでしょうね。戦えないわけではないのですが、力が幾分落ちたようなのです」

			　シランは拳を作った。

			「もっとも、そのうち、元に戻る可能性は十分にあります。そこでわたしは、少しの間、様子を見ることにしたのです。孝弘殿たちに無用の心配をかけてしまってもいけませんので、様子見が終わるまではと、これまで黙っていたのですが……申し訳ありません」

			「そういうことだったのか」

			　言ったところで、ふと気付いた。

			「ひょっとして、最近、戦闘で前に出なくなったのは、そのあたりが理由だったのか？」

			「はい。と言っても、いまでもローズさんと同程度には戦えると思います。ただ、連戦になると不安でしたから、必要がなければうしろに控えておくほうが無難と判断していました」

			　あのチリア砦とりでの騒動で、十じゆう文もん字じ達たつ也やによって胸を剣で一刺しにされたシランの体は、アンデッド・モンスターのものとなったが、その際、いくらかの不具合が出ていた。

			　たとえば、一度はグールとなって理性を失っていたし、心を取り戻したあとすぐは、精霊を扱うことができなかった。だから、その不安定な体が理由で戦闘能力が落ちているというのは、十分にありえることのように思えた。

			　というより、シランの体がなにか変調をきたすのではないかというのは、当初から危き惧ぐされていた事態だった。それなのに、いままでおれがシランの不調に気付かなかったのは、彼女がそんな素そ振ぶりを見せなかったからだ。

			　ただ、逆に言えば、戦闘には多少支障が出るにせよ、日常生活では問題ない程度の、軽い不調だということでもある。いざというときに困るような嘘を吐く人間ではないことは知っているし、ローズと同程度に戦えるというのは本当のことなのだろう。そもそも、わざわざ自分の体調に関して嘘をつく理由もない。

			　シランの言う不調というのが、差し迫ったものではないことに、おれはひとまず安心した。

			　もちろん、これからはもっと気を付けてやらなければならないだろうが、早急に対策を打たなければどうにかなってしまうわけではないのは幸いだった。

			「話をしてくれてありがとう、シラン。大体のところはわかった」

			　おれは小さく安あん堵どの吐と息いきをついた。

			「ただ、もしもなにか変化があれば、それがどんなことであれ言ってくれ。モンスターに関わる力は、この世界でおれと工藤だけが持っているものだ。力になれることがあるかもしれない」

			「ありがとうございます」

			　シランは深々と頭を下げた。

			「ところで孝弘殿。町に向かう件については、どうしましょうか。先程、お話をした通り、わたしの戦闘力は低下しています。わたしとケイだけが同行するというのは、戦力に少し不安が残りますが」

			「ん？　……ああ、そういうことか」

			　おれの提案に対するさっきの鈍い反応は、これを気にしてのものだったらしい。

			　納得して、おれはひとつ行き違いがあることを指摘した。

			「大丈夫だ。そこは心配しなくてもいい」

			「と言いますと？」

			「一緒に行くのは、シランたちだけじゃない。ローズと加藤さんにも同行してもらおうと考えてる。あと、ベルタにも道中は護衛を頼むつもりだ」

			　ちなみに、ベルタは高屋純を撃退したあともおれたちの護衛をしてくれていたが、ガーベラが回復したのを機に、主である工藤のところに一度戻っている。

			　また来ると言っていた。そろそろ帰ってくる頃だから、それから二手に分かれればいいだろう。加藤さんの移動を手伝ってもらえれば、行程はかなり捗はかどるはずだ。

			　承諾してくれるかどうかはまだわからないが、これまで接してきた印象として、頼めばやってくれるんじゃないかと予想していた。

			「でしたら、大丈夫そうですね」

			　同行者が他にいることを聞いたシランは、ほっとした様子を見せた。

			「それじゃあ……？」

			「はい」

			　見る者を安心させるような、包容力のある笑みが口元に浮かんだ。

			「町への同行、承うけたまわりました」

		

	
		
			　

			04　人形の想い　～ローズ視点～

			　

			「よし。そろそろ行こっかな」

			　わたしがナイフ片手にいつもの仕事をしていると、朝食の準備をしていたリリィ姉様が声をあげた。

			「ごめんね。ケイちゃん、火のほう見ていてもらってもいいかな？」

			「わかりました」

			　今朝のご飯は昨日の夕食の残り――先日、戻って来たベルタが狩ったモンスターの肉を煮込んだスープのようだ。食べられる野草を前処理して、具を増やしていた姉様は、可愛かわいい欠伸あくびをこぼしながら起き出してきたケイにあとのことを任せると、いそいそと動き始めた。

			「姉様。ご主人様のところに行かれるのですか」

			「ん？　うん。そのつもりだけど」

			　タオルと桶おけを持って、姉様がこちらにやってくる。

			　足音の代わりに、地面をずるずる這はう音がした。

			　姉様の下半身は、スライムそのままの状態で地面を這っていた。上半身も同じく、豊かな起伏を帯びた体つきこそ女性のものではあるものの、細かい造形までは再現できていない。狂獣と化した高屋純を相手にして、限界を超えた力を振り絞った後遺症のせいだった。

			「そろそろ朝の稽けい古こが終わるはずだからね。タオルなんかを持って行ってあげようかなって」

			「ご主人様は最近、ますます鍛たん錬れんに精を出していらっしゃいますからね。どうか労いたわって差し上げてください」

			「それはもちろん。あ。そうだ。なんならローズたちも行く？」

			「わたしは仕事がありますので」

			　半分は口実だった。わたしには、ふたりの時間を邪魔するつもりはない。

			「わたしも遠慮しておきます」

			　翻ほん訳やくの魔石を扱う訓練を行っていた真ま菜なも、微苦笑を浮かべて辞退した。

			「まだ朝食前なのに、おなかいっぱいになっちゃいそうですからね」

			　冗談めかして言いながら、膝ひざの上のあやめを撫なでる。

			「くーぅ……」

			　最近のあやめは、普段より少し大人しい。

			　いまも真菜のふともものうえで丸くなり、耳を伏せて、大人しく撫でられるがままでいた。

			「むー。ふたりとも、変な気を遣わなくてもいいのに」

			　と、言ったリリィ姉様が、なにかに気付いた顔をした。

			「あ、ガーベラ」

			　見れば、今朝のご主人様の稽けい古こ相手だったガーベラが、こちらに戻ってくる姿があった。

			「朝あさ稽げい古こ、終わったのかな」

			「そのようですね」

			　リリィ姉様が、いまはない踵きびすを返した。

			「それじゃあ、わたしは行くね」

			　ずるずると下半身を引ひき摺ずる姉様が、上半身だけで振り返り、こちらに微ほほ笑えみを向けてくる。

			　胸の裡うちにある温かな想いが滲にじみ出たような、やわらかな笑みだった。

			「……」

			　ずるずると去っていく背中に、わたしは視線を奪われた。不思議なことに、あんな有り様でありながら、リリィ姉様の女性としての魅力は、むしろ増しているように思えたのだ。

			「なんだか変わりましたね、リリィさん」

			　似たような感触を得ていたのか、真菜もつぶやく。

			「……そうですね」

			　以前の姉様は、自身のスライムとしての本質を、あまり好んでいないようだった。

			　けれど、ああしてスライムとしての本性を偽いつわれない状態でありながらも、いまの姉様の笑みには曇りひとつない。

			　ご主人様と寄り添い合っている姿は、まさに甘い幸せを具現化したような光景だった。

			　なにか心境の変化があったのは、まず間違いなかった。

			　そのあたりが影響しているのか、最近では、以前になかった行動を見せることもあった。

			　スライムの姿を気にすることなくご主人様にスキンシップを取っているのもそうだが、後遺症で動けない時間を積極的に利用して、異世界の文字を学んだりもしているようだ。

			　なんでも、この世界の本を読みたいのだそうだ。

			　また、これまで他の転移者への接触は、ご主人様が行うことが多かったのだが、飯野優奈が去る前には、姉様から話しかけることも何度かあったようだ。

			　ふたりでなにか話しているのを見掛けたこともある。

			　そうした変化が、なにを原因としたものなのかはわからない。

			　それでも、ああして幸せそうな顔を見せているのだから、姉様に起こった変化は決して悪いものではないのだと、わたしは確信できたのだった。

			「さてと……」

			　姉様を見送ったわたしは、自分の仕事に戻ることにした。

			　魔法のナイフを手に取る。現在、製作中なのは、魔動車の細々とした部品類だった。

			　わたしは今度、ご主人様と一緒に町に行くことになっている。そこで首尾よく魔石を手に入れることができれば、魔動車を作製することになるだろう。だから、その前に荷物にならない部品は先に作っておくことにしたのだった。

			　魔動車が動く仕組みについては、半ば解析は終わっている。結果、動力源である魔石の他に、車の各所に制御用の魔石が組み込まれていることがわかっていた。この制御用の魔石は、車のサイズや、車体に加わる力の大きさや向きを定義しており、これは車の大きさに合わせて作ってやればいい。大気中から魔力を吸収し、動力源とするメインの魔石の解析だけは難航しているが、それ以外については、再現した模造魔石を作ることがすでに可能だった。

			　ご主人様から町に行くことを聞かされたのは、『韋い駄だ天てん』飯野優奈が去って数日後のことだ。それから作業を進めているので、作っているパーツ自体は小さくとも、量としては相当のものになっている。具体的には、スペアも含めて４台分くらいあった。

			　……ちょっと作り過ぎたかもしれない。

			　あまり重くなってもなんだし、車の部品ではなく別のものに取り掛かるべきだろうか。

			　たとえば、一足先に実用レベルに持っていけたもののなかに、内部の容積を変える『魔法の道具袋』がある。あれを人数分用意してもいいかもしれない。

			　元の道具袋はそこそこ大きなものだから、腰から下げられるくらいの大きさにしたほうが便利だろう。魔石の調整が必要になるが、そのあたり試し行こう錯さく誤ごしてみるのも悪くない……。

			　などと考えていると、ガーベラがこちらにやってきた。

			　焚たき火びから少し離れたところで立ち止まると、蜘く蛛もの脚を折りたたんで座り込む。

			　魔法の道具袋の大きさやデザインについて時折真菜と相談しつつ、作業を始めてしばらくしたあたりで、小さな唸うなり声があがり始めた。

			　声はちょっとずつ大きくなる。わたしは作業の手を止めて、声のするほうに視線を向けた。

			　うーんうーんと難しげな声をあげるガーベラが、頭を抱えていた。

			「どうしたんですか、ガーベラさん」

			「うむ？」

			　真菜が声をかけると、ガーベラは顔をあげた。赤い目が見開かれる。

			「おお、いたのか。加藤殿」

			「最初からいましたけど……」

			「そうか。それは悪かった。気付かなんだ」

			　呆れた顔をする真菜に、ガーベラが首を傾げてみせた。

			「それで、なんの話かの」

			「なにって……それはこちらの台詞せりふですよ。真島先輩の稽けい古こが終わってすぐに帰ってきちゃうなんて珍しいじゃないですか。それに、さっきからずっと、うんうん唸ってますし」

			　ちょっと心配そうな顔になって、真菜が尋ねる。

			「なにか悩み事でもあるんですか」

			「……んー、うむ。実は、そうなのだ」

			　ガーベラは少し迷ったようだが、素直に認めることにしたようだ。

			　重々しく頷うなずいてみせると、眉間に皺しわを寄せた困り顔で告げる。

			「先日のことなのだがな、今度、主殿とふたりきりで乳ちち繰くり合おうという約束をしたのだ」

			「……それ、わたしが聞いてもいい話ですか？」

			　相談に乗る姿勢になっていた真菜が、流れるように半はん眼がんになった。

			「いや待て、加藤殿。早まるな」

			「と言われましても」

			「相談に乗ってほしいのだ」

			　これは、本気で困っている声だ。

			　とはいえ、真菜が白い目を向ける気持ちも、わたしにはよく理解できた。

			「……えっちな体験談とか聞かされても困るんですけど」

			「安心するが良い。まだなにも体験してはおらんのだ。体験談などしたくともできぬ」

			「言われてみれば、そうですね。まだ約束しただけなんでしたっけ」

			　唇に指をあてて真菜がつぶやくと、嬉しげにガーベラは頷いてみせた。

			「そう。そうなのだ。ふたりきりでいちゃつこうと、主殿が言ってくれたのだ」

			「ああ、そこはちょっと意外ですね。真島先輩が、そんなふうに言ったんですか？」

			「む？　いや。いちゃつこうと言ったのは妾わらわのほうだったかもしれん」

			「……じゃあ、先輩は言ってないんじゃないですか」

			「そ、それはそうだが、抱き締めてはくれたぞ！　これまで待たせてしまって悪かった、とも言ってくれたのだ！」

			「へえ、先輩がそんなことを……」

			　力説するガーベラから視線を外して、真菜が一瞬、こちらを見た。

			「……それじゃ、やっと先輩もその気になったんですね。良いことです」

			「うむ。それで今度、時間を取ろうということになってな」

			「はぁ、そうですか。おめでとうございます。……あの、そろそろ、おなかいっぱいになりつつあるんですけど、まだこの惚気のろけ話は続くんですか。正直、お砂糖吐きそうなんですけど」

			　そこまで言って、真菜は苦笑をこぼした。優しげな眼まな差ざしが、ガーベラに向けられる。

			「あとはもう、ふたりで進めるべき話なんじゃないですか」

			　基本、真菜は面倒見がいい。わたしはそれをよく知っていた。

			「ふたりきりになるのが難しいというのなら、協力はしますけれど」

			「むう。できることなら、妾わらわもそうしたいのだがの。ひとつ問題があってな」

			「問題ですか？」

			　あくまで優しく、真菜は尋ねる。

			　だからというわけでもないだろうが、正直にガーベラは告白した。

			「うむ。妾はどうも、興奮すると力加減が利かなくなってな。うっかり主殿を抱き潰してしまいそうになるのだ」

			「……」

			「どうすればいいと思う？」

			　じと目に戻った真菜が、わたしのほうを振り向いた。

			　その顔には「駄目だこれは」と書いてあった。

			「ローズさん。先輩をガーベラさんとふたりきりにするのだけは、断固阻止しましょうね」

			「加藤殿!?」

			　ガーベラが、がーんと赤い目を見開く。

			　肩を落とした彼女に、わたしは言葉をかけてやることにした。

			「真菜の冗談はさておき。だったら、ガーベラからなにかしようと思わなければいいだけの話なのではないですか」

			「む？　どういうことだ？」

			「抱き締めようとしなければ、抱き潰すことだってないでしょう」

			　対症療法だが、やらないよりましだろう。なにせ、ご主人様の命がかかっているのだから。

			「な、なるほど」

			　みるみるうちに、ガーベラはその顔を輝かせた。

			「つまり、それは……受け身というやつだな！」

			「多分、そんな感じではないかと」

			　拳を握りしめるガーベラに、曖あい昧まいに頷うなずく。

			「わたしもよくわかりませんが」

			「妾わらわもよくわからんが、昔の主殿みたいな感じであろ」

			「そういうことを言うのはおやめなさい」

			「良いではないか。過去の話だ。最近の主殿は、そこそこ積極的になったようだしの」

			「そうなんですか？」

			　と、真菜が反応した。

			「というか、なんでガーベラさん、そんなこと知ってるんですか」

			「妾、目も耳も良いからの。たまに、いろいろと見えたり聞こえたりするのだ。リリィ殿とのあれこれとかの。……とはいえ、妾としては、なぜ加藤殿が知らんのかが不思議だがな。この間、お主、そういう場面に行き遭っておったではないか」

			　真菜は覿てき面めんに狼ろう狽ばいした。

			「な、なな……っ、そ、そんなのじっくり見たわけじゃないから、先輩が積極的だったかどうかなんてわかりませんしっ！」

			「ああ。そういえば、気付いてすぐに戻ってきたようだったな」

			「な、なんでそこまで知ってるんですか!?」

			「だから、妾わらわは目も耳も良いからによって」

			　……そういえば、ちょっと前、夜中に小しよう用ようを足しにいった真菜が、赤い顔をして帰ってきたことがあった。

			　眠れないと言う真菜に、膝ひざを貸した記憶がある。

			　あの夜、妙に甘えた様子で可愛かわいかったのは、そんな裏の事情があったらしい。

			「しかし、なるほどの。受け身でいるというのはアリやもしれぬな」

			　真っ赤になった真菜を他よ所そに、ばっとガーベラは立ち上がった。

			「よし！　妾はこれから受け身になろう！」

			「……それを勢い込んで言っている時点で、前ぜん途と多た難なんな気がしますけど」

			　朝から疲れた顔になった真菜がつっこんだ。

			「やもしれんな」

			　これに、ガーベラは反論しなかった。

			「だが、妾はこういうふうにしか振舞えぬ」

			　ただ、真剣な顔を真菜に向けた。

			「なあ、加藤殿よ。妾は足をとめる気はないぞ」

			　その言葉に、果たしてどんな意味があったのだろうか。

			　真菜もまた、真剣な顔でガーベラを見返した。

			「加藤殿はどうだ？　いつまで『へたれ』でおるつもりかの？」

			「わたしは……」

			「まあ、加藤殿には加藤殿の歩くスピードがあるというのはわかっておるつもりだ」

			　ふっと笑顔を取り戻して、ガーベラは空気を弛し緩かんさせた。

			「強制するようなことでもない。だがな、妾わらわは加藤殿を応援したいと思っておるのだよ」

			「ガーベラさん……」

			「なにせ妾と気持ちは同じ、主殿を押し倒したい同士であるのだからな！」

			「そ、そこは違うって、前にも言ったじゃないですか！」

			　再び顔を赤らめた真菜が、たじたじとしながらも反論した。

			「む。そういえば、そうだったかの。では、加藤殿は押し倒されたいのだったか？」

			「ではってなんですか！　違いますよ！　というか、言葉を選んでほしいって、これも前にも言ったはずです……！」

			「ああ、すまん。えぇっと……加藤殿も、主殿と抱き合ったり、接せつ吻ぷんしたり、触ったり触られたりしたいのであろ？」

			「具体的に言えと言ったわけじゃなくて！　……あっ」

			　珍しくガーベラ相手に押されている真菜が、はっとした様子で赤い顔をこちらに向けた。

			　わたしはこくりと首を傾げた。

			「初耳でした。真菜は、ご主人様に押し倒されたいのですか？」

			「――ッ!?」

			　声にならない悲鳴があがった。

			　顔を真っ赤にした真菜は、ある種の魚のように口をぱくぱくさせる。

			　そして数秒。ゆらりとガーベラに振り返った。

			「……ガーベラさん？」

			「お、おぉう？　なにかまずいことを言ったかの、妾わらわ」

			　涙目の真菜に睨にらまれたガーベラが、冷や汗を流した。

			　かつてのトラウマは、いまでもひょっこりと顔を出すものらしい。

			「ま、まあ、それはともかくだ……」

			　逃げるように、赤い目がこちらを向いた。

			「しかし、ローズ殿は他人事のように言うのだな」

			「どういう意味ですか」

			　わたしは首を傾げた。

			「いやなに。ローズ殿だって、妾たちと気持ちは同じであろうに、と思ってな」

			「だから、なにがですか」

			　話がいまひとつ通じない。

			　そう思ったのは向こうも同じだったらしく、ガーベラは不審そうな顔になった。

			「ローズ殿は、主殿に抱き締められたいのだと聞いておる。そのために、人形として可愛かわいらしく自身を飾ろうと決めたのだと」

			「はい」

			「だったら当然、そこから先も望んでいるのであろ？」

			「いえ」

			　なにを言っているのだろうか、という内心が声に出ていたかもしれない。

			「なんと」

			　ガーベラは、信じられないものを見るような目をした。

			　だが、なんでそんな目で見られなければならないのかがわからない。

			「ではなにか。ローズ殿は、そこから先を望んでおらんと？」

			「というより、考えたこともありませんでした。もちろん、ご主人様が望まれるのでしたら、それがどのようなことであれ、お応えしますが……」

			　考え考え、言葉を紡つむぐ。

			「しかし、そのようなことはありえないでしょう」

			「……しばし待たれよ、ローズ殿」

			　額を押さえたガーベラが、真菜に視線をやった。

			「なあ、加藤殿。これはどういうことだ。妾わらわには、ローズ殿が本気で言っているようにしか見えんのだが」

			「これでも、わたしは頑張ったんですけどね」

			「なるほど。それでこれか……」

			　ガーベラがこちらに振り返った。どこか困ったような顔だった。

			「なあ、ローズ殿。妾はこれでも、そなたを姉として大事に思っておる。だから言わせてもらうのだが……それはちょっと、欲がなさ過ぎるのではないかの？」

			「そんなことはありません。ご主人様の寵ちよう愛あいは、リリィ姉様だけのものですから」

			　いつかの夜にそうであったように、ご主人様に抱き締められること。

			　あの一夜の夢をもう一度。そう望むだけでも、僭せん越えつ至し極ごくというものだと弁わきまえている。

			　それなのに……それ以上？　そんなのは、天が落ちてくるようなものだ。

			　嘘うそ偽いつわりなくわたしはそう認識していた。

			　信じ込んでいたと言ってもいい。

			「だがな、ローズ殿」

			　そんなわたしに、ガーベラは言った。

			「ありえないと言うが、現げんに妾は主殿にそれを望まれたぞ？」

			「……」

			　その瞬間、わたしの思考は物の見事に固まってしまったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ガーベラの言葉は、これまでわたしの考えたこともないところを突いていた。

			　確かに、彼女の言う通りだ。

			　以前とは、状況は変わっている。なぜなら、ご主人様はガーベラの想いを受け入れたからだ。

			　天はすでに落ちているのだ。ありえないなんてことは、ありえない。

			　だったら……だったら？　なんだというのだろうか。

			　そんな益やく体たいもない考えが、ぐるぐると頭のなかを回っていた。

			　……あの場は、結局、うやむやなまま、お開きとなってしまっていた。

			　実はずっと火の番をしながら、わたしたちの話を聞いていたケイが、話の内容が一部刺激的だったせいで目を回してしまったからだ。

			　いまはもう朝食も終わって、後片付けと出発の準備をしているところだった。

			　わたしも荷物を纏まとめているのだが、作業は遅ち々ちとして進んでいない。

			　動揺している自覚はあった。それこそ、天が落ちてきたかというくらいに。けれど、どうして自分が動揺しているのかがわからなかった。

			　……いいや、ちょっとだけ嘘だ。

			　ひょっとして、と思うことはあった。

			　つまり、わたしはリリィ姉様やガーベラのように、ご主人様に愛してもらいたいと願っているのだろうか、ということだった。

			　そんなだいそれたことを、わたしは望んでいるのだろうか？

			　……わからない。

			　望む望まない以前の問題として、わたしにはそんな発想がそもそもなかった。だから、そんなことは考えたこともなかったし、考えたところでうまく想像もできなかった。

			　ただ……自分が『それ』を望んでいるのだろうかと考えると、なにやら居ても立ってもいられないような気持ちになってしまうのは、否定できない確かな事実だった。

			　血の通わない人形の体のなかに、埋うずみ火びのような感情がある。

			　きっとこれは、ずっとこの胸のなかにあった感情だ。

			　わたしを突き動かして、ご主人様に抱き締められたいと願わずにはいられなくしたものだ。

			　これまで見えなかったけれど、そこにあったものについに追い付かれてしまった感覚。

			　……わたしはなにを願っているのだろうか。

			「ローズさん」

			　気付けば、真菜が正面に立っていた。

			　すでに旅装は整えられている。それで、わたしは自分の手が停まっていることに気付いた。

			「す、すみません、真菜。みなを待たせてしまっていますか」

			「いえいえ。まだ大丈夫ですよ。わたしが少し急いで準備を終わらせただけですから」

			「そ、そうですか」

			　真菜の言葉にほっとして――そのなかに、気になる一語が含まれていることに気が付いた。

			「急いで……？」

			「はい。ローズさんに話があったんです」

			　頷うなずいて、真菜は切り出した。

			「真島先輩のことなんですけど」

			「っ！」

			　このタイミングでご主人様の名前が出たことに、わたしは動揺せずにはいられなかった。

			　そんなわたしの内心を知ってか知らずか、真菜は素知らぬ顔で続けた。

			「今度、わたしたちは真島先輩と一緒に町に行くことになっていますよね」

			「はい、そうですが……？」

			「これはチャンスだと思うんです」

			　薄うつすらとした笑みを口元に刷はいて、真菜は続けた。

			「ローズさん。このチャンスに、真島先輩とデートしちゃいませんか？」

		

	
		
			　

			05　町へ向かうために必要なこと

			　

			　おれはひとりで、小さな崖の上にいた。

			　まばらな木々に囲まれたこの場所は、体を動かすのに十分な広さがある。

			　崖下からは、夕食を準備する仲間たちの声が、かすかに届いていた。

			「よし」

			　小さくつぶやいて、おれは左腕を持ち上げた。

			「アサリナ、左腕強化」

			「ゴシュ、サマ！」

			　アサリナは軋きしむような声で鳴くと、過去に風ふう船せん狐ぎつねにやられた火傷跡の残るおれの左腕に、しゅるしゅると巻き付いていく。

			　蔓つるの体が腕を覆おおったところで、おれは地面に置いてあった盾を持ち上げた。

			「……うん、軽い。成功だな」

			「サマ！　サマ！」

			　狂獣との戦いのさなか、アサリナが手に入れた力――強化外骨格としての機能は、十全に発揮されていた。

			　あのときは、ガーベラの魔力の再現も併へい用ようしていたが、あれなしでもこの能力は使用可能だ。爆発力はあるが消しよう耗もうの激しいあちらに比べて、この能力は利便性が高い。感覚を忘れないように、あれから何度か試しているが、アサリナはしっかりとこの能力をモノにしていた。

			　試しに剣に持ち替えて振ってみたりもして、動きを確かめていく。

			　狂獣相手の戦いでは、その攻撃をやり過ごすのに必要な耐久力を得るために、単純な腕力を強化しただけだった。そのため、動きに支障が出るかどうかは未知数だったのだが、この分ならどうやら問題はなさそうだ。こうして動かしてみても、巻きついた蔓つるにぎゅっと引き絞られるような感覚はあるものの、むしろ動きは普段より鋭くスムーズなくらいだった。

			　アサリナがおれの意思を感じ取って、動きを合わせてくれているのだ。

			　おれの体に根を張っているアサリナは、眷けん属ぞくの誰よりもパスの繋がりが深い。その性質を利用することで、これまでおれたちは戦闘中にパスを介して指示を出す訓練をしてきた。それが、ここで生きていた。

			「これなら実戦でも問題なく使えそうだな。あとは、そうだな。もっとアサリナがやりやすいように……ん？」

			「サマ？」

			　おれとアサリナは、ふたり揃って動きをとめた。ぐるりと視線を巡らせる。

			　ほどなくして、少女の上半身を生やした蜘く蛛もが、こちらに近付いてくるのが見えた。

			「主殿」

			　現れたガーベラは、酷ひどく真剣な顔をしていた。

			　血のように赤い瞳ひとみが、ちらりとアサリナに向けられる。

			「ちょっと話があるのだが、邪魔をしたかの」

			「ん。ああ、別に気にしなくてもいい。アサリナ、今日はここまでだ」

			「サマー」

			　巻き付いていた蔓が解とかれる。

			「それで、なんだ」

			　気を遣ってアサリナが引っ込んでくれたところで、おれはガーベラを促うながした。

			「うむ。約束を果たしにきたのだ」

			　緊張した様子で、ガーベラは宣言した。

			　これでなにを言われているのかわからないほど、おれも鈍にぶくはない。ふたりきりで時間を取ろうと約束した件に違いなかった。

			　おれも、いつ切り出されるのかと思っていた部分もあった。

			　とはいえ、真正面から言われてしまうと、少し照れるものがある。

			「そうか」

			　結局、おれは短く返すだけにとどめた。

			「そ、それでなのだがな、ひとつ頼みがあるのだ」

			　ガーベラも、透き通るほどに真っ白な肌を朱しゆに染めていた。

			　普段より幾いく分ぶん、早口で言う。

			「この間、妾わらわは危うく主殿を抱き潰してしまいそうになったろ」

			「ああ」

			「いまになっても、妾は行為の最さい中ちゆうで主殿を抱き潰さん自信がない」

			「……うん？」

			　おれは眉を寄せた。

			　雲行きが怪しい。

			「まあ聞け」

			　怪け訝げんそうなおれの様子を見て、ガーベラは掌てのひらを向けてきた。

			「妾はどうも興奮すると、うまく力の加減が利かなくなる。それは主殿も知っておることと思う。そこでだ、妾からはなにもせんことにした」

			「なにもしない？」

			「そうだ。下手に抱き締めようとするから、そのままぐしゃりといってしまいそうになるのだ。ゆえに、妾は受け身になることに決めた」

			「ぐしゃりって……」

			　男女の睦むつ事ごとに関して出てくるような擬音ではない。

			　ともあれ、言っていること自体は一理あるようにも思えた。

			「まあ、言いたいことはわかったよ」

			「ならばよし。さあ、なんでもするがよい」

			　ガーベラは、威勢よく胸を張った。

			　話題が話題なせいで、胸の双そう球きゆうが柔らかく弾むのが目についた。

			「……」

			　常日頃はなるべく気にしないようにしているが、ガーベラの衣装は際どい。

			　リリィと同じくらい大きなふくらみが作り出す胸の谷間は、はっきり言って目に毒だ。

			　腹や背筋のラインはたおやかで、誰よりも女性らしい。

			　その下に繋がった蜘く蛛もの体は毛並みもフォルムも美しく、見る者に畏怖を感じさせこそすれ、彼女の美貌を損なうものでは決してなかった。

			　普段はそのあたりを相そう殺さいしている子供っぽい振る舞いも、頬ほおを赤らめて佇たたずむいまは影を潜めている。妖しいほどに美しい顔立ちのなか、双そう眸ぼうは閉じられて、彼女は酷ひどく無防備に見えた。

			「……わかった」

			　おれは一歩近付いた。

			　肩に手を置く。滑らかで柔らかい女の子の肌の感触が、掌てのひらに伝わった。

			「ん……」

			　ぴくんとガーベラの眉が動き、蜘く蛛も脚の先が地面を浅く掻かいた。

			　唇が軽く噛み締められる。

			　なにかを堪こらえるような仕草が、おれという存在の奥底にあるものを、ちりちりと炙あぶった。

			　ゆっくりと腕を背中に回す。距離が近付いて、女の子の匂いが鼻び孔こうに広がった。

			　緊張と興奮で少し荒くなった少女の吐と息いきを肌に感じた。

			　触れているところから、小さな震えが感じられた。

			　自然と瞼まぶたを落としながら、ゆっくりと唇を近付ける。

			　……きちりと音が鳴った。

			「え？」

			　おれの腕を振り払って、ばっとガーベラが離れた。

			　一気に数メートルも遠ざかり、蜘蛛脚で轍わだちを作りながらとまる。

			「ガ、ガーベラ？」

			　拒絶された衝撃で、おれはその場に立ち尽くす。

			「主殿……」

			　ガーベラが顔を上げる。涙目になっていた。

			「や、やはり、妾わらわには無理だ！」

			「は？」

			「あのまま口付けなどされたら、なんかこう、駄目なのだ！」

			「……」

			　意味がよくわからない。

			　だが、どうやら単純に拒絶されたわけではなさそうだった。

			　少しほっとするおれを余所に、ガーベラはわなわなと震えていた。

			「……口付けとは、かくも危険なものなのか。あんなの、身も心もとろけてしまって、理性など残りようはずもない」

			　きちきちきちきち、と蜘く蛛も脚が蠢うごめいて音を立てていた。

			　それが我慢をしているときの彼女の癖くせであることを、おれはよく知っていた。

			「受け身でい続けるなんて、無理に決まっておるではないか！」

			「それを、おれに言われても……」

			「こんな難しいことを、みな、乗り越えているというのか……？」

			　ガーベラは愕がく然ぜんとつぶやいたが、多分、それはなにか違うと思う。

			　頭を抱える少女を前に、おれは小さく溜め息をついた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「どしたの、ご主人様。大声が聞こえたけど」

			　騒ぎを聞きつけてリリィが現れたのは、そのあとすぐのことだった。

			　現在も擬ぎ態たい能力が使えない彼女は、ずるずるのたのたとこちらにやってくると、スライムの質感のまま透き通った顔をこちらに向けた。ぐてんと体ごと、首を傾げる。

			「あれ、ガーベラは？　一緒じゃなかったの？」

			「『いまの妾わらわには無理だ。だが諦あきらめぬ！』って言い残して、どこかに行ったよ」

			「あー、受け身大作戦は失敗したんだね……」

			　細部の造形の甘い顔立ちに、それでもはっきりと苦笑とわかる表情が浮かんだ。

			「リリィも知ってたのか？」

			「うん。ローズの発案なんだってね。割と良い発想だと思ったんだけど、駄目だったんだ」

			「『覚えておれよー』だってさ。だから、それをおれに言われても困る」

			「あはは……」

			「もっとも、おれがガーベラの腕力に堪たえ切れれば、それでいい話なんだから、その点は申し訳ないとも思うけどな」

			「うーん。どうかな。そこは、お互い様なんじゃないかと思うけど」

			　頭を掻かいたおれのことを見て、リリィは諭さとすような口調で言った。

			「わたしたちとご主人様は別の生き物なんだから、それだけ乗り越えるべき障害は多くて当然だよ。大変なのは確か。だけど、ガーベラはへこたれないと思うな。そこが、あの子の美点でしょ？　ご主人様も、そんなところが好きなんだよね」

			　そこまで語ったリリィは、おれの表情を見て、くすくすと笑った。

			「なぁに、ご主人様。その顔。まだ気にしてるの？　わたしは、ご主人様がガーベラとどうなろうと気にしないって言ったじゃない」

			「それは、そうなんだが……」

			「まあ、これは感覚的な話というか、気持ちの問題だから、割り切ったつもりでも、ふとした拍子に引っかかっちゃうのは仕方のないことなのかな」

			　近付いてきたリリィが、胸に頭を寄せてくる。

			「わたしは、こうしていられれば十分なんだけど」

			「リリィ……」

			「そんなことを気にするくらいなら、もっと時間をくれたら嬉しいな。今日で、しばらく会えなくなるんだもん」

			　ガーベラが乗り越えられなかった一線を、するりとリリィは抜けてのける。

			「……ん」

			　少女であり怪物でもある体が密着して、唇が重なった。

			　いまの彼女は服を着ていないから、押し付けられる感触はひどく生々しくリリィの存在を感じさせた。身をすり寄せる仕草が甘えるようなのは、これからしばらく離れ離れになる寂しさのためだろう。湧き上がる愛おしさに突き動かされて、こちらからも頬ほおに手を添えた。

			　深く唇を合わせる。より深く、輪りん郭かくを合わせて、溶け合うように。

			　彼女自身が口にした障害を乗り越えて、おれたちの距離はとても近い。

			　翌日、おれはリリィたちと別れて、山を下りた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「アケルには、数千人の人口を抱える大きな町の数は、片手で数えられるほどしかありません」

			　地面に正座したシランが口を開いた。

			　旅りよ装そう姿の彼女の前には、主要な街道と町の位置関係が記された簡易な地図が広げられている。もともとおれたちが所持していた騎士団の地図は、『韋い駄だ天てん』襲しゆう撃げきの際に川に流されてしまったため、これはシランが描き直したものだった。地名の横にはカタカナでメモを取ってある。

			「キトルス山脈に入る前に、孝弘殿が村で聞いてきたところによると、山道から下りるこのルートでは、最初に辿り着く村の近くにザクオの町があるということでした。とすると……」

			　シランの指が、地図の上を滑る。

			「恐らく、我々がいまいるのは、このあたりでしょう。最も寄よりで大きな町となると、ディオスピロですね。アケル東部ではもっとも大きな町です。周辺の小さな町や村に物資を行き渡らせる物流拠点となっていますから、今回の目的にも沿うかと思います」

			「あと、どれくらいでディオスピロに着く？」

			「そうですね。３日ほどだと思います。ベルタの話では、近くに集落があるということですし、詳しい話はそこで聞くのが良いでしょう」

			　山を下りるのにも３日かかったから、町での物資調達の時間を考えると往復で２週間ほどか。

			　おおむね、事前に立てていた日程通りだった。

			「もうひとりの王よ」

			　自分の名前が出たことに反応したのか、地面に体を横たえていたベルタが会話に口を挟んできた。巨大なふたつの狼の頭をもたげる。

			「ここから先は人の目がある。わたしが同行できるのは、ここまでだ」

			「ああ、そうだな。助かったよ、ベルタ」

			「何度も言うが、わたしは我らが王の命令に従っているに過ぎん」

			　知性を宿した二対の目が逸そらされた。

			「しばらくはお前の身を守るようにと、わたしは命令を受けている。こうして同行しているのは、それだけのことに過ぎん。だから、礼など言うな」

			　酷ひどくつれない調子だった。

			「わたしは別に、貴様の仲間というわけではないのだから」

			「……」

			　ベルタが素っ気ないのはいつものことだ。

			　けれど、おれはいまのやりとりに、なにか引っかかるものを感じていた。

			　工藤のところに一度戻ってから、ベルタの様子はどことなくおかしいような気がするのだ。

			　なにかあったんだろうかと、少し気になった。

			　リリィ奪還の際に共闘したこともあって、どうにもこの巨大な狼には悪い印象を抱けない。

			　もちろん、過去にベルタが坂さか上がみ剛ごう太たを騙だまして、最後には彼を喰い殺した事実を忘れたわけではない。だが、それはあくまで工藤がやらせていたことだ。騙していたのかと坂上に詰め寄られたとき、ベルタは罪悪感を抱いていたようにも見えた。

			　こうして接する機会を得てみると、愛想はないものの、割と面倒見の良い性格をしていることもわかった。

			　基本的に善良なのだろう。

			　……それが、工藤に付き従うベルタにとって、幸運なことなのかどうかはわからないが。

			「今日の昼過ぎには、集落に着く。それまでは護衛をしよう」

			　ベルタは低い声で言った。

			「そのあとは、わたしは一度、あのスライムや蜘く蛛ものところに戻る。そして、７日後には、もう一度ここに来て、お前たちを待つことにする。それでいいか？」

			「ああ、ありがとう。助かる」

			「だから……」

			　言いかけて、ベルタは黙り込んだ。礼を言うなと言おうとして、これまで同じことを何度も言っている無意味さに気付いたのかもしれない。ちょっと不ふ貞て腐くされたように尻尾しつぽと触手を揺らす狼の姿は、微ほほ笑えましさを感じさせるものだった。

			「それじゃあ、村に着くまではそれでいいとして」

			　おれは視線を、並んで座るエルフの少女たちに向けた。

			「そこから先は、シランとケイに頼ることが多くなると思う。面倒をかけるかもしれないが、よろしく頼む」

			「わかりました」

			「了解ですっ」

			「あとは……そういえば、加藤さんとローズ、遅いな」

			　段取りを組み立てていたところで、おれはあたりを見回した。

			　仲の良いふたりの姿は見当たらない。シランが首を傾げた。

			「朝食を終えた頃に、ふたりで席を立っていましたね。探してきましょうか？」

			「いや」

			　遠くまで行っていないことは、パスのお陰でわかっている。出発までには戻ってくるだろうし、わざわざ探しにいくまでのことではない。

			　などと考えていると、タイミングよく足音が戻ってきた。

			「ただいま戻りました、ご主人様」

			　ローズの声だ。おれはなにげなく振り返った。

			「ああ、おかえり……」

			　応じた声が途切れた。ぽかんとして、おれは目の前の人物を見詰めた。

			　そこにいたのは、見知らぬ少女だった。

			　くすんだ銀色の髪が、背中で太いみつあみにされて揺れている。

			　女の子にしては背の高い体は、襟えりの立った濃のう紺こんのロングドレスに包まれていた。

			　優美なドレープの効いたスカートが上品なドレスは、厚めの生地で仕立てられており、美しさと実用性を兼ね備えている。その上から身に着けた大きなエプロンは、可愛かわいらしさよりも落ち着いた印象を与えるものだ。両手には白の長なが手て袋ぶくろ。脚には太ふと腿ももまでのソックスを履いており、肌の露出を避けた装いだった。

			　そんななか、唯一外に出ているのが、異様なくらいに整った天使みたいな顔だった。

			　硝がら子す細ざい工くみたいに繊細な顔立ちは、これまでに目にしたことのないものだ。
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			　そのはず、なのだが……。

			　おれには、すぐに彼女が誰なのかわかった。

			「ローズ……？」

			「は、はい」

			　緊張しているのか、ローズはぎこちない笑みを浮かべていた。

			　その精一杯の微ほほ笑えみに、心臓がどくりと音を立てた。

			　自分が動揺している事実を認識して、なぜだか余計に狼狽うろたえた。

			　ローズのうしろから、ひょいと加藤さんが顔を出したのは、そのときだった。

			「ほら、ローズさん。こんなとこでとまってないで」

			　その言葉で、おれもまた、自分たちがお見合い状態で硬直していたことに気付いた。

			　そんなおれの様子を見て、どこか満足げに微ほほ笑えんだ加藤さんが、ローズの背中を押した。

			　妙にぎくしゃくした、どこか怪しい足取りで、ローズがこちらに歩いてくる。ひょっとすると、加藤さんはこんなふうにローズの背中を押して、ここまでやってきたのかもしれない。

			　ローズはおれの近くまでやってくると、スイッチが切れたように、すとんと座り込んだ。

			「わわっ！　すごい！　すごい似合ってます、ローズさん！」

			　目を丸くしていたケイが叫んだ。

			　少し興奮した様子で、ローズに声をかける。

			「それが、準備していたっていう、町に出るための装よそおいなんですね！」

			　その言葉を聞いたことで、ようやくおれは状況を呑み込めた。

			　どうやらこれは、ローズが街を出歩くために準備した服装らしい。

			　おれ自身、これまでのように仮面で顔を隠し、手足の関節部が剥むき出しのままでは、町に入るのにはまずかろうとは思っていた。そのため、ローズと加藤さんに町への同行を提案した際に、そのあたりどうにかならないか尋ねてもいた。準備しておくと答えがあったから、信頼して任せておいたのだが、まさかここまで気合の入った装いだとは思ってもみなかった。

			　加藤さんはもとより、シランやケイも、このことについて知っていたらしい。時間をかけて準備したものなのだろう。そのお披ひ露ろ目めが、いまこのときというわけだった。

			「お似合いです、ローズ殿」

			「本当に。すごい綺き麗れいですよ」

			　シランが声をかければ、ケイも同意の声をあげる。

			　憧あこがれで目をきらきらさせたケイが、こちらを振り向いた。

			「ねえ？　孝弘さん」

			「あ、ああ」

			　ここで、ようやくおれは自分がローズになにも言ってやっていないことに気が付いた。

			「そうだな。似合ってる、と思うよ」

			　咄とつ嗟さに口に出たのは、つまらない台詞せりふだった。

			　うまく褒ほめてやれないのがもどかしかった。

			　もっとも、先程の衝撃を言葉にするなんて、どうやったって無理なことだとも思えた。

			「綺き麗れい過ぎて、ちょっとびっくりした」

			　こんなふうに付け加えるのが、精一杯だった。

			　その次の瞬間だった。

			「……」

			　ローズの顔から、表情という表情が抜け落ちた。

			　露あらわになった無機質な顔は、人形としてのものだ。

			　あまりにも唐突な変へん貌ぼうに、おれはぎょっとさせられた。

			　なにか変なことを言ってしまったのか。それとも、あんな言葉では足りなかったのか。

			　様々な考えが頭に過よぎった。

			　……結論から言ってしまえば、それらはすべて的外れだった。

			　これはあとから聞いた話だが、ローズは表情を作るのが苦手らしい。

			　元は表情どころか目鼻立ちさえない木製人形の身であったことを考えれば、それは当然のことで、最初はそれこそ、どこか人間と違った不気味さをなんとかするのに苦労したらしい。

			　そして、いまでもまだぎこちないところは残っている。

			　そのため、なにかに気を取られたり、我を失ったりしてしまうと、あっさりと表情が剥はがれ落ちて、人間ではありえない無機質な貌かおが露わになってしまうのだという。

			　丁度、いまのようにだ。

			　とはいえ、おれは特にそれを見苦しいとは感じなかった。

			　身み内うち贔びい屓きかもしれないが、精せい緻ちの極みにあると言っていいローズの容よう貌ぼうには、ヒトにはありえない無機質な貌もまた似合っているように思えたのだ。

			　天使みたいだ、なんて思った。

			「……」

			　そんな天使なローズが無表情のままで――くたんと背後に倒れた。

			「ちょ……っ」

			　そもそも、どうしてローズは表情を失ったのか。

			　それはつまり、おれの他た愛あいない褒め言葉を耳にした彼女が、思いっ切り動揺したということに他ならないわけで。

			「ちょっと、ローズさん――ッ!?」

			　加藤さんが悲鳴をあげ、シランとケイが慌てて腰を上げる。

			　ベルタは一方の首で欠伸あくびをすると、我関せずとばかりに瞼まぶたを下ろした。

			　人間でいうところの『目を回して』しまったローズが回復して、出発できるようになるまでには、しばしの時間が必要なようだった。

		

	
		
			　

			06　アケルの村々

			　

			　山さん麓ろくにある村に着いたのは、昼下がりの頃だった。

			　常にモンスターの襲しゆう撃げきに脅おびやかされるこの世界の集落は、対策に防壁と堀ほりを巡らせてあるのが一般的だ。樹海を貫つらぬく街道沿いにあった開拓村の防壁は石造りだったが、それ以外の村落では、太い丸太を並べて立てて、荒縄で堅く縛ったものが主流になっている。帝国からアケルに場所が変わっても、そのあたりは変わらない。質素な木造の家々も、帝国で見たものより少しみすぼらしい感こそあるものの、ぱっと見の造りは大方同じと言っていい。

			　ただ、そこに住む人たちの見せた反応は、まったく違ったものだった。

			「おお、その鎧よろい。もしや同盟騎士団の方ではありませんかな！」

			　応対に出てくれたのは、使い込まれた剣を腰に下げた年とし嵩かさの男性だった。

			　彼はシランを見るや、相そう好ごうを崩して駆け寄ってきた。

			「ええ。この村には、一夜の宿を求めてまいりました」

			「なるほど。生憎あいにく、このような鄙ひなびた村に宿を営む人間はございませんが、よろしければ、わたしの家を提供いたしましょう」

			「本当ですか？　それはありがたいです」

			「いえいえ。しかし、同盟騎士団の方が、この村にいらっしゃる日が来るとは思いませんでした。なにかの任務に就つかれているのですか」

			「ええ、まあ、そんなところです。突然の来訪で驚かせてしまって申し訳ありません」

			「まさか、そんなことはありませんとも。光栄なことです」

			　単に旅人を応対しているというだけではない。かなりの歓迎ムードだった。少し離れたところでは他の村人たちもこちらを窺うかがっており、この場にいない村人を呼び寄せる声まで聞こえてくる。帝国内では、まずなかった反応だった。

			「同盟騎士団は、アケルでは有名なんですよ」

			　うしろで見ていたおれが面喰らっていると、ケイが教えてくれた。

			「これはアケルに限らずですが、騎士というのは名誉ある仕事とされています。特に、北域五国は尚しよう武ぶの気質の強いお国柄ですから、騎士団にはとても人気があります。国内だと、王国軍の他に、王家が率いる護国騎士団がありますが、人類を守る防壁たるチリア砦とりでに、国を代表して派兵される同盟騎士団は、また一段違った存在として認知されているんですよ」

			　常に生活をモンスターに脅おびやかされているこの世界で、あえて森に踏み入って、命懸けでモンスターを駆逐する騎士団が、尊敬を集める職業なのは不思議なことではない。

			　また、この国では、シランがエルフであることもなんら問題ではないらしい。

			　あの団長さんがお姫様をやっている国なのだ。さもありなん、と言ったところだろう。

			　いまも楽しげなやりとりが続いていた。

			「ところで、先程から気になっていたのですが……失礼ながら、あなたは騎士団副長のシラン様ではありませんか」

			「なぜそれを？」

			「おお、やはりそうでしたか。その若さで同盟騎士団に所属しているエルフの女性ということで、もしやと思ったのですが。このような辺へん鄙ぴな土地までも、噂話は届いておりますぞ」

			　どうやら同盟騎士団だけでなく、シラン自身も有名人だったようだ。ただ、考えてもみれば、これは当然のことかもしれない。なにせシランは、花形の騎士団のなかでも特別な立ち位置にある同盟騎士団で副長を務めており、『樹海北域最高の騎士』として知られていたのだから。

			　とはいえ、本人がそれを当然のものとして受け止められるかというと、これがそうでもないらしい。チリア砦とりでで戦い始めて、騎士として名前を知られるようになってから、彼女が故国に戻ることはこれまでなかったはずだから、こんな扱いを受けるのは初めてのことなのだろう。うしろを振り返って、困ったような視線を向けてきた。

			　それで、シランにかかりきりだった男も、おれたちのことが視界に入ったようだった。

			「シラン様、こちらの方々は……」

			「『恩おん寵ちようの血族』の方々です。わたしはいま、彼らの護衛をしているのです」

			「なんと！　それは、大変失礼をいたしました！」

			　男が血相を変えた。

			　恩おん寵ちようの血族は、この世界にやってきた転移者の子孫……言い換えれば、伝説に名を連ねる勇者の末まつ裔えいだ。また、身分の高い者と交流を深める機会の多い転移者は貴族階級の異性を配偶者とする傾向があり、結果、恩寵の血族には貴族が多い。

			　彼らのなかには、黄色人種の特徴を備えている者もいるため、おれと加藤さんは、この旅の間、自分たちは恩寵の血族だと身分を偽ってきた。

			　転移者とバレるよりは、まだしも面倒事が少なくて済むだろうという判断からだったが、それに加えて、いまでは『もうひとつの理由』が加わっていた。

			「し、しかし、恩寵の血族の方々を泊められるような場所は、この村には……」

			「それは気にしなくてかまいません。屋根さえ付いていれば、どこか使っていないあばら家でも文句は言いませんから」

			「そ、そのようなわけにはまいりません！　それでは、ご案内いたしますから、ついてきていただけますか」

			　男の案内で、おれたちは村のなかに足を踏み入れた。

			「……」

			　かすかな緊張があった。

			　数歩足を踏み入れたところで、おれはうしろを振り返る。

			　最後尾を、みつあみにした銀髪を揺らして、しずしずと歩くローズの姿が目に入った。

			　ローズの役どころは、おれや加藤さんに付き従う侍女だった。

			　身分の高い人間なら、身の回りの世話をする人間がいて当然。

			　恩おん寵ちようの血族なら、そうした人間を連れていても不審に思われることはない。

			　と、シランからはお墨付きをもらっている。

			　加えて、あの服を実際にその手で織ったのはガーベラだが、デザインについては、加藤さんとシラン、ケイあたりが相談して決めたものだと聞いていた。監修はシランがしてくれたらしいので、体の大部分を隠すという要求を満たしたうえで、この異世界で不審に思われないような装よそおいになっているはずだった。

			　とはいえ、いざその場面になれば緊張しないではいられない。

			　村人の誰ひとりとして、ローズが人形の体をしたモンスターだとは気付かない様子なのを確認して、ようやくおれは胸を撫で下ろしたのだった。

			「ローズさんは大丈夫そうですね」

			「ああ。この分なら心配は要らないだろう」

			　声をひそめて加藤さんとそんなやりとりをしつつ、広がる畑を左右に見ながら歩いていく。

			　そうするうちに、ここアケルの村に、帝国の村々と違う点がひとつあることに気付いた。

			　周辺の警備に当たっている村人が、槍やりを携たずさえ、弓矢を背負って革鎧を身に着けているのは帝国でも同じだった。しかし、ここアケルの村落では、それ以外の村人たちも、老若男女を問わず腰に短剣を刷はいていたのだ。

			　農作業をしている村人でさえ、畑の脇に設えた雨あま避よけに、一式の武具を揃えていた。

			　これでは『村人が武装している』というより『戦士が普段農作業をやっている』というほうが余程しっくりくる。村の規模が小さいことに加え、周辺の開拓が不十分なせいでモンスターとの遭そう遇ぐうの機会が多く、常に戦力不足だという事情もあるのだろうが、それにしたって、生活と戦いとの距離が近い。まるで生きることそのものが、戦いと背中合わせにあるかのようだ。

			「なあ、ケイ。ここはアケルでも一般的な村落なんだよな」

			「そうですけど？」

			「なんだか妙に物々しくないか」

			「ああ。初めて見ると、そう感じられるかもですね」

			　朗ほがらかに、それでいてどこか誇らしげにケイは答えた。

			「アケルでは、村落に住む農民に至るまで、みんなが戦士なんですよ。こうした在り方は、何百年も前、アケルに縁えんのあった勇者様のひとりがお伝えになったって言われています」

			「帝国とは、また少し違うんだな。まるで、いつモンスターに襲われてもいいように備えてるみたいに見える。子供や老人でさえもだ」

			「子供や老人がモンスターを倒すことは難しいですけど、喉元を喰い破られるのと引き換えに片目でも潰せれば、それだけ他のみんなの危険がなくなりますからね」

			　なんでもないことのようにケイは言うが、その内容はなかなか壮そう絶ぜつだ。

			　尚しよう武ぶのお国柄と言っていたが、なるほど、納得だった。

			　そんな話をしているうち、他の家より幾分大きな平屋に着いた。

			　男の家族と一言二言挨あい拶さつを交わしてから、部屋まで案内される。

			「夕飯になりましたら、またお呼びいたします」

			　提示された宿代を渡すと、男は緊張した様子で言った。

			「部屋は余っておりますので、旦那様は奥様と、シラン様は妹様と、ご一緒にお使いください」

			　言い残して、そそくさと男は去っていった。

			　恩おん寵ちようの血族とは貴族階級の人間であり、信仰にも近い尊敬の念を集める勇者の末まつ裔えいでもある。畏おそれ多いとでも言いたげな男の態度は苦笑を誘うものだったが、それよりおれはその奇妙な物言いに引っ掛かった。

			「旦那様……と、奥様？」

			　なんの話だろうか。

			　と、みんなの顔を振り返ったところで、加藤さんと目が合った。

			「あ」

			　男の勘違いに気付いたのは、ほとんど同時だった。

			　加藤さんは、みるみるうちに赤面した。無理もない。この一行で男はおれひとり。シランとその妹であるケイは別に部屋を充あてられたし、侍女の格好をしているローズは除外されるとして、誰が残るのか。あとは簡単な引き算だった。

			「あー……悪い」

			「いえ……」

			　加藤さんは朱しゆが差した顔を伏せて、おさげの髪を忙せわしなく撫でた。

			　落ち着かない空気が流れる。

			「とりあえず、部屋で話しませんか」

			　気を遣ってくれたのか、シランが提案してくれたのはありがたかった。

			　おれたちは全員で部屋に入った。

			「それにしても、シランは有名人なんだな」

			　変な空気を早く払ふつ拭しよくしたいのもあって、おれは率先して口を開いた。

			「少し驚いたよ」

			「それはわたしもですよ、孝弘殿」

			　シランはケイと並んでベッドに腰を落ち着けると、苦笑混じりに答えた。

			「わたしもこの国の出身ですから、同盟騎士団がどのような目を向けられているのかは知っていました。しかし、当事者にならねばわからぬことというのはあるものですね」

			「やっぱり、シランも子供の頃から騎士に憧れていたりしたのか」

			「ええ、まあ。この国で生まれた子供の大半は、一度は騎士に憧れるものですから」

			　懐かしげな顔をする。

			「ただ、わたしの場合は、単なる憧れより、もう少し具体的でした。兄様が騎士団で副長をしていましたので。わたしも必ず騎士団に入るのだと、心に強く誓っていました」

			　そこでシランの顔に、ふっと陰かげが落ちた。

			「……しかし、あのように同盟騎士の来訪を喜ばれてしまうと、騙だましたようで少し悪い気もしますね。軽々に吹ふい聴ちようしていいことではありませんから黙っていましたが、団長が捕まってしまったいま、同盟騎士団は事実上解散状態です。いまのわたしが騎士と名乗れるかといえば、微妙なところでしょう。それを、あの御ご仁じんは知りません」

			「シラン……」

			「詮せんないことを言いました」

			　シランはかぶりを振った。

			　切り替え早く、実直な青い隻せき眼がんがこちらを向いた。

			「そんなことよりも、孝弘殿。物資の調達と、それに近辺の情報収集も行うのでしたよね」

			「……ああ。ここが本当に目的地のディオスピロの近くかどうか確認する必要があるからな」

			「でしたら、あまり時間がありませんね。日が落ちる前に、交渉を終わらせてしまいましょう」

			　シランはてきぱきと動き始める。

			　そうした仕草からは、先程のことを気にしている様子は見受けられないが……。

			「なあ、シラン」

			　部屋を出ようとするシランに、おれは声をかけた。

			「たとえ騎士団が解散してしまったとしても、シランが騎士であったことも、そこで為し遂げてきたこともなくなるわけじゃないだろう」

			「……孝弘殿？」

			　振り返ったシランに告げる。

			「あの人を騙だましたことにはならないと思うよ」

			　シランはちょっと驚いた様子だった。

			　眼帯で半分が隠された顔に、やがて小さな笑みが浮かんだ。

			「ありがとうございます」

			　微ほほ笑えみとともに言って、シランは先に立って部屋を出た。

			　おれは彼女のうしろを追い掛ける。

			　廊下に出たところで手を握られた。見下ろした先に、嬉しげな顔をしたケイがいた。

			　おれは笑みを返して、シランを追い掛けた。

		

	
		
			　

			07　思いがけない遭そう遇ぐう

			　

			　村々を経由しながらディオスピロに着いたのは、３日後のことだった。

			　ディオスピロは人口２０００人ほどの町で、これは町の規模としてそれほど大きなものではない。ただ、アケル国内での交易の要所ということもあって、石壁で囲まれた町の防備はそれなりに厚いものだった。

			　町の防衛のため王国軍も常駐しており、揃いの装備に身を包む兵士の姿も見られた。近隣の村々に変事があった際には、ここから兵力を割さいて救援に向かうのだという。

			　ここまで利用してきた街道は、そのまま町の大通りになっている。通りの左右には、主に２階建ての木造の家々が立ち並んでいた。以前に訪れた帝国領の交易都市セラッタなどは、もともとそこに砦とりでがあった周りに安全を求めた人々が作り上げた町だが、ディオスピロは街道沿いの宿場町が大きくなってできた町なのだ。

			　町を二分割する街道は、そのままアケルの首都エベナセアに繋がっている。

			　シランの故郷の開拓村も、方角はそちらである。

			　ともあれ、今回ここにやってきた目的は、魔動車を動かすために必要な魔石を手に入れることだ。なるべく早く目的を達成して、リリィたちのところに戻りたいところだった。

			「まずは宿ですね」

			　そう言ったシランに、周囲の視線が集まる。同盟騎士団は本当に人気があるのだなと感心するのは、アケルに入ってこれで何度目のことだろうか。もたもたしていたら声をかけられて、身動きがとれなくなってしまうかもしれない。

			　シランは持ち前のきびきびした足取りで通りを抜けた。

			　旅の途中で立ち寄った村で紹介してもらった宿屋の看板を手早く見つける。

			「ここですね」

			　扉をくぐる彼女のうしろについて、おれたちは宿屋に入った。

			　正面には受付。左手には食堂が併設されており、数人の客が飲食している。

			　受付には、宿屋の主人と思しい中年太りの男性が座っていた。

			　そして、受付の前には、少年がひとり立っていた。

			　――不意打ちというのは、まさにこういったことを言うのだろう。

			「あん？」

			　扉の開く音を聞いて、なにげない様子で振り返った少年が、怪け訝げんそうな声をあげた。

			　黒髪黒目の、背の高い少年だった。やや険の強い顔が、こちらをじろりと見やった。

			　自然、足がとまった。睨にらまれて足がすくんだわけではない。異世界風の衣装に身を包んでいるものの、どう見てもその少年は、この世界の人間の顔立ちをしていなかったのだ。

			　思いがけない遭そう遇ぐうに体が強こわ張ばる。

			　とはいえ、まだわからない。顔に動揺が出そうになるのを、おれは咄とつ嗟さに堪こらえた。

			　転移者であるおれ自身が恩おん寵ちようの血族として身分を偽ることができていることを考えれば、逆に、転移者のように見える彼が本物の恩寵の血族である可能性も……。

			「なんでこんなとこに、おれ以外の転移者がいやがるんだ？」

			　……という考えは、少年のぶっきらぼうなつぶやきによって否定された。

			　あれは、やはりおれと同じ転移者のようだ。

			　そして、お互いの存在に抱いた疑問も同じだった。

			　どうしてこんなところに、おれたち以外の転移者がいるのだろうか？

			「……」

			　こちらに向けられる少年の眼光は強い。あまり好意的とはいえない視線だった。

			　それを見たシランは、武器こそ抜かなかったものの、臨戦態勢に入っている。

			　うしろで加藤さんと一緒にいたローズもまた、宿屋に入ったところで足をとめたおれの肩越しに状況を確認して、やはり警戒の態勢を取っていた。

			　睨にらみ合いは、数秒ほどの短いものだった。

			「お客様……？」

			　宿の主人が困惑の声をあげた。すると、少年は呆気なくこちらから視線を逸そらした。

			「……なんでもねーよ。宿泊の延長を頼む。先払いだったな」

			　少年は革袋から硬貨を取り出すと、それを受付台に置いた。

			　そして、おれたちのことなど見なかったかのように、受付を離れて階段へと向かう。

			「なんだろうが、おれには関係ねー」

			　面倒くさそうな独り言が聞こえ、階段を昇る音が遠ざかっていく。

			　声をかけるような暇はなく、また、あえて呼び止めるような理由もなかった。

			　通り雨にでも遭ったかのような気持ちで、おれは少年が去った階段を見上げた。

			「ご主人様、あれはやはり……」

			　少年が去ったのを確認して、緊張した様子でローズが声をかけてきた。

			　おれはとめていた息を吐き出した。

			「ああ。そうみたいだな」

			　おれたち以外の転移者。それも、こちらを警戒した一瞬に滲にじみ出た重々しい魔力の気配から察するに、恐らくはチート持ち。警戒せずにはいられない相手だった。

			　しかし……。

			「どうもこちらには、興味がない様子だったな」

			　仏頂面をしていたのも敵意の表れというわけではなく、あれが素のように見えた。

			　また、さっきの態度からは面倒事は避けたいという意思が感じられた。だとすれば、スタンス自体は、おれとあまり変わらない。

			「どうしますか、孝弘殿？」

			　シランが尋ねてくる。

			「そうだな……」

			　飯野からは、チリア砦とりでに辿り着いた探索隊は、帝都に向かっていると聞いている。なのに、どうしてアケルにおれ以外のチート持ちがいるのか、気にならないといえば嘘になる。

			　しかし、下手に詮索をすれば、藪やぶのなかの蛇をつつくことにもなりかねない。

			「……互いに不干渉を決め込めるなら、それでかまわないだろう」

			　おれもまた、自分たち以外の転移者とは、なるべく関わり合いになりたくない。

			　相手がこちらに害意を持っていない以上、こちらからなにかする必要は感じなかった。

			「わかりました。それでは、宿泊の手続きを済ませてしまいましょうか」

			「ああ、そうしよう」

			　こちらを気にしている様子の宿屋の主人に、おれは声をかけた。

			　例によって加藤さんとの関係を勘違いされつつも、宿泊の手続きをする。

			　その間に、さっきの少年が階段を降りてきた。

			　こちらに一いち瞥べつだけくれて、彼はそのまま宿屋を出て行く。

			　やはりあちらも、おれたちに関わるつもりはないようだ。

			　一応、宿の主人に話を聞いてみたところ、あの少年も、おれたちと同じで恩おん寵ちようの血族だと身分を偽っているらしいことがわかった。ふたり連れで宿泊しているそうで、同行者のほうは恩寵の血族ではない――言い換えると、転移者でもない――という話だった。

			　探索隊であるのなら、身分を偽る必要はないはずだ。

			　飯野からは、探索隊から離脱者が出ている話を聞いている。先程の少年は、そのひとりなのかもしれない。ただ、そうだとしても、おれたちより先にアケルに入っているのは、少し不自然なように感じるが……。

			　残念ながら、これ以上のことはわかりそうにない。

			　おれはそこで考えを打ち切って、やるべきことをすることにした。

			　部屋を確保したあと、おれたちはシランに連れられて、すぐに宿を出た。

			　向かった先は、この町の王国軍の施設だった。

			　なんでもそこに、シランがもともと同盟騎士団で一緒だった知り合いがいるのだという。

			　同盟騎士団で働いていた騎士たちは、騎士団を辞めて国に戻ると、指南役として軍に招かれることが多いらしい。樹海という世界最悪の魔境で戦ってきた経験を、兵士たちに伝えてもらうためだ。また、彼らには、見込みのある兵士を騎士に推薦する役目もあるのだという。

			　そうしたひとりが、ここディオスピロの王国軍にもいるということで、まずは彼を頼って、この町で車を手に入れるあてを付けてはどうかというのが、シランからの提案だった。

			　辿り着いた軍の施設は、石造りの堅けん固ごな建物だった。

			　有ゆう事じには、こうした建物が避難所にもなるのだという。

			「おお、シラン。久しぶりだ」

			　アドルフと名乗った青年は、シランの顔を見るや破は顔がんした。

			　背丈は低いが、よく鍛えられた体をした男だった。

			　ただ、左腕が根本からなかった。これが騎士団を辞めた理由なのだろう。

			　おれたちは、石造りの建物の一室に迎え入れられた。

			「そうか、騎士団がそんなことに……」

			　騎士団の関係者であるアドルフには、シランもチリア砦とりで襲しゆう撃げきにまつわる事実を伝えた。

			　シランがアンデッド・モンスターになっていることや、転移者であるおれの固有能力については伏せたものの、騎士団に大きな被害が出たことや、団長さんがマクローリン辺境伯によって拘こう束そくされたことは、隠すことなく話をする。

			　話を聞き終えると、アドルフは沈痛な顔をして、片手で額を押さえた。彼にとっては、背中を預けて戦った仲間たちのことだ。団長さんのことも含めて、心を痛めているのだろう。

			「話してくれてありがとう、シラン」

			　しばらくしてから、彼は口を開いた。

			　気持ちを切り替えたのか、口元にはむしろこちらを気遣うような微び笑しようが浮かんでいた。

			「事情はわかった。騎士団のみなを守ってくれた御仁……それも、勇者様の助けになるとなれば、わたしにできる協力は惜しまない」

			「ありがとうございます、アドルフ」

			「なに。お前は大変な思いをしたのだろうからな。これくらいは当然だ」

			　アドルフはかぶりを振った。

			「以前より顔色も悪い。苦労したのだろう」

			「……いえ」

			　血の気のないデミ・リッチの顔に、シランは曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

			「魔石の手配は任せておけ。軍の伝つ手てを当たってみよう。わたしの権限では、軍用車を１台用意するのは難しいが、魔石だけでいいのなら、どうとでもなるはずだ」

			「助かります。肩の荷が下りました」

			「ただ、すぐに動ければいいのだが、折り悪く、いまは少し忙しくてな。数日もらえるか」

			「それはもちろん、かまいませんが……なにかあったのですか」

			「実は、近隣の村からモンスターの目撃情報が複数あがっている。まあ、それ自体はよくあることなのだが、そのなかに厄やつ介かいなものがあってな。いずれも偵察隊を出すことになっているのだが、その任務に就つく部下を選ばなければならないのだ」

			「厄介な、というと？」

			　同盟騎士として働いていた頃の習性なのか、声を硬くしてシランが問うと、アドルフは苦い声で答えた。

			「ドラゴンだ」

			「……それは本当ですか、アドルフ」

			　シランの表情が鋭さを増した。

			　ドラゴンと聞いておれが思い出すのは、転移直後に襲い掛かってきたものだ。喰い殺そうとした学生の反撃のパンチ一発で顔面が吹き飛ばされる光景が印象的だったが、当然、あれはチート持ちの尋常ならざる戦闘能力あってのことで、普通はそうはいかない。

			　ドラゴンは、総じて強力なモンスターだ。強きよう靭じんな翼で長い距離、空を飛ぶことのできる彼らは、稀まれに樹海から出てきて人間社会に大きな被害をもたらすのだという。

			「それが本当だとすれば、護国騎士団に救援を要請すべき事態ではありませんか」

			「ああ。しかし、竜りゆう種しゆを見たというのは、ここからかなり離れた場所にある、辺境の村の住人でな。まだ被害は出ていないし、巣があるとしたら、もっと遠い森の奥深くだろう。そうなると位置を特定するのも難しい。そもそも、遠目に見ただけだというので、本当に竜種だったのかどうかも不明だ」

			「ですが、無視できる情報ではありません」

			「その通りだ。だから偵察隊を出そうという話になっているわけだな」

			　アドルフは重々しく頷うなずいた。

			「言うまでもないことだが、町を出るときには、くれぐれも気を付けてほしい。わたしはもう、戦友を失いたくはないのだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アドルフは、明日には軍の御ご用よう聞ききの商人に声をかけてくれると約束してくれた。

			　魔石が手に入るとしたら、明後日以降ということになる。

			　最後に気になる話を聞いてしまったが、おれたちにできることがあるわけでもない。

			　明日一日は、時間が浮いてしまったかたちだった。

			「時間があるのですから、のんびり休養を取れば良いのではありませんか？」

			「おれとしては、もしもシランがよければ、訓練に付き合ってほしいと思っていたんだが」

			「……孝弘殿らしい言葉ではありますが、たまには休息も必要ですよ？」

			　宿に戻ったところで話を切り出すと、窘たしなめるように言われてしまった。

			「そうですよ、先輩」

			　これに、加藤さんも調子を合わせた。

			　その目がローズのほうをちらりと見る。

			「そうだ。明日はみんなで町を見て回りませんか？」

			　ぱんと手を合わせて、加藤さんは提案した。

			「ま、真菜……？」

			　ローズが少し動揺したふうな声をあげたが、加藤さんは頓とん着ちやくせずに続けた。

			「たまにはいいんじゃないかと思うんですけど、どうですか。ほら。これまではずっと目的地に向かうばかりで、どこかをゆっくり見て回る機会なんて、あまりなかったじゃないですか」

			「観光しようってことか？」

			「ああ、それは良い考えですね」

			　シランが笑顔で頷うなずいた。

			「わたしはアドルフのところに顔を出す予定でいますが、みなさんはどうか町を見て回ってきてください」

			　おれは少し考えた。

			　正直なところ、その発想はなかった。

			　ただ、悪い提案ではないとも思った。どうせ明日一日でなにができるわけでもないのだ。

			　だったら、シランの故国であるアケルの町を、気分転換に見て回るのも悪くない。

			「わかった。そうしよう」

			　おれがそう言うと、加藤さんはとても嬉しそうに笑った。

			「ありがとうございます」

		

	
		
			　

			08　人形の初デート　～ローズ視点～

			　

			　みんなでディオスピロの町を見て歩くことになった、その日の朝。

			　わたしたちは、ちょっとしたトラブルに見舞われていた。

			「ごめんなさい、先輩。わたしが言い出したことなのに、こんなことになってしまって……」

			　朝、目覚めた真菜が体調不良を訴えたのだ。

			「ちょっと気分が悪いくらいのものですから、あまり心配しないでください」

			　本人の言葉通り、顔色はそれほど悪くない。恐らく、旅の疲れが出たのだろう。

			　ベッドに身を起こした真菜は、眉尻を下げた笑みを作った。

			「下手に出歩いて、体調を悪化させるわけにもいきません。ですから、今日のところは……」

			「ああ、残念だけど、今日の予定は中止だな」

			「それはいけません！」

			　ご主人様の言葉を聞いた真菜は、慌てた様子で叫んだ。

			　体調不良の割には、張りのある鋭い声だった。

			　ご主人様が面めん喰くらった顔をするのを見て、真菜は少し頬ほおを赤くすると、小さく咳せきをした。

			「わたしのせいで、お出掛けの予定が取りやめになるのは心苦しいです。わたしのことは気にせず、どうか先輩は町を見て回ってきてください」

			「え……？　だけど、おれは……」

			　ご主人様が戸惑った声をあげるが、畳み掛けるようにして真菜は続けた。

			「わたしのことは気にしなくてかまいません。万が一のことがないように、ケイちゃんに診みていてもらえるように頼んでおきましたから」

			「はい！　頼まれました！」

			　ケイが元気よく手を挙げた。

			　……今日は朝からずっと、真菜はわたしと一緒にいたはずなのだが、いつの間にケイに頼んだのだろうか。

			　まったく気付かなかった。さすがは真菜。手際がいい。

			　まるでこうなることを予あらかじめ知っていたかのようだ。

			　ともあれ、ケイはこれで気配り上手だ。彼女に頼めるなら安心だろう……。

			　と、そこまで考えたところで、はてとわたしは首を傾げた。

			　真菜は体調不良。ケイがその看護を頼まれて、シランさんは別行動。

			　そうすると、ひょっとして……。

			　わたしの内心の疑問に答えるかのように、微ほほ笑えみを浮かべた真菜は告げた。

			「先輩はローズさんとふたりで、楽しんできてくださいね」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あれよと言う間に真菜はご主人様を説得すると、先に下に降りているようにと部屋から送り出してしまった。

			　困惑するところはあったが、それよりまず気になるのは真菜の体調だった。

			「真菜。本当に体は大丈夫なのですか？」

			　わたしが声をかけると、真菜は目を丸めた。

			　もうひとり部屋に残ったケイと顔を見合わせる。

			「あれ？　ひょっとしてローズさん、気付いていないんですか？」

			「なんのことでしょう」

			「先輩とデートしちゃいましょうって話になっていたじゃないですか」

			「それがどうしたのですか？」

			　そういう話をしていたのは確かだが、昨日の話では、みんなで町に出ることになっていた。

			　こんな偶然がなければ、ふたりきりになることなんてありえなかったはずである。

			「いえ。そうじゃなくてですね。最初からわたしは、こうするつもりだったんですよ。そのために、ケイちゃんにも根回しをしておいたわけです」

			「は？」

			「気付いてなかったんですね。ローズさんらしいですけど」

			　真菜はくすくすと笑った。

			「まあ、まるっきりの嘘というわけでもないんですけどね。長い旅の疲れが溜まっているのは、本当のことですから。体力のないわたしは、休めるときに休んでおかないといけません」

			「……それなら、最初からふたりで出掛けるように提案すればよかったのでは？」

			「うーん。それだと、ローズさんは、きっと遠慮してしまっていたんじゃないかと思うんですよね。お休みの間に先輩が剣の鍛たん錬れんをするつもりだと、事前に聞いてもいましたし。ですから、こうして不意打ちの形を取らざるをえなかったわけです」

			　さすが。真菜はわたしの性格をよくわかっている。

			　わたしがなにも言えなくなったのを確認して、真菜は視線をケイに移した。

			「ケイちゃんには、申し訳ないことをしてしまいましたけど」

			「そんなのいいですよー。わたしもローズさんのこと応援してますし！」

			　ふるふるとケイは首を振った。

			「むしろ真菜さんこそいいんですか？」

			「なにがです？」

			「折角、孝弘さんと一緒に遊べるチャンスなのに」

			「あ、そういうことですか。いいんですよ、これで」

			　あどけなさの残る顔立ちにやわらかな笑みを浮かべて、真菜はかぶりを振る。

			　こうしたとき、真菜はいっそう魅力的に見える。

			「これは、ローズさんにとって必要な時間ですからね」

			「真菜……」

			　必要な時間。確かに、そうなのだろう。

			　わたしには、わからないことがたくさんある。

			　ご主人様に抱き締めてもらいたい、という最初の衝動だけでは、もう足りない。

			　そこから先がありえると知ったとき、わたしは動揺した。

			　それはどうしてだったのか。

			　一番大事なご主人様と、自分はどういった関係になりたいのか。

			　それはきっと、今日明日で簡単に答えが出るようなものではないだろう。

			　だけど、今日のこの一日は、それを知るための一歩になる。

			　真菜の言っているのは、そういうことだ。

			　だったら、わたしは彼女の気遣いに応えたい。

			　今回、真菜が計画したデートの目的は、『抱き締めたいとご主人様に思ってもらえるように、わたしという存在を少しでも意識してもらうこと』だ。

			　そのために、まずはデートを成功させなければならない……。

			「……あれ？　ですが、デートとはどのようにすればよいのでしょうか？」

			　大きな問題に気付いたわたしの様子を見て、真菜は優しく微ほほ笑えんだ。

			「安心してください。そこは、ちゃんと考えてありますから」

			　それは本当に優しい笑みで。

			　……けれど、優しさと甘さはまったく別のことだと教えてくれる笑みでもあったのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、すぐのことだった。

			「そ、そんなことをしろと……!?」

			　わたしは、追い詰められていた。

			「ま、真菜。ちょっ、そんなの無理で……」

			「ほらほら。早くしないと。下で先輩が待ってますよ」

			　ベッドからわざわざ起き出してきた真菜に背を押されて、わたしは宿の廊下に出た。

			「真菜――……」

			「頑張ってくださいね」

			　閉じゆく扉の隙すき間まから見えた真菜の顔は、彼女らしい控え目な笑顔だった。

			　控え目だが、何者にも揺るがしがたい笑顔だった。

			　もっと言えば、容よう赦しやのない笑顔だった。

			　こういうのを、ご主人様が住んでいた異界の国の言葉では、なんというのだったか。確か、獅し子しが崖にどうこうといった表現だった気がする。

			　……ぱたん、と扉が閉められた。

			　わたしはひとり、人気のない廊下に立ち尽くした。数秒、呆然としてから掌てのひらに目を落とせば、そこに翻ほん訳やくの魔石があった。こういうときのために、使えるように訓練してきたものだ。

			　不意打ち気味だったのはタイミングだけで、必要なものは揃っていた。

			　準備は整っている。状況も整っている。

			　なにより、これ以上、ご主人様を待たせるわけにはいかない。

			　覚悟を決めて、わたしは階下に足を向けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お、お待たせいたしました」

			　階段を下りたところで、ご主人様とシランさんが待っていた。わたしが来るまでの間、ふたりで話をして時間を潰していたらしい。

			「ああ。ローズ。来たのか」

			　ご主人様は、ちょっと困ったような笑顔を浮かべていた。わたしとふたりきりで出掛けることになったこの状況に、不快な思いをしていないだろうか。少し心配になった。

			「それでは、孝弘殿。わたしはこれで」

			「引き留めるかたちになってしまって悪かったな」

			「いえ。それでは、おふたりとも、お気をつけて」

			　わたしが現れたのを見て、シランさんが先に宿屋を出て行った。これから彼女は、軍の施設に顔を出すのだろう。これで、ふたりきりだった。

			「そ、その、ご主人しゃま」

			　噛んだ。

			　正確には、人間とは発声器官が違うので、そちらの制御を誤ったのだが、まあ似たようなものである。意識のし過ぎだった。

			「ご主人様」

			　動揺を抑え込んで、改めてわたしは言い直した。

			「申し訳ありません。わたしとふたりで外出など、ご迷惑でしたでしょうか」

			「ん。いや。そんなことはない。予定と違ったから、ちょっと戸惑ってるのは確かだが……というか、なんでローズが謝るんだ？」

			　ご主人様は苦笑した。

			「行こうか」

			「はい」

			　わたしはこくりと頷うなずいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ディオスピロという町は、アケル東域の物流拠点だ。大通りには店が多く軒のきを連ね、人ひと出ではなかなかのものになっている。雑ざつ踏とうのなか、わたしはご主人様の一歩うしろを追った。

			　――いいですか、ローズさん。

			　自然と、真菜の声が脳裏に蘇よみがえった。

			　――真島先輩は、これがデートだと認識していません。まずは、少しでもローズさんのことを意識してもらわなければなりません。そのためには……。

			　わたしは、白い長手袋に包まれた手を、ぎゅっと握った。

			　その手を、そろそろと持ち上げる。

			「それじゃあ、ローズ」

			　そこで、ご主人様が振り返った。わたしは急いで手を下ろした。

			「な、なんでしょうか」

			「いや。まだ朝食も食べていないし、どこかの店にでも入ろうかと……」

			　と、言いかけたところで、ご主人様が固まった。

			　まずいことに気付いたような表情だった。

			「なにか問題でもありましたか」

			「問題……というわけではないんだが」

			　気まずそうな顔だった。

			「適当な店にでも入ろうかと思ったんだが、ローズは食べられないだろう？」

			「はい」

			　わたしには、食事をする機能は備わっていない。検討してはいるものの、他にも優先すべきことはあるし、そのあたりは後回しにされていた。

			「気になさる必要はありません。わたしは、ご主人様が食べ終わるまで待っておりますので」

			「ふたりで店に入って、おれだけ注文して待たせているってのは、ちょっとな……」

			「いけませんか？」

			　そういえば、デートというものは、ふたりでなにかするのが重要だと真菜が言っていたか。

			　わたしとご主人様では、少なくとも、『ふたりで食事』という形にはなりようがない。

			　……あれ？

			　ひょっとして、これはいきなり躓つまずいたのではないだろうか？

			「……」

			　まずい、という言葉が思い浮かんだ。

			　今更気付いたが、話に聞く『食事デート』というやつが、わたしにはできない。最初から、選択肢がひとつ潰れているのだ。これは、かなり都合の悪いことなのではないだろうか。

			　もっと言ってしまえば……デートの相手として、わたしは欠陥品なのではないだろうか。

			「……」

			　気付いてしまった衝撃の事実に愕がく然ぜんとする。

			　なんてこと。どうしよう。これが泣きそうな気持ちというやつだろうか。

			　もっとも、わたしには涙を流す機能も備わっていないのだけれど。

			「別に、店に入るのがいけないというわけじゃないよ」

			　固まってしまったわたしの時間を動かしたのは、ご主人様の言葉だった。

			「ただ、それじゃローズが退屈だろう」

			「……」

			「買い食いで済ませよう。シランの話だと、大通りから一本入ったところに、そうした露店が並んでいるってことだから、そっちに行こうか」

			「わかりました」

			　先に立ったご主人様が、通りを折れる。その背中を、わたしは追い掛けた。

			　どうやらさっきのは、わたしの早とちりだったらしい。

			　悪いほう悪いほうに考えてしまっていたようだ。これではいけない。

			　とはいえ、いまのはご主人様も悪いと思うけれど。

			　……だって、ご主人様と一緒にいれば、退屈なんてことはないのだから。

			　ご主人様は、そのあたり勘違いしている。

			　それでも、気遣ってもらえたのだなと思うと、気持ちがどこかふわふわした。

			　単純なもので、泣きそうだった気持ちも、気付けばどこかへ行ってしまっていた。

			　細い路地を抜けると、先程より少し狭い通りに出た。無数の露店が、ごみごみと軒を連ねている。店先には、様々なものが売られていた。

			　山のように積み上げられた、ねじくれた芋いも。色とりどりの野菜。ぎっとりとソースがかかった肉料理。着古された衣服。くたびれた武具や防具の類……ちょっと目が回りそうだ。

			「じゃあ、ちょっと行ってくる」

			「あ、ご主人様。少しお待ちください」

			　適当な店に目をつけて、買いに行こうとしたご主人様のことを、わたしは呼び止めた。

			「なんだ」

			「わたしに行かせてくださいませんか」

			　こちらを見る目が、少し丸くなった。

			「別にかまわないが、どうしてまた？」

			「お金というものを使ってみたいのです」

			　む、とご主人様が眉み間けんに皺しわを寄せた。

			「いけませんでしょうか？」

			「いや、そんなことはない」

			　ご主人様は懐ふところから小銭入れを取り出した。

			「というか、良い考えだと思うよ。これからのことを考えると、ローズもそういう経験を積んでおくべきだろうしな。まあ、そんなことを言えるほど、おれもまだこの世界のお金のやりとりには慣れていないんだが……」

			　小銭入れを渡される。

			「それじゃあ、頼んだ」

			「ありがとうございます。では、行ってまいります」

			　ご主人様の視線を背中に感じながら、わたしは露店に向かった。

			　何人か並んでいるうしろにつく。順番待ちというのも、初めての経験だ。

			　待っている間に、ちらりと振り返ると、少し落ち着かない様子のご主人様と目が合った。

			　あれでご主人様は、過保護なところがある。

			　まごついたときには助けてくれるつもりなのだろうが、それではちょっと情けない。

			　さいわい、貨か幣へいの価値は勉強していたので、初めての買い物はなんの問題もなく終わった。

			　小走りでご主人様のもとに戻ってくる。

			「買ってまいりました、ご主人様」

			「ありがとう」

			　小銭入れと、買ってきた肉にく饅まん頭じゆうを渡すと、ご主人様は笑顔でお礼を言ってくれた。

			　わたしも、まだぎこちない表情のなかで、精一杯の笑顔を返した。

			　移動しながら、ご主人様が肉饅頭にかぶりつく。

			「美味しいですか」

			「食感が独特で食べ慣れないが、まあ悪くない。あのサバイバル生活のあとなら、なんでもうまいって話もあるけど」

			　ひとつがあまり大きくなかったのもあって、会話の隙間にぱくつくうちに、すぐに肉饅頭は小さくなった。

			「肉まんとか、パンとかじゃなくて、肉を固めの餅もちで包んだ感じというか……って言っても、わからないか」

			「生き地じのほうは、昨晩の宿の食事で出ていましたね。肉は包んでありませんでしたが」

			「主な原料は芋いもらしい。シランの話では、アケルではこれが主食だってことだ。この国に腰を落ち着けたら、おれも調理の仕方を覚えないといけないな」

			「ご主人様がそのようなことをせずとも、リリィ姉様や真菜が積極的に覚えると思いますが。むしろ仕事を取らないでほしいと言うかもしれません」

			「あー、それはあるかもしれないな。料理の腕じゃ敵わないんだし、大人しく任せたほうが無難かも……」

			　そこで、ほんの数秒、ご主人様は黙り込んだ。なにか考え込んでいる様子だった。

			「この国に落ち着いたら、か。……ローズはどうする？」

			「どうする、とおっしゃいますと？」

			「なにか店でもやってみるか？」

			　ご主人様は、たくさんの金かな物ものを吊り下げた出店に目をやっていた。

			「原材料が木材の魔法道具は、悪目立ちするから難しいが……ローズくらい器用なら、技術を学べば、ある程度なんでもこなせるだろう。だったら、そういう道もありなんじゃないかと、ふと思った」

			「……」

			　わたしは、すぐに答えを返せない。

			　これまで考えてもこなかったことだったからだ。

			　だから答える代わりに、問い掛けた。

			「ご主人様はどうなさるおつもりなのですか？」

			「……そうだな。おれもこれまで、きちんとそのあたり考えたことはなかったが」

			　考え事に意識を向けたせいか、ご主人様の歩みが少し緩くなった。

			「剣はちょっと振るえるようになったとはいえ、あくまであれは護身のために覚えたものでしかないからな。畑でも耕しながら生きていければいいんだが……」

			　将来の夢というにはあまりに素そ朴ぼくな生活を望む声には、どこか祈るような響きがあった。

			　わたしたち眷けん属ぞくを連れている以上、この世界に安あん寧ねいの地があるかどうかはわからない。こうして団長さんの故国に来たものの、ここだって他の場所より可能性があるというだけで、必ずしも生活が保証されているわけではないのだ。あるいは、転移者にかかわる諸もろ々もろの不穏な事情も、ご主人様の脳裏には過よぎっているのかもしれない。

			　それでもご主人様は、そうしたすべてを投げ出すことはない。

			　そんな彼の在り方は、多くの転移者が持っている強大な戦闘能力なんてものがなくとも、強きよう靭じんで揺るぎないもので……。

			　だからこそ、守って差し上げなければならないと、強く思えるものだった。

			「そのときには……」

			　思わずわたしが声をあげると、ご主人様がこちらを振り向いた。

			「そのときには、わたしにも畑仕事のお手伝いをさせていただけますか」

			　面喰らったような表情をしていたご主人様が、ふっと口元をほころばせる。

			「……ああ。頼もうかな」

			　それが、あるかどうかわからない未来であることは、お互いにわかっている。それでも、立ち塞がる困難や苦難をひとまず置いて、わたしたちは将来の生活に想いを馳はせた。

			　そんな時間も、きっと、ときには必要なのだ。

			　笑顔のご主人様に、わたしもぎこちなく唇を緩めて、笑みを返す。

			　雑踏のなか、わたしたちの周囲だけ、穏やかで静かな空気に包まれるように感じられた。

			「……あの、ご主人様」

			　いまならできる。そんなふうに思えたから、わたしは口を開いた。

			「お手を拝はい借しやくしてもよろしいでしょうか」

			「ん？　なんだ」

			　立ちどまったご主人様は、不思議そうな顔をしながらも、すぐに右手を差し出してくれた。

			「失礼します」

			　その手を握った。

			「握手？」

			「間違えました」

			　右手で握り返してどうする。

			　いけない。もっと落ち着いて……。

			　自分に言い聞かせながら、わたしは一度手を離した。

			　そして、改めてご主人様の腕を抱えた。

			「お、おい」

			　ご主人様が、やや上うわ擦ずり加減の声をあげた。が、応える余裕はない。

			　自分でもぎくしゃくしていると自覚できる動きで、わたしはご主人様に寄り添った。

			　丁度、リリィ姉様がよくしているように。

			　これこそが、真菜から課されていたノルマだったのだ。

			　一瞬、達成感に包まれる。

			「……ローズ？」

			　しかし、ゴールはここではない。

			「ご、ごご……」

			「ご？」

			「ご不快、でしょうか？」

			　やっとの思いで、わたしは問いを口にした。

			「いや。そんなわけないが……しかし、突然どうした？」

			「今日のわたしは護衛役ですから。姉様と同じようにしなければなりません」

			　ちょっと苦しいかもしれない。

			　だが、ガーベラの姿勢を思い出して、ここは勢いで乗り切ることにする。

			「まいりましょう」

			　ご主人様がわたしを振り払うようなことはなかった。

			　わたしが歩き出すと、ご主人様も合わせて歩き出した。

			　再びふたり、通りを行きかう人々の一部となった。

			「……」

			　どうにか予定通りのところに落ち着けることができた。

			　とはいえ、ここからはどうなるかわからない。

			　わたしを送り出す際、真菜は『ご主人様にはデートをしている意識はない』と言っていた。

			　だから、まずは『意識をさせる』ことが重要なのだという。

			　こうして腕を組むのは『意識してもらう』ための一手だった。

			　……不安がないわけではない。

			　見た目だけなら人間らしく取り繕つくろっているが、わたしの体はあくまで人形のものだ。ほぼ全身が、硬いし冷たい。触れれば、この身が人形である事実を嫌でも意識させてしまうだろう。

			　人形であることと、異性であること。どちらを意識してもらえるか。むしろ逆効果だったらどうしようと思いながら、ほとんど同じ高さにあるご主人様の顔をうかがう。

			　……少し、頬ほおが赤いだろうか。

			　成功している？　よくわからない。

			「なあ、ローズ」

			「な、なんでしょうか」

			　ご主人様の声には、困惑と戸惑いがあって、わたしは少し慌てた。

			「ひょっとして、硬くて痛いですか」

			　言いながら、視線を胸元に落とした。

			　女性の体の構造上、男性の腕に抱きついたときにはどうしても、上半身のでっぱり部分――膨ふくらんだ胸がぶつかってしまう。わたしの体は真菜のものを参考にして作製したため、リリィ姉様やガーベラほど起伏は豊かではないが、真菜だって別に貧相な体型と言うわけではないので、女性として平均程度には膨らんでいる。そんなものが硬いまま押しつけられれば痛い。

			　なので、そこに関してだけは手足や胴体に先んじて対策をしておいた。

			　こうして抱き着いても大丈夫だと判断していたのだが……まだ足りなかっただろうか？

			「申し訳ありません。一応、痛くないようにしていたつもりなのですが」

			「いや、痛くはない。硬くもない。というか、柔らかいんだが……」

			「本当ですか」

			　ご主人様の言葉を聞いて、ほっとした。

			「よかったです。そこは、真菜に協力を頼んだところだったので」

			「……加藤さんに、協力？」

			「はい」

			　答える声が弾んだ。

			　これは、真菜とわたしの共同作業だ。わたしたちのために、あの健気な友人がどれだけ尽くしてくれているのか。真菜自身が手柄を主張しない性格だけに、こうしてご主人様に真菜の尽じん力りよくを知っていただく機会は貴重なものだ。

			　そうでなくても、大事な友人の話をするのは純粋に楽しい。嬉々としてわたしは、ご主人様の疑問にお答えした。

			「ヒトの女性の胸がどんな感触なのか、どんなかたちをしているのか、わたしは知りませんでしたから。見て、触れて、入念に研究する必要があったのです」

			「見て、触れ……」

			　ご主人様が足をとめた。わたしは首を傾げる。

			「どうなさいましたか？」

			「……いや、おれも男だから」

			　男性だから、なんなのだろうか。

			　俯うつむき加減のご主人様は、自由な左手を拳にすると、自分の額をこつこつ叩いている。

			　それは、頭に思い浮かんだ雑念を追い出す仕草に見えたが、実際のところはわからない。

			　男女の間の機微というものが、どうもわたしにはまだ理解できないようだった。

			　だけど、わからないなりに考える。

			　……そういえば、真菜は以前、女の子は柔らかくないと駄目だと力説していた。

			　男性であるご主人様にご満足いただけるものではなかった、ということだろうか。

			「申し訳ありません、ご主人様。自分ではほぼ完全に再現したつもりだったのですが、違和感がありますでしょうか？」

			「そうじゃない。違和感なんてない。ないんだけど……そうか。再現か」

			「はい。そうですけれど？」

			「……帰ったら、おれ、加藤さんの顔見れるかな」

			　どういう意味の言葉だろうか。

			　疑問に思ったが、それを問い掛ける機会は与えられなかった。

			　ぼやくようにつぶやいたご主人様が顔を上げて、その表情を厳しいものに変えたからだ。

			　はっきりと空気が切り替わった。

			　わたしもまた、体を緊張させた。

			「おや？」

			　そんなこちらの反応とは裏腹に、あがった声は、どこか暢のん気きなものだった。

			　正面からやってきた見知らぬ青年が、わたしたちに注意を向けている。

			　そして、その隣には、昨日、宿屋で遭そう遇ぐうした転移者の少年の、不機嫌そうな姿があった。

		

	
		
			　

			09　人形のこれから　～ローズ視点～

			　

			　転移者の少年と肩を並べてこちらに歩いてきたのは、穏やかな印象の青年だった。

			　色素の薄い茶色の髪はやわらかそうで、その下にある顔も柔和なものだ。

			　しかし、顔立ちの穏やかな印象とは裏腹に、その細身の体は戦士のものだった。

			　鋼はがねのような肉体が、ひとえの着物に包まれている。

			　腰帯だけでとめた緩い衣装は、ディオスピロを訪れてからたまに見掛けるものだ。

			　アケル北部の民族衣装、とシランさんから聞いている。

			　腰には反そり返かえった片かた刃ばの剣。

			　首からは、なにかの生物を模もしたと思おぼしい木製の飾りがいくつもぶら下がっていた。

			「……？」

			　彼と目が合ったそのとき、なぜだかわたしは不思議な感覚に捕らわれた。

			　違和感というほど、強いものではない。

			　ただ、無視できるほどには弱くもない。

			　その不明瞭な引っ掛かりがなんなのか把は握あくする前に、青年はこちらに向けていた目を、隣の少年に向けた。

			「なあ、明あけ虎とら。あれは、昨日話をしていた、きみのご同輩ではないのかい？」

			「……知らねー」

			　昨日、宿屋で出会った転移者の少年は、元から不機嫌そうだった顔を更にしかめた。

			「また、きみはすぐそうやって敵を作るような態度を取る……」

			　青年は呆れたような顔を作ると、諭さとすような口調で言った。

			　その態度は、あくまでも穏やかなものだった。
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			「明虎だって、同輩たちの動向については気にしていたじゃないか。この機会を活かさないでどうするんだい」

			　どうやらあの転移者の少年はともかくとして、青年のほうはこちらに興味があるらしい。

			　微ほほ笑えみを浮かべて、彼はこちらに歩み寄ってきた。

			　敵意は感じられない。悪い感じもしない。どちらかといえば、好感を持てる物腰だ。

			　だけど、わたしは護衛役だ。青年の態度はそれとして、警戒をしないわけにはいかない。

			　ご主人様に寄り添うのはそのままに、前掛けについた大きめのポケットに手を滑らせる。

			　指先に、斧の柄の感触。

			　ご主人様の傍に侍はべっている以上、わたしが無防備でいるはずがない。この前掛けのポケットは、魔法の道具袋と同じ原理で空間を拡張してあった。武器はすぐに取り出せる。

			　こちらの警戒に気付いたのかどうか、青年は、ある程度の距離を取って足をとめた。

			「初めまして。わたしは、サディアスという者だ」

			　穏やかな視線が、転移者の少年に向けられた。

			「あっちで不機嫌そうな顔をしているのは、深ふか津つ明あけ虎とら。いやあ。この国で、明虎の同郷の方に会えるとは思わなかったよ」

			「……なんの用だ」

			　ご主人様の返答は、慎重深いものだった。

			　転移者の少年――深津明虎のように、悪戯いたずらに不機嫌そうな態度は見せていないが、かといって、警戒していないわけではない。

			　突然、町中で見知らぬ相手から声をかけられた人間として、当たり前の反応とも言える。

			　対するサディアスの態度は、にこやかなものだった。

			「たいしたことではないんだ。ただ、きみや明虎のような異郷の人間が、こうしてこの国で偶然出会えたことは、なにかの縁だと思ってね。ちょっと話をしてみないかい？　……ああ、安心してくれ。きみたちの事情は……まあ、ある程度は把は握あくしているつもりだ」

			「ある程度？」

			「きみたちが森に現れたこと。力を持っていること。これまででは考えられないくらいに、大勢いることは知っている」

			　周囲の耳を気にしてか、言葉を伏せてはいたものの、サディアスが転移者について語っていることは明らかだった。

			　ただ、どこまで知っているのかはわからない。あくまでご主人様は慎重だった。

			「話をしたいっていうのは？」

			「あけすけに言ってしまえば、明虎の同どう胞ほうたちがどうしているのか知りたいんだよ」

			「……情報収集をしたいってことか？」

			「それだけではないけどね」

			　にこりとサディアスは笑った。好感の持てる、爽やかな笑みだった。

			「単純に話をしたいというのもある。さっきも言ったが、こんなところで会ったのも、なにかの縁えんだ。できれば友好的な関係が築ければいいなと思ったわけさ。幸い、きみたちは悪人には見えないしね」

			　嘘を言っているようには見えなかった。

			　ただ話をするくらいなら大丈夫そうではある。

			　しかし、決めるのはご主人様だ。

			　様子をうかがってみると、どうやらご主人様も迷っているようだった。

			　もともと、どうしてこの国に他の転移者がいるのか気にしていたご主人様だ。このように友好的なかたちで接触の機会ができたのなら、それを突っぱねる強い理由はないのだろう。

			「ちょっと話だけでもしてくれないか」

			　悪い感触ではないと感じたのか、サディアスは続けた。

			「無論、込み入った事情を聞き出すつもりはないよ。差し支えないことだけでいいんだ。教えてもらえると、助かると……」

			「サディアス！」

			　そのときだった。苛立った怒鳴り声が、通りに響いた。

			「……明虎」

			　話を中断させられたサディアスが、少し驚いた顔で同行者を振り返った。

			「やめとけ、サディアス」

			　通りの人々の注目を集めながら、転移者の少年、深津明虎は不愉快そうに言った。

			「関わるだけ無駄だ」

			　相当に気に入らないらしい。吐き捨てるような口調だった。

			　その視線が、ご主人様に寄り添うわたしに、ちらりと向けられる。

			「こいつもどうせ碌ろくな奴じゃねーよ。アクセサリーみたいに女を連れてちゃらちゃらしてんのが、その証拠だ」

			「……貴様」

			　わたしは、思わず手に触れていた斧の柄を握った。

			「やめろ、ローズ」

			　そんなわたしをとめたのは、侮ぶ辱じよくを受けた当のご主人様だった。

			　制止の言葉とともに、組んでいた腕を掴まれる。

			「……心得ております」

			　わたしは短く答えると、斧の柄から手を離した。殺気が出てしまったのは迂う闊かつだったが、護衛役である以上、感情に任せて飛び出すつもりは最初からなかった。

			「……ふん」

			　深津明虎は、そんなわたしたちを見て、鼻を鳴らすと踵きびすを返した。

			　腹は立ったが、ご主人様を危険に晒さらすわけにはいかない。

			　わたしはそのまま、彼がいなくなるのを大人しく見送った。

			　諍いさかいの当事者の一方がいなくなったことで、雑踏がざわめきを取り戻す。

			　残された青年が、深い溜め息をついた。

			「どうもすまないね。明虎が失礼をした」

			「いや。別に気にしてない」

			　言葉通り、たいして気分を害した様子もなく、ご主人様は言葉を返した。

			　なにも感じていないというわけではないのだろうが、淡白な反応だった。

			　ご主人様には、こういうところがある。それは、ひょっとすると、この異世界での経験がご主人様にもたらした性質なのかもしれない。

			「あいつは昨日、おれと別の連れが、夫婦だなんだと言われていたのを見ていたからな。それ自体は誤解なわけだが……そして、今日は、別の女と出歩いているのに出喰わしたわけだ。印象が悪くても無理はない」

			「本当にすまないね」

			　気にした様子がないのがむしろ罪悪感を刺激するのか、サディアスはますます申し訳なさそうな顔になった。

			「明虎は他の転移者の態度に嫌いや気けが差して飛び出してきたクチなんだ」

			「そうなのか？」

			「ああ。わたしはそう聞いている。だけど、まさかあそこまで他の転移者を嫌っているとは思ってもみなかった。いまのは、わたしが軽率だったな……」

			　多分、サディアスは意識していないだろうが、新しい情報がひとつ出てきた。

			　あの転移者の少年は、チート持ちではあるものの、少なくとも現在は探索隊に所属しているわけではないらしい。飯野優奈からは、エベヌス砦とりでに着いた探索隊から離脱者が出ているという情報を得ているが、彼もそのひとりなのかもしれない。

			「明虎をひとりにするわけにもいかないので、そろそろ行かせてもらうよ。あいつはいま、翻ほん訳やくの魔石を持っていなくてね」

			「わかった」

			「……残念だよ。話をしたかったのは本当なんだ」

			「どうして、そうもおれたちと話をしたがるんだ？」

			　溜め息をつくサディアスに、ご主人様が少し不審そうな顔を向けた。

			「ただ情報を手に入れたいというだけにしては、どうにも……」

			「うん？　ああ、そうだね。ちょっと変かな？」

			　自分でもいま気付いた様子で、サディアスは照れたような笑いを見せた。

			「なんだかきみたちのことは、他人のように思えなくてね」

			「……」

			「変なことを言ってしまって悪いね」

			　あくまでもサディアスは、最後まで好意的な態度でいた。

			「縁があったら、また会おう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　サディアスのうしろ姿が雑踏に消えたところで、わたしはようやく緊張を解いた。

			　ずいぶんと印象的なふたり連れだった。態度の悪い深津明虎はもちろん、サディアスにも少し気になる雰囲気があったように思う。

			「……妙だな」

			　寄り添ったままのご主人様のつぶやきを聞いて、わたしは彼の顔を覗き込んだ。

			「ご主人様も、あのサディアスという人物が気になりますか？」

			「ん？」

			　ご主人様は怪け訝げんそうな顔をした。

			「いや、おれが言っているのは、翻ほん訳やくの魔石のことだよ」

			「翻訳の……ですか？」

			「ああ。さっき、あのサディアスって男は、いまは深津が翻訳の魔石を持っていないって言っていただろう？　サディアスのほうが、翻訳の魔石を持っている口ぶりだった。そこが、ちょっと引っ掛かってな」

			「……さほど不思議なことではないように思えますが。我々とて、これまでは、シランさんとケイがひとつずつ魔石を持っていたではありませんか」

			「あのふたりしか翻訳の魔石が使えなかったからな。だが、いまはこうしてローズが翻訳の魔石を持っているわけだろう？」

			「ええ。ですが、それは、わたしが使い方を覚えたからです」

			「そうだ」

			　ご主人様は頷うなずいた。

			「ローズだけじゃなく、加藤さんもそろそろ使い方を覚えられそうだと聞いている。おれたち転移者も、時間をかければ翻ほん訳やくの魔石を使えるようになることは可能なんだ。そして、あの深津という男も使い方を知っているはずだ。なぜなら、昨日のあいつはひとりでいたんだから」

			「……そういえば」

			　すでに宿を出ていたのか、それとも部屋にいたのか、昨日の遭そう遇ぐうの場面、サディアスは深津明虎と一緒にいなかった。それなのに、深津明虎は宿屋の主人と会話を交わしていた。これは、彼が翻訳の魔石を使えることを意味している。

			「使うことができるのなら、言葉の通じない深津明虎が翻訳の魔石を持っているのが自然だというわけですか。……よくお気付きになりましたね」

			「おれ自身、町でひとりにならないように気を付けているからな。チリア砦とりでで初めてそのあたりの事情を知ったときには、将来を思ってずいぶんと頭を抱えもしたものだよ。どうやって使い方を覚えるか、そもそも、入手の手段はどうするのか……」

			　ご主人様がなにかに気付いた顔をする。

			「……待てよ。あいつら、どうやって翻訳の魔石を手に入れたんだ？」

			「確か、翻訳の魔石はあまり流通していないという話でしたか？」

			「そうだ。転移者のためにしか普通は使われないから、一般には需じゆ要ようがない。基本的に、勇者を擁ようする聖堂教会が所持しているもののはずだ。広大な領土を持っていて、勇者とのファースト・コンタクトを取る可能性の高い帝国の……それも軍あたりなら在庫も十分にあるって話だが、アケルだとな」

			「あのサディアスという方は、帝国の人間なのでしょうか？」

			「だとすると、アケルの民族衣装に身を包んでいたのがよくわからない」

			「そうですね。……あるいは、シランさんやケイと似たような立場なのかもしれません」

			「まあ、ないとは言えないか。おれたちだって、立場は深津と同じわけだからな」

			　まだどこか引っ掛かるようではあったものの、ご主人様は頷うなずいた。

			「あいつにも事情があるんだろう。……ずいぶんと他の転移者を嫌っていたようだったし、これまでになにか見てきたのかもしれないな」

			　他の転移者をあれだけ嫌うだけのなにか。あまり愉快なことではないだろう。

			　無論、深津明虎が単に気難しい人間だというだけの可能性もあるが。

			「気になるようでしたら、いまからでも追い掛けて、探りを入れますか？」

			　ご主人様を侮ぶ辱じよくした人間と接触するのは気が進まないが、それが必要なら是非もない。

			「……いや。それはやめておこう」

			　しかし、ご主人様はあまり考えた様子もなく、わたしの提案を退しりぞけた。

			「サディアスはともかくとして、深津にはずいぶんと嫌われているみたいだからな。あえて虎の尾を踏むようなことをする必要もないだろう」

			「『虎』ですか。……龍りゆうの髭ひげを撫で虎の尾を踏む。ご主人様の世界の故こ事じ成せい語ごでしたね」

			「なんだ、ローズ。よく知ってるじゃないか。前半の龍のくだりは、おれも知らなかった。加藤さんに聞いたのか？」

			「ええ。真菜は水島美穂に聞いたのではないかと思います。読書家……というより、乱読家だったようですから」

			「そうなのか？　……いや。そういえば、樹海で暮らしていた頃、いろいろとおれの知らない知識を教えてくれたのは、水島さんの知識を持っているリリィだったな」

			　故人のプライバシーへの配慮から、真菜の話を聞くくらいしか、ご主人様が水島美穂のことを知る機会はない。彼女の趣味についても知らなかったようだ。

			「狩った肉の『血抜き』とか……どうして水島さんがそんなことを知っているのか疑問だったんだが、そんな理由があったのか」

			　余談だが、樹海にいた頃に狩って食べていたモンスターの肉が異様にまずかったのは、『血を抜かなければならない』ことは知っていても、『どうやって血抜きをするか』までリリィ姉様が……というか、水島美穂が知らなかったためだったりする。

			　食肉の死後硬直がどうこう、美味しく食べるためには熟成がどうこうという話は、あとでシランさんから聞いたことだった。きちんと処理された一部のモンスターの肉は、チリア砦とりでなど樹海では珍味として食べられたりもしているらしい。

			「話が逸それたな。まあ、そういうわけで、探りを入れるのはやめておいたほうがいいと思う」

			「わかりました」

			　ご主人様の言葉に、わたしは頷うなずいた。

			「それに……今日は折角こうして、珍しくローズとふたりきりで出歩いているんだしな。この機会をふいにするのはもったいない」

			　最後は少し冗談めかした口調だった。

			　多分、わたしのことを意識していないからこそ出た台詞せりふなのだろうけれど、こういうことをさらりと言うのは、ちょっとずるい。

			「楽しまないとな」

			「はい」

			　するりと表情が抜けて人形のものになってしまいそうな顔を、わたしは意識して制御しなければならなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　露店を見て回ったあと、わたしたちは店てん舗ぽの並ぶ本通りに戻った。

			　町にある店に足を踏み入れるのは、これが初めてのことだ。雑貨屋や、武器や防具を扱う店を見て回るのは、新鮮なだけでなく、物作りに携たずさわる者としてとても勉強になった。

			「あ！　ご主人様。ここは魔石を扱っているようですよ！」

			　これが何軒目だったか。こじんまりとした店内に入ると、棚には魔石や魔法道具が陳列されていた。といっても、戦場で使えるような強力な魔法道具は置いていない。生活用に普ふ及きゆうしている単純な魔石と、それを使った魔法道具が主な商品だった。

			　ご主人様と寄り添ったまま、わたしはそれらの品々に目を奪われた。ご主人様の世界では『機械化された工場での大量生産』とやらがなされているというが、この世界の物品はおおよそすべてが手作りだ。眺めていると、職人の手先が見えるような気がした。

			「ご主人様！　あちらも……」

			　と言って、勢いよく振り向いたところで、こちらを見ているご主人様と目が合った。

			「あ……」

			　たまたまではないのだろう。ご主人様は、品物よりもむしろわたしを見ていた様子だった。

			　いつから？　多分、店に入った最初からだ。その前からかもしれない。

			「も、申し訳ありません。ご主人様。落ち着きを欠いていました」

			　はしゃいでいるのを見られてしまった。思い返せば、途中から少し夢中になってしまっていたように思う。ご主人様の腕を抱えて半ば引っ張るように、次から次へと店をはしごしていた記憶があって、わたしは羞恥に身を固くした。

			　そんなわたしの姿を見て、ご主人様が肩をすくめた。

			「気にしなくていい。おれもちゃんと楽しんでる。これまでは、ゆっくり店を見て回る機会なんてなかったからな。それに……そうでなくても、子供みたいにはしゃいでるローズを見ているだけでも退屈はしないしな」

			「へ、変なことをおっしゃらないでください」

			　もしもこの身に赤面する機能が付いていれは、相当みっともないことになっていたに違いない。誤ご魔ま化かすように、わたしはご主人様の手を引いた。

			「つ、次のお店に参りましょう」

			「わかった。けど、ちょっと待ってくれ。少し店の外で待っていてもらえるか」

			「え？　はい、わかりました」

			「すぐに行くよ」

			　言葉通りにすぐに店から出てきたご主人様と合流して、わたしは次の店に向かった。

			　結局、わたしたちは日が傾くまで町を歩いた。

			「そろそろ帰ろうか」

			「そうですね」

			　楽しくも有益な時間だった。大勢の人々に混じって雑踏を歩き、見たことのない道具をいくつも目にした。旅に必要な品々も、いくらか補充できた。また、リリィ姉様に頼まれていた、この世界の書籍の類たぐいも手に入れることができた。

			「……あれ？」

			　それでは帰るかと最後の店を出たところで、ご主人様が声をあげた。

			「どうかなさいましたか」

			「いま、シランがいた気がしたんだが……」

			「シランさんが？　……申し訳ありません。気が付きませんでした」

			　通りを行きかう人波に目をやるが、金色の髪と白い鎧よろい姿を見付けることはできなかった。

			　シランさんは眷けん属ぞくとして特殊なところがあるためか、パスでの情報量が少なく、お互いの位置もわからない。

			「いや。おれの見間違いかもしれない。本当に、ちらっと見えただけだったから。考えてみれば、こんな町の外れのほうにいるはずもないしな」

			　大通りの店を見て歩くうち、わたしたちは町の外縁部近くまでやってきていた。ここからでも、大通りの向こうに、町と外界とを隔へだてる頑丈な鉄の門を見ることができる。目の前の雑踏には、町の外からやってきたばかりの商人たちが足を引きずり気味に歩く姿も散見された。

			「シランさんが向かったのは、昨日行った軍の施設でしたか」

			「そのはずだ。あれは、もっと町の中央部にあっただろう？」

			「町の外縁部には、防衛のための建物がいくつかありました。昨日、顔を合わせたアドルフさんと一緒に、なにか理由があってそちらに行っていたのではありませんか？」

			「かもしれないし、違うかもしれない。それこそ、おれの単なる見間違いかもしれないしな」

			　わたしたちは寄り添いながら歩き出した。

			　すぐ傍そばにあるご主人様の存在を感じながらやりとりをする。

			　この距離にも、一日経って少しだけ慣れたかもしれない。

			　そうすると、華はなやいだ気持ちのなかに、じんわりと広がる温かなものが感じられた。

			　けれど、この時間もいずれは終わる。これは特別な時間だから、そう長くは続かない。

			「あの、ご主人様。少しよろしいでしょうか」

			　宿が見えてきたところで、わたしは足をとめた。

			　夕刻の太陽が町を茜あかね色いろに染めている。一日の終わりを強く感じた。

			「お渡ししたいものがあるのです」

			　名な残ごり惜おしいものを感じながらも、ご主人様から離れる。

			　前掛けのポケットに手を差し入れた。

			「これは……？」

			　取り出したものを手渡すと、ご主人様はびっくりした顔をした。

			　ご主人様にお渡ししたのは、一対の黒色の籠こ手てだった。左右で少し飾り付けのデザインが違っていて、左は青色と黄色、右腕には赤と緑を基調とした飾りが施されている。

			　現在、ご主人様の左腕にはアサリナを隠すための包帯が巻かれている。これはガーベラの蜘く蛛もの糸で織られたものなので多少の防御力はあるものの、やはり本格的な防具ではないから限界がある。そこで、以前に幹彦さんといろいろと話をしたときに助言されたことを思い出しながら作ったのが、こちらの品だった。

			「サイズを確認していただけますか」

			「わかった。……うん。ぴったりだ」

			　こんな往来でアサリナを表に出すわけにはいかないので、いまは包帯の上から取り付けたが、包帯なしで装備したとしても大丈夫なように、籠こ手てに隠れて普段は手の甲が見えないようなデザインにしてあった。

			「こちらの『アサリナの籠手』ですが、左腕のほうは、アサリナの行動を阻害しないように、手の甲の部分を可動式にして、すぐに飛び出せるようにしておきました。他にもいくつかギミックを組み込んでありますので、あとで説明いたしますね。それと、もうひとつ……」

			　言いながら、わたしは再び前掛けのポケットに手を差し入れた。

			「短刀……というか、懐かい剣けんか」

			　柄つかまで合わせても拳三つ分もない。とても短い刀だった。

			　お渡しすると、ご主人様は少しだけ刀を抜いた。

			　艶なまめかしいほどの刀身の輝きに、ほんの一瞬、魅入られたように動きをとめる。

			「……これは、すごいな。ひょっとして、『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』より上なんじゃないか？」

			「過去、最高の出来と自負しております。ただ、素材が少し特殊でして、長さが足りないのは申し訳ありません」

			「特殊？　なにか珍しい木を使ったってことか？」

			「まあ、そんなところです」

			　これも以前から試作していた品だった。

			　こちらは、真菜の助言を受けている。

			「『薔ば薇らの懐かい剣けん』とでもお呼びください」

			　名付けたのは真菜だ。わたしも異存はない。それ以外に名前の付けようのない剣だった。

			　製作者はわたし。

			　そして、素材もまたわたしなのだから。

			　この身は人形。元を辿れば木材であり、ならば加工もできるのが道理だ。

			　というのが、真菜の意見だった。相変わらず、すごいことを思い付く。この身が常にご主人様を守れるのなら、これ以上に望むことなどなかった。

			　これまでにわたしは何度か破損しているので、材料になりそうな部品はいくつかあった。

			　ご主人様が手にしているのは、先の高屋純の襲しゆう撃げきの際に大破した下半身から削り出した剣だ。加工は難しく、何度か失敗もしたが、出来上がった懐剣はわたしの最さい高こう傑けつ作さくとなった。

			「メイン・アームにはなりえませんが、ご主人様を守ってくれるようにと願をかけました」

			「ありがとう、大事にさせてもらうよ」

			　そう言ったご主人様が、小さく苦笑した。

			「これは、先を越されてしまったな」

			「ご主人様？」

			「おれからも、ローズに渡すものがあるんだ」

			　ご主人様は懐剣を仕舞いこむと、わたしの手を両手で包むようにした。

			　そうして掌てのひらに載せられたのは、可愛かわいらしいペンダントだった。わたしは驚きに硬直する。

			「これは、魔法道具……ですか？」

			「今日の記念に、ってほど大おお袈げ裟さなものでもないんだが。ほんのわずかにだけど、耐久力を上げてくれる魔石だよ。アケルでは、騎士が剣の装飾に使ったりするらしい。まあ、効果はほとんどないも同然だから、お守りみたいなものらしいんだけどな。これは、それを装飾品にしたものだよ」

			　ご主人様は、籠こ手てを装備した手で頬ほおを掻かいた。

			「悪いな。もっと良いものを買ってやれたらよかったんだが、この町だと、そういうのはないみたいだ。ローズからのプレゼントに比べると、これじゃ見劣りするが……」

			「いいえ！」

			　わたしは首を振った。みつあみにした髪が大きく揺れた。

			「いいえ。そんなことありません。嬉しい。本当に嬉しいです、ご主人様……」

			　こんなに幸せなことがあっていいのだろうか。

			　掌てのひらの上のペンダントに、わたしは視線を落とした。輪になった紐ひもの先に、丸い宝石が繋がれている。この夕刻を結晶させたような、茜色の宝石だった。

			「ありがとうございます」

			　わたしはこの時間を愛おしむように、茜色の宝石を胸元に抱き締めたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今日という日を経験したことで、わかったことがひとつある。

			　やっぱりわたしは、ご主人様に抱き締められるその先を望んでいる、ということだ。

			　それがどういうかたちになるのかはわからない。

			　自分がご主人様とどうなりたいのかもわからない。

			　だけど、今日のわたしは、ご主人様と過ごしたこの特別な時間を期間限定のままにしたくないと感じたのだ。

			　そのためには、まずはご主人様に抱き締めていただくことだ。

			　そこから先を知るためには、まずはそこまでを知らねばならないから……その日のために努めよう。その想いを、胸から下がった茜色のペンダントが支えてくれている気がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　２日後、わたしはご主人様と一緒に、思い出深い町となったディオスピロをあとにした。

			　結局のところ、あの深津明虎やサディアスがなんでディオスピロにいたのかはわからないままだ。話をする機会もなかった。別れ際に、『縁があればまた会おう』とサディアスは言っていたが、わたしたちには縁がなかったのだろう。

			　そんなふうに思っていた。

			　けれど、後日になって、わたしはその認識を改めることになる。

			　彼らとご主人様の道は、この先、避けがたく重なることになるからだ。

			　出会いそのものは偶然だったにせよ、ある意味、そこには必然とも言える事情があった。

			　しかし、それより前に、わたしたちはひとつの遭そう遇ぐうを経なければならなかった。

			　不意の遭遇……とは言えない。以前に警告は受けていたからだ。

			　それからいろいろあったせいで、警告されたことを忘れていた。いいや。忘れていなかったところで、どうにかなったものかどうか。まさかそれがそういう意味だなんて思ってもみなかったし、こんなかたちになるだなんて想像できるはずもなかったのだから。

			　わたしたちはリリィ姉様やガーベラたちのもとへ帰るべく町を出る。その先に待ち受けるものを知らないままに。

		

	
		
			　

			10　狐と狼の夜　前編　～あやめ視点～

			　

			　みんなのことは、わたしが守ってあげるんだ……！

			　そんなかたい決意を胸に、わたしは夜中、こっそりと行動を開始した。

			　月明かりだけを頼りにして、山を覆おおう藪やぶを掻かき分けて走っていく。

			　いつもなら眠っている時間。だけど、今日はお昼のうちに、移動するガーベラのおなかに乗って、いっぱい寝ておいた。備えは万全。だから、ちっとも眠くない。

			　……ごめん、ちょっとだけ嘘。

			　少し眠い。

			　でも、まだまだ元気なのは本当だ。

			　だから、計画は完かん璧ぺきなのだ。

			　今夜、こうしてみんなのもとをこっそり抜け出してきた目的は、とある邪悪な企たくらみを暴くことだった。ふんふんと鼻を鳴らしながら、わたしはあいつのにおいを追っていく。

			　暗がりのなか、たった一匹でだ。

			　こんなの全然怖くない。

			　わけじゃない。

			　敵は強大でおっかない。

			　なにせ、おっきくて、ふたつも首があるのだ。

			　こないだ見たら、なんか、にょろにょろもしてた。

			　なにあれ。怖い。

			　思い出したら、ぷるぷるしちゃいそうになる。

			　……ううん。だけど、怯おびえちゃ駄目。

			　みんなを守るために、頑張らないといけないんだから。

			　みんなを守れるのは、わたしだけ、なんだから。

			　なぜだか、ご主人様はあいつをあんまり警戒してない。

			　リリィとかガーベラも、ご主人様がそうするならって、従ってる。

			　もう！

			　危ないのに！

			　怖いんだぞ！

			　むふー、と鼻息も荒く、わたしは憤ふん慨がいした。

			　わたし知ってる。覚えてる。初めてあいつと遭ったときのこと。

			　リリィのおなかに隠れて、なんかどっかに行ったときのことだ。モンスターがいっぱい襲ってきて、よくわかんないけど、大変なことになった。そして、あいつはやってきた。

			　恐ろしい唸うなり声ごえとともにあいつがきたと思ったら、金属の人たちがばたばたっとなった。ご主人様に頼まれてたから、わたしはケイを守ろうとした。

			　だけど、すぐに前足でぺしってされた。

			　リリィに治してもらったけど、痛くてしばらく尻尾しつぽと耳がきゅうってなった。

			　……あいつは、危ないのだ。

			　わたしだけが、それを知ってる。

			　わたしだけが、みんなを守れる。

			　そう思えば、心がめらめらと燃えてくる。

			　怖くなっちゃいそうな心を奮い立たせて、わたしは山を駆けた。

			　毎夜、あいつはわたしたちのいるところを離れて、なにかやっている。

			　よくないことをしているに違いない。

			　それがなんなのか、具体的には思い付かないけど、きっと思い付きもしないような邪悪なことを企んでいるに決まってる。だから、わたしがそれを暴かないといけないのだ。

			　……近い。そろそろだ。

			　わたしはいっそう慎重に、藪やぶのなかをこっそりと進んだ。

			　小さい体は、こういうときに役に立つ。

			　あと、ご主人様に撫で撫でしてもらうときも便利。

			　大きかったら抱っこしてもらえないもんね。

			　違った。

			　いまは、目の前のことに集中しないと。

			　よし。

			　においでばれないように十分に気を付けて、わたしはこっそりと、藪やぶの向こうに広がる光景を覗き込んだ。

			　

			　――そこに、血塗まみれの凶悪な狼の姿があった。

			　

			　目の前に倒れた巨大なモンスターの腹に、狼の鼻はな面づらを突っ込んでいる。

			　がつがつと、骨を砕いて肉を呑み込む音が響く。

			　あんまりに衝撃の強い光景に、わたしの頭は真っ白になる。

			　多分、そこでわたしはなにか失敗したんだと思う。

			「……何者だ」

			　臓ぞう物もつを引きずり出した狼の頭の一方が、ぐるんと勢いよくこちらを向いた。

			　びちゃびちゃと飛び散る肉のかけら。どす黒い血液が、地面にばっと広がった。

			　はっはっと吐き出される息は、地獄の炎のように熱くて、生臭い死の臭いがした。

			　そして、炎のようにぎらつく六つの目。

			　目が合って……あ。これ、死んだなって思った。

			「貴様は……」

			　なにかをあいつが言いかけたけど、頭になんて入らない。

			　じゃばじゃばじゃばと下半身で音がして、すうっと体から力が抜けていく。

			《……きゅう》

			　わたしは、こてんと気を失った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　……すごく嫌な夢を見ていた気がする。

			　わたしは、目を覚ました。

			　なにか変だなー、とすぐ気付いた。普段なら近くにあるみんなの気配がなかったからだ。

			　なにがあったんだっけ？

			　と、思ったところで声をかけられた。

			「起きたか」

			　すぐ傍そばにあいつがいた。

			　二つ頭の灰色狼。

			　ベルタが。

			《きゃんっ!?》

			　危うく、また気を失いそうになった。

			　ちょっと首を伸ばすだけで、ばくんと食べられてしまう距離に、大きな頭があったのだ。

			　怖い。すごく怖い。尻尾しつぽがきゅうって股の間に縮こまる。

			　失敗した。わたしひとりじゃ、こいつには敵わない。見つかっちゃ駄目だったのに。

			　今度こそ、殺されちゃう。食べられちゃう。

			　食べられちゃったら、もうみんなに会えない。

			　そんなのやだ。

			　……ご主人様。

			　ガーベラぁ。

			　くう、と鼻が鳴ってしまう。

			　ふたりの顔を思い浮かべるけど、ここにはいない。

			　寂しい。

			　怖い。

			「起きたのなら、帰れ」

			　ぷるぷるしているわたしを見て、ベルタがなにか言った。

			　食べちゃうぞー、とかそんな感じのことを……じゃない。え？　いま、なんて？

			「帰れ、と言っている。あの大おお蜘ぐ蛛もが気付けば、また心配するぞ」

			《……あれぇ？》

			　聞き間違い、じゃないよね？

			《殺さないの？》

			「なんで貴様などを殺さなければならない」

			　あれ？　あれれれ？

			　なんか、思ってたのと違うぞ？

			《なんで殺さないの？》

			「それはいま、わたしが訊きいたことだ。殺さなければいけない理由がないだろう」

			　あれれー？

			　首を傾げていると、ベルタが呆れたような様子を見せた。

			「……大体、どうして失しつ禁きんするほど恐ろしいのに、わざわざわたしを追い掛けてきたのだ」

			《お、お漏らしなんてしてないもんっ！》

			　失礼な！　反射的に、わたしはぐるるるるって唸うなった。

			　ベルタはそんなわたしの態度も気にしなかった。

			「していただろう。それも、これで二度目だ。一度目は、ほら、狂獣との戦いが終わったあと、わたしがお前たちを迎えに行ったら、きゅうと悲鳴をあげて失禁して気絶……」

			《あ、あああれは違うもん！　違うったら、違うんだもん！》

			　なんてこと言い出すの!?　折角！　折角！　忘れかけてたのに！

			　そのせいで、わたしはあのとき、ご主人様たちと合流した記憶がなかったりするのだ。

			　気付いたら朝で、ケイに抱えられて寝てて、リリィもガーベラもいた。

			　大失敗だった。だから、忘れようとしてた。

			　それなのに！　それなのに！

			　うううー！

			　わたしはぴょんっと立ち上がると、ベルタを正面から睨にらみ付けた。

			《そ、そんなことより！　みんなのとこを夜になると抜け出して、隠れてなにしてたの？　わたしは誤ご魔ま化かされないんだからね！》

			「誤魔化しているのは、いまの貴様ではないかと思うが……」

			　やっぱり呆れたみたいに言ったベルタは、視線を余所に向けた。

			「まあいい。わたしは食事を摂っていただけだ」

			　慌てるでもなく、ただ事実を口にしただけ、みたいな感じだった。

			《食事を……？》

			　わたしもそっちを見てみると、そこには食べかけのモンスターの死骸が転がっていた。

			　さっきは見付かってしまった衝撃で気付かなかったけど、この山に入ってから見たことのあるモンスターだった。えっと、確か……。

			《……ご主人様たちが『レッサー・サラマンダー』とか呼んでたやつだ》

			「ほう。遭ったことがあるのか？」

			《うん。ガーベラがねー、蜘く蛛もの糸でぐいって引っ張って、えいって倒してた》

			「簡単そうに言ってくれる。それほど弱いモンスターではないのだがな。少なくとも、ここキトルス山脈では最強クラスのモンスターだぞ。……いや」

			　ベルタは、ゆるゆると首を振った。

			「あの大蜘蛛にしてみれば、この山脈にいる程度のモンスター、どれも同じようなものか」

			　ん？　いま、ガーベラ、褒ほめられた？

			　褒められたよね？

			　……ふふーん。

			　そうだぞ。ガーベラはすごいんだぞー。

			　ちょっと抜けたところはあるけど、わたしの自慢のお姉ちゃんなんだから。

			　もっと褒めてもいいんだぞー。

			　ふふふふふ。

			　ガーベラが褒められたのが、なんだかすごく嬉しくて。

			　そこで、はっとした。

			《あ、違った》

			　またまた、誤ご魔ま化かされるところだった。

			《いまは、邪悪な企たくらみを追及しないと》

			「だから、そんなものはないと言っている」

			　誤魔化されないぞー、とわたしはベルタを睨にらむ。こちらを見返す目が、ふと細くなった。

			「だが、そうだな。これはわたしが悪いか」

			《ふぇ？　や、やっぱり悪いことしてたの？》

			「違う。ただ、貴様はわたしに一度、不意の奇襲を受けて傷付けられているのだったな。それでは、不信感を抱くのも無理はないことだ」

			《えっと？》

			「まずは、その件について詫わびるのが筋というものだ。さいわい、我が王と貴様の主との関係は、一時的にせよ落ち着いている。謝れるときに謝っておくべきだろう」

			　ベルタはゆったりと尻尾しつぽを振った。

			「あのときは悪かった。主の命令とあれば是非もないが、貴様を傷付けたことは悪いと思っている。すまなかったな」

			　謝られちゃった。

			《……》

			　本当かな？

			　本気で、そう思ってる？

			　じいっと見詰めるけど、ベルタはこちらを静かに見返すだけだ。

			　んー、本当っぽい？　というか、ちょっと寂しそう？

			　傷付けるの、嫌？

			　嫌われるの、嫌？

			　なんかそんな感じがする。

			　どうしよっかな。

			　ご主人様なら、どうするかな……？

			　むー、うじうじ考えてるのは嫌いだ！

			《……本気で謝ってるなら、許す》

			「ありがとう」

			　静かだけど、ちょっとだけ嬉しそうな声だった。

			　わたしも、ちょっと嬉しくなって尻尾しつぽを振った。

			《あれ？　でも、それじゃあさ、ベルタはここでなにしてたの？》

			「さっきも言ったが、食事……狩りをしていただけだ」

			《それは、あれ見たらわかるー》

			　わたしは転がっている『レッサー・サラマンダー』をちらっと見た。

			《だけど、夜中いつもいなくなってたよね？　いつも夜、狩りしてたの？》

			　ベルタは悪い奴だー、って思い込んでいたのは確かだけど、そもそも、わたしがベルタを疑ったのは、毎日、夜になるといなくなるなんて不審な行動を取っていたからだ。

			　もう疑ってはいないけど、疑問はまだ晴れてない。

			《そんなにおなかすいてた？　ご飯、足りなかった？》

			「そういうわけではないが」

			《じゃあ、なんで？》

			「……強くなるためだ」

			　ちょっと考えてから、ベルタは答えた。簡単な答えで、真剣な声だった。

			「我らの王が見付けた『魔力を持つ生き物を殺して喰らえば魔力が増える』という法則……これは、強くなるための最短手段だ。わたしは、我らが王の駒として強くあらねばならない」

			《そのために、毎晩狩りに出ていたの？》

			「そういうことだ」

			　そっかー。昼間はわたしたちと一緒だから、狩りはできないもんね。

			「疑いは晴れたか？」

			《うん》

			「それはよかった」

			　声にあったほっとした感じも、嘘じゃないみたいだった。

			「では帰れ。心配性の大おお蜘ぐ蛛もが怒鳴り込んできてもかなわない」

			《ん。わかったー》

			「いや待て。送っていってやる。ひとりでは少なからず危険だからな」

			　ベルタは身を起こした。

			　うー、子供扱い？

			　ガーベラもそうだけど、わたしのこと、みんな子供扱いするの。わたしだって戦えるのに。

			　むー。確かに、ご主人様の眷けん属ぞくのなかじゃ弱いけどさ。

			「待っていろ。いまこれを片付ける」

			　そういうと、ベルタはさっき食べていたモンスターのところに行こうとする。

			《あ。待って》

			　そんなベルタを、わたしは呼び止めた。

			《ねえねえ、ベルタ。わたしも食べちゃ駄目？》

			「なんだ。貴様、腹が減っているのか？」

			《えっと、そんなには？》

			「……なんだそれは」

			《だけど、わたしも強くなりたいかなって》

			　不審そうなベルタに、わたしは言った。

			《食べたら強くなるんでしょ？　わたしもご主人様のために強くなりたいもん》

			「……そうか」

			　ベルタの目が、ちょっと優しくなった気がした。

			「わかった。好きにするがいい」

			《ほんと!?》

			　やった！

			　自慢の尻尾しつぽをふりふりして、わたしはありがとうを表現した。

			　ひょっとして、ベルタ、すごく良い奴なのかもしれない。

			　食べ物に釣られたから、だけじゃないよ？

			　さっきだって、子供扱いは置いといても、当たり前みたいに送っていくって言ってくれた。

			　思い出したんだけど、ベルタは自分のご主人様に絶対服従なんだって聞いてる。やりたくないことも、やらなきゃいけないときだってあるのかもしれない。だから、わたしのことを怪け我がさせたベルタは、本当のベルタじゃないのかもしれない。

			　だったら、本当のベルタはどんなのなのかな？

			　そんなことを考えていると、ベルタに対する好奇心がうずうずと湧いてきた。

			　もともと、わたしは好奇心の強いほうだ。

			　目の前になにかがひらひら飛んでいれば、とりあえず飛びかかってみるタイプ。

			　これまでは怖がってばかりで、ベルタとは話をすることもなかったけど。

			　話をしてみたいな、と思ったのだ。

			《ねえ、ベルタ》

			「なんだ」

			　ベルタの言葉は素っ気ない。だけど、いまは怖いとは思わなかった。

			「さっさと喰べるといい」

			《うん、それはわかったんだけど》

			　ふたりで獲物に喰らい付きながら会話する。

			《ベルタは、殺して食べて強くなったんだよね？》

			「それがどうかしたか」

			　横目を使うベルタに、わたしは尋ねた。

			《『さっきの姿』は、そうやって手に入れたの？》

			「……」

			　なんの話だ、と返ってくるかもしれないなーって思ってた。

			　だけど、わたしの質問を聞いたベルタは、ふたつある頭のひとつを律義にこっちに向けた。

			「やはり、見ていたか」

			《そりゃあ、まあ？》

			　わたしは、こくんと首を傾げた。

			　――『さっきの姿』。

			　わたしが言っているのは、気を失う前に見たもののことだった。

			　気絶してしまったとはいえ、記憶にはちゃんと残っている。ベルタを追跡して、藪やぶのなかからこっそりと覗きこんだ先――振り返ってわたしのことを見つめ返した目は、六つあった。

			　ベルタの狼の頭はひとつじゃない。だから目だってふたつじゃない。

			　だけど、ふたつの頭じゃ、目は四つにしかならない。

			　だとすれば、残りのふたつは……。

			「……すでに見られているのに、窮きゆう屈くつな思いをすることはないか」

			　ぽつりとベルタがつぶやく。

			　その背中で、めしゃめしゃって、すごい音がした。

			　背中の毛皮を突き破って、粘液にまみれた白い棒みたいなモノが飛び出てくる。

			　天を向いて突き出したそれは、人間のものによく似た腕だった。

		

	
		
			　

			11　狐と狼の夜　後編　～あやめ視点～

			　

			　体液がばしゃりとあたりに飛び散る。

			　ベルタの背中から飛び出てきたのは、人間のものによく似た腕だった。

			　痛くないのかなー、と思っている間に、もう１本。

			　飛び出した２本の腕が、狼の背中に生えている灰色の剛毛を掴んだ。

			　まるで水中から体を引き上げるようにして、ばしゃんと引き出されたのは――女の子の上半身だった。

			「……やはり、こちらのほうが楽でいい」

			　低い声でつぶやいて、女の子の上半身がこっちを向いた。

			　わたしはさっきこの姿を見てたけど、知らなかったら、びっくり仰天しただろうなーって思う。さっきまでは『腰から触手を生やした狼』だったベルタは、いまはもう『下半身が狼と触手の怪物になった女の子』にしか見えなかった。

			　雰囲気としては、ガーベラに近いかな？　そう考えると、ちょっとだけ親近感かも。

			　粘液に濡れた黒い髪がだらりと垂れて、その下から、目付きの少し悪い女の子の顔が無表情にこっちを眺めている。黄褐色の瞳ひとみが、透き通っていてとても綺き麗れいだった。

			　多分、歳はご主人様たちと同じくらい。顔立ちはシランたちより、ご主人様たちに似ている。そこは、ガーベラと違うみたいだった。

			《それが、ベルタのほんとの姿？》

			「ああ。我が王は『スキュラ』と呼んでいる」

			　返ってきたのは、静かな声。それなのに、ひげのあたりがびりびりってした。

			　わたしのなかにあるなにかが、怖いよ怖いよって言ってるのだ。

			　多分、ガーベラとかリリィには届かないけど、それでもかなり強いことは間違いない。

			　今日、こうして話をする前だったら、ぶるぶるってなっちゃってたと思う。

			　でも、ベルタは悪い奴じゃないってもうわかってるから、怯おびえる必要なんてないのだ。

			「……思ったより豪胆だな」

			　高いところにある女の子の顔をじっと見上げていると、ベルタはちょっと感心したみたいな調子で言った。

			《なんの話？》

			「わからないならいい」

			　ベルタが軽く首を振る。それに合わせて、粘液に濡れた触手がぴたぴたと波打った。

			「それより、手が停まっているぞ」

			　あ、そうだった。

			　食事中だったんだっけ。

			「少し霧きりが出てきている。わたしたちの鼻があれば帰るのに支障はないが、それでも、視界が遮さえぎられるのは好ましくない。早く食べるがいい」

			　ベルタのいう通り、あたりの景色がちょっと白くぼやけ始めていた。

			　もともと、今日の空は雲も多い。鼻が利くから帰ることはできるけど、周りが見えなくなっちゃうと少し危ない。わたしは、目の前の食事に集中することにした。

			　ベルタも狼の頭で食事を始める。たまに人間のほうの手で、邪魔な皮を剥はいでいた。

			　いいなー、あれ。すごい便利。

			　狼とか狐の手だと、なかなかああはいかないもんね。

			《ねえねえ、ベルタ》

			　ある程度、おなかが膨ふくれたところで、わたしは口を開いた。体の大きなベルタはまだまだ食べられるみたいなので、その間に話をしてみようと思ったのだ。

			《ベルタはさ、これまでたくさん食べて強くなってきたんだよね？》

			「そうだ。もちろん、それだけではないがな」

			《その姿も、強くなって手に入れたの？》

			「ああ」

			《じゃあさ、じゃあさ。わたしも、いまのベルタみたいになれる？》

			　狼の頭は食事に集中させたまま、女の子の上半身がこっちを向いた。

			「貴様は、わたしのようになりたいのか？」

			《うん。ご主人様を喜ばせたいかなーって》

			「……喜ばせる？」

			　ベルタは怪け訝げんそうに目を細めた。

			「どうして、わたしのようになると、貴様の主が喜ぶのだ？」

			《ええっと……わたしたちが可愛かわいい女の子になると、ご主人様は嬉しいんだって》

			　真菜のお膝ひざの上で寝てるときに、真菜とローズが話しているのを聞いたのだ。

			　半分うとうとしてたから詳しいことは聞いていなかったけど、なんかそんな感じの話をしていたのは覚えている。

			「……ほう。そういうケースもあるのだな」

			　ベルタは小さくつぶやいた。

			　聞こえるかどうかくらいの、独り言みたいな声だった。

			　わたしは首を傾げた。

			　下がった尻尾しつぽを揺らすベルタの姿は、どことなく羨うらやましげに見えたのだ。

			　だけど、すぐにそんな気配は消えた。

			「……しかし、貴様の主は人間だろう。わたしのような姿で良いのか？」

			《それは大丈夫ー》

			　そこは自信を持って、わたしは答えることができた。

			　リリィみたいになれたらいいけど、ベルタみたいな感じでも大丈夫。同じように下半身がモンスターのガーベラと、ご主人様が最近、良い感じなのは、わたしだって知ってるのだ。

			《ご主人様、びっくりすると思うの。できないかな？》

			「ふむ。そうだな……」

			　ベルタは少し考え込む様子を見せた。

			　真剣な様子で唸うなり声をあげる。

			　さっきからちょっと思ってたんだけど、ベルタは見た目はガーベラに似てるけど、性格はローズに似てるかもしれない。

			　すっごく真面目。いまも、真剣に考えてくれてるのが見ていてわかるもんね。

			　狼の頭のほうは、食事を続けてるけど。

			「わたしとまったく同じ方法を取るのは無理だな」

			　しばらく食事の音が続いたあとで、ベルタは口を開いた。

			「これは、わたし自身の特質によるものだからな」

			《……そっかぁ》

			　残念。そううまくはいかないかー。

			「だが……」

			　と、ベルタは続けた。

			「わたしは様々なモンスターと戦い、その屍しかばねを喰らってきた。そのなかには、変化の能力で体そのものを変えたり、幻惑の魔法によって姿かたちを誤ご魔ま化かすものもいた」

			《ドッペル・ゲンガーみたいなの？》

			「ああ。それは前者の典型例だな。ドッペル・ゲンガーの場合は、見た者全てに変化可能な万能性が特質だが、単に別の決まった姿に変化するものもある。体の一部を金属にしたり、羽を生やしたり、骨格を変えたりな。そのなかには、人に似た姿を持つものもいた」

			《決まった姿……ベルタもそう？》

			「そうだな。変化自体は、そこそこメジャーな特質といえる。それに……そうだな。幻惑の魔法については、狐きつね型のモンスターで他に使っていたものを見たことがある。訓練すれば、貴様なりの方法で、それらが使える可能性はある」

			《ほんと!?》

			「ああ。試してみたらどうだ？」

			《みるー！》

			　わたしはぴょんっと飛び跳ねて、ふさふさの尻尾しつぽを大きく広げた。

			　なんだかわくわくしてきた。

			　わたしが人間の格好してたら、ご主人様、驚いてくれるかな？

			　よぉし、頑張るぞー！

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……才能ないな」

			《がーん！》

			　ご飯を食べ終わったベルタが口にした言葉を聞いて、わたしは衝撃に耳と尻尾しつぽを立てた。

			《そ、それって、最初からわたしには使えないってこと？　モンスターの能力的な意味で？》

			「いや。魔力は微妙に動いている。生まれ持った性質として使えないということはなさそうだ」

			　そう答えたベルタは、食事をしている間、わたしの手伝いをしてくれていた。

			　これまでいろいろなモンスターと戦ってきたなかで見た能力を伝えたうえで、それをわたしが試しに使ってみるのを見て、筋がありそうかなさそうかをひとつひとつ教えてくれたのだ。

			　どんどん無理っぽいのを除いていって、最終的に一部の変化が使えそうだというところまでわかったのはよかったんだけど、そこで出たのが、さっきの「才能がない」発言だった。

			「貴様は変化を使えないわけではない。ただ、動いている魔力量が微弱過ぎる」

			《だから、才能がない？》

			　納得だった。

			《……そっかぁ》

			　尻尾しつぽがしおしおってなった。

			《才能ないんだ……確かにわたし、ご主人様の眷けん属ぞくで一番弱いもんね……》

			「そう落ち込むな」

			　あんまりにわたしがしょんぼりしていたからか、ベルタはちょっと声を優しくした。

			「それに、弱いかどうかはこの際、関係ない。確かに、目的が果たせなかったのは残念だが……勘違いをするな。わたしが言ったのは、あくまでも変化や幻惑に関する話だ。それ以外については、その限りではない」

			《そうなの？　でもわたし、実際、弱いよ？》

			「いまはまだ、年月を経ていないから魔力が足りていないだけだ。貴様はいずれ、あの大おお蜘ぐ蛛もをも超える力を手に入れるだろう」

			《ふぇっ!?》

			　しおしおってなってた尻尾が、ぴょんっと立った。

			「それほど驚くことでもない。たとえば、我らが王の力は『自身の駒を作る能力』だ。そのため、『支配できないほど強い』ものは眷属にできない。もっとも、これは例外があって、『いくら強かろうと意思がなければ支配可能』ということなのだが……」

			　そこで、なにかを思い出すようにベルタは一拍、言葉を切った。

			「貴様の主の力は、その逆……『意志ある強いものを眷けん属ぞくとする能力』だ。その幼さで条件に引っ掛かったのだから、貴様の素質はたいしたものと言うべきだろう」

			《え、えと？》

			　ベルタの話は難しい。

			　でもまあ、とりあえず、褒ほめられてるのはわかった。

			　逆に言うと、話自体はあんまりわかってないんだけど。

			「幼いながら、貴様はそれなりの修羅場をくぐってもいる。幼いうちにあの主と繋がったことも、良い影響を及ぼすだろう。もしも貴様を超える素質があるとしたら……そうだな、貴様の主に寄生しているあの蔓つるくらいのものだろう」

			《アサリナのこと？》

			「ああ。あれの特殊性は芽吹いた土壌によるものだろう。その点で、あれは奇跡的な存在だ」

			　おお、よくわかんないけど、アサリナすごーい。

			　……すごいのはいいんだけど、そろそろ理解が限界だぞー。

			　なんてわたしの心の声に気付くはずもなく、ベルタは説明を続けた。

			「だが、その出自が限界にもなってしまっている。土壌が貧弱な以上、あれの才能が花開くことはあるまい。植物タイプのモンスターは概して幻惑の魔法に適性があるから、そちらを伸ばしていくほうがまだ可能性はあるかもしれない……どうした？」

			《……きゅう》

			「ああ、すまない。少し難しかったか」

			　わたしが目を回しているのに気付いて、ベルタは苦笑した。

			「ともあれ、貴様なら、いずれ変化も使いこなせるようになるだろう。たとえ苦手分野であろうと、こなせるだけの素そ地じがあるのだからな」

			　最後は、言い聞かせるみたいな口調だった。

			　正直、話は半分くらいわからなかったんだけど……理屈はともかく、頑張ればできるってことだよね？　それなら、話は簡単だ。

			《わかった！　わたし頑張るー！》

			「ああ、長い時間はかかるだろうが、倦うまず弛たゆまず励はげむといい」

			　くーんと鼻高らかにわたしが宣言すると、ベルタも応援してくれた。

			《ご主人様、喜んでくれるかなー》

			　先のことを思い浮かべると、わくわくと心が躍った。

			　想像するだけで、ぱたぱた尻尾しつぽが揺れちゃう。いまから、そのときが楽しみだった。

			　待ち切れない。

			　ベルタはさっき、長い時間がかかるって言ってたけど、それって、どれくらいなのかなー？

			　明日？　明後日あさつて？

			　明日の明後日？

			　ええっと……あとはもうわかんないけど、もっとかかるのかなー？

			《ねえねえ、ベルタ。ちょっと訊ききたいんだけど……あれ？　ベルタ？》

			　うきうきした気持ちで声をかけたわたしは、首を傾げた。

			　ベルタがどこか、心あらずな様子でいたからだ。

			　こっちの声にも反応しない。

			　首を傾げて見ていると、やっと気付いて瞬まばたきをした。

			「……ああ、すまない。ぼうっとしていたようだ」

			《どうかしたの？》

			「いや。たいしたことではない」

			　少し心配になって尋ねると、ベルタは首を横に振った。

			「ただ、人に化けることで喜んでくれるという、貴様の主のことが不思議でな」

			　わたしは、くう？　と鼻を鳴らした。

			《不思議って、どうして？》

			　ちょっとだけ迷ったみたいだけど、ベルタはわたしの質問に答えてくれた。

			「……我が王はあまり、わたしのこの姿を好んではいなくてな」

			　女の子の上半身が、剥むき出しの自分の胸に手を当てた。

			「わたしは、それが普通だと思っていた。だから、貴様の主がそうではないというのを聞いて、意外に思ったのだ」

			《ふぅん、そうなんだ》

			　わたしは首を傾げた。

			《……変なのー》

			　ベルタの見た目は、確かにちょっと怖いけど、嫌われるようなものじゃないと思うんだけど。

			　ひとそれぞれ……なのかなぁ？

			《……あれ？　それじゃあ、ひょっとして、ベルタがその姿を隠していたのって……？》

			「ああ。王の命令だ」

			　ベルタは頷うなずいた。

			「もっとも、かくいうわたし自身、この姿はあまり好きではないのだがな」

			《え？　そうなの？》

			　わたしは目を丸くした。

			　ベルタはこの姿を、強くなって手に入れたものだと言っていた。

			　だったら、その姿は当然、自慢なんだろうなって思ってた。

			　だけど、そうじゃないらしい。

			　５本の指を広げた自分の手を、ベルタは無表情で見下ろしていた。

			「……この姿を見ていると、どうも昔のことを思い出す」

			　ベルタの黄褐色の目の奥には、揺れるものがあった。

			「まだ名前もなかった頃の、失敗の記憶だ。思い出すたびに、後悔する。どうしてわたしはアントンであれなかったのだろう。どうしてわたしはベルタなのだろうと。……後悔など、しても仕方がないとわかってはいるのだがな」

			　半分以上、独ひとり言ごとみたいな、よくわからない言葉だった。

			　アントンはアントンで、ベルタはベルタだ。ベルタがアントンになることなんてできないし、逆だって無理だ。それを後悔するなんて、なにを言ってるのかわからない。

			　ってことは、もしかして、そういう意味じゃないのかな？

			　そんなふうにも思うけど、やっぱりわからない。

			　そもそも、どうしていまの自分の姿を見ると、昔のことを思い出すのかもわからない。

			　なにもわからない。

			　だから当然、なにか言ってあげることもできなかった。

			　ただ、ベルタの言葉を聞いていると……わたしは、なんだか胸が痛くなった。

			　ベルタは本当に、心の底から、その『なにか』を後悔してる。それだけは、わたしにも伝わってきたからだ。

			　わからないからなにも言ってあげられなくて、ただ、辛つらい気持ちになっているのはわかってしまって……。

			　だからもう、わたしはなにも言わずに、とっとっとーって歩いて行って、うなだれるベルタの狼の鼻を、ぺろっと舐めた。

			　そしたら、びくっとベルタが跳ねた。

			　狼のふたつの頭と、上にある女の子の顔が、ぎょっとした様子でわたしを見下ろした。

			　よっぽどびっくりしたのか、その目は大きく見開かれていた。

			　……あ、あれ？　ひょっとして、怒らせちゃった？

			　慰なぐさめたつもりだったんだけど……やり方、間違えた？

			　あわわわわわ……。

			　なんて内心慌てていると、ベルタの女の子の表情が変わった。

			　口元がほんのちょっとだけ、緩んだのだ。

			　狼の尻尾しつぽが揺れる。触手も揺れる。それで、空気が動き出した。

			「……ありがとう」

			　と言ったベルタは、誤ご魔ま化かすみたいに黒い髪を掻かき上げた。

			「それと、わけのわからない愚ぐ痴ちを聞かせて悪かったな。王と王の眷けん属ぞく以外に、この姿を晒さらすのは初めてだから、少し調子が狂ったようだ」

			　そういうベルタは、もう普段通りみたいだった。

			　ああ、よかった。

			　不愛想で、見た目はおっかないベルタは、実は世話焼きで、わたしにも良くしてくれた。

			　そんなベルタが痛い思いするのは、やだもんね。

			「そろそろ戻ろう。霧が濃くなってきた」

			《うん》

			　安心して、わたしは素直に頷うなずいた。歩き出したベルタを追っかける。

			　……あ。

			　そういえばもうひとつ、言うことを忘れてたっけ。

			《ねえ、ベルタ》

			　本格的に霧に包まれ始めた山を歩いていく背中に、わたしは声をかけた。

			「なんだ」

			《ベルタのその姿、わたし、好きだよ》

			　振り返ったベルタの女の子の顔のなかで、黄褐色の目が丸くなった。

			《すっごくね、格好良いと思うの》

			「……そうか」

			　返事は短かった。けど、ベルタの尻尾しつぽはちょっとだけ揺れていた。

			　だからわたしも、尻尾しつぽをぱたぱた振り返した。

			　そんなやりとりが、なんだか楽しかった。

			　霧の出始めた山のなかを、わたしたちは連れ立って、みんなのところに戻っていく。

			《あのね、あのね、ベルタ》

			「なんだ」

			《また変化の練習に付き合ってもらってもいーい？》

			「そんなことを言って、食事が目当てなのではないか？」

			《そんなことないよー。お食事もあったら嬉しいけど》

			「それでは今度、一緒に狩りにいくか。風ふう船せん狐ぎつねは狩り上手だ。わたしも学ぶところがあるかもしれない」

			　お話をしている間にも、ちょっとずつ、あたりの霧が濃くなる。

			　白く、白く、白く。霧がわたしたちを包み込んでいく。

			　それはまるで、わたしたちを抱き締めてくれてるみたいで。

			　――自分たちがなにかに巻き込まれつつあるなんてこと、わたしは全然気付けなかったのだ。

		

	
		
			　

			12　五ご里り霧む中ちゆう　

			　

			　ディオスピロを発たってから、早くも３日が経過した。

			　昨日の夜のうちに、おれたちはキトルス山脈の山道の入り口近くまで辿り着いていた。

			　いまは山道を進んでいるところで、予定よりも半日早い行程だった。

			　これは、昨日、今日と、道中を急いだ結果だった。そうしなければならない理由があった。というのも、昨日のうちに合流する手て筈はずだったベルタが、姿を現さなかったのだ。

			　なにかトラブルがあったのではないか……。

			　心配になったおれは、加藤さんやケイに無理のない程度に先を急ぐことにした。

			　しかし、山道に入ってからは、移動速度を落とさざるをえなかった。

			　深い霧が、山道を覆おおっていたからだ。

			「全然、前が見えないですね」

			　つぶやく加藤さんは、ローズに背負われていた。あまりにも視界が悪いため、万が一、モンスターと遭そう遇ぐうしたときのことを考えると、このほうが安全だろうと判断したためだった。

			「まるで雲のなかにいるみたいです」

			「ああ。以前に警告は受けていたが、これほどとはな……」

			　おれは苦々しい思いで呻うめいた。

			　まだ帝国領にいた頃、キトルス山脈に入る前に寄った開拓村で『山道にはたまに霧が出る』と忠告されたことがあった。整備が万全とは言えないこの山道で深い霧が出れば、足を踏み外して斜面を転がり落ちる危険性が出てくる。どうしても慎重にならざるをえなかった。

			　歩いているうちに、霧はどんどん濃くなった。慎重に行動すればいいだけのことなので、普段ならなんてことはないのだが、早くリリィたちの無事を確認したい現状では焦りが募つのった。

			「先輩。少し休憩しませんか」

			　そんなおれを見かねてか、加藤さんが声をかけてきた。

			「みなさん、朝からずっと歩き通しですし、疲れも溜まっているでしょう。それに……一度、気持ちをリセットしたほうがいいと思うんです」

			「……わかった」

			　焦っている自覚はあったので、おれは素直にその提案を受け入れた。

			　適当に拓ひらけた場所を見付けて座り込むと、腰に下げていたポーチから水筒を取り出す。

			　これらはいずれも、ローズが模造魔石を用いて作製した品だった。

			　ポーチのほうは、魔法の道具袋の機能を再現しており、容積の増量と物品の保全の魔法がかかっている。また、最近になって、水、火、土、風の属性の魔石については再現が可能になっており、それを利用したのがこの水筒だった。水属性の魔法を再現する模造魔石が内部に仕込まれており、必要に応じて魔力を流せば水が生成される仕組みになっている。

			　各々体を休めて喉のどを潤うるおし、必要がある者は干し肉を齧かじって小腹を満たしていると、ふとケイが口を開いた。

			「どうしたの、シラン姉様？」

			　問い掛けられたシランは、眉の間に皺しわを寄せてなにか考え込んでいる様子だった。

			「……さっきから、なにかを忘れているような気がするのです」

			「忘れてる？」

			「ええ。こうした状況を、以前にどこかで……」

			　言いかけたシランが、はっと青い目を見開いた。

			　振り返った先は、常に彼女の傍らに浮いている精霊だった。普段はのんびり宙に浮かんでいる精霊が、丸い体をボールみたいにぐるぐると回している。途端、空気が張り詰めた。

			「……敵か？」

			　精霊には索敵能力がある。状況を察して、おれたちは即座に武器に手を伸ばした。

			　しかし、精霊の助けによって、接近する存在にいち早く気付けたシランだけは、武器に手をかけなかった。代わりに、すっと腕を持ち上げる。

			「……いえ。どうやら敵ではないようです」

			　シランが指さす先、分厚い霧のベールの向こうに影があった。

			　おれが振り向いたときには、影は身を翻ひるがえして、来たほうに戻っていくところだった。

			　視界を遮さえぎる霧のなか、ほんの一瞬だけだったのでシルエットしかわからなかったが、どうもそれは四つ足の獣のように見えた。

			「……犬、か？」

			「いいえ。孝弘殿。違います」

			　シルエットからおれが判断すると、シランはそれを否定した。精霊を通じて、こちらに接近してくる存在に初めに気付いた彼女には、その正体を見極める時間があったらしい。

			「あれはベルタです」

			「っ!?　本当か!?」

			　それは、昨日のうちに合流するはずだった同行者の名前だった。

			　思わず声を上うわ擦ずらせたおれに、シランは安心した様子で笑みを向けた。

			「恐らく、他の者を呼びに行ったのでしょう。怪け我がをしている様子もありませんでしたよ」

			　シランの言葉が正しいことは、すぐにわかった。

			　ベルタがいなくなったほうに歩き出してすぐに、気配が近付いてきたからだ。

			　さっきの影よりも小さな影が、わふわふと一いち目もく散さんにこちらへ走ってくる。

			　それがおれたちの可愛かわいい仔こ狐ぎつねのものであることは、すぐにわかった。

			「あやめ！」

			「くー！」

			　飛びついてくるあやめを抱きとめる。

			「あやめ！　無事だったか!?」

			「くぅー？」

			　こちらに近付こうと空中でばたばた足を動かす彼女には悪いが、両手で顔の高さまで持ち上げて、ひとまず鼻先から尻尾しつぽの先まで状態を確認させてもらう。

			　怪け我がはないし、切せつ羽ぱ詰つまった様子もない。つぶらな瞳ひとみには、ただ再会の喜びだけがあった。

			　そこまで確認して、ようやくおれは彼女の小さな体を胸に抱きかかえた。

			「……なんだ。なにかあったわけじゃなかったんだな」

			　口元をぺろぺろ舐められるくすぐったさを感じながら、胸を撫で下ろす。

			「良かったですね、先輩」

			　ローズに背負われた加藤さんが笑顔で声をかけてきた。おれも口元を緩める。

			　心の底から、安あん堵どして。

			「ああ、こうして合流できたんだから、これでもう大丈夫……」

			　口にした言葉が、途中でとまった。自然と眉が寄る。

			「ご主人様？　どうかしましたか？」

			　不思議そうな様子で尋ねてくるローズに、おれは目をやった。

			「……いま、なにか変じゃなかったか？」

			「と言われますと？」

			「いや、はっきりとは言えないんだが……」

			　多分、さっきまでのやりとりだ。なにかがおかしかった気がした。

			　だが、なにがおかしかった？

			「……」

			　数秒、おれは脳裏を探った。しかし、駄目だ、思い付かない。

			　こんなのはただの気のせいだと、それで済ませてしまってもよかったかもしれない。

			　けれど、そうはできなかった。まるでこの霧のなかで見る景色のように、なにかが思考の輪郭をぼやけさせているように感じられたからだ。

			　そうした気持ちが、パスを介して伝わってしまったのかもしれない。

			　片手で額を押さえたおれの姿を見て、ローズが表情を凛り々りしいものに変えた。

			「……よくわかりませんが、なにかご懸け念ねんがあるのですね」

			　背負った加藤さんと一緒に、こちらに歩み寄ってくる。

			「大丈夫です。ご主人様のことは、この身に代えても、必ずや我らがお守りいたしますから」

			　誠実で、力強い宣言だった。こちらに向けられた顔には、おれのことを気遣うなかにも、覚悟を秘めた表情が浮かんでいる。

			「ローズ……」

			　樹海にいた頃のことを思い出した。初めて会ったときからすれば、見違えるほどに変化したローズだが、それでも変わらないものもある。

			　体に入っていた余計な力が抜ける。おれは小さく吐と息いきをついた。

			　そうだ。考え事をするのなら、もっと冷静でいなければならない。

			　焦ることはないのだ。おれには、頼れる彼女たちがいるのだから。

			「ありがとう」

			　ふっと笑って、おれは感謝を伝えた。ローズもにこりと笑みを返して……。

			「――」

			　おれは、その笑顔をまじまじと見詰めた。

			「ご主人様……？」

			　きょとんと、ローズが不思議そうな顔をする。

			　背負った加藤さんとちらりと目を見合わせる彼女を見て、おれは眉を顰ひそめた。

			　やっぱりそうだ。

			「なあ、ローズ。お前、なんだか……」

			「はい。なんでしょうか」

			「……今日はいつもより、可愛かわいくないか？」

			　聞いたローズがふらっとよろけて、背負われた加藤さんが悲鳴をあげた。

			「きゃっ!?」

			「あ!?　す、すみません、真菜」

			　バランスを失って転びかけたところでローズは咄とつ嗟さに座り込んだ。地面に両手をつき、体勢を整えて、事なきを得る。被害は、霧で濡れた地面についた長手袋が汚れるだけで済んだ。

			「ご、ご主人様、なにを……？」

			「あ、いや。悪かった」

			　震える声で尋ねてくるローズに、おれも少なからず動揺しつつ謝罪した。

			　いや、本当に……おれはなにを言っているんだろうか。

			「なにをしているのですか、おふたりとも……」

			　シランが声をかけてくる。さすがの彼女も少し呆れた様子だった。

			　ローズが立ち上がり、あやめはくうーと鼻を鳴らしておれを見上げる。

			　そのときだった。霧の向こうから声が聞こえた。

			「まったく、あやつは。ひとりで飛び出して行ってしまうとは……」

			　振り返った先、新たな人影が現れた。霧の白に溶けてしまいそうな、純白の少女だった。

			　彼女はこちらに気付くと、ぱあっと混じり気のない歓喜の笑みを浮かべた。

			「おおっ、主殿！　他のみなも！」

			　真っ白な髪をたなびかせて、たたっと駆け寄ってくる。あやめと同じで、こちらも怪け我がはないようだ。いつも通りのその姿が見られたことに、おれは安あん堵どの吐と息いきをついた。

			「良かった、無事だったんだな」

			「うむ？　おお、無事に合流できてなによりだ」

			　おれたちが心配していたことを知らないガーベラは、おれの言葉を聞いて不思議そうな顔をしたものの、それはともかくと再会を喜ぶことにしたようだった。

			「予定通り、10日ほどか。正直、長かったぞ」

			「おれも同じ気持ちだったよ。……リリィはどうした？」

			「ベルタたちと一緒に、主殿のことを待っておるよ」

			「そうか、良かった」

			　最後のひとりの無事も確認できて、本当の意味で安心できた。

			「うむ。早速、案内しよう。こっちだ」

			　ガーベラは先に立って歩き出した。すると、おれの腕のなかからあやめが抜け出した。

			　地面に降りた彼女は、ガーベラを追い越して走っていってしまう。

			「ああ、これ。あやめ！　ひとりで行くな！」

			　ガーベラが注意するが、どこ吹く風だ。この霧では、すぐにその姿は見えなくなってしまう。

			「まったく……」

			　幼い子供そのもののあやめの行動に、ガーベラが溜め息をついた。

			　微ほほ笑えましい光景だった。少し離れていただけに、尚更、強くそう感じてしまう。

			　昨日からずっと彼女たちのことを心配していて、すり減っていた精神が癒いやされる。

			　……そのはず、なのだが。

			　やっぱり、なにか変な気がした。

			「なあ、ガーベラ」

			「うむ？」

			　ガーベラが振り返る。すらりとしたその立ち姿に、おれはなにかを言いかけて。

			「……いや。なんでもない」

			　ガーベラは形の良い眉を片方下げて、小さく笑った。

			「変な主殿だな。疲れておるのか？」

			「……そうかもしれないな」

			　残してきた彼女たちになにかあったのかと思って、昨日、今日と先を急いでいた。当然、多少の疲れはある。加藤さんやケイが平気なのに、一番にへばってしまったのだとしたら、情けない話だが……昨日はリリィたちになにかあったのではないかと思って、なかなか気も休まらなかった。そのせいで、思っていたより心身に疲れが溜まってしまったのかもしれない。

			「そうか。疲れておるのならば、今日はもうゆっくりと休むがよかろう」

			「そうさせてもらうよ」

			　どうせローズが魔動車を組み立てるまでは、おれたちはここを動けない。山を下りて、人間社会を移動するには、ガーベラたちの身を隠すための車が必要だからだ。その間を休養にあてるのも悪くなかった。

			「ふむ。主殿が疲れておるのだとすれば、丁度良かったかもしれんな」

			　上機嫌でガーベラは言った。

			「良い場所を見付けておいたのだ。リリィ殿たちはいま、そこにおるよ」

			「というと、洞どう窟くつでも見付けたのか？」

			　洞窟暮らしは、樹海にいた頃に慣れている。なにもない場所で野宿するより気は楽だ。

			　だが、ガーベラは肩越しに振り返ると、笑ってかぶりを振った。

			「いやいや。洞窟などより、もっと良いものだよ」

			「洞窟より……？」

			「ほら、見えてきたぞ」

			　言葉に従って前を見れば、山道の脇に、ぼんやりとした影が見えた。

			　近付いていくと、霧の向こうから徐々にその姿が現れて、おれは息を呑んだ。

			　軒のき先さきに看板を下げた、こじんまりした木造二階建ての宿屋と思しき建物が、目の前にあった。

		

	
		
			　

			13　オカシクナイ

			　

			「……や、宿？」

			　あまりに予想外の光景に、おれは声を失った。

			　ここは峻しゆん嶮けんなキトルス山脈。ほとんど使われることのなくなった、打ち捨てられた山道だ。人の往来なんてほとんどない。樹海に近い立地もあって、モンスターも多数生息している。

			　こんなところで宿屋に辿り着くなんて、それはなんて……――

			「――幸運なことですね」

			　おれは、ばっと振り返った。そこに、先程の言葉を口にしたシランがいた。

			　彼女はいつもより少し柔らかい表情をして、ガーベラに話しかけているところだった。

			「ここを動けない以上、数日は野宿になるものと考えていました。宿を見付けられるとは、本当に運が良いです」

			「であろ。であろ。これで主殿も、ゆっくり体を休めることができるというわけだ。なあ？」

			「……あ、ああ。そう、だな？」

			　水を向けられて、おれは咄とつ嗟さに頷うなずいた。

			　確かに……確かに、彼女たちのいう通りだ。野宿をするより、洞どう窟くつをねぐらにするより、宿屋に逗とう留りゆうしたほうが肉体的にも精神的にもよく休まるのは、当たり前のことだ。

			　だったら、宿屋を見付けられたのは、とても幸運なことだ。

			　こうして思わず、声を失ってしまうくらいには……。

			「……」

			　するりとなにかが掌てのひらをすり抜けていった感触があった。

			　ただ、そんな不可思議な感触を得ているのは、おれだけのようだった。

			「こんなところに宿があるなんて、来たときには気付きませんでしたね、ローズさん」

			「ええ、不覚でした」

			　地面に降ろされた加藤さんが、嬉しそうにローズと話している。

			　シランとケイも良かったですねと微ほほ笑えんでいる。

			　ここまで案内をしたガーベラは、そうしたみんなの反応に楽しげな笑みを浮かべていた。

			「こんなところで立ち話もなんだ。リリィ殿たちも待っておる。さっさと入るとしよう」

			　ガーベラはみんなを促うながすと、率先して歩き出した。

			「――」

			　そのまま宿に入ろうとする。

			　白いアラクネであるガーベラが、当たり前のように。

			「お、おい。ガーベラ！」

			　はっとして、おれは彼女を呼び止めた。

			　扉に手を伸ばそうとしたガーベラが、怪け訝げんそうな顔でこちらを振り返った。

			「む？　なにかの、主殿？」

			「なにって、そんなの言わなくてもわかるだろう」

			　警戒心のない、どこかとぼけた反応が信じられない。

			「お前が宿になんて入ったら、宿屋の人間に……」

			「人間に？」

			「……あ、あれ？」

			　きょとんと目を丸めるガーベラを前にして、おれは続けるべき言葉を失った。

			　なんだっただろうか。ひどくまずいことになる気がしたのだが……。

			「なにかの、主殿」

			　ガーベラが小走りでこちらに近付いてくる。

			　ついさっき合流したときと同じように、たたっとリズミカルに足音を響かせて。

			「妾わらわに、なにかあるのか？」

			　足をとめたガーベラの姿は、先程も確認した通り、普段となんら変わらないものだった。

			　こちらを心配そうに見詰める美しい顔立ち。血のような赤い瞳ひとみ。抜群にスタイルの良い体は、白い衣に包まれている。胸は形良く膨ふくらんで、露出した二の腕は白く、腰はくびれて――その下には、すらりとした２本の脚が伸びていた。

			　これで宿屋に入ったら……入ったら？

			　なんの問題があるというのだろうか？

			「……悪い。なにか勘違いをしていたみたいだ」

			「主殿よ。お主、本当に疲れておるのではないか」

			　心配そうな顔をしたガーベラが、おれの手を握った。

			「ともかく、今日はもう早く休め。な？」

			　気付くと、みんな心配そうな顔をして、こちらを見ていた。

			　ぐらりと視界が揺れた。指先で眉み間けんを押さえる。

			「……ああ。そうだな。そうさせてもらう」

			　おれはもう、そう返すほかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　自覚しよう。どうも本格的に、おれは調子が悪いらしい。

			　勧められたように、早く休んだほうがいいだろう。

			　ガーベラに寄り添われて、おれは宿屋に足を踏み入れた。

			　ドアに取り付けられた鈴が、がらんと音を立てた。

			　足を踏み入れた宿の内装は、古びてこそいるが、小綺麗なものだった。

			　正面にある受付台の向こうで、声があがった。

			「あら。お帰りなさい」

			　受付をしていたのは、妙齢の女性だった。加藤さんほどではないが小柄で、おっとりとした雰囲気をしている。緩い長なが衣ぎぬに包まれた体は女性らしく起伏に富んでおり、女性らしさを感じさせた。濃い金褐色の髪がひとつに纏まとめられて、豊かに盛り上がった胸の前に流れている。

			　少し垂れ目気味の優しげな目が、こちらに向けられた。

			「そちらが、あなたの言っていた旦那様かしら？」

			「うむ。ようやっと、やってきたのだ」

			「うふふ。お待ちかねだったものね」

			　気安い調子でやりとりをするガーベラが、こちらを振り返った。

			「主殿よ、こちらが、この宿の主人だ。ひとりで宿を切り盛りしておる」

			「こんにちは。ようこそおいでくださいました」

			　女性はぺこりと頭を下げた。宿の主人にしては、ずいぶんと若い。見た感じ、せいぜい二十歳はたちそこそこといったところだろうか。転移者であるおれの感覚からすれば、大学生のお姉さんといった年頃だった。

			　もっとも、この世界で二十歳と言えば、立派な大人だ。女性なら子供をひとりふたり産んでいて当たり前。若い女性がひとりで宿を経営しているというのは珍しいが、こういうこともないではないのだろう。

			「部屋は空いておるという話だったな。主殿たちも、ここで数日泊めてもらいたい。確か宿泊の手続きとやらが必要なのだったな。頼めるか？」

			「はいはい、いますぐに」

			　女性は明るく応えると、宿帳を取り出してこちらに笑顔を向けた。

			　包容力のある温かな微ほほ笑えみだった。

			「それでは、旦那様。記帳をお願いできますか？」

			「わかった」

			　促うながされるまま名前を書いた。こうした場面で困らないように、おれもこちらの世界の言葉で名前くらいは書けるようになっている。ぎこちない筆運びで、全員分の名前を綴つづった。

			　宿帳を確認してから、宿の女主人は尋ねてくる。

			「お部屋のほうはどうしますか？　あやめちゃんとベルタちゃんは除くとして、ツインが４部屋で丁度ですけれど。それとも、旦那様は別かしら？」

			「いや。４部屋でかまわない」

			「かしこまりました。お部屋は、２階のあがってすぐのところにあります」

			「よし、ゆくぞ、主殿。リリィ殿たちが待っておる」

			　手続きを終えると、ガーベラがおれの腕をひいた。

			「主殿の顔をしばらく見ておらぬことだし、ふたりとも待ちわびておることだろう」

			「ああ、そうだな」

			　頷うなずいて、おれは他のみんなと一緒に階段に向かった。

			「どうかごゆっくり」

			　女主人の声が、背中から追ってきた。

			「夢の時間を、お楽しみくださいね」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「素そ朴ぼくですが、よい雰囲気の宿ですね」

			　階段を昇りながら、シランがつぶやいた。

			　確かに、華美な装飾のないこじんまりした宿なのだが、どこか心落ち着く雰囲気があった。今日のおれはどうも調子が悪いようだから、こうした雰囲気の宿でゆっくりするのは、悪くないことのように思える。とにかく、今日はもう休むべきだった。

			　ああ、でも。その前に……リリィの顔が見たい。

			「そういえば、ガーベラ。リリィの調子はどうなんだ」

			「安心するがいい。あれは、ほぼ快調と言ってよかろう」

			「そうか、ならよかった」

			「出迎えてやれんかったのは許してやってくれ。主殿が来たと聞いた途端に、あやめが飛び出してしまったから、誰かがすぐに追う必要があってな。しかし、いかに宿におるとはいえ、ここはモンスターの跋ばつ扈こする山のなかだ。戦えぬ人間を部屋に残すのは好ましくない。そこでリリィ殿には、ベルタとともに部屋に残ってもらったのだ」

			「そうか」

			　そういう事情なら仕方ないと、おれはなにげなく頷うなずいた。

			「……？」

			　ガーベラの言葉に引っ掛かりを覚えたのは、数秒後のことだった。

			「戦えない、人間？」

			　そんなの……いたか？

			　途端、ぞっと肌が粟あわ立だった。

			　おれと一緒に山を下りたのは、ローズ、加藤さん、シラン、ケイ。

			　残ったのは、ガーベラと、リリィ、あやめに、ベルタだ。

			　山に残った仲間たちに戦えない人間はいないし……そもそも、数が合わない。

			　階段を昇り終えたガーベラが部屋の扉に手を伸ばす姿を、おれは呆然と見詰めた。

			　ちりちりと燻くすぶっていた小さな違和感に、一斉に火が付いた。

			　……そうだ。そうなのだ。

			　ついさっき、ガーベラは『おれの顔をしばらく見ていないふたりが部屋で待ちわびている』と言っていた。しかし、あやめやベルタとは、その前にもう再会を済ませている。

			　ということは、部屋にはリリィと『もうひとり』がいる計算になってしまう。

			　それに、宿屋の女主人だって言っていた。

			　あやめとベルタを除いて、『ツインが４部屋で丁度』だと。

			　ここにいるのは、おれ、リリィ、ローズ、加藤さん、ガーベラ、シラン、ケイの７人だ。

			　まさか、その７人で４部屋を使ってくださいね、という意味ではないだろう。そんな言い回しではなかったし、もしもそうであるのなら、男女を分けることを理由にして、更に部屋が必要かと尋ねるはずもない。ひとつできたひとり部屋をおれに割り当てればいいだけなのだから。

			　数え間違えた？　目の前の宿帳に名前が並んでいたのに？

			　ちょっと、それは考えづらい。

			　それに、思い返してみれば……最初から、宿の外でおれたちと合流したガーベラは、あやめを抱えるおれに対して『ベルタたちと一緒にリリィが待っている』と言っていた。ベルタたちというこの言い回し自体が、別行動を取っていたガーベラ、リリィ、あやめ、ベルタの他に、その場にいない『もうひとり』がいることを前提としたものにほかならなかったのだ。

			「なにをしておるのだ、主殿」

			　気付けば、部屋の扉は開かれていた。

			「そんなところでぼうっとしておらんで、早く入るがいい」

			「あ、ああ……」

			　促うながされるままに、おれはふらふらと部屋に招き入れられる。

			「あ、ご主人様」

			　ふたつ並んだベッドに座っていたリリィが、おれの顔を見て、ぱっと表情を輝かせた。

			　こんなときでも、胸が安あん堵どで満たされるのを感じた。

			　だけど、そんなものはリリィの隣にいるもうひとりの少女の姿を目にした途端、木こっ端ぱ微み塵じんに弾け飛んでしまった。

			　――そこに、鏡があるのかと思った。

			　リリィと同じ亜麻色の髪。

			　リリィと瓜二つの顔。

			　頭の先から爪先まで、ほとんどすべてがリリィと同じ少女が、親しげな笑みを浮かべて手を振った。

			「お久しぶり、真島くん」

			「……水島さん？」

			　おれは掠かすれた声で、彼女の名前を呼んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　旅装を解いたおれは、部屋でゆっくり横になることにした。

			「大丈夫、ご主人様？」

			　おれが横になったベッドに腰掛けて、リリィが心配そうに顔を覗き込んでくる。

			　その逆側から、ひょいっと同じ顔が覗いた。

			「うーん、熱でもあるのかな？」

			　水島さんが首を傾げる。

			「……」

			　同じ顔に左右から顔を覗き込まれているというのは、なんだか妙な感覚だった。

			　……妙だと感じることが、おかしいのだが。

			　なにせ、おれたちはこれまで一緒に旅をしてきたのだから。

			　同じ顔。同じ髪。同じ体……ああ、一部がちょっと違うのを、水島さんはいたく気にしているので、最後のところはなしにさせてもらうが。

			　とにかく、こんな光景、慣れていなければおかしいのだ。

			「熱はないみたいだねえ」

			　水島さんは、おれの額に手を当てて小首を傾げた。

			　額に感じる体温と柔らかさが、罪悪感に変わった。

			「……少し具合が悪いだけだ。気にしなくていい」

			　彼女のことを、どうして忘れていたのだろうか。

			　これまでずっと、一緒に旅をしてきたのに。

			　そのはずなのに。

			　自分で自分が信じられなかった。

			「少し寝る。悪いが、夕食になったら起こしてもらえるか？」

			　おれの頼みを聞いて、リリィと水島さんは顔を見合わせた。

			「うん、わかった。ご主人様はゆっくり休んでてね」

			「ほら、あーちゃん。それに、べるちゃんも。行くよー」

			　さっとふたりは立ち上がる。あやめとベルタも尻尾しつぽを振りながら、ふたりのあとを追った。

			　彼女たちを見送るおれは、ふとベルタの姿に目を留めた。

			「……」

			　先程、霧の向こうに一瞬だけ見えたシルエットを見て、おれはベルタをただの犬と見間違えた。

			　だが、それも仕方のないことだろう。

			　たとえば……たとえばの話だが、ベルタが体長３メートルをゆうに超える熊のような巨体であったり、あまつさえ首がふたつある異形だったのなら、すぐにでもモンスターだと気付けただろう。

			　ベルタだとわかったはずだ。

			　ましてや、犬だなんて絶対に見間違えなかったに違いない。

			　けれど、そうではなかった。

			「わんっ」

			　おれの視線に気付いて、ベルタが鳴いた。

			　そこにいるのは、おれたちの世界でも見られるような大型犬だった。

			　シベリアン・ハスキーとか、そういう系統の、狼っぽい犬だ。

			　……頭が痛い。

			「それじゃ、ご主人様。またあとでね」

			　みんなが部屋から出て行くと、おれは大きな溜め息をついた。

			　ベッドに横になって、天井を見上げる。

			「なんなんだろうな、この違和感は」

			　小さくぼやいた。

			　おかしなことなんてなにもない。

			　そのはずなのに、なにかがおかしい。

			　そう感じていることだけは確かで、それ以外は曖あい昧まいだ。

			　まるで、いまでも霧のなかを彷徨さまよっているような気分だった。

			　まあ……これは気のせい、なのだろう。

			　それが証拠に、同行している他の誰もが、現状に疑問を抱いてはいないようだった。

			　今頃、みんな部屋で寛くつろいでいるはずだ。

			　おれだけが、こうして奇妙な感覚に悩まされている……。

			「ああ、くそっ」

			　眠れそうにない。一度、おれは身を起こした。

			「……違和感を覚えているのは、おれだけか」

			　思った以上に、弱々しい声が出た。苦笑いがこぼれる。

			「けっこう、これは精神的にきついものがあるな……」

			　おれは、かぶりを振った。

			　こうしていても仕方ない。なかなか眠れそうにはないが、無理矢理にでも寝てしまおう。そうすれば、きっと疲れも取れて、違和感なんて忘れられるはずだ。

			　そうしよう。

			　と、決めたときだった。

			　――もぞりと、左腕が疼うずいたのだ。

			「ゴシュ、シュ、ジ……サマ」

			　軋きしんだ声がおれを呼んだ。

			　左手の甲から伸長したアサリナが、にょろりと視界に入ってきた。

			「どうした、アサリナ」

			「サマ……サマ……」

			　アサリナはハエトリグサによく似た頭をぐねぐねと振った。

			　なにか訴えたいことがありそうな雰囲気だった。

			　おれは他の眷族の誰よりも、アサリナと深く繋がれている。しかし、さすがにたったこれだけでは、言いたいことが伝わるはずもない。

			　そんなこと、アサリナにだってわかっているはずだ。

			　わかり切っているはずだ。

			　そう、アサリナにもわかっていたから――

			　

			「ゴシュジ、サマ！　タダシッ！　タダシ、イノ！」

			　

			　――いまこそアサリナは、声を大にして訴えかけたのだ。

			「イマ、ヘン……ミンナ、ヘンッ！」

			「アサリナ、お前……」

			「サマ！　サマッ！」

			　高らかにアサリナが鳴くのを聞きながら、おれは呆然としてしまっていた。

			　……おれだけじゃなかった。

			　この状況に違和感を覚えていたのは、おれだけじゃなかったのだ！

			　どうやらおれは、割と本気で参っていたらしい。胸の奥から喜びが湧き上がるのを感じた。

			　しかし、それを表に出すことは、残念ながらできなかった。

			「サマ？」

			　鳴いていたアサリナが、蛇のような体をぐねんと捻ねじった。

			「ゴシュジ、サマ？　ド、シタ……ノ？」

			「……悪い、少し時間をくれ」

			　アサリナの不思議そうな掠かすれ声を聞きながら、おれはベッドに横向きに身を倒して、呻うめき声をあげた。

			　この状況に違和感を覚えているのは自分だけではないことを教えてくれた、アサリナのお喋しやべり。それは安あん堵どとともに過去最大級の違和感を叩き付けて、おれをしばらく身み悶もだえさせたのだった。

		

	
		
			　

			14　ありえない会話

			　

			　宿屋に逗とう留りゆうして３日目の朝。おれはひとり宿の裏手に出ていた。

			　腰の剣を抜くと、シランに教わったことを思い出しながら、剣を振るい始める。

			　最近、体を巡る魔力の量が増えたような気がする。

			　理由はよくわからないが、まあ、悪いことではない。

			　もっとも、良いことばかりでもない。たとえば、魔力によって身体能力を強化するにしても、きちんと魔力が制御できていなければ、ちぐはぐに筋力を増強させてしまって、まともに体を動かすことさえできなくなってしまいかねない。

			　また、身体能力が上がると、剣を振るう感覚も当然変わる。これは戦闘に大きな影響を与える可能性がある。そうならないためには、体の感覚を少しずつ慣らさなければならなかった。

			　もちろん、剣術の腕自体、まだまだなので鍛えなければならない。

			　日々、鍛たん錬れんを欠かさないことが重要だった。

			「……よし、こんなものかな」

			　無心に剣を振るうこと、20分ほど。くたびれてしまわないうちに切り上げる。

			　湿気が多いせいで、けっこう汗を掻かいてしまった。おれは上半身だけ裸になると、宿の裏手の井戸から水を汲くんで頭からかぶった。火ほ照てった体に、冷たい井戸水が気持ち良い。

			「……ふう」

			　何度か繰り返し水を浴びてから、額ひたいに張り付いて鬱うつ陶とうしい前髪を掻かき上げる。

			　いまだにあたりを覆おおっている霧のせいで狭い視界のなか、他に仲間たちの姿はない。

			　誰にも声をかけることなく素す振ぶりなんてしていたのは、ひとりで体を動かすことで、頭をすっきりさせたかったからだ。人間なんて単純なもので、なくならない違和感に悩まされていた頭は、これだけでも幾分楽になっていた。

			　問題が解決したわけではないが、心を落ち着けることはできる。

			　違和感を共有できない以上、今回の一件についてはリリィたちの助けは望めない。このように意識して精神を落ち着けるのは大事なことだった。

			「あら、旦那様。稽けい古こは終わったのかしら」

			　振り返ると、宿の女主人が裏口から出てきていた。

			　おっとりとした笑みを浮かべて、こちらに歩いてくる。

			　歳の近い彼女とは、滞在中にそれなりに打ち解けていた。

			「ずいぶんと熱心なのね」

			「ああ。旅をしていると、物騒な出来事に巻き込まれることも多々あるからな」

			「凄かったわ。こう、びゅんびゅんって」

			　おれが剣を振っている間、彼女は一度、宿の裏手にある小さな畑の世話をするために、外に出てきていた。そのときに、素振りをする姿を目にしていたらしい。彼女はおれが剣を振る真似をしてみせた。

			　見た目は落ち着いた雰囲気があるのに、そうした仕草は意外と子供っぽい。

			　あまり運動神経の良いほうではないのか、変な踊りみたいになってしまっているのも、子供っぽさを感じた理由のひとつかもしれなかった。

			「……失礼しました」

			　手をとめた彼女は、少し恥ずかしげにはにかんだ。

			「そうだ。肝心なことを忘れていたわ。朝食の準備ができたけれど、どうするかしら？」

			「いつも通り、みんなと一緒に摂るよ。声をかけてくるから、少し待っていてもらえるか」

			「承うけたまわりました」

			　にこやかに頷うなずいた彼女に、おれは尋ねた。

			「そういえば、さっきはなにか考え込んでいる様子だったが、どうかしたのか？」

			　おれが剣を振るっている間の話だった。

			　素振りをしながらも、おれは周囲の警戒を怠おこたるようなことはしていない。当然、彼女の存在も認識していたし、ある程度は動向を把は握あくしていた。

			「あら。見られていたの？　恥ずかしいわね」

			　頬ほおに片手を当てて、宿の主人は照れ笑いをした。

			「なんと言えばいいのかしら。なかなか思った通りにはいかないものだと思って。少し想定外のことが起こってしまって、どうしようかと考えていたところなの」

			「なにか困っていることがあるなら、手を貸そうか？」

			「ありがとう。でも、かまわないわ。なるようになるでしょうしね」

			　達観したようなことを言った彼女は「それじゃあ、またあとで声をかけてくださいな」と言い残して去っていった。

			「なるようになる……か」

			　残されたおれは、小さくつぶやいた。

			　それで済ませてしまえればいいのだが、おれの場合は、仲間たちのこともある。

			　ただ流されるままでいるわけにはいかなかった。

			「ゴシュ、サマ。ドウス、ノ？」

			　唯一、おれと違和感を共有しているアサリナが、にょろんと手の甲から飛び出してくる。

			「……そうだな」

			　現状、おれたちは恐らく幻惑の術か、それに類るいする攻撃を受けているものと考えられる。

			　厄やつ介かいなのは、なにかおかしいのはわかっていても、なにがおかしいのかわからないことだ。

			　おかしいと感じているおれでさえ、なにがおかしいのかわからない。

			　おかしいことを、おかしいとは思えない。

			　矛む盾じゆんを認識できない。

			　きっとそれは、この場のルールだ。

			　どういうわけか、おれとアサリナだけが、そこから少し外れている。

			　もちろん、おかしいと感じた初日のうちに、自分とアサリナが共有している違和感については、仲間たちに話をしてあった。

			　警戒をしておいてほしいと伝えると、みんな戸惑いつつも頷うなずいてくれた。

			　最低限は、これでいい。

			　ただ、危機感を持てないというのは、やはり大きい。

			　なにを警戒すればいいのかわからないとなれば尚更だ。

			　おれ自身が最大限警戒して、みんなを見守るしかなかった。

			「……とりあえず、みんなの様子を見てこよう」

			　おれとアサリナしか異常を感知できないのは困りものだが、逆に考えれば、おれたちだけは事態に備えられるということでもある。おれたちの存在は、幻惑を仕掛けてきている『敵』からすれば『想定外』であるはずだ。そこをうまく利用しなければならなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　みんなで食事を終えたところで、おれは加藤さんと一緒に、宿の表に出た。そこには、切り倒して運んできた木材を加工するローズの姿と、大体のところが作り終わった幌ほろ馬ば車しやのような乗り物があった。作業のためとはいえ、このような目立つ場所で長手袋を外しているローズの姿に違和感を覚えて、おれはかぶりを振った。なにがおかしいのかは、相変わらずわからない。

			「ご主人様。朝食は摂られたのですね」

			　おれたちに気付くと、作業をしていたローズは顔を上げて微ほほ笑えんだ。

			　最近、ローズはとても機嫌がいい。普段も別に不機嫌そうな顔をしているわけではないが、いまは、はっきりと上機嫌であることが表情からわかるのだ。

			　そんな彼女を見ていると、おれも自然と笑顔になれた。

			「魔動車作製の進しん捗ちよくはどうだ？」

			「昨日もお話をしました通り、順調です。明日には完成するでしょう」

			　詳しい話を聞いてみると、今朝、最低限のフレームを組み立てた状態で試運転を行い、ディオスピロで手に入れた魔石がきちんと動くことは確認できたということだった。

			　明日には出発できるというわけだ。

			　とはいえ、それで安心というわけにはいかないが。

			　現在、おれたちを襲っている異変の原因がなんなのかわからない以上、この場を離れることで事態が解決する保証はない。なにも変わらないかもしれないし、悪化する可能性さえある。

			　むしろ、いっそうの警戒が必要だろう。

			　おれが気を引き締め直していると、背後で宿の扉が開いた。

			「あれ？　リリィさん、どうしたんですか？」

			　ローズが作業の途中で出した木材の削けずり屑くずを、せっせと箒ほうきで集めていた加藤さんが、不思議そうな声をあげた。

			　宿から出てきたリリィは、きょろきょろとあたりを見回している。

			「ねえ。美穂、見なかった？」

			「水島さん？　いや。見ていないが」

			　加藤さんとローズも首を横に振る。リリィはちょっと難しげな顔を見せた。

			「どうかしたのか？」

			「んっとね。話があったんだけど、捕まえ損ねちゃって」

			「話？」

			「ほら。将来的には、美穂も擬ぎ態たい能力を使って、外に出ることを考えてもいいんじゃないかと思って。その説得をしてたんだ」

			　リリィは豊かな胸の下で腕を組んだ。

			「美穂は現状で満足しちゃってるみたいで、そんなのルール違反だって言って、あんまりその気もないみたいなんだけど……そんなこと言わずに、たまには外に出てもいいと思うの」

			「まあ、引きこもりは困るな」

			　なにげなく相あい槌づちを打ってから、おれは疑問に思った。

			「だが、そんなことできるのか？」

			「できるよ。というか、いまでもほんの短い時間で良いならできるし。実のところ、美穂の転移者としての素質で目覚めた『部分擬ぎ態たい』の力は、わたしひとりじゃできない複数の擬態の制御を、一部美穂に任せて初めて可能なものだしね」

			「そうなのか？」

			「うん。このままいけば、いずれは単独での擬態にも慣れると思う。そしたら、美穂も外に出てくることができるようになるはず……なんだけど」

			　リリィは小さく肩を落とした。

			「それだって、本人にそのつもりがないと駄目じゃない？　最低限、自分がここにいるってことくらいは、ご主人様たちに伝えておいてもいいんじゃないかと思うんだけどねえ」

			「そうだな」

			　頷うなずきつつ、おれはこめかみに手をやった。

			　わずかな頭痛。いまのやりとりのなかに、多分、なにかおかしなことがあったのだろう。

			　それがなにかはわからない。

			　ひょっとしたら、この会話自体が明らかに全部おかしなものなのかもしれない。

			「わたしは美穂に助けてもらったから」

			　おれと違って、リリィは違和感を覚えることなく続ける。

			「少しでも恩返ししたいんだけど。それとも、こんなの迷惑なのかな」

			「そんなことないと思いますよ」

			　気落ちした様子のリリィに、加藤さんが言った。

			「水島先輩は、あれでけっこう、ものぐさなところもありますから」

			「そうなの？」

			「ええ。好奇心を刺激されたことについては、フットワーク軽いんですけどね。向こうの世界にいたときには、いろんな本を読んでましたし、部活も熱心にやっていました。ただ、気が乗らないことに関しては、どうも腰が重くて。快楽主義者というほど享楽的ではないんですけど、あれで子供っぽいところがあるんですね。お尻を叩いてあげるのはいいことですよ」

			「……なんだか、すごく実感がこもってるねえ」

			「わたし、あの人と仲良かったですから」

			「ああ。そういえば、そうだったっけね。……あ、本当だ。世話を焼かれてる記憶がある」

			　両手でこめかみに触れて、リリィは宙に視線を彷徨さまよわせた。記憶を探っているらしい。

			　口元には、好意的な苦笑が浮かんでいた。

			「ふふ。なんだか、加藤さんがローズにいろいろ世話焼いてるのが理解できた気がする」

			「ローズさんは、また少しタイプが違いますけどね。まあ、お世話の焼き甲が斐いがあるという意味では、似ているかもしれません」

			　ふたりに視線を向けられて、きょとんとした顔でローズが首を傾げた。

			　そんなローズに微ほほ笑えましげな視線を送ってから、加藤さんはリリィに向き直った。

			「あんまり言い過ぎると今度は逃げちゃいますから、うまく機会を見計らうといいですよ」

			「んー。そうだね。わかった。そうする」

			　リリィは水島さんを追うのをやめて、加藤さんと作戦会議を始めた。

			　そんな彼女たちに声をかけてから、おれは部屋に戻ることにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ、真島くん。お帰りー」

			「……なんでだよ」

			　部屋でおれのことを出迎えたのは、笑顔の水島さんだった。

			　持ち込んだらしい小さなテーブルにかけて、おれたちがディオスピロで買ってきた本を広げている。最近悩まされている違和感とは関係なしに、おれは眉間を指で押さえた。

			「水島さんは、どうしてここに？」

			　ここは、おれとガーベラが寝泊まりしている部屋だ。

			　水島さんはリリィと同室で、部屋はふたつ隣にある。

			「ガーベラさんに入れてもらったんだよ。あ、ガーベラさんは、宿のご主人が山菜を取りに行くのに、ご一緒するって言ってたよ。夕飯が楽しみだねえ」

			「いや。そういうことじゃなくてな……」

			「まあまあ、いいじゃない」

			　愛想良く笑う水島さんの顔を眺めて、おれは半眼になった。

			「ひょっとして、水島さん……リリィから逃げてきただろう？」

			　うぐ、と変な声があがった。視線が泳ぐ。

			「り、りーちゃんは関係ないよ？」

			「その割には、声が上うわ擦ずってるが」

			「うぐー」

			　おれが溜め息混じりに言うと、水島さんはテーブルに上体を倒して、脚を前に投げ出した。その拍子に、スカートの裾すそが少し乱れる。健康的なふとももが目に映った。

			　姿こそ似ているものの、彼女はリリィではない。同級生の女の子の無防備な姿を、あまりじろじろ見るのも失礼だろう。不自然じゃない程度に、おれは目を逸そらした。

			　突っ伏したままの水島さんが、こちらに顔を向けてきた。

			「……いま、こんな体勢なのにおっぱい潰れてないなって思ったでしょう？」

			「思ってない」

			　目を逸そらしたのは、決してそういう意図ではない。

			　見るに堪たえないとか、そういうことではないのだ。

			　だが、水島さんは信じなかったようだった。

			「いいんだよ。どうせ、りーちゃんとは違うもの。真島くんの巨乳好き」

			「違う、誤解だ。というか、別におれは巨乳好きじゃない」

			「あ。それは確かにそうだね。りーちゃん、小さくもできるし。いろいろ楽しめるもんね。小さい状態でだって、十分に真島くんは……」

			「やめてくれ」

			「あー、でも。最近、良い雰囲気のガーベラさんは、やっぱり、りーちゃんと同じくらいおっぱい大きいよね。とすると、やっぱり傾向としては……」

			「そんなに話を逸らしたいのか？」

			　おれが尋ねると、これも図星だったのか、水島さんは顔を逸らした。

			　むうと唇を尖らせる。
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			　苦笑して、おれは自分の使っているベッドに腰を落とした。

			　もう一方の、ガーベラの使っているベッドには、あやめとベルタが丸くなって眠っていた。

			　おなかがいっぱいになって眠くなったのかもしれない。おれも少し眠気を誘われた。

			　欠伸あくびを噛み殺したところで、水島さんが尋ねてきた。

			「りーちゃん、どうしてる？」

			「リリィなら、いまはローズと加藤さんのところにいるよ」

			「……怒ってなかった？」

			「そんな様子はなかったな」

			「そっか」

			　ほっと息を吐いた水島さんに、今度はおれから声をかけた。

			「リリィも悪気があるわけじゃないんだ。嫌わないでやってくれ」

			「それはわかってるから大丈夫」

			　テーブルに身を投げ出したまま、水島さんは片手をひらひらと振った。

			「わたしとしても、気遣ってもらえるのは嬉しいんだよ。あの子の言っていることもわかるしね。ただ……」

			「なんだ」

			「……もうちょっと時間がほしいんだよぅ」

			　弱った声でぼやく。そんな彼女の反応を、おれは不思議に思った。

			「なにか問題でもあるのか？」

			　さっきは本気で話を逸そらそうとしていたようだし、嫌がっているというのとは少し違うようだが、困っているのは確からしい。

			　おれが疑問の視線を向けていると、水島さんは口元をもごもごとさせたあとで、観念したように口を開いた。

			「りーちゃんとわたしって、かなりの部分、お互いの記憶を持ってるんだよ。知ってた？」

			「リリィが水島さんの記憶を持っていることは。水島さんも、そうなのか？」

			「そうなのです。ただ、りーちゃんとわたしだと、違うところもあるんだけど」

			「違うところ？」

			「ほら。りーちゃんはわたしを食べたから、わたしの記憶を得たわけだけど、別にわたしの人生をわたしの肉体で経験したわけじゃないでしょ？　だけど、わたしがりーちゃんの記憶を持っているのは、あの子のなかにいて、あの子と肉体を共有していたからなんだよね」

			　水島さんは、手て慰なぐさみにテーブルに指先でぐるぐる円を描きながら、説明を続けた。

			「りーちゃんは、わたしの記憶をあくまで知識として保持しているだけ。それに対して、わたしはりーちゃんの体験を、実感として持っている。まあ、実際にりーちゃんの肉体に同居して、その出来事を体験しているんだから、これは当然のことなんだけど」

			「それが、なにか問題なのか？」

			　水島さんは少し言葉を選ぶ様子を見せたあとで、視線をテーブルの木目に彷徨さまよわせた。

			「……ちょっといいなって思ってた男の子が頑張ってる姿を、一番近くで見ていたら、まあ、なんというか、ぐらっときちゃうものじゃない？」

			　その頬ほおは、赤く染まっていた。

			「まあ、実際見ていたのはりーちゃんなんだけど……でも、いつだってわたしも一緒にいたようなものだったわけで……ああ、つまり、なにが言いたいかって言うと……」

			　水島さんは頭を抱えた。

			「好きになっちゃった男の子と、付き合うどころか告白すらしていないのに、甘々にイチャついたり、熱烈に愛を囁ささやき合ったり、あまつさえ同どう衾きんした記憶さえあるわたしは、どんな顔をして彼に会えばいいんだと思う？」

			「……」

			　これ以上ないくらい、答えづらい質問だった。

			　というか、こんなのどう答えろというのだ。人類が通常、経験するはずのない悩みだった。

			「ぅうー」

			　しばらく水島さんは頭を抱えていた。

			　やがて、閉じていた目がぱちりと開いた。

			「まあ、真島くんにこんなこと言っても困っちゃうよね」

			　気持ちを切り替えることに成功したらしい。テーブルから身を起こすと、にこりとして、おれの顔を見た。そして、きょとんとした。

			「……あれ？　真島くん？」

			「なんだ」

			「真島くんだよね？」

			「それはもちろん、おれは真島だが……これまで誰に話しているつもりだったんだ？」

			「あ、うん。そうだよね」

			　怪け訝げんに思って尋ね返すと、水島さんはこくこくと頷うなずいた。

			「おかしいな。なんかいま、わたし大変なことを話しちゃった気がしたんだけど……」

			「……」

			　口には出さなかったが、おれもそんな気がしていた。

			　だが、なにが大変だったのかはわからない。

			　矛む盾じゆんは認識できない。

			　わからないということは、なにか矛盾があったということか。それとも、ここで水島さんがそれをおれに告げること自体が、ありえないことだったのかもしれない。

			「気のせい、かな？」

			　しきりに首を傾げていた水島さんは、答えの出ない疑問に割り切りを付けることにしたようだった。

			「あ。ごめんね、真島くん。なんだか、わたしばっかり話しちゃったね」

			　口元を押さえると、決まり悪そうに眉尻を下げる。

			「どうも、りーちゃんの感覚に引きずられてるとこがあるみたい。思い返すと、無防備な姿を見せちゃったような……」

			　今更、スカートの裾すそを気にする素そ振ぶりを見せる。おれはかぶりを振ってみせた。

			「そんなのは、別にかまわないが」

			「だけど、真島くんも困ってることあるでしょ？　それなのに、甘えちゃってごめんね」

			「……」

			　おれがこうして宿屋をうろついているのはどうしてなのか、水島さんは察していたらしい。

			「わたしたちの様子を見に来たんだよね。違和感、だっけ？　わたしはそれを感じられないから、どうもぴんとこないんだけど」

			　水島さんは、ゆっくりと首を傾げた。

			「それが本当なんだとしたら、なんのためにどういう人が、そうしているのかな？」

			「なんのために、どういう人が……？」

			　おれは、かすかに眉を顰ひそめた。

			　そんなおれの姿を見て、水島さんは慌てたように両手を振った。

			「あっ、ごめんね。思い付いたことを言っただけ。無責任なこと言っちゃったかも……」

			「いや。別の視点からの意見はありがたいよ」

			　ひとりで考えていると、どうしても思考が単調になってしまいがちだ。現状のなにがおかしいのか、どうすればいいのかに気を取られて、そこまで考えていなかった。

			「そのあたりも、ちょっと考えてみるべきだな。ありがとう、水島さん。助かったよ」

			「そ、そう……？　話を聞いてもらってばっかりだったから、役に立てたなら嬉しいけど……」

			　亜麻色の前髪をくるくる指先に巻き付けて、水島さんは目を逸そらした。どうやら照れているらしい。

			「それじゃあ、これ以上かまってもらって、本当に邪魔になっても悪いし、わたしはちょっと外の空気でも吸ってこようかな」

			　ぴょんと跳ねるように立ち上がる。床を叩いた靴音に、あやめとベルタが目を覚ました。

			　彼女たちには、なるべく水島さんか加藤さんの傍についているように頼んである。それをきちんと覚えていたらしい２匹は、水島さんが開けた扉から先に廊下に出ていった。

			「あ、そうだ。この機会を逃したら、次がいつになるかわからないから、言っておかないと」

			　部屋を出ようとしたところで、水島さんが振り返った。

			「あそこで終わるはずだったわたしがここにいられるのは、真島くんのお陰だよ。感謝してる。ありがとう」

			　水島さんはそう言うと、奇跡みたいに魅力的な笑顔を浮かべたのだった。

		

	
		
			　

			15　ありえない光景

			　

			「なんのために、どういう人が、幻惑の術による攻撃を仕掛けているのか……」

			　水島さんが去った扉を見詰めながら、おれは小さくつぶやいた。

			「アサリナは、どう思う？」

			「ワカラナ？」

			「だよな……」

			　手の甲から顔を覗かせたアサリナの言葉に、肩を落とす。そう簡単にわかるようなら苦労はない。溜め息をついて、目の前に伸びてきたアサリナを指先でつついた。

			　つつくたび、アサリナはぐねぐねと全身を波打たせる。

			　楽しいのだろうか。

			　おれはちょっと楽しい。

			「いや。現実逃避してる場合じゃないな……」

			「サマ？」

			「考えてみると、『どういう人が』……というか、『どういう存在が』幻惑を仕掛けてきてるのかっていうのは、確かに大きな問題なんだよ」

			　水島さんの疑問を聞いたことで、気付いたことがあった。

			「あのガーベラが、幻惑の術をまともに喰らってるんだ。『敵』はどんな化け物だ……？」

			　樹海深部に君臨した白い蜘く蛛もは伊だ達てではない。

			　以前にガーベラは、クイーン・モンスターであるアントンの幻惑にも、まったく惑わされなかった実績がある。それ以下のクラスではまず通じないだろう。

			　同格のハイ・モンスターなら、幻惑にかけること自体は可能かもしれない。

			　だが、攻撃を仕掛けていることにさえ気付かせないとなると、どうだろうか。

			　長い年月を樹海で生き延びてきたガーベラは危機感知能力に優れており、敵意には敏感だ。　そんな彼女相手に、気付かれずに幻惑を仕掛けるなんて、チート持ちだって可能かどうか。

			　しかし、現実に彼女は幻惑の攻撃を喰らっている。

			　不思議だが、実際にそうである以上、『敵』はそうした存在だと想定するべきだろう。

			　これは、かなりまずい状況といえる。

			　唯一、幸いなことがあるとしたら、いまのところ、この『敵』はおれたちを幻惑にかけただけで、危害を加えてくる様子がないことだろうか。

			　これもまた、考えてみれば、不思議なことではある。

			　幻惑にかけたのなら、さっさと攻撃を仕掛けてくればいいはずなのだから。

			　結果として、現状は奇妙な膠こう着ちやく状態となっている。

			　だが、それだっていつまで続くかわからない。『敵』が幻術による攻撃を仕掛けてきた目的がわからない以上、いま無事だからといって、今後の保証なんてどこにもないのだから。

			「かといって、警戒を続ける以外に方法がないのが歯は痒がゆいところだな」

			「ゴシュ、サマ？」

			　唇を噛んだそのとき、腕にアサリナがしゅるりと巻きついてきた。

			「どうした、アサリナ？」

			　考え込んでいたおれは、緑色の相棒へと視線を落とした。

			「ミンナ、キケン……キヅク。チガウ？」

			　なにか思い付いたことがあるのか、アサリナは一生懸命な様子で言葉を紡つむいだ。

			　しかし、おれには彼女がなにを言いたいのかが理解できない。

			「えっと、どういう意味だ？」

			「キケン、ミンナ……キヅクノ！」

			　軋きしんだ声が同じ言葉を繰り返す。やっぱりよくわからない。

			「いや。気付いていないだろう？」

			「チガウ。キヅクノ……」

			「違うのか？」

			「サマー……」

			　ぐにゃんとアサリナが萎しおれた。

			　違うらしい。

			　アサリナの言葉はわかりづらい。

			　当たり前のことだが、言葉が話せるからといって、意図が伝わるとは限らないのだ。

			　困って頭を掻かいたおれの前で、アサリナがぴくんと頭をもたげた。

			　何事かと見守っていると、開け放たれた窓に向かって、するすると伸びていく。

			「外になにかあるのか？」

			「サマー」

			　あるらしい。おれはアサリナを追って、窓際に近付いた。

			　窓の外を見下ろすと、そこにシランとケイがいた。

			　ふたりとも、騎士の装備を模した木剣と大盾を手にしている。どうやらシランがケイに稽けい古こをつけてやっているようだ。もう長い時間やっているらしく、ケイは汗みずくになっていた。

			　シランの肌は少しだけ汗ばんでいるが、こちらはまだまだ余裕がありそうだ。蒼あおい双そう眸ぼうには指導者の冷静さが宿り、ケイの一挙一動を見守っている。

			「……」

			　また、頭痛だ。なにかがおかしい。多分、これはシランのほうだろう。

			　この違和感にも慣れ始めたおれは、片眉をしかめただけで、それをやり過ごした。

			　そうする間も、眼下では木剣の打ち合わされる音が響いている。

			「そこ、踏み込みが甘いですよ」

			「は、はい！」

			　ケイの本気の打ち込みを盾で受けると、シランは落ち着き払った声で指摘する。

			　そのまま何度か打ち込ませたあと、シランは攻撃に出た。ケイは必死に対応しようとする。あるときは盾が間に合い、あるときは間に合わずに寸止めされる。どうやらシランは、ケイに反応できるぎりぎりのラインで剣を繰り出しているらしかった。

			「……やっぱり、すごいな」

			　シランが剣を振るう姿を見るのは久々のことだ。最近、彼女が剣を持つことはなかった。なにか理由があった気がするのだが、それについては思い出せない。

			　久しぶりに目にしたシランの剣捌さばきは、美しいの一言だった。

			　チリア砦とりでで初めて見たときもそうだったが、惹ひき込まれるものがあった。

			　おれがシランの剣に見み惚とれている間に時は過ぎて、最後は、防具の胸部を突かれたケイが引っ繰り返って、稽けい古こは終わった。

			「今日はこれで終わりです」

			　少しだけ息をあげたシランが告げる。

			　地面に大の字になったケイは、息も切れ切れにこれに応えた。

			「あ、りがと……う、ござ……ます」

			「よく頑張りました」

			　訓練の厳しさとは打って変わって柔らかな声で言うと、シランは水筒と汗あせ拭ふきの布を持ってくる。その間に息を整えていたケイが、少しふらふらしながらも身を起こした。

			　シランから水筒を受け取ると、ケイは喉を潤す。ぷはっと息をついた。

			「……姉様。もう少し稽けい古こ、お願いできませんか？」

			「無理はいけませんよ」

			　シランが諭さとすと、ケイは少しむくれ顔になった。

			「だけど、孝弘さんはもっとぎりぎりまで頑張ってます」

			「孝弘殿の姿勢は立派ですし、それを見てもっと頑張ろうと意気込むあなたの志こころざしは褒ほめられるべきものです。しかし、あなたはまだ体ができあがっていません」

			　穏やかな調子でシランは言い聞かせた。

			「あまり無理をし過ぎると、心と体に悪い影響を残しかねません。……背が伸びませんよ？」

			「……そ、そんなことないもん。嘘だもん。わたしくらいの年の頃の姉様、すっごい訓練してたって聞いてるけど、いまの姉様、背は高いし、スタイルもいいもん」

			「なぜあなたがそれを知って……ああ、先輩騎士の誰かですか。マーカスあたりですね、まったく、あの人は……」

			「わたしは、姉様と同じくらいになれたらいいんだもん」

			　嘆たん息そくしたシランに、ケイは拗すねと甘えが半々の声で訴えかけた。

			　シランが苦笑を零こぼした。

			「わたしと同じではいけませんよ、ケイ」

			「だけど……」

			「あなたはもっと、本当の意味で強い騎士にならねばなりません」

			　言いながら、シランはケイを起き上がらせようと手を伸ばした。

			　むくれながらも、素直なケイは伸ばされた手を取ろうとする。

			　しかし、その手が重なり合うことはなかった。

			「姉様……？」

			　手を差し出そうとしたシランの動きが、その途中で不自然に固まっていたからだ。

			「……いえ。なんでもありません」

			　かぶりを振って、シランは改めて手を伸ばした。

			　不思議そうにしながらも、ケイはその手を取った。

			　騎士として鍛えた力で、シランは軽々とケイを立ち上がらせる。

			　そして、立ち上がったケイを両腕で抱き締めた。

			「姉様？」

			「ケイ。あなたは……」

			　穏やかな声で、シランは言った。

			「あなたはいずれ素晴らしい騎士になるでしょう。同盟第三騎士団はなくなってしまいましたが、アケルには護国騎士団があります。騎士になるための道はひとつではありません。帝都から団長が帰ってきたら、そのあたりの話をしてみましょうか」

			　おれの位置からは、シランのうしろ姿しか見えない。

			　どんな表情をしているのかもわからない。

			　ただ、穏やかな空気が流れているのはわかった。

			「本当に……？　本当に姉様は、わたしが姉様みたいな立派な騎士になれると思う？」

			　抱き締められたまま、震える声でケイが問い掛ける。

			　シランはあまり器用とはいえない手つきで、ケイの頭を撫でた。

			「ええ。あなたはあの兄様の娘で……わたしの、自慢の姪めいなのですから」

			「姉様！」

			　叫んだケイが、ぎゅっとシランの体に抱きついた。

			「嬉しい、姉様！　……でも、どうして急にそんなことを？」

			「どうしてでしょうね。なぜだか、この機会を逃したら駄目だと思ったのです」
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			　……幸せそうなふたりを、これ以上こっそり見ているのも悪い。おれは窓際から離れた。

			　目にした光景の温かさと、結果的に覗き見をしてしまった後ろめたさを胸に抱きつつ、小さく嘆息する。

			　そして、一拍遅れて、気付いた。

			「ああ、これは明らかにおかしいな」

			「サマ？」

			　いまのは、絶対にありえないことだ。

			　もちろん、シランがケイを抱き締めていたことを言っているのではない。

			　いいや。それもひょっとするとおかしなことなのかもしれないが、少なくともおれが気付いたおかしさはそこではなかった。

			「おれが見ていたことに、あのシランが気付かないはずがない」

			　シランには、契約精霊がいる。覗き見なんてできないのは、彼女に出逢ったそのときに知っていることだ。

			　これはおかしい。

			　しかし、本当におかしいのはそこですらなかった。

			「……どうして今回に限って、おれはなにがおかしいのかわかったんだ？」

			　なにかおかしいことはわかっても、なにがおかしいかはわからない。

			　それが、おれの現在置かれた状況だったはずだ。

			　なのに、いまのおれはなにがおかしいのかがわかった。つまりは、これはイレギュラー。これまでとは、なにかが違ったということだ。

			　なにが違ったのかはわからない。ただ……。

			　――なんのためにどういう人が、そうしているのかな？

			　水島さんが口にした疑問が、脳裏に過よぎった。

			　精霊の感知が効かなかった結果、おれはシランとケイの姿を覗き見することになった。

			　ここで『敵』の幻惑によって、その目的が成し遂げられたのだとするのなら……。

			　ひょっとしたら、この『敵』は見せたかったのではないだろうか。

			　幸せそうな、シランとケイの姿を。

			「だが、どうして……」

			　おれは、更に考えを進めようとした。

			　しかし、それは叶かなわない。

			「主殿！」

			　次の瞬間、大きな音を立てて、扉が開け放たれた。

		

	
		
			　

			16　ありえない抱ほう擁よう

			　

			　蝶ちよう番つがいが弾き飛びかねない勢いで、部屋の扉が開かれた。

			　びっくりして、おれは思わず身構える。

			　そんなおれの反応に気付いた様子もなく、真っ白な髪をなびかせて部屋に入ってきたのは、ガーベラだった。

			　……様子がおかしい。

			　本来は透けるような白はく皙せきの顔は真っ赤になって、息も少し荒れている。興奮状態にあることが、一目でわかる有様だった。

			　正直、少し怖い。

			「ど、どうした、ガーベラ？　お前、山菜を採りに行っていたんじゃ……」

			「主殿よ。ローズ殿から聞いたのだが、明日には宿を出ることができるというのは本当か？」

			　こちらの質問を無視するかたちで、ガーベラは尋ねてきた。

			　いや。無視というより、これは、答える余裕がない感じだ。

			　余裕がないのは、よくあることだが。

			　……あれ？　とすると、これはそれほど珍しいことではないか。

			　そう考えたら、少し落ち着いた。

			　見た限り、特に差し迫った危険があって、飛び込んできたとかではないらしい。

			　状況から推察するに、どうやら山菜採りから戻ったところで、宿の表にいたローズから作業の進しん捗ちよく状況について聞いて、ここにやってきたといったところだろうか。

			　それで、どうしてこんなに焦った様子でいるのかはわからないが。

			「本当だ、明日には出発する」

			「……そうか」

			　ガーベラはむっと口元を曲げた。

			　出発するのが明日だと、なにか問題でもあるのだろうか？　疑問に思いながら眺めていると、ガーベラはくるりとこちらに背中を向けて、開けっ放しだった扉を閉めた。

			　閂かんぬきをかける。

			「いや待て。なんで鍵かぎを閉めた？」

			　こちらに振り返ったガーベラは答えない。

			　相変わらず表情には、余裕がないままだった。

			　次に彼女は、おれたちのことをきょろきょろ見比べていたアサリナに目をやった。

			「アサリナよ。少しふたりきりにしてくれんか。妾わらわは、主殿と少し話がある」

			　言うが早いか、彼女はこちらに歩いてくる。

			　なんだかよくわからないが、妙な気迫があった。

			　気け圧おされたようにアサリナは引っ込んで、おれは思わず後あと退ずさった。

			「おい、ガーベラ。お前、なにかおかしいぞ？」

			「そうか？　さすがに、昨日、一昨日おとといと寝ておらんからな。少し変なところがあるかもしれん。そこは許せ」

			　……寝ていない？

			　ガーベラはおれと同じ部屋で横になっていたはずだが。

			「主殿と同じ部屋でふたりきりだぞ？　妾わらわが眠れるわけがなかろうが」

			「……」

			　言いたいことはわかるが、それを自慢げに言うのはどうなのだろうか。

			「押し倒さなかった自制心を褒ほめてほしいくらいだの」

			「それ、男女の台詞せりふが逆じゃないか？」

			　おれはじりじりと後退り、ガーベラはずんずんと直進する。

			　狭い部屋のなかだ。そう長い間、逃げ続けることはできない。

			「……主殿」

			　手の届くところに来たガーベラが、おれを赤い目で見上げた。

			　なんというか、ぎらぎらとした目だった。

			　ひょっとして……という不安が、胸に湧いた。

			　正体不明の、幻惑の魔法による『敵』の攻撃。いまのところ、こちらに危害を加えてくる様子はないものの、相手の目的が不明な以上、それがいつまで続くかはわからない。

			　なぜかおれにはいまひとつ効きが悪い幻惑が、眷けん属ぞくたちに対して、どれだけの影響を及ぼしているかも定かではない。

			　……もしも。

			　もしもガーベラが惑わされて、万が一にも『敵』の側に回ってしまっているとしたら……。

			　そんなことを思った途端に、ガーベラが動いた。

			「主殿！」

			　反応がまったく追いつかない。

			　獣のように俊敏な動きで、ガーベラはこちらの胸元に飛び込んでくる。

			　２本の腕が伸びてきて、おれの胴体に蛇のように絡まった。

			　振り払う暇もない早業だった。

			　そうなれば、もうおれは抵抗の術を持たない。

			　ガーベラは、思い切り力を込めて、ぎゅっと。

			　豊満な胸を押しつけるようにして、おれを抱き締めた。

			「……え？」

			　状況に頭が追いつかない。

			　ただ、それが敵意のこもった攻撃などではないことはわかった。

			　むしろその行為には、濃密な愛情が込められていた。

			　しっとりとした女の子の肌が押し付けられる。

			　おれという存在をあますことなく感じ取ろうとでもするかのように、ガーベラは抱きついたまま身じろぎをした。存在感のあるふたつの膨ふくらみが、おれの胸でたわんだ。柔らかな肉体の感触と、そこから生み出される甘い衝動を隔へだてるには、衣服はあまりに頼りなかった。

			　ガーベラの鼻が鎖骨のあたりに触れた。すうっと肌のにおいを嗅がれた。

			「……ああ」

			　少女の満足げな吐と息いきが胸元にじわりと沁しみ入った。そこには、彼女の身の裡うちで燃える情欲の熱があり、溢あふれんばかりの愛情があった。その熱量が、最後の箍たがを外した。

			「――」

			　ほとんど本能的に、おれはガーベラの体を抱き返そうとした。

			　けれど、その前にガーベラは、ぱっとおれから離れていた。

			「……は？」

			　伸ばそうとした手と、胸のなかに湧き上がった衝動との行き場をなくして、おれは呆気にとられた。ガーベラの体は、もう手の届かない距離にあった。まるで狐きつねにでも化ばかされたような気分だった。

			「うむ、これでよし」

			　大きくひとつ頷うなずいたガーベラの顔は、それはもう満足そうなものだった。

			　このときのおれは、きっと情けない顔をしていたと思う。

			「……なんだったんだ？」

			　とりあえず、最初におれが恐れていたように、ガーベラが『敵』に惑わされて襲いかかってくるということはなさそうだった。

			　それは安心したのだが、突然、抱き締められたのは意味がわからなかった。

			　あんなふうに、ぎゅっと、全力で……全力で？

			　ガーベラが、このおれを？

			　なにか違和感があった。また、おかしなことがあったらしい。

			　やはり、それがなんなのかはわからなかった。

			　ただ、ひとつだけ、はっきりとしていることがあった。

			　現状はなにかがおかしくて……だけど、その結果として、ガーベラはああして満足そうに微ほほ笑えんでいるということだ。

			「なぜかの。いまならいけると思ったのだ」

			　ガーベラは両腕で自分の体を抱くようにした。

			　ほんの一瞬の抱ほう擁ようの感触を、噛み締めるような仕草だった。

			「しかし、これ以上は駄目だ。最後まで漕こぎ着けるのは、あくまで妾わらわ自身の努力の結果でなければならん。だから、今日はここまでなのだ」

			　ガーベラの言葉は、どうにも理解できないものだった。

			　彼女自身も、なにを言っているのか自分でわかっていないふうでもあった。

			　ただ、その言葉を口にした彼女は、とても満足げな顔をしていた。

			　そんな彼女の姿を見て、おれは自然と苦笑をこぼしていた。

			　振り回されてしまった感はあるが、まあいいかと思えてしまったのだ。

			　ガーベラの満ち足りた笑顔を見ているだけでも、おれもまた満足できたからだ。

			　なぜだろうか。そうしていると、ローズの上機嫌な様子や、水島さんの魅力的な微ほほ笑えみ、シランとケイの幸せそうな姿が脳裏に思い起こされた。

			「……あ」

			　小さく、唖あ然ぜんとした声が出た。

			　ようやくそのとき、おれは真実に辿り着いたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　深夜、みんなが寝静まった頃。おれはベッドを抜け出した。

			　隣のベッドでは、ガーベラが横になっている。寝不足だったところに、昼間に興奮し過ぎて疲れたのか、よく眠っていた。

			　彼女の健すこやかな寝息を背中に聞きながら、おれは部屋を出た。一階に降りる。夜の静けさのなか、階段がきしきしとかすかに音を立てた。

			　おれの仲間には感覚の鋭い者が多い。普段なら、こんなふうにひとりで抜け出しても、誰かに気付かれてしまうことだろう。しかし、そうはならなかった。

			　驚きはない。これくらいしてのけることは、精霊の感覚を誤ご魔ま化かした時点でわかっていた。

			「こんばんは」

			　階段を下りると、受付に宿の女主人が待っていた。

			　柔らかい印象の顔立ちに、穏やかで優しげな笑みを浮かべている。

			「わたしに話があるのでしょう？　奥で話さないかしら？」

			　頷うなずきを返すと、彼女は１階の奥にある部屋に、おれを案内した。

			　テーブルについて待っていてほしいと言い残すと、彼女はひとり部屋を出て行く。

			　数分後、ふたり分のお茶が入った湯ゆ呑のみをお盆に乗せて戻ってきた。

			「それにしても、いいの？　ひとりで来てしまって。少し不用心ではないかしら」

			「そこは信用してるよ。それに……万が一のことがあれば、ガーベラあたりはすぐに察知して、飛び込んできてくれるだろうしな」

			「まあ、そうね」

			　女主人はおれの言葉を否定せず、小さく笑って正面に座った。

			　さて、なにから話したものだろうか。

			　急せかすつもりはないらしく、女主人は穏やかな表情でこちらを眺めている。

			　おれは一口、熱いお茶を啜すすってから口を開いた。

			「おれはここ数日、違和感に悩まされていた。どうも、おれたちに幻惑の魔法で攻撃を仕掛けている奴がいるらしい。現状に違和感を覚えることができたのは、おれとここにいるアサリナだけだった」

			「サマー」

			　おれとアサリナに交互に目をやった女主人は、少し困った顔になった。

			　まあ、気持ちは想像できなくもない。

			　というのも……今回の一件に関していえば、『違和感を覚えることができた』というよりも、『違和感を覚えてしまった』というほうが、実際を表しているからだ。

			　苦笑いの衝動を呑み込みつつ、おれは続けた。

			「不思議なことがふたつあった。おれたちの一行には、ガーベラがいる。あいつは、樹海深部で長い年月を生き抜いてきた、伝説級のモンスターだ。同格のモンスターなら幻惑にかけること自体は可能かもしれないが、敵意に敏感なガーベラが、攻撃を受けていること自体に気付かないというのは、ちょっと引っ掛かっていた」

			「……もうひとつの不思議なことは、なにかしら？」

			「『敵』がおれたちを幻惑に嵌はめたあと、危害を加えてこなかったことだ」

			　熱を持った湯呑を掌てのひらのなかで回しつつ、おれは答えた。

			「幻惑の攻撃は、ただ嵌めるだけでは意味がない。抵抗力の衰えた敵を、物理的に攻撃しなければなんの意味もないんだ。それなのに、３日もの間、『敵』は手をこまねいていた。時間をかければ、それだけ幻惑が解けてしまう可能性も増すはずなのにだ。おれには、幻惑の攻撃を仕掛けてきた『敵』の目的がわからなかった……」

			　堪こらえきれずに苦笑が漏れた。

			「……まあ、わかるはずがない。前提を間違えていたんだから」

			　なんのために、どんな相手がそうしているのか。

			　それを考える最初の段階で、おれは躓つまずいていたのだった。

			「あれは、そもそも、攻撃なんかじゃなかったんだな。危害を加えてこないのも当然だった。それに、いくらガーベラが敵意に敏感でも意味はない。なにせ相手は『敵』なんかじゃないんだから」

			　わざわざ精霊を誤ご魔ま化かしてまで、幸せそうなシランとケイの姿を見せたのは、『わたしに敵意はありませんよ』というメッセージだったというわけだ。

			　アサリナだって言っていた。

			　――キケン、ミンナ、キヅク。チガウ？

			　本当に危険なら、みんな気付くはずだが、違うのか？

			　彼女が言いたかったのは、大体、こんなところだろう。ガーベラが気付かない時点で、おれが巻き込まれていたものは、危険なものでもなんでもなかったというわけだった。

			「それでは、『敵』ではない『何者か』は、なにを目的にしていたのか」

			　おれは手元の湯呑に視線を落とした。

			　薄らと赤い水面に、この宿に来てからの仲間たちの姿が思い出された。

			　誰もが穏やかに、あるいは、楽しそうに過ごしていた。

			　……おれひとりだけが、警戒に身を固くしていた。

			「本当なら、この滞在は『夢の時間を楽しむ』だけで終わるはずだったんだ。ただ、おれが幻惑にかからなかったせいで、話が変にこじれてしまった」

			　とはいえ、おれの視点からすれば、これは仕方のない部分もある。

			　たとえば、眠って見る夢の世界に、起きたまま入り込んだとしたら、どうなるだろうか？

			　支し離り滅めつ裂れつな夢の世界は、不気味であっても、楽しいものにはなりえないのではないか？

			　今回のおれの巻き込まれた状況は、それに近い。

			　言ってしまえば、不幸な偶然だ。それは、違和感に悩まされたおれにとってもそうだったし、楽しい夢を提供したはずの存在にとっても『想定外の事態』だったに違いなかった。

			「思い出したよ。以前に、仲間のひとりから奇妙な伝承を聞いたことがある。とある旅人の経験したという話でな。舞台の名前を取って、その話は『霧の仮宿』と呼ばれている」

			　おれは顔を上げて、目の前の女性に改めて視線を向けた。

			「あるとき、とある旅人がモンスターに襲われた。旅慣れた彼は、見事にモンスターを退けたが、水も食料もなくしてしまった。近くに人里はなく、このままでは野の垂たれ死じにしてしまう。旅人は必死になって歩いた。数日が経ち、飢うえと疲れで朦もう朧ろうとした彼が歩いていると、あたりに霧が出始めた。これはもう駄目かと思ったそのとき、彼はついに一軒の宿を見付けた」

			　一口、茶で舌を湿らせる。

			「旅人は幸運に感謝した。宿の主人の手厚いもてなしを受け、彼は命を繋げることができたのだ。しかし、次の日、宿を出たところで彼は気付いた。こんな人里離れた辺へん鄙ぴな土地に、宿などあるはずがないのだと。気付いたときには、宿は影も形もなくなっていた……」

			　話はこれで終わりである。本当はもう少し途中でいろいろあるのだが、そのあたりは割愛して、概要だけ述べるかたちにさせてもらった。

			　つい先程まで、このような話を聞いたことは、すっかり忘れてしまっていた。この話を教えてくれたシランでさえ、覚えていないようだった。やはり、この状況を成立させるうえで不都合な事実は、思い出せないようにされていたのだろう。いまのおれがそれを思い出せているのは、幻惑が解けかけているからか、あるいは、この場所が特別なのかもしれない。

			「この『霧の仮宿』の伝承は、古こ今こん東とう西ざい、様々な場所で伝わっているんだそうだ。もちろん、目撃者はそのときどきによって、農民だったり狩人だったりする。この話で共通しているのは、深い霧のなかを歩いていると宿に辿り着くこと。そして、宿泊した人間が、宿にいる間は、明らかにおかしな状況に気付かないことだ」

			　これらは今回、おれたちが体験した現象に、あまりにも合致するところが多い。この話を忘れさせられていたという点も含めて、まさか無関係ということはないだろう。

			「面白いことに、この『霧の仮宿』は、遥か昔からいまに至るまで、何十年かに一度、目撃例があるんだそうだ。当然、人間の仕業ではありえない。かといって、モンスターの仕業ということもありえない。モンスターが人を救うはずがないんだから。……というのが、この世界の常識だな？」

			　言葉を切って様子を窺うかがうと、女性は微ほほ笑えみで返した。穏やかだが、内心の見えない笑みだ。採点でもされているような気分になりながら、おれは続けた。

			「おれには、モンスターに心を与える力がある。ただ、これは『心が生まれる素地のあるモンスター』に対して『その手助けをする』程度のものでしかない。実際、長い年月を生きた白い蜘く蛛も……ガーベラには、おれに出会う前から心らしきものがあったし、他にも、一国を統治していたアンデッド・モンスター『悲劇の不死王カール』の事例もある。おれの存在なしに、意思を持つモンスターがいる可能性は、十分に考えられるものだった」

			　言ってしまえば、おれの能力は、胸に芽吹いた心の育成を促そく進しんしているに過ぎない。

			　促成栽培されれば確かに成長は早いだろうが、そんなものがなくても、年月をかければいずれ実は成る。単純な理屈だった。

			「これまでおれは、そうした存在は樹海の深部か、切り離された樹海の一部である『昏くらき森』にいるものと思っていた。だが、そうとも限らないんだよな。迂う闊かつだった。この世界のモンスターは定住性のものばかりじゃないのに」

			　おれ自身、かつてそうした一例をこの目で見たことがある。

			　まるでそこが大海原であるかのように、大地を泳ぐ魚型のモンスター、トリップ・ドリル。夥おびただしい数の群れを成して、彼らは大陸を回遊する。そう。定住性ではなく、移動性のモンスターというのも、この世界には存在するのだった。

			「以上のことから、おれは仮説を立てた」

			　おれは湯ゆ呑のみをテーブルに置いて、目の前の女性に視線を向けた。

			「『霧の仮宿』の伝承で旅人を救ったのは、霧を利用した幻惑の魔法を使う、移動性のモンスター……つまり、あんたのことだ」

			　おれの言葉を聞いた女主人は、にっこりと笑みを深めた。

			「２点、訂正させてもらえるかしら」

			　久しぶりに口を利く。どことなく、楽しげな様子だった。

			「わたしは、霧を利用した幻惑の魔法を使っているわけではないわ。それは、あくまでもわたしの魔法のほんの一部に過ぎない」

			「どういう意味だ？」

			「この宿屋はね、ただの幻なんかじゃないってこと。最高位の幻惑の魔法は、現実を書き換える力を持つのよ」

			「……現実を、書き換える？」

			「もうひとつの世界を作り上げる、と言い換えてもいいわ。ここであったことは、全て現実。わたしの魔法はね、霧の異界を作り上げるものなの」

			「もうひとつの世界を……」

			　喉が鳴った。

			　先程、口にしたお茶の味が思い出された。

			　……そういえば、『霧の仮宿』の話では、旅人は宿を訪れることで餓死を逃れている。

			　幻で腹は膨ふくれない。しかし、もしもここがもうひとつの現実だとするなら、『旅人を救った』という伝承とも一致する。しかし、それはあまりにも……。

			「……すごいことを、言っているような気がするが」

			「それほどでもないわ」

			　女性は首を横に振った。

			「こうして作り上げられた世界は脆もろいわ。実際、ガーベラさんあたりが暴れたら、すぐに壊れてしまうでしょうね」

			　だとしても、一時的にせよ、もうひとつの世界を作ってしまうのだ。凄すさまじい能力であることには違いない。てっきりおれは、狐きつねか狸たぬきあたりが化かしているのだろうと、冗談半分に予想を立てたりしていたのだが……。

			「お前は、いったい……」

			　緊張を隠すことは難しかった。

			　固かた唾ずを呑んだおれに対して、両手で包んだ湯ゆ呑のみをテーブルに置いた女は、あくまでもおっとりと微ほほ笑えんでみせた。

			「旦那様。あなたは、モンスターとはなんなのか、ご存知かしら？」

			「……？　いきなりだな。魔力を持った生き物のこと……だろう？」

			　女は首を横に振った。

			「その定義は厳密ではないわ。魔力を持ちさえすれば、木彫りの人形や、一度は死した死体さえ動き出す。生き物である必要はない。いいえ。それどころか、本質的には、物質である必要さえない……」

			　目の前に座っていた女性の姿が、その瞬間、消えてなくなった。

			　はんなりとした微ほほ笑えみも、濃い金褐色の髪も、小柄ながら女性らしくたおやかな肢し体たいも……。

			　瞬まばたきすらしていないのに、影も形もなく消失してしまったのだ。

			「なん……っ!?」

			「実体の有無は問題ではないのよ。モンスターの本質とは、魔力なのだから」

			　どこからともなく声だけが聞こえてくる。

			　幻惑の魔法で惑わされているわけではない。

			　壁に、床に、天井に。

			　調度のひとつひとつから、吸う空気の一息にさえ、彼女の存在を感じる。

			　否応なく、理解させられる。

			「……そうか。伝承にある『霧の仮宿』を、幻惑の魔法で創り出していたモンスターがいたわけじゃない。魔法で創り上げられた、この世界こそが……」

			「ええ。その通り」

			　いつの間にか、おれの目の前に再び現れた女性が、微笑みを浮かべて頷うなずいた。

			「わたしこそが『霧の仮宿』。悠久の歳月、この世界を漂い続ける、霧の異界を創り出す魔法、そのもののモンスターよ」

		

	
		
			　

			17　歴史を知る者

			　

			　喉の渇きを覚えて、おれは湯ゆ呑のみに手を伸ばした。

			　一息に残りを飲み干す。話をしている間に、お茶はぬるくなってしまっていた。

			　とはいえ、気持ちを切り替えるのには、これで十分に用は足りる。

			　空になった湯呑をテーブルに置いて、おれは口を開いた。

			「悪かったな」

			「……あら？」

			　正面に座る『霧の仮宿』は、垂れ気味の目を丸めた。

			「謝られるとは、思っていなかったわ」

			　言いながら、ひとつに纏まとめて胸に垂らした金褐色の髪を撫でる。

			「むしろ、文句を言われるかと思っていたのに」

			「文句？　どうしておれが？」

			「今回、旦那様はかなり不快な思いをしたはずでしょう？」

			「……ああ」

			　そういうことかとおれは頷うなずき、続いて首を横に振った。

			「そこは否定しないが、おれの仲間たちはこの滞在を楽しんでいたからな。おれとしては、あんたを責めるつもりはないよ」

			「……なるほど。そういう性質だから、あなたはなにも変わらなかったのね」

			　腑ふに落ちた様子で、『霧の仮宿』は頬ほおに片手を当てた。

			「なにも変わらなかった？　どういう意味だ？」

			「これはさっき言ったことだけれど、『霧の仮宿』は別世界を創造する魔法。現実を書き換える力があるわ」

			　おれが尋ねると、『霧の仮宿』は指を一本立てて説明を始めた。

			　話す姿は楽しげだ。人間と接触を繰り返していたことと言い、話好きなのかもしれない。

			「現実を書き換える……もっと具体的に言うと、ここでは迷い込んだ者の望みが現実になるのよ。たとえそれが、本来なら『ありえないこと』であってもね。幻惑による認識阻害は、あくまで、それをおかしいと思わせないために働いているに過ぎないわ」

			「ここであったことは、すべて現実。幻惑は、あくまでも魔法の一部……そういえば、さっきもそんなふうに言っていたな。おれが違和感を覚えていたのは、あんたのいう、その『ありえないこと』に関してか」

			　どんなことでも望みは叶かない、現実との整合性がないことは気にならない。

			　なるほど、まさにそれは『夢の世界』だ。

			「ええ。ただし、『迷い込んだ者の願望を実現させた結果、生まれた矛む盾じゆんを誤ご魔ま化かす』という形でないと、幻惑の魔法の効果は下がってしまうのだけれどね。ほら。旦那様がシランちゃんたちを覗き見たときに、契約精霊の感知が働いていないことに気付いたでしょう？　あれは、そのあたりが理由なの。あのときのわたしは、旦那様に敵意がないことを示すために、幻惑の魔法を使ったから」

			「それは本来の『霧の仮宿』の権けん能のうではなかったから、幻惑で精霊の感知を誤魔化すことはできても、誤魔化した事実そのものまでは隠いん蔽ぺいできなかった？」

			「そういうことね。わたしは『霧の仮宿』という魔法の構築に特化しているから、それに関わること以外では、一段も二段も落ちる力しか持っていないのよ」

			「それだけでも、十分にすごいことだと思うけどな。『ありえないこと』に、誰も気付いていなかった……」

			　そこまで言って、ふと気付いた。

			「そういえば、おれが違和感を覚えない相手もいたけど、それはなんだったんだ？」

			「簡単よ。違和感がなかったということは、普段となにも変わりなかったということ。旦那様や真菜ちゃん、あやめちゃん、ケイちゃんは、なにも変わっていなかったわ」

			「それは、つまり……」

			「現状に満足している、ということね」

			　なるほど。それで、最初の『そういう性質だから、あなたはなにも変わらなかったのね』という台詞せりふが出てきたわけか。

			　確かにおれは、リリィたちがいてくれさえすれば、大体それだけで満足してしまっている部分がある。大事な彼女たちが幸せであるなら、それ以上は望んでいない。だから、この世界に来ても、おれはなにも変わらなかったのだ。

			　加藤さんやケイ、あやめも、おれと似たようなものらしい。

			　それに対して、他のみんなは、なにかしら望みを抱いているわけだ。

			「……」

			　いまのおれは、すでに幻惑が解けている。

			　おれだけは、誰のなにがおかしかったのかわかっている。

			　とはいえ、その『変化』が、どんな『望み』を反映したものなのかまではわからないが。

			　……いや。ひとりだけわかるか。

			　ガーベラだけはわかりやすい。彼女は単純で、とても素直だから。

			　惚気のろけみたいになってしまうが、そこが好ましく、可愛かわいらしくもある。

			　それだけに、男として忸じく怩じたるものを感じたりもするのだが……。

			　……せいぜい、体を鍛えるとしよう。

			　あれだけ求められているのだから。

			「説明してくれてありがとう。すっきりしたよ」

			　おれは笑みを浮かべて礼を言った。

			「ここ３日というもの、自分はなにに巻き込まれているのか、ずっと頭を悩ませていたからな」

			「それについては、本当に申し訳なく思っているわ」

			「さっきも言った通り、責めるつもりはないから気にしないでくれ」

			　苦笑する。

			「まあ、不安な思いをしたのは確かだけどな。それにしたところで、ひとりで踊っていたようなものだし……痛っ」

			　不意に左手に小さな痛みが走って、おれは言葉を呑んだ。

			　見れば、がじがじとアサリナが指を食はんでいた。

			　おれの苦笑は、別のもっと柔らかなものに変わった。

			「そうだな。ひとりじゃない。お前もいたんだった」

			「サマッ！」

			「……そういえば、なんでおれたちだけ幻惑の効きが悪かったんだ？」

			「ああ、それはね、その子の幻惑に対する耐性が高かったからよ」

			　おれたちのことを微ほほ笑えましげに見ていた『霧の仮宿』が答えた。

			「繋がっている旦那様まで影響があったのね」

			「なんだ、アサリナのせいだったのか」

			「サマー……」

			「別に責めてないから安心しろ」

			　萎しおれるアサリナを指先でつついてじゃれていると、『霧の仮宿』がくすりと笑った。

			「ついでに言うと、ガーベラさんもかなりぎりぎりだったわ。あの子は、本当に規格外ね」

			「そうなのか？」

			　これは少し意外だった。

			「おれはてっきり、あんたのほうが強いのかと思っていたんだが。少なくとも、ガーベラより長く生きているんだろう？」

			　ガーベラはおれに出会うまで心を得ていなかったが、『霧の仮宿』はそうではない。各地で伝承が語り継がれている以上、彼女は人間を襲うことなく、これまで長い年月を過ごしてきたはずなのだ。こんなことは、彼女が意思持つモンスターでなかったらありえない。

			　しかし、おれの能力の助けなしに心を手に入れるには時間がかかる。ガーベラと比べても長い年月、『霧の仮宿』がこの世界を流離さすらってきたことは、まず間違いない。それなら相そう応おうの力も持っているだろうと思ったのだが、『霧の仮宿』はおれの言葉に首を横に振った。

			「言ったでしょう。わたしはこの『霧の仮宿』の魔法を構築することに特化しているのよ。それ以外に関しては、たいした力は持ってないわ」

			　濃い金褐色の髪を揺らして、『霧の仮宿』は目を伏せ気味にした。

			「わたしは、ただ長くこの世界を漂ってきただけの存在よ。それだけ、たくさんのものを見てきたけれど……」

			　そこまで言った『霧の仮宿』は、軽くかぶりを振った。

			　気を取り直すように、茶目っ気のある笑みを浮かべてみせる。

			「ふふ。この異界にしたところで、燃費はすごく悪いのよ？　発動してしまえば、せいぜい３、４日しか維持できないのに、必要な魔力が莫大でね。発動までには長い年月をかけて、少しずつ魔法を編み上げなきゃならないんだから。最終的に魔法陣に込められた魔力は、ちょっとした量になるわ」

			「長い年月って……どれくらいかかるんだ？」

			「そうね。大体、40年くらいかしら？」

			「よんっ……」

			　さらりと告げられた年月に、おれは絶句してしまった。

			　そういえば伝承では、『霧の仮宿』は数十年に一度、目撃されている。この周期は、魔法を発動させるのに必要な準備期間だったというわけだ。

			　それだけの時間をかけたものを、今回、彼女はおれたちのために使ったことになる。

			「……なあ、『霧の仮宿』。あんたは、なんのためにおれを自分の世界に連れてきたんだ？」

			　その理由がなんなのか、気にならないはずはなかった。

			「理由は、ふたつあるわ」

			　この質問は予想されたものだったのだろう。返答はよどみないものだった。

			「ひとつには、あなたたちのことを知りたかったから。モンスターを率いる者と、彼を慕したうモンスターたち。その関係をこの目で見たかった。ここ３日というもの、あなたたちを見ていたけれど……本当に、お互いのことを大事にしているのね。あなたの大事な女の子たちは、みんな可愛かわいらしかったわ」

			　くすくすと笑う声には、好意的なものが滲にじんでいた。

			「いくらかお話も聞けたけれど、ちょっとあてられてしまったくらい」

			　なんの話を聞いたのだろうか。

			　少し気になるが、そこに触れるのはやめておいた。

			　おれにも、羞恥心というものはあるのだ。

			「もうひとつの理由というのは？」

			「旦那様と友好的な関係を築きたかったのよ」

			　ここで、『霧の仮宿』は細い肩を落とした。

			「……こちらは、ちょっと失敗しちゃったんだけれどね」

			「結果オーライだ。おれはあんたに感謝している」

			　おれはかぶりを振ってみせた。

			「それで結局のところ、おれたちのことを知って、その歓心を買っておいて、あんたはなにをしたかったんだ？」

			　そもそも、どうして『霧の仮宿』はおれたちに接触してきたのか。

			　そこには、なにか目的があるはずだった。

			　おれが問い掛けると、『霧の仮宿』は笑みを引っ込めた。

			　穏やかな雰囲気はそのままだったが、その眼まな差ざしはとても真剣なものに変わっていた。

			「お願いがあるの」

			　居住まいを正して、彼女は口を開いた。

			「旦那様の旅に、わたしも連れて行ってほしい」

			　これまでになく、くっきりとした輪りん郭かくのある声だった。

			「そして、わたしに、旦那様の行ゆく末すえを見届けさせてほしいの」

			「行く末を……？」

			　おれが戸惑ったのは、その言い分の奇妙さのためだけではない。

			　こちらを真っ直ぐに見詰める『霧の仮宿』の言葉からは、ただおれと一緒に行きたいという以上の、なにか決意めいたものが感じられたためだった。

			「わたしはね、あなたのような人を探していたのよ。長い年月、ずっとね」

			「……どういうことだ？」

			　おれは眉を顰ひそめた。

			「一緒に来るのはかまわない。だが、おれのような人を探していたというのは、どういうことなんだ？　この世界にやってきた転移者を探していた、ということか？」

			「いいえ。ただの転移者ではなくて、探していたのは、あなた」

			　一番ありそうな答えを探したが、否定された。

			「『モンスターと心通わせる力』を持つ、旦那様のような人を探していたの」

			　ますます困惑を深めるおれに、『霧の仮宿』は言った。

			「旦那様は、わたしのような『意思持つモンスター』の存在を予想していたと言っていたわね。けれど、それは旦那様が特別な力を持っていて、それを予想できる立ち位置にいたからでしょう？　この世界では、わたしのような存在は知られていない。そして、同じように知られていないことはたくさんある……」

			「知られていないこと……？」

			　鼓動が速まるのを感じた。

			　なにかひどく重要なことを知らされようとしている予感があった。

			「なんの話だ？」

			　無意識のうちに、テーブルの上の掌てのひらを握り締めたおれに、『霧の仮宿』は告げた。

			「旦那様は、自分のような存在が……『モンスターと心通わせられる存在』が、この世界に初めて現れたと思う？」

			「……」

			　虚きよを突かれたおれは、すぐに言葉を返すことができなかった。

			「……違う、のか？」

			　おれは、少なくとも、そんな存在を他に聞いたことはなかった。

			　例外は、工藤陸。もうひとりのモンスター使いにして、魔王となってしまった少年だけ。

			　そのはずだった。

			「それじゃあ、なんだ。お前は、この世界にモンスターと心通わせられるような人間が、他に存在するっていうのか？」

			　動揺を隠せないままに、おれは尋ねた。

			「だけど、そんな馬鹿な。おれは、この世界の人間社会に接してすぐに、自分みたいな存在がいるのかどうか調べたぞ？　異世界からこの世界にやってきた歴代数十人にわたる勇者……自分と同じチート持ちだった彼らに関わる伝説なら聞いている。そのなかにも、モンスターと心を通わせた人間の話なんてのは……」

			「旦那様は、歴史が常に真実を語っていると思う？」

			「……」

			　投げ掛けられた問いは、おれを沈黙させるに足るものだった。

			　たとえば、おれ自身、シランからこの世界の勇者の伝説を初めて聞いたときに、それを『綺き麗れい過ぎる』、『作り上げられたものだ』と感じていた。

			　異世界から現れた勇者たちは、ひとりの例外もなく勇敢にモンスターと戦ったと、伝説には語られている。しかし、おれがこの目で見た転移者の有り様は、そんなものではなかった。

			　おれたちは英雄ではない。当たり前な弱さを抱えた人間だ。その弱さが、十文字達也という災厄を生み出し、高屋純を狂獣に変えた。工藤が魔王となったのも、そうした人間の弱さに踏み躙にじられて、その醜みにくさを憎悪したからにほかならない。無論、１０００人規模で樹海深部という危険地域に放り出されたおれたちの事情が、かなり特殊なものであったのは事実ではあるが、これまでの長い歴史のなか、ひとりたりとも道を誤った者がいないとは考えづらかった。

			　そうした『不都合な事実』は、『勇者の伝説』には語られていない。

			　なかったことにされている。

			　であるならば、それ以外にも『隠いん蔽ぺいされた不都合な事実』がなかったと言えるだろうか？

			　たとえば、エルフについて思い出してみればいい。精霊と契約する魔法を使える彼らは、精霊がモンスターの一種と見み做なされた時代に、『モンスター使い』の亜種として人類の裏切り者と罵ののしられ、石を投げられ迫害を受けたのだという。

			　勇者から『モンスター使い』や、それとはまた別のかたちで『モンスターと心通わせる存在』が現れたとして、果たしてその事実は語り継がれるだろうか。

			　その存在が語り継がれなかったからこそ、彼らが知りえた『モンスターは意思を持ちうる』という事実は、これまで一般に知られることがなかったのではないか。

			　ここで『霧の仮宿』が示し唆さしたのは、そういうことだった。

			　そして、それをここでこうして指摘してみせたということは……。

			「……『霧の仮宿』。まさか、お前は『おれ以外の例』を知っているのか？」

			　歴史に消された、おれの先人たち。

			　その存在を、その過程を、その結末を。知っているからこそ、おれに興味を持って、こうして接触の機会を設もうけたのだとすれば……。

			「……お前は、なにを見てきたんだ？」

			　彼らになにがあったのか。どうなってしまったのか。訊きかずにおくわけにはいかなかった。

			　しかし、『霧の仮宿』は、ここで首を横に振った。

			「わたしからは、これ以上を語ることはできないわ」

			「それは……」

			「ごめんなさい。だけど、意地悪をしているわけじゃないの。ただ、わたしは見ていただけだから。目撃者であっても、当事者ではなかったから。単なる傍観者には語る権利がない……という以上に、同じ言葉を語っても伝わらないものがあると思うのよ」

			　申し訳なさそうな口調であると同時に、その声色には断固としたものが感じられた。

			「旦那様。わたしは、あなたと眷けん属ぞくたちの関係を尊いものだと思うわ。応援もしてる。だけれど……いえ、だからこそ。これ以上のことを知りたければ、どうかアケル北部にある『昏くらき森』を訪れてほしい」

			「アケル北部の『昏き森』？」

			　おれは頭のなかで地図を広げた。

			　キトルス山脈の西側の裾すそ野のには『昏き森』が広がっている。北域五国のひとつであるアケルと、帝国領のロング伯爵領との境目になっている巨大な森だ。

			「ということは、まさか……？」

			「ええ。そこに、歴史を知る者がいるわ。もしも旦那様が、大事なあの子たちとこの世界を生きていきたいというのなら、きっと有意義な話が聞けると思う」

			「……なるほどな」

			　ここまでの話でも、ある程度、状況を推測することは可能だった。

			　そこが『昏き森』である以上、森の主である定住性の強力なモンスターがいる。

			　おれはかつて、そこに棲すむというモンスターについて話を聞いたことがあった。

			　その名も、『大地の怒り』。恐らくだが、その異名で知られるモンスターこそが、おれ以外の『モンスターと心通わせる存在』となんらかの関係を持っていたという『歴史を知る者』なのだろう。

			　どのようにして、『歴史を知る者』と『霧の仮宿』とが関わっていたのかはわからない。

			　気になるところではあるが、そこまで踏み込むのは時じ期き尚しよう早そうだろう。きっとそれは、過去にこの世界にいたというおれ以外の『モンスターと心通わせる存在』と『歴史を知る者』との間にあった『なにか』にも関わってくることなのだろうから。

			　いまは、これがおれたちのことを思っての言葉であることさえわかれば十分だった。

			「……わかった。覚えておく」

			　おれがこう答えると、『霧の仮宿』はとても嬉しそうに口元をほころばせたのだった。

		

	
		
			　

			18　霧の仮宿

			　

			「さて、と」

			　話が一段落着いたところで、『霧の仮宿』は立ち上がった。

			「楽しい時間が過ぎるのは早いものね。ずいぶんと話し込んでしまったわ」

			　言いながら、彼女はゆるりと腕を払った。

			　途端、テーブルとその上に置いてあったものが消えてなくなった。

			　驚く……ようなことでもないのだろう。ここは、彼女の世界なのだから。

			「そろそろ、旦那様と一緒に行く準備をしましょうか」

			　おれとの間を隔へだてるものを腕の一振りで片付けて、『霧の仮宿』はこちらに近付いてきた。

			　今更、警戒するわけではないが、不思議には思った。

			「準備……？　なにをするつもりだ？」

			　おれのすぐ目の前で、『霧の仮宿』は足をとめた。

			「わたしは『霧の仮宿』という魔法そのもの。こうして世界を構築している間はともかくとして、それ以外の時間は、ただこの世界を漂うだけの存在でしかないわ。わたしが旦那様と一緒に行くためには、わたしという存在を旦那様の体に繋ぎ留めなければならないのよ」

			　椅子に座ったままのおれを見下ろして、にこっと笑みを浮かべる。

			「だから、契約をしましょう」

			「……契約？」

			　おれは眉を顰ひそめた。その単語に、聞き覚えがあったからだ。

			「それは、エルフが精霊とするのと同じ『契約』か？」

			「ええ。基本的には、それと同じものと考えてもらっていいわ」

			「……モンスターのお前が、精霊と同じ契約を行えるっていうのか？」

			　問い掛ける声には、訝いぶかしさが滲にじんでいたかもしれない。

			　しかし、『霧の仮宿』は、なんでもないことのように頷うなずいてみせた。

			「それはそうよ。精霊は、わたしとそう変わらない存在なんだから」

			「……」

			　さらりと告げられた言葉に、おれは固まった。

			　そんなおれの反応を見た『霧の仮宿』が、不思議そうに目を丸めた。

			「あら。そんなに驚くことかしら？　精霊だって、実体を持たずに魔力でできているものよ。だったら、わたしと同じものじゃない」

			「それは、そうかもしれないが……」

			　言われてみれば、その通りではあった。

			　だが、どうしてもおれの口調は切れの悪いものになってしまう。

			「……それじゃあ、つまり、なんだ。精霊もモンスターってことか」

			「まあ、そういうことになるわね」

			　やはりあっさりと、『霧の仮宿』は肯定した。モンスターである『霧の仮宿』にとっては、これはなんでもない事実なのだろう。

			　しかし、人間やエルフにとっては、そうではない。

			　かつてエルフが迫害を受けたのは、精霊がモンスターと看做されたせいだった。

			　それは事実だったということになってしまう。

			「逆に、わたしのほうが精霊だとも言えるのだけれどね。それは、捉え方の問題だもの」

			　淡々と事実を告げる口調で『霧の仮宿』は続けた。

			「だけど、それがどうかしたのかしら？」

			　首を傾げて、本当に不思議そうに尋ねてくる。

			　しばしの沈黙のあとで、おれはかぶりを振った。

			「……いや。たいしたことじゃない」

			　思わぬところで聞かされた事実に動揺してしまったが、精霊がモンスターだったからといって、エルフがモンスターと通じていた裏切り者ということにはならない。

			　過去の迫害が不当なものであることに変わりはない。

			　そもそも、そのものモンスターを率いるおれにとって、精霊がモンスターであろうがなかろうが同じことだ。もちろん、知ってしまった事実は吹ふい聴ちようできる類のものではないが、そこだけ気を付ければ、流してしまっても問題ない程度の事実に過ぎなかった。

			「話の腰を折って悪かったな。続けてくれ」

			　謝るおれに、『霧の仮宿』は頷うなずいた。

			「わかったわ。ただし、契約したあとの具体的な使し役えきの方法については、シランちゃんから教わるのがいいと思う。精霊を具現化して使役するのと、感覚はそう変わらないはずだから」

			「本当に、精霊と同じなんだな」

			　違うところといったら、『霧の仮宿』自身に確固とした自我があることと、おれがエルフではなく人間だということくらいのものだろうか。

			「ただし、わたしはとても燃費が悪いから、あまりたいしたことはできないけれどね。シランちゃんみたいに常時呼び出しておくのも、やめたほうがいいわ」

			「燃費……消費魔力の問題か」

			「ええ。わたし自身の魔力を使えば、そこはある程度、補助することもできるけれど……」

			「わかってる。それは本来、霧の異界を創り出す魔法を構築するためのものなんだろう？　お前がそれでいいなら、出てきたいときだけ出てくるかたちでかまわない」

			　まあ、そう簡単にハイ・モンスタークラスの力が手に入るはずもない。

			　それでも、これがパワーアップであることは確かだった。『霧の仮宿』との契約によって、いまのおれになにができるようになるのか、シランに基礎を教わりながら、いろいろと試行錯誤する必要があるだろう。

			　これは大変だぞと思うが、少し心躍るものもある。明日からが楽しみだった。

			「いや。けど、待てよ。使役云々の前に、まずはこの場で契約をしなければいけないわけだよな？　契約と言われても、おれはなにをすればいいのかわからないぞ。眠っているシランを起こしてくればいいのか？」

			「その必要はないわ」

			　くすりと笑って、『霧の仮宿』はかぶりを振った。

			「旦那様は、精霊との契約についてどれくらい知っているかしら？」

			「存在だけだ。詳しいことは知らない」

			「だったら、そこからね。契約というのは、世界に漂う精霊を、自身の体に固定する魔法のこと。そこでもっとも難しいのは、精霊と繋がることだわ。契約に挑む者は、瞑めい想そうを通じて自らの魂たましいを世界に解け込ませることで、彼らと同じところに行かなければならないの」

			「確か必要なものは……『気高い魂』と『純度の高い祈り』だったか？」

			　かつてシランから聞いたことを思い出して尋ねると、頷うなずきが返ってきた。

			「ええ。精霊が好む純粋な魂でなければ、まず精霊と接触することはできない。強い意志を保たなければ、世界に解けた魂たましいが拡散して二度と元に戻らなくなってしまう。精霊契約が試練とされるのは、このためね」

			　精霊契約については、自分に関係ないこともあって、これまできちんと聞いたことがない。

			　なかなか興味深い話だった。

			「ただし、今回はわたしがもうここにいるから、このステップは必要ないけれど」

			「なるほど。話はわかった」

			　おれは頷うなずき、眉を寄せた。

			「……しかし、結局、おれはどうしたらいいんだ？」

			「特に、なにも」

			　端的に、『霧の仮宿』は答えた。

			「ただ、わたしを受け入れてくれればいいわ」

			「いや。くれればいい、と言われてもな……」

			　それは、ある意味で、具体的にどうこうしろと言われるよりも難しい要求だった。

			　それとも、わざわざ口に出さずとも、おれならできるということだろうか。

			　だとすれば……。

			「……」

			　普段パスを意識するときのようにして、『霧の仮宿』を見詰めてみる。

			「……ん」

			　すると、互いを繋ぐパスの感覚があった。

			　意識しなければ繋がらないのは、シラン以来のことだった。

			　シランと、『霧の仮宿』……共通するのは、自意識をもともと持っていたことだ。

			　ひょっとすると、そうした存在とは、おれのパスは繋がりづらいのかもしれない。

			「わ。本当に受け入れちゃえるのね」

			「できると思っていたんじゃないのか？」

			「知っているのと実際に体験するのとでは違うものよ」

			　それもそうかと納得していると、『霧の仮宿』がこちらに手を伸ばしてきた。

			「少し待ってちょうだいね」

			　確認するように、体のあちこちに触れられる。

			　触診のような手つきだった。少しくすぐったいが、我慢する。

			「……」

			　大人しく待っていると、不意に『霧の仮宿』が表情を引き締めた。

			「どうした？　なにか問題でもあったのか？」

			「……旦那様」

			　こちらに向けられた眼差しには、少し険しいものが含まれていた。

			「あなた、よく見ると、隙すき間まがあるわ」

			「隙間？」

			　なんだそれはと首を傾げるおれに、『霧の仮宿』は答えた。

			「魂たましいに隙間があるのよ。まあ、どんな人間でも魂に一筋の瑕か疵しもなしとはいかないし、精霊契約では、そこをお互いの繋がりの端緒とするのだけれど……」

			「だったら、いいんじゃないのか？」

			　なにか実感があるわけでもない。よくわからないが、特に問題はないように思える。

			　しかし、『霧の仮宿』は首を横に振った。

			「旦那様のは、ちょっと不自然だわ」

			「と、言われてもな」

			「なんでもいいわ。心当たりはないの？」

			「……」

			　問われると、脳裏に浮かぶものがあった。

			　――シランを助けるために赴おもむいた不可思議な空間。

			　――ひび割れる自分自身の像。

			　――狂獣との戦いのなかで響いた、なにかが壊れるような音。

			「あるのね」

			　表情から察したのか、パスから伝わってしまったのか、『霧の仮宿』は溜め息をついた。

			「無茶をして、可愛かわいいあの子たちに心配をかけるものじゃないわ」

			「特に不具合は出ていないんだけどな。ああ、でも……昔、似たようなことをシランにも言われたよ。すごく怒られた」

			「シランちゃんが……まあ、彼女ならそうでしょうね」

			「ん？　ああ、シランは真面目だからな」

			　一瞬、曖あい昧まいな言い方に首を傾げたおれは、続けて尋ねた。

			「これから行う契約だが、おれの身になにか問題が起こる可能性はあるのか？」

			「そこは安心していいわ。わたしとの契約は、ただパスを結ぶのとそう変わりないから。さっきも言った通り、エルフと精霊の契約と違って命の危険があるというわけでもないしね」

			「そうか」

			　それは、自分の能力について本能的なところで理解しているおれ自身の感覚とも、合致する見立てだった。

			　契約はできる。問題は生じない。

			　無理さえしなければ、ではあるが。

			　必要があれば躊躇ためらうつもりはないが、いまのところ、おれが自身を損なう理由はなかった。

			「それじゃ、準備もできたことだし、契約を結びましょうか」

			「ああ。やってくれ」

			　おれが頷うなずくのを確認して、『霧の仮宿』はこちらの右目の上に手をかざした。

			「これから同居人になるけれど、よろしくね、アサリナちゃん」

			「サマー」

			　アサリナが見守るなか、『霧の仮宿』のかざした掌てのひらから霧が湧き出て、それがそのまま魔法陣を形成した。展開された魔法陣は、縮小しながら右目に近付いてくる。反射的に目を閉じそうになるのを我慢して、おれは魔法陣を受け入れた。

			「うぐ……っ」

			　目の奥が疼うずくような感覚に、小さく呻うめき声をあげる。

			　思わず右目を押さえるおれに、『霧の仮宿』は満足そうに告げた。

			「契約成立よ」

			　――その宣言が、契機だった。

			　微ほほ笑えむ『霧の仮宿』の姿が薄れて消えていく。

			　同時に、おれたちのいるこの建物の輪郭もぼやけ始めた。

			　霧の異界が解けかけているのだ。

			「ご、ご主人様!?」

			　異変に気付いたリリィたちが部屋に飛び込んでくる。

			　そのときには、『霧の仮宿』の体はほとんど霧に変わっていた。

			「こ、これは……？」

			　困惑した様子のリリィたちは、今度こそ本当に、普段通りの姿になっていた。

			　この世にふたつとない大魔法によって書き換えられていた現実が、元に戻りつつあるのだ。

			「夢の時間は楽しんでもらえたかしら？」

			　目を白黒させるみんなに、『霧の仮宿』が微ほほ笑えみを向けた。

			「ああ、安心してね。詳しいことはあとで旦那様に訊いてもらえばいいけれど、この世界で現実になったあなたたちの望みは、それを望んだ当人しかきちんと覚えていないから」

			　みんなに言っておいて、おれに向けてウィンクする。

			　おれが全部覚えていることは、黙っておいてくれるらしい。

			　まあ、そのほうがいいだろう。どうなっているのか話を聞きたい相手もいるが、それだって、向こうから切り出してくれるのを待ったほうが自然には違いないのだから。

			「あ。そうだ、旦那様」

			　なにかを思い出した様子で、『霧の仮宿』が声をかけてきた。

			　もう透明になりかけている両手を、ぱんと合わせる仕草をする。

			「最後に、わたしにも名前をもらえないかしら？」

			　期待のこもった眼差しを向けられて、おれは少し思案した。

			「……そうだな」

			　いつか眷けん属ぞくが増えたときのために、いくつか用意してあった選択肢を脳裏に思い浮かべる。

			　そのなかのひとつを選んで、舌に乗せた。

			「サルビア、というのはどうだ？」

			「サルビア。……うん、いい名前ね」

			　頷うなずいた『霧の仮宿』――サルビアは、にっこりと笑った。

			　その姿が、空気に溶けるように消えた。
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			「これからよろしく、旦那様」

			　声だけが耳じ朶だを撫でて、同時に建物全体が霧に変わる。

			　その霧さえも瞬またたく間に晴れていき、朝日がおれたちを照らし始めた。

			　こうして３日間の霧の夢は醒さめて、おれは新たな眷属、『霧の仮宿』サルビアの契約者となった。

		

	
		
			　

			19　遠き地の転移者たち　～飯野優奈視点～

			　

			　真島たちと別れて３日後。

			　わたしは再び、ローレンス伯爵領はセラッタの土を踏んでいた。

			　真島孝弘がチリア砦とりでを襲しゆう撃げきしたモンスター使いの片割れだと、わたしに誤った情報を与えたルイスさんに会うためだった。

			　どうして嘘をついたのかと問い詰めたい……というよりも、会って話をしたいというのが本音のところだった。というのも、いまでもわたしは、義憤に拳を震わせていたルイスさんが嘘をついていたようには、どうしても思えなかったのだ。

			　わたしの目が節穴で、彼が詐さ欺ぎ師しの類だったのなら……まあ、許せないとは思うが、まだいいほうだ。あれが勘違いやすれ違いの結果だったり、あるいは、彼も誰かに騙だまされていたのだとしたら、それこそ悲劇だ。

			　なんにしても、会って話をしなければ始まらない。

			　もしも彼が、わたしの感じた通りの人物なら、話せばわかってくれることだろう。そうでなければ、ぶちのめすだけだ。そう思って、勇いさんでセラッタ砦の門を叩いたわたしだったが、結論から言えば、この意気込みは空振りに終わることになった。

			　およそ２週間ぶりのセラッタに、ルイスさんはいなかったのだ。

			　彼と一緒にいた、聖堂騎士のトラヴィスさんとも会えなかった。

			　代わりに応対してくれたローレンス伯爵によると、ふたりとも、すでにマクローリン辺境伯領から連れてきた領軍と一緒に、セラッタを発たったという話だった。

			　そもそも、ルイスさんがローレンス伯爵領にあるセラッタにいたのは、マクローリン辺境伯の名みよう代だいとして『チリア砦とりでから落ちのびてきた兵士たちの保護をするため』だった。その目め途どを立てるために、彼は各所に連絡を取っていた。そんなおりにセラッタを訪れたのが、わたしが樹海深部から救出したコロニー残留組の生徒たちを連れた、帝国第二騎士団だった。

			　帝国第二騎士団は、もともとチリア砦に駐留していた組織だ。ルイスさんはすぐに、チリア砦の兵士たちの保護を打診し、帝国第二騎士団はこれを受諾した。

			　その結果、やるべきことを終えたルイスさんとトラヴィスさんは、セラッタを離れた。これが１週間ほど前の話になるのだという。

			　ローレンス伯爵は、ルイスさんたちの向かった先を知らなかったが、ルイスさんが主人のもとに戻ったのだとすれば、その目的地はマクローリン辺境伯領の中心都市である、鉱山都市ヌルヤスだろう。余談だが、コロニー残留組20名余とチリア砦の生き残りを連れた帝国第二騎士団も、すでにセラッタを離れて帝都に向かったのだと聞かされた。

			　無駄足を踏んでしまったのかと、わたしはがっくりしてしまった。

			　しかし、ここでひとつ、思いがけない幸運があった。ローレンス伯爵から、探索隊のみんなが２日前からセラッタに逗とう留りゆうしているという話を聞くことができたのだ。

			　エベヌス砦とりでを出たみんなは、その北にある東域三国のひとつヴィスクムを経由して、西側のローレンス伯爵領に入って更に北上。帝都を目指す途中で、ここセラッタで一時滞在しているらしい。

			　すぐにわたしは、リーダーのところに案内してもらうように頼んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　久しぶりに顔を合わせたリーダーこと中嶋小次郎は、長旅の疲れもなく快活な笑顔を見せてくれた。

			「よく帰ったな、飯野。無事でなによりだ」

			　わたしを労いたわって簡単に話を聞いたあとで、彼は探索隊の主なメンバーに招集をかけた。

			「ことの重要性を踏まえると、情報は共有しておいたほうがいいだろう？」

			　というリーダーの意見は、もっともなものだった。わたしはリーダーと一緒に、セラッタ砦とりでの一角にある会議室で、招集をかけられたメンバーが全員揃うのを待った。

			「あ、久しぶりー。優奈先輩っ！」

			　騒々しくも部屋に入ってきたのは、やや小柄な女の子だった。

			　元気そのものの笑顔に懐かしさを覚えながら、わたしは彼女に挨あい拶さつを返した。

			「久しぶり、葵あおいちゃん。元気にしてた？」

			「もちっす。先輩も元気そうですねー。エベヌスで会って以来ですから、半月ぶりになります？」

			　くりくりした目と、短めのポニーテールが可愛かわいい彼女は、名前を御み手た洗らい葵あおいという。いつも明るくて元気な女の子だけれど、これでも『剛腕白雪』の二つ名を持つ、探索隊の幹部だ。

			「石いし田だくんも久しぶりね」

			「……うす」

			　葵ちゃんのうしろにいた大柄な男子生徒が、短く応えた。

			「お元気そうでなによりです」

			　彼の名前は、石いし田だ哲てつ男お。朴ぼく訥とつな顔立ちをしていて、背丈が高く、体が大きい。多分、１９０センチくらいあるだろう。以前見たときより更に背が伸びているような気がして、成長期の男の子ってすごいな、と素直に思った。

			　気は優しくて力持ちを絵に描いたような彼もまた、『堅けん忍にん不ふ抜ばつ』の二つ名を持つ探索隊の幹部だ。コロニーでは、『剛腕白雪』の葵ちゃんとふたりで一年生のチート持ちコンビとして有名だった。なんでも小学校時代からの付き合いだそうで、元の世界にいた頃から仲が良い。男女のお付き合いはしていないようだが、まあ、親密な関係であることは間違いないだろう。

			　いまもふたりは並んで、空あいている席についた。早速、葵ちゃんがわたしになにか話しかけようとする素そ振ぶりを見せる。けれど、その前に冷ややかな声があがった。

			「遅かったですね、御手洗さん、石田くん？」

			　声の主は、探索隊でリーダーの補佐をしている栗くり山やま萌もえ子こさんだった。

			　ノンフレームの眼鏡の下から、一年生ふたりに冷ややかな眼まな差ざしが向けられる。

			「……すいません」

			「む。仕方ないじゃないっすか。わたしたち、今日はお休みだったんですし」

			　幼馴染のふたりは、対照的な反応を見せた。

			「寝てたところ叩き起こされたんですよ。いろいろ支し度たくだってありますし、これでも急いで来たんですから」

			「休日だからといって、昼過ぎまでだらだらと寝ていたのですか？」

			「あー、お説教は聞きたくないっすー」

			「……葵」

			　両耳を手で押さえる葵ちゃんを、石田くんが窘たしなめる。

			　ふたりもそうだが、栗山さんも変わりなく元気そうだ。

			　元気な姿が見られて安心半分、矛先を向けられたくないなあという思い半分で、彼らのやりとりを見守っていると、そこに口を挟む声があがった。

			「全員集まったことだし、そろそろ始めたほうがいいんじゃないかな？」

			　にこやかな笑顔を浮かべてそう言ったのは、眼鏡をかけた少し痩やせぎすな少年だった。

			「みんな忙しいんだから。ねえ、飯野さん。きみもそう思うよね？」

			　穏やかな調子で言って、こちらに水を向けてくる。

			「……そうね」

			　返した声に、ほのかに苦笑いの気配が混じった。

			　こちらも相変わらずだなと、わたしは眼鏡の少年を見返す。彼は名前を、岡おか崎ざき琢たく磨まといった。わたしと同じ二年生で、『万能の器』の二つ名を持っている。この場にいる幹部メンバーのなかでは、葵ちゃんの次くらいに、わたしに声をかけてくることが多い人物だった。

			　……というか、彼の場合、女の子によく声をかけているというほうが正しいのだけれど。

			　女の子の間でも特に手を出されたとかいう話は聞かないし、親切な人ではあると思うのだが、わたしはちょっと彼のことが苦手だった。

			　渡辺くんなんかは、はっきりと毛嫌いしていたっけ、と思い出す。

			　きっと、チームを組む女の子に対する保護者意識みたいなものが働いていたのだろう。「飯野さんに気安く声をかけるな」とかなんとか渡辺くんが噛みつくと、やれやれと岡崎くんは肩をすくめていたものだった。そうした態度が、また渡辺くんの癇かんに障さわったのだろう。けれど、「そんなの知ったことじゃないよ」というのが岡崎くんのスタンスなので、ふたりの間にある溝が埋まることは永遠になかった。

			　岡崎くんを追い払ったあと、渡辺くんはいつも十文字くんに愚ぐ痴ちを言っていた。

			　ちょっと辟へき易えきした様子を見せながらも「お前の気持ちはわかるが落ち着け」と、なぜかわたしのことをちらちら見ながら、十文字くんが返していて……。

			　……やめよう。

			　胸が痛くなる思い出だ。

			「中嶋さんも、なんか言ってやってくださいよ」

			　続いて岡崎くんは、リーダーにも声をかけた。

			「え？　おれか？」

			　リーダーは目を丸めた。話を振られるとは思っていなかったらしい。

			　軽く首を傾げると、あっさりと返した。

			「って言われてもなあ。いいんじゃないの、別に」

			　いかにもリーダーらしい物言いだった。

			「喧けん嘩かも言い合いも、好きなだけすればいいさ。仲間なんだから。なあ、萌子」

			「いえ？　わたしは、隊長にはもう少し、隊のみんなに規律を保つように促うながしてほしいと考えていますが？」

			「……聞く相手を間違えた。なあ、いいよな。窪くぼ田た、島しま津づ？」

			　リーダーが、ここにいる最後のふたりに顔を向けた。

			「ここでおれに振るなよ、リーダー」

			「……さあ。好きにしたらいいんじゃないの」

			　親愛のある呆れた様子で返したのが窪くぼ田た陽よう介すけさん。

			　対照的に、クールに返したのが島しま津づ結ゆ衣いさん。

			　両方ともリーダーと同じ三年生で、長髪の窪田さんは『多重存在』、物静かな美人の島津さんは『妖精の輪』の二つ名を持っている。

			　ここにいる７名に加えて、コロニーに残った『闇の獣』の轟とどろき美み弥や、『絶対切断』の日ひ比び谷や浩こう二じ、わたしがいない間に探索隊を離れた『疾しつ風ぷう怒ど濤とう』の柚ゆず木き園その瑠る衣い、『竜人』の神じん宮ぐう司じ智とも也やの４名が、かつてコロニーを守っていた探索隊の幹部メンバーだった。

			　数は減ってしまったけれど、変わらないものもある。

			「みんな、冷てぇなぁ……」

			　ぼやくリーダーを見て、みんなが笑った。

			　探索隊は、上下関係の厳しい組織というよりも、寄り合い所帯的なところが大きかったので、コロニーにいた頃も、こんなふうにリーダーがピエロを演じるシーンは多々あった。懐かしさを覚えながら、わたしがやりとりを見守っていると、リーダーが視線を向けてきた。

			「さて。あまり雑談ばかりしていると、萌子に怒られるな。飯野。話をしてくれるか」

			「はい」

			　どこか抜けたリーダーの言動のお陰で、部屋の空気は穏やかなものになっている。

			　みんなが良い雰囲気で耳を傾けたのを確認して、わたしは探索隊から離れている間に自分が知ったことを語り始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「話を纏まとめるぞ」

			　一通りわたしの話を聞き終わったところで、リーダーがみんなの注意を集めた。

			「チリア砦とりで襲しゆう撃げきの犯人である工藤陸は潜伏中。もうひとりの容疑者だった真島孝弘は、当人や同行していたチリア砦の人間の証言から、チリア砦の襲撃には無関係と思われる。ただし、真島は探索隊への合流や協力を拒否した。また、高屋純は獣になってしまい、行方不明。安否の確認は取れていない……」

			「このあたりについては、わたしたちに早急にできることはなさそうですね？」

			「萌子の言う通りだ。となれば、優先して対応すべき懸けん案あん事じ項こうはひとつに絞られる……」

			　リーダーは難しい顔をして、その名を口にした。

			「……『天の声』か。事実だとすれば、厄やつ介かいだな」

			「チリア砦襲撃事件で暗あん躍やくしていた能力者ねえ。実際、そんなのいるのかよ？」

			　窪田さんが顔を顰しかめた。

			「ちょっとおれは、信じられないんだけど」

			「おれもそう思わなくもないが、複数の証言があるわけだからな。情報の信しん憑ぴよう性せいは高いだろう」

			「だけどなあ、おれたちの身内に、そんな奴がいるなんて……」

			「すでに『身内』にはいないかもしれませんよ？」

			　なかなか信じられない様子の窪田さんに、栗山さんが可能性を指摘する。

			「まだエベヌス砦とりでにいた頃、我々から離れて行った者がたくさんいるでしょう？　彼らのなかにいたという可能性もあるのではありませんか？」

			「ああ。それはありえますね」

			　三年生同士の会話に、岡崎くんが口を挟んだ。

			「というか、その可能性は高いでしょうね」

			「うん？　岡崎、どうしてそう思うんだ？」

			「簡単なことですよ、中嶋さん。ぼくたちは強力な戦闘力を持っていますが、それは探索隊の外での話です。探索隊には、同格かそれ以上の力を持つ人間がたくさんいます。そんなところにいつまでも留まっていれば、見付かってしまった時点で終わり。逃げることはできません。ああ、『韋い駄だ天てん』ほど足が速ければ別だけどね」

			　最後のところで、ちらりとわたしに視線をくれてから、岡崎くんは説明を続けた。

			「余程の馬鹿でもない限り、『天の声』の情報が、いずれ探索隊まで伝わることは、最初から目に見えていたはずです。情報が来てから逃げ出せば、自分が『天の声』だと言っているようなもの。となれば、あえて危険な場所に留まる理由もない。『天の声』は、情報が伝わる前に探索隊から逃げ出したと考えるのが妥当でしょう」

			「なるほど。一理あるな」

			　リーダーが頷うなずく。岡崎くんは得意そうな顔になった。

			「そうなると、あのときに離れて行った人間は、みんな『天の声』とグルだったのかもしれません。『天の声』が探索隊を離れても不自然にならないような状況を、力を合わせて作り上げた可能性も出てきますね」

			「……おい、岡崎」

			　窪田さんが会話に口を挟んだ。苦々しい口調で言う。

			「なんだその言い方は。離れて行ったとはいえ、仲間だぞ」

			「ええ。ぼくだって、疑いたくなんてありません。だけど、そういう可能性もありますよね？　ぼくたちは、あらゆる可能性を考えて備えるべきだと思います」

			　滔とう々とうと語る岡崎くんを見て、窪田さんは渋い顔をしていた。

			　わたしには、窪田さんの気持ちがわかる気がした。

			　確かに、可能性という話をしてしまうと、皆無だという証拠はない。

			　あらゆる可能性に備えるべきだ、というのも正論ではある。

			　とはいえ、第一次遠征隊に参加した１４０名ほどのメンバーのうち、離れて行った半数にも昇る人間が裏切り者だったなどとは考えられないし、考えたくもない。

			　探索隊を離れたとはいえ、彼らもかつては背中を預け合った仲間なのだ。

			　なかには、仲の良い人だっている。当然、彼らを十じつ把ぱ一ひと絡からげに悪く言われれば、誰だって腹も立つ。気分を害した様子を見せなかったのは、岡崎くんと同じ意見らしい栗山さんと、立場上、そうした感情を表に出すことのないリーダーくらいのものだった。

			　そもそも、可能性が皆無とは言えないだけで、それだけの人数が裏切っていたとはさすがに考えづらい。現実的に考えて、第一次遠征隊に参加した人間の過半数に声をかけていたのなら、どこかで『天の声』の情報が漏れていてもおかしくないはずだ。

			「ありがとう、岡崎。そうした可能性がありえることは頭に入れておこう」

			　わたしと同じことを考えたのか、穏便な形でリーダーが話を引き取ると、岡崎くんは小さく吐と息いきをついて引き下がった。

			　代わりに、栗山さんが口を開いた。

			「しかし、隊長。どうしましょうか。次々と問題が出てきますね？」

			「ああ、そうだな。対応をきちんと考える必要がある……」

			　リーダーは、顎あごに手を当てて思案顔になった。わたしは首を傾げた。

			「次々と？　それって、どういうことですか？」

			　こちらを向いたリーダーに尋ねる。

			「ひょっとして、わたしの持ち込んだ話以外に、なにかありました？」

			「ああ。実は、おれたちがセラッタにいるのは、その件があったからでな。事実関係はまだ不明瞭だが、いくらか情報が集まったことだし、そちらもこの機会に話をしておこうか」

			　そういえば、とわたしは思い出した。

			　探索隊がセラッタに到着したのは２日前のことだと聞いている。すぐにセラッタを出ることがなかったのは、なにか問題があって、その情報を収集していたかららしい。

			　こうしてみんなが集められたのも、わたしの話を聞くためだけではなかった、ということだ。

			「事情を知らない飯野がいるから、最初から話そう」

			　リーダーはそう前置きしてから、話を切り出した。

			「どうやらな、おれたちの偽物が出ているらしいんだ」

			「は？」

			　わたしは、変な声をあげてしまった。

			「探索隊のですか？」

			「というか、転移者のだな。『偽勇者』とでもいうべきか……おれたちがエベヌス砦とりでに辿り着いてから２ヶ月半。そろそろ、この世界の人間たちの間に、新しい転移者が現れたっていう話は浸透しつつある。おれたちが、過去に例のない人数、現れたってこともな」

			「帝都への招集を受けず、長い間、樹海にいたことも知られていますね？」

			　リーダーの説明を、栗山さんが補足する。

			「エベヌス砦とりでに滞在していた最後のほうは、遠路はるばる挨あい拶さつに訪れる貴族がひっきりなしでした」

			「ああ。エベヌス砦に近接しているヴィスクムからは、王族もやってきていたな。応対が大変だった」

			「それは隊長の仕事ですから」

			「……まあ、そういった状況だから、おれたちの動向は注目されているわけだ」

			　すげなくされたリーダーが、わたしに向き直った。

			「当然、２ヶ月前からエベヌス砦をばらばらに出て行った奴らがいることも知られている」

			「彼らの偽物が出ているということですか？」

			「状況的には、そうなんだろうな。これは、２日間の情報収集の結果わかったことだが、どうも偽勇者が出たのは、マクローリン辺境伯領やローレンス伯爵領の東にある、いくつかの貴族領が固まった地域だってことだから」

			「えっと……？」

			「探索隊を抜けた奴らのうち、かなりの数がそのあたりに向かったらしいんだよ」

			　……なるほど。

			　探索隊から脱退したメンバーが主に向かった地域で、偽勇者が出ているということか。

			　不愉快な話ではあるが、そのあたりに勇者がいると知られているなら、勇者の偽物が現れるのもわかる話だった。

			「あのあたりには、割と小さめの領地を持つ貴族が多いんだが、彼らはかなり早い段階で、おれたちにコンタクトを取ってきていた。土地が近いからエベヌス砦とりでに縁故が多くて、情報が早く伝わったんだな。早い奴は、おれたちがエベヌス砦に着いて１週間後には挨あい拶さつに来ていた。主な貴族だけでも、ハクスリー伯爵、バン子爵、ディクソン子爵、コッパード伯爵、ハバード子爵……そうした貴族たちに声をかけられたって奴がけっこういる」

			「あ。わたしもー」

			「おれもだ。島津もだろう？」

			「……まあね」

			　この場にいる幹部メンバーも、何人か声をあげた。

			「優奈先輩は、その頃、もうチリア砦に向かってましたっけ？」

			「そうね」

			　葵ちゃんの言葉に、わたしは頷うなずく。

			「けっこう熱烈でしたよ。優奈先輩ってば美人ですし、いたらイケメンの青年貴族に求婚されてたかもしれないっす」

			「さすがにそれはないんじゃないかな……」

			　苦笑いしたわたしに、岡崎くんが「そんなことはないよ」と言った。

			「ぼくも、さる貴族の方に『娘の婿むこにほしい』と言われたからね。もちろん、一度も会ったことのない人間と結婚することなんてできないと断ったけれど」

			「そ、そんなことが……？」

			「勇者という存在は、この世界では本当に特別なものということだろうな」

			　言葉を失ったわたしに、リーダーが重々しい口調で言った。

			「それに、帝国南部の貴族には、モンスターの被害に悩まされている者も多いらしい。古くから開拓が進んでいる北部と違って、『昏くらき森』もたくさん点在しているし、そこをねぐらにするモンスターの数も多いからな。ひとくちに貴族と言ったところで、マクローリン辺境伯やローレンス伯爵みたいに広い領土と強い力を誰もが持っているわけじゃない」

			　物憂げに、リーダーは溜め息をついた。

			「普通、勇者はすぐに帝都に向かうだろ？　そこから先は、サポートをしてくれる聖堂騎士団と一緒にいることが多いし、帝都から遠く離れた帝国南部貴族では、なかなか接触を持つのも難しい。そんな状況で、おれたちは帝都から遠く離れたエベヌス砦とりでに滞在していたわけだ。どうしたって『昏くらき森』は、勇者の力なしには開拓できないわけで、実際にそこで被害が出ている以上、後回しにされたくないと必死になるのを自分勝手だとは言えないさ」

			「それでみんな、頼られて探索隊を離れていったんですね」

			「もちろん、樹海を抜けた時点で、あとは勝手にやらせてもらうと抜けていった奴もいるけどな。そうじゃない奴らも多かったって話だ。ともあれ、偽勇者の噂話はそいつらが向かった、そのあたりの地域で流れている。さすがにセラッタだと現地から離れ過ぎていて、これ以上のことはわからなかったけどな」

			「状況は理解しました。説明ありがとうございます」

			　わたしが礼を言うと、リーダーは気にするなと手を振った。

			「情報は共有しておかないとな。さて。これから探索隊として、どう動くかだが……」

			　リーダーは顎あごに手を当てて、思案げな顔を見せた。

			「まず対処すべきは、やはり『天の声』だろうな。残念ながら、おれに有効な手立ては思い付かないけど……なにか意見のある者はいるか？」

			　この場の全員に尋ねる。

			　チリア砦とりでの襲しゆう撃げきでも、高屋くんの暴走でも、裏で動いていた厄やつ介かいな相手だ。

			　そんな簡単に対策が打てるはずがない。

			　普通なら、そうだっただろう。

			　だが、ここにいるのは、本来なら世界にひとりかふたりしかいないチート能力者で構成された、探索隊の幹部メンバーだ。

			「リーダー」

			　手を挙げたのは、岡崎くんだった。

			「『天の声』ですが、どうにかなると思いますよ」

			　彼の発言に、小さく息を呑む音があがった。

			「本当か」

			「ええ。少なくとも、探索隊内にまだいるかどうかは燻いぶり出せます」

			　確認を取るリーダーに、岡崎くんが答える。自信のうかがえる声だった。

			「詳しく話してくれ」

			「はい」

			　リーダーが言うと、岡崎くんは立ち上がった。

			「飯野さんの話では、『天の声』は、遠隔地にいる相手と会話可能な精神感応の魔法を扱える能力者だということでした。超長距離を越えて思念を伝える能力は、確かに驚異的です。しかし、それもまるで制限なしというわけではありません。どのようなかたちであれ、そうした能力というのは対象との間に『繋がり』が必要になります」

			「繋がり？」

			「どこにいるともわからない人間に、ボールを投げてぶつけることはできないでしょう？　それと同じことですよ。対象の居場所がわからないと、思念を届けることなんてできません」

			　リーダーの疑問の声に、たとえ話を交えつつ、岡崎くんが答えた。

			「現に『天の声』は、行ったこともないだろうチリア砦とりでまで思念を送っています。それは、予あらかじめ対象との間に繋がりを作っておいたからこそできたことです。言い換えれば、そうした特別な繋がりを保持している人間こそが『天の声』の容疑者ということになります」

			「待て。どうしてそんなことがお前に……いや。そうか、そういうことか」

			　なにかに気付いた様子で、リーダーが目を細めた。

			「岡崎。お前は『天の声』と同じことができるのか？」

			「できますよ」

			　当たり前のことのように、岡崎くんは答える。それについて、どういうことかと尋ねる人間はこの場にはいない。岡崎くんは得意げに続けた。

			「だから、それがどういうものかもわかるというわけです。あ。もちろん、ぼくは『天の声』なんかじゃないですけれどね」

			「安心しろ。おれも、お前がそんなことする奴だとは思っていないよ」

			　これについては、わたしも同感だった。

			　岡崎くんが仮に『天の声』なら、この場では黙っているだろう……という常識的な判断もあるし、彼の性格を知っているからこそ、『天の声』ではありえないだろうなとも思う。

			　十文字くんや高屋くんに接触したとき、『天の声』は彼らの心の弱いところに付け込んでいる。言ってはなんだが、この岡崎くんに、そういう繊細なことができるようには思えない。他にも同じことを考えている人はいるらしく、葵ちゃんなんかは生温かい目で岡崎くんを見ていた。

			「岡崎。ひとつ質問がある」

			　口元に指を当てて考え込んでいたリーダーが尋ねた。

			「お前が言ったその繋がりというのは、第三者にも見極められるものなのか？」

			「はい。ただし、『見極める』というより、『繋がりがあるかどうかを感じ取る』と言ったほうが正確ですけどね。握手でもすればわかると思います。まあ、実際には繋がりを一方的に作られている可能性もあるので、『多方面に複数の繋がりを保持している人間』が、『天の声』の容疑者ということになりますね」

			「待てよ、岡崎。その繋がりを全部切られてしまえば、おしまいなんじゃないのか？」

			　岡崎くんがリーダーの質問に答えると、窪田さんが口を開いた。

			「大丈夫ですよ、窪田さん。繋がりの痕こん跡せきは、しばらく残ります。さすがに１ヶ月も経てば消えるでしょうが、即座にどうこうできるものではありません。また、仮にそうして逃げられたとしても、『天の声』は無力化されたことになります。繋ぎ直すのに、改めてまた対象に接触する必要がありますからね」

			「その見分け方というのは、他の人間にも覚えられるのですか？」

			　今度は栗山さんが質問した。

			　岡崎くんは少し考えてから頷うなずいた。

			「そうですね。ある程度、魔法が得意ならどうにかなると思いますよ。もちろん、この場合の得意というのは、ぼくたちチート持ちのなかでの基準での話ですけど」

			「だったら……隊長」

			　ノンフレームの眼鏡の下の目が、リーダーを映した。

			「あなたが覚えるのがいいのではありませんか？」

			「おれか？」

			「あ。わたしもそれがいいと思いますー。リーダーなら角かど立たたないですし」

			　葵ちゃんも賛成の意を示した。

			「そうね、それがいいと思う」

			　わたしも同意した。

			　岡崎くんがやったら角が立つのだけは目に見えている。

			　だったら誰がやるかとなれば、リーダー以上に適切な配役はなかった。

			「わかった。おれがやろう。……また仕事が増えたな」

			「仕方がないことと呑み込んでください」

			　ぼやいたリーダーに、仕事を振った張本人である栗山さんがつれない口調で言った。

			「『天の声』とか名乗ったふざけた人間を捕まえるためです」

			「ふざけた……」

			　つぶやいたリーダーは、微妙な顔をしていた。正体不明の精神感応能力者が、恐らくは便宜上名乗ったのだろう『天の声』という呼称だが、割と好みだったのかもしれない。

			　実は、探索隊メンバーの二つ名の大半を付けたのは、リーダーだったりする。リーダー自身の『光の剣』はさすがに違うが、「モンスターと戦うためには、みんなの先頭に立って戦い、集団の柱となれる人間が必要だ。そのためには箔はくを付けないといけない」とかなんとか言って、リーダーは探索隊の主なメンバーに二つ名を付けたのだ。確かに一定の効果はあったのだけれど、半分くらいはリーダーの趣味だったのではないかと、いまでもわたしは疑っていた。

			　ともあれ、一番の懸案事項だった『天の声』への対処の方針が定まったのは幸いだった。

			　とはいえ、まだ他にも決めなければならないことがある。

			「あとのふたつ……工藤陸と偽勇者の件については、どうしますか？」

			　わたしが尋ねると、リーダーは表情を改めてこちらを向いた。

			「考えていたんだが、マクローリン辺境伯を訪ねようと思う」

			　リーダーの返答は、わたしの表情を硬くさせるものだった。

			「どうにも真島孝弘の件が引っ掛かっていてな」

			「……真島の、ですか？」

			「ああ。飯野の話だと、辺境伯と真島との間に面識はないんだろ？　それなのに、飯野に嘘の情報を流したのだとすれば、辺境伯は真島という個人ではなく、転移者って存在そのものに対して、敵意を持っている可能性がある。そのあたり把は握あくしておいて、必要なら対処したい」

			「なるほど」

			　わたしが納得して頷うなずくと、リーダーは付け加えた。

			「ま。その真島孝弘個人が辺境伯に敵意を持たれているなら、力になってやりたいというのもあるけどな」

			「え？　どうしてリーダーが？」

			　わたしの知る限り、リーダーと真島との間に交流はないはずだ。

			　固有能力持ちではあるものの、真島は探索隊のメンバーというわけでもない。

			　それどころか、真島は探索隊を警戒しているふしがある。はっきりと敵対しているわけではないが、『天の声』を抱えている可能性の高い探索隊のことは、潜在的な敵と見み做なしているのが実情だろう。そんな相手を、リーダーが気にかける理由がわからなかった。

			「ひょっとして、あいつと知り合いだったんですか？」

			「いや。そういうわけじゃない。単におれが、一方的に興味を持っているってだけの話だ」

			　わたしは思わず、大きく顔をしかめてしまった。

			「真島に、興味……？」

			「ああ。コロニーを逃げ延びて、モンスターと一緒に樹海を生き延びてきたんだろ。たいしたもんじゃないか。機会があれば、ぜひとも話をしてみたいもんだね。……って、飯野。お前、なんて顔してんだ」

			「……別に。なんでもありませんけど」

			　わたしは、リーダーから視線を逸そらした。

			　思い出した。この人はこういう人なんだった。

			　見るべきところのある相手には好意的で、肩入れすることを厭いとわない。

			　それにしても、あんな奴に興味があるなんて趣味が悪い……。

			「優奈先輩。優奈先輩。女の子の顔してないっす。怖いっす」

			　葵ちゃんから、なんか酷ひどいことを言われた。

			　わたしが頬ほおを両手で揉みほぐしている間に、リーダーは話を進める。

			「もうひとつは、辺境伯に偽勇者や工藤の問題への対応を求めるためだ。もちろん、これはおれたちに対して変なことを考えていないのなら、だが……辺境伯は帝国南部でも指折りの大貴族だ。工藤の件にせよ、偽勇者の件にせよ、対応してもらえるならありがたい」

			「確かにそうですね」

			　栗山さんが同意を示した。

			「鉱山都市ヌルヤスなら、帝都に向かう途中で寄ることも可能ですから、都合もよろしいかと」

			「そういうことだ」

			　リーダーは頷うなずいて、その場のみんなを見回した。

			「この件について、他になにか意見のある者はいるか？」

			　手は挙がらない。異論はないようだった。

			　わたしとしても、探索隊の方針はこれでかまわないように思える。

			　思えるが……。

			　リーダーの目が、ひとりひとりの顔を確認するように、ぐるりとメンバーを巡っていく。

			　わたしのところで、一瞬、その視線がとまった。

			「……？」

			　端整な顔に、ほんのわずかに怪け訝げんそうな色が浮かんだ。

			　しかし、すぐに視線は次に移る。

			　最後のひとりまで見回すと、リーダーは口を開いた。

			「それじゃあ、いまの方針でおれたちは動くことにする」

			　こうして探索隊のこれからの行き先が決定されたのだった。

		

	
		
			　

			20　韋い駄だ天てんの向かう先　～飯野優奈視点～

			　

			　会議が解散したあと、与えられた部屋に戻ったわたしは、しばらくベッドで横になって天井を眺めていた。

			　そのまま、どれだけの時間が経っただろうか。

			　よし、と声をあげて身を起こすと、わたしは部屋を出た。

			　向かったのは、リーダーの部屋だ。

			　応対に出てくれたリーダーは、わたしの顔を見ると、整った顔に笑みを浮かべた。

			「来ると思っていた。まあ、入れよ」

			　部屋に通される。

			　ひょっとしているかもしれないと思ったが、栗山さんの姿はなかった。少しほっとする。

			「しかし、千せん客きやく万ばん来らいだな」

			　扉を閉めたリーダーの言葉にふと視線を巡らせれば、テーブルの上に、ふたり分のカップが置いてあった。

			「誰か来ていたんですか」

			「岡崎の奴がな」

			　リーダーはわたしに席を勧めると、人を呼んでカップを片付けさせた。

			　わたしはリーダーと差し向かいでテーブルにつくと、口を開いた。

			「岡崎くん、なにか用事でもあったんですか？　ひょっとして、『天の声』についてなにか？」

			　早くも進展があったのだろうか。そう思って尋ねてみたが、リーダーは首を横に振った。

			「いや。期待しているとこ悪いが、そっちは関係ない。あいつは、今後の探索隊の方針について、ちょっと意見を言いに来たんだよ」

			「意見ですか？　……あ。聞いたら問題あることならいいですけど」

			「別にいいよ。隠すようなことでもない。みんな知っていることだしな」

			　気を遣う必要はないとばかりに、リーダーは手を振った。

			「岡崎は探索隊が帝都に向かうことに関して反対しているんだよ」

			「そうなんですか？」

			「ああ。正確に言えば、聖堂騎士団と合流するのに反対してる。合流してしまえば、当然、聖堂騎士団……というか、聖堂教会から、ある程度の行動の制約を受けることになるだろ？　それだけのメリットがあるのかっていうのが、岡崎の意見だな」

			「確かに、いまほど自由には動けなくなるとは思いますけど……別に、それはデメリットにはならないんじゃないですか」

			　もちろん、一方的に命令されたり、強制されたりするなら問題だが、そうでないなら、ある程度は我慢する必要はある。人間関係のしがらみというのは、そういうものだ。

			「飯野の言ってることは正しいよ。ただ、岡崎の言い分にも聞くべき部分がないでもない」

			「というと？」

			「あいつは探索隊を離れていった奴らのことを、殊ことのほか警戒しているみたいなんだよ」

			「っ、まさか！　彼らが敵に回るって言ってるんですか？」

			「安心しろ。おれはそんなふうに考えてない。そもそも、敵対する理由がないしな。ただ、おれたち探索隊に対抗できるのは、同じ一騎当千の力を持つチート持ちだけというのは事実だ。その事実を、岡崎は警戒してるのさ。この世界の人間である聖堂騎士団と一緒に行動をすると、自由に動けなくなってしまって、いざというときに危険だってな。前々から似たようなことは言っていたんだが、『天の声』のこともあって、ますます警戒しているみたいだな」

			　そういえば、先程の話し合いでも、探索隊を出ていった人たちに対して、岡崎くんは辛しん辣らつな態度だった。あれは、そうした事情があってのことだったのだ。

			　リーダーは両手の指をテーブルの上で組んで、天井付近に視線を彷徨さまよわせた。

			「まあ、さっきも言った通り、岡崎の言いたいことはわからなくもない。ただ、どうなんだろうな。おれにはどうにも、少しずれているようにも思えるよ。一騎当千という言葉がどういうことなのか、あいつがきちんとわかっているならいいんだが」

			　半分は独ひとり言ごとだったのだろう。どういうことだろうか、というわたしの疑問の視線に気付くことなく、リーダーは溜め息交じりに言った。

			「そもそも、みんな自分自身の能力について、きちんと理解できていると言えるのかね。おれは、そこの部分が疑問だし、危ういと思うし、もったいないとも思うよ」

			「理解……ですか？」

			　視線を戻したリーダーは、力強く頷うなずいてみせた。

			「ああ。そうだ。みんなの力は、もっともっと、素晴らしいもののはずなんだ。それこそ、おれの『光の剣』なんて、目じゃないくらいのな」

			「それは……さすがに、ちょっと言い過ぎじゃないですかね」

			　わたしは苦笑してしまう。

			　探索隊リーダー、中嶋小次郎の『光の剣』は、間違いなくこの世界に現在いるチート能力者の固有能力のなかで、最強の力のひとつだ。

			　わたしは、少なくとも一対一の白はく兵へい戦せんなら、探索隊でも最高クラスの戦闘能力を持っている自負がある。それでも、リーダーと一対一で戦って勝てるかといえば微妙だ。

			　それくらいに、リーダーの力は卓抜したものがある。

			「誰でもリーダーに勝てるはずっていうのは、無理がありますよ」

			「そんなことはないぞ、飯野」

			　リーダーはかぶりを振った。

			「飯野がおれに敵わないと思うなら、それは、自分の能力をきちんと発揮できていないからだ。真島の話だと、転移者の力っていうのは、その人間の望みに起因したものなんだろう？　自分の望みを把は握あくして、より強く望み、そうして得た力を正しく理解すれば、おれと同程度にはなれるはずだ」

			「そう……なんですかね」

			　確信を込めて断言されてしまい、気付けばわたしは相あい槌づちを打っていた。不思議なもので、リーダーにそう言われると、そんなものなのかなと思ってしまうのだ。この人には、そう思わせる力がある。それはきっと、彼が誰よりも仲間の可能性を信じているからなのだろう。

			「……話が逸それたな」

			　と、リーダーは我に返った様子でつぶやいた。

			　熱く語ってしまったのが恥ずかしかったのか、頬ほおを掻かく。

			　そこでタイミングよく、さっきカップを片づけた使用人がやってきて、新しいお茶を準備してくれた。ふたり、お茶で口を湿らせる。

			「ええっと……それで、飯野もおれに意見を言いに来たんだよな」

			　気を取り直した様子で、リーダーが話を切り出してきた。

			「いいぞ。なんでも言ってくれ」

			「あ。いえ。違います」

			　話を聞く態勢になったリーダーに、わたしは両手を振ってみせた。

			「わたしは意見を言いに来たわけじゃありません」

			「遠慮することはないんだぞ？」

			　リーダーは怪け訝げんそうな顔をした。

			「みんなで話し合ってるときから、なにか言いたいことがあったんだろ？」

			　そのあたりは見抜かれていたらしい。けれど、そうしていた理由は、少し違っていた。

			「はい。ですけど、別に探索隊の方針について、反対とかじゃないんです」

			　マクローリン辺境伯のところへ寄って、彼の真意を質したあとで、可能であれば問題への対応を頼んで、帝都へ向かう――探索隊の行動指針としては、これ以外はないようにわたしにも思えた。リーダーの立てた方針に異論はない。

			「ふむ。じゃあ、なんだ？」

			「探索隊の方針ではなく、わたしの個人的な行動について、リーダーに許可をもらいたくて」

			「ほう」

			　少し興味を惹ひかれた様子で、リーダーは相あい槌づちを打った。

			「というと？」

			　ほんの一瞬、わたしはそこから先を口に出すことを躊躇ためらった。

			　自分は勝手なことを言おうとしているのではないか、という疑問が脳裏に過よぎったのだ。

			「――」

			　そのとき、不意に思い出されたものがあった。

			　真面目そうな容よう貌ぼうの少年と、口にされた言葉――反射的に、わたしは唇を引き結んだ。

			　あとは、もう滑らかに口が動いていた。

			「わたしは、探索隊を抜けたメンバーが向かった地域に行こうと考えています」

			　リーダーは目を細めた。

			「詳しく聞かせてもらえるか」

			「はい」

			　頷うなずいて、わたしは自分の考えを語り始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　明くる日のこと。旅支度を整えたわたしのもとに、葵ちゃんと石田くんがやってきた。

			「ねえ、優奈先輩。本当に行っちゃうんですか」

			　葵ちゃんは、不満そうな顔を隠そうともしなかった。

			「折角、合流できたのに……」

			「昨日、リーダーが理由は話してくれたでしょ？」

			　荷物を確認しながら、わたしは答えた。

			「みんなと一緒に行ったら、わたしの速度を活かせない。わたしなら、偽勇者について現地で調査をしてから、ヌルヤスでみんなと合流することもできるはずだからね」

			「それはそうっすけど……わざわざ、現地まで行く必要があるんですか？」

			「いまのままだと、ちょっと情報が少な過ぎる気がするのよ」

			　そこが、引っ掛かっているところだった。

			「偽勇者を見付けられるとまでは思わないけど、現地なら詳しい話を聞けるでしょう？」

			「そりゃまあ、そうなんですけど……」

			　葵ちゃんは、どこか腑ふに落ちない様子だった。

			「なんか、優奈先輩、変わったっすね」

			「そう？　どこが？」

			「なんだか思慮深くなった感じがします」

			「……それって、わたしが前は、猪ちよ突とつ猛もう進しんだったって言ってる？」

			「い、言ってないっすよ？　違うっす」

			　わたしがジト目で見ると、葵ちゃんは両手を振って誤ご魔ま化かし笑いをした。

			「ただ、真島先輩ってのとなんかあったのかなーと思ったり？」

			「……なんで真島？」

			「いや。だって、飯野先輩、真島先輩を追っていったんですよね」

			「別に。わたしは……」

			　言いかけたわたしの脳裏に、男の子の声が過よぎった。

			　――お前はもう少し考えて行動しろ。この馬鹿。

			　――ただでさえ、お前のスピードには誰もついていけないんだ。たまには立ち止まって、よく考えろ。馬鹿。

			「……関係ないわ」

			　そうだ、関係ない。

			　断じて。わたしはあんな奴に、影響なんて受けていないのだ。

			「優奈先輩。だから顔怖いですってば」

			　わたしは頬ほおを押さえた。むっと眉を寄せる。

			「……変なこと言う葵ちゃんが悪い」

			「そっすね。そういうことにしときます」

			　頷うなずいた葵ちゃんが、んー、と鼻を鳴らした。

			「リーダーじゃないっすけど、ちょっとその真島先輩っての、興味ありますね」

			「えぇー。葵ちゃん、趣味悪い……」

			「いや、そうじゃなくて」

			　違う違うと手を振って、葵ちゃんは言った。

			「ほら、真菜ちゃん。真島先輩と一緒にいるんですよね？」

			「えっと……それって、加藤さんのこと？」

			　わたしの太ふと腿ももにナイフを突き刺してくれた、あの怖い子のことだ。下の名前がうろ覚えだったせいで、一瞬、わからなかった。

			　怪け我がが治るまで真島たちと一緒にいた数日間も、彼女とはあまり喋しやべらなかった。苦手意識という意味では、真島より強いかもしれない。

			「いたけど、なに、葵ちゃん。あの子と知り合い？」

			「そりゃまあ、同じクラスでしたし。けっこう仲良かったんですよ」

			「へえ。ちょっと意外。……葵ちゃんとは、かなりタイプが違うように思うけど」

			　加藤さんは、表情も雰囲気も暗い女の子だった。敵に回ったときの、ぞっとするような昏くらい目は忘れられない。ただ、他の同行者……特に、真島や、ローズとかいうモンスターと一緒にいるときは、雰囲気が全然違っていてびっくりしたけれど。

			「そっすか？」

			　葵ちゃんは首を傾げた。

			「からかい好きで小悪魔っぽいとこありますけど、明るくて元気な子ですよ」

			　わたしも首を傾げた。

			「明るい……？　元気……？」

			「まあ、わたしと違って運動神経はあんまよくなくて、頭の回転が速かったから、そういう意味では真逆ですけどね」

			　あははーと笑った葵ちゃんが、不意に真剣な顔になった。

			「昨日の話し合いでは、チリア砦とりで襲しゆう撃げきとは無関係だって話くらいしか聞けなかったですけど……ぶっちゃけ、真島先輩ってのは信頼できるんすか？」

			　ぴり、と空気が引き締まり、『剛腕白雪』としての顔が覗いた。

			「真菜ちゃんは大丈夫なんすよね？」

			　こと近接戦闘に限れば、探索隊で最多のモンスターを倒してきたのが、この『剛腕白雪』だ。

			　しかし、いまの彼女の顔に表れているのは、ただ友人を心配する気持ちだけだった。

			　だから、わたしはなるべくやわらかい声で言ってあげた。

			「安心して。真島のことは嫌いだけれど、信頼はできると思うから」

			　リリィさんを助けようと必死になっていた真島の姿を思い出す。

			　あれは、少なくとも身内に関しては、命いのち懸がけで守ろうとする気概のある男の子だ。

			　ほんの数日、一緒にいただけだけれど、真島が加藤さんを大切にしているのはわかった。

			　眷けん属ぞくでもなんでもない人間の彼女にどうして……とは思うけれど、これまでの旅でいろいろあったのだろう。

			　加藤さんのほうは……こちらはもう明らかに、真島にべた惚ぼれだった。

			　恋していた。

			　正直、あれに惚ほれる理由がよくわからないけれど、まあ、蓼たで食くう虫むしも好すき好ずきという言葉もある。真島が加藤さんに危害を加えるような展開には、どう転ぼうがならないだろう。

			「真島先輩は信頼できるんすね？」

			　こちらをじっと見詰めて、確認を取る葵ちゃんに、わたしは大きく頷うなずいた。

			「できると思うわ。……ただ、わたしは嫌いだけど」

			「それ、言わなくちゃ駄目なんですか」

			　葵ちゃんは真面目な表情を崩すと、呆れたように笑った。

			「うーん。わたしもちょっと、その真島先輩に会ってみたくなってきましたね」

			「葵」

			　うしろの石田くんが名前を呼ぶと、葵ちゃんは唇を尖らせた。

			「わかってるってば」

			　拗すねる彼女に苦笑して、わたしはその小さな肩を叩いた。

			「葵ちゃんは、探索隊のみんなをお願いね。ヌルヤスで会いましょう」

			　こうしてわたしは、再び探索隊を離れることとなった。

		

	
		
			　

			21　再び町を訪れて

			　

			　予想もしなかった『霧の仮宿』との邂かい逅こうを経て、リリィたちと合流を果たしたおれは、キトルス山脈の山道を下り、再びアケルに入国すると、ディオスピロの町を目指した。

			　魔石を手に入れるために訪れたこの町に再び向かったのは、そこがシランやケイの故郷の村に向かう中継地であったからだ。

			　ディオスピロには、予定通りに到着した。目的は物資の補充と、以前にこの町を訪れた際、魔石を入手する手配をしてくれた元同盟騎士団団員のアドルフに礼を言うことだった。

			　以前にセラッタ近郊の町を訪れたときと違い、一軒家を借りるわけにもいかないため、人目を避ける必要のあるガーベラやあやめはお留守番をしてもらうことにした。

			　同行するメンバーは、以前の訪問と同じ、シラン、ケイ、加藤さん、ローズの４人だ。リリィはついて来たがったのだが、戦闘力が高く、人間の姿を取れるため人前に出られる彼女は、いざというときのために車で留守番をしてもらうことにした。

			　ディオスピロに着くと、おれたちは早速アドルフにアポイントメントを取った。

			　返事は「今日はちょっと時間が取れないので、明日来てほしい」ということだった。

			　前回来たときにも忙しそうだったので、これは予想の範はん疇ちゆうだった。おれたちは宿を取って、まずは物資の補給を済ませてしまうことにした。

			　明けて、次の日。おれはシランとふたりきりで宿の部屋にいた。

			　部屋はふたつ取ってある。護衛のローズと、彼女と仲の良い加藤さんがおれと同じ部屋で、シランとケイが別の部屋で寝泊まりしていた。いまは、他のみんなはもうひとつの部屋におり、おれはアドルフとの約束の時間まで、シランから精霊の扱い方を教わっていた。

			　精霊魔法は、発動までのプロセスが普通の魔法とは少しだけ違っている。

			　原則、魔法は同時にひとつしか使えない。これは、魔法陣の構築が一度にひとつしか行えないためだ。しかし、精霊使いに限っては、話は違っている。

			　なぜなら、精霊は魔法陣を自前で構築できるからだ。術者と精霊はそれぞれ別々に、魔法陣を構築することができる。これが、精霊使いが同時にふたつ以上の魔法を使える理屈だった。

			　ただし、これはあくまでも魔法陣の構築を精霊がやってくれるというだけのことで、魔力自体は術者自体のものが使われる。要は、蛇口の数が増えるようなものだと考えればいい。魔法陣を構築する必要はないが、術者は精霊まで魔力を届けなければならない。おれはその技術を習得しようとしていた。

			「いいですか、孝弘殿。よく感じ取ってくださいね」

			　小さなテーブルの対面に座り、シランはテーブルの上に置かれたおれの手を取った。

			　精霊に魔力を流す感覚を培つちかうのは、魔法の習得と同じ要領で可能だ。どことなく楽しげに踊っている精霊にシランが魔力を流し込むのを感じ取る。

			「……」

			　それと同時に、おれの手はシランの冷えた体を感じていた。

			　彼女の体は生命活動を停止しており、熱を発することはない。触れている部分からは、当然、体温を奪われる。

			　もっとも、おれとしてはさほどそこになにかを感じたりはしない。

			　木製人形のローズだって、体温がないのは同じだ。

			　だから、ただ冷たいなと感じるだけだ。

			「そろそろ、時間ですね」

			　小１時間ほど経って、おれの体温ですっかりシランの手も温まった頃、練習は終わった。

			「しかし、孝弘殿は上達が早いですね。感心してしまいます」

			　教師役として生徒の上達が嬉しいのか、シランは上機嫌な様子で笑みをこぼした。

			「まあ、半分以上がこれまでやってきたこと、そのままだからな」

			　シランの話によれば、精霊使いが精霊と契約したあと、精霊に魔法を使わせられるようになるには、大抵は半年から１年ほどの時間がかかるらしい。

			　才能があったシランでも、これには３ヶ月を要した。

			　ただし、このうち７割方の時間は、精霊との繋がりを感じ取り、その感覚を深めるのに費やされるのだという。

			　精霊契約のときに感じたことではあるが、精霊との繋がりは、おれと眷けん属ぞくとを繋ぐパスの感覚によく似ている。であれば、おれにとっては、ここ４ヶ月ほど慣れ親しんだものだ。今更、繋がりを感じ取るのに練習は要らない。また、その繋がりを深める部分についても、おれはクリアしている。アサリナとの意思疎通のために、パスを利用する訓練を重ねていたためだ。

			　精霊使いとモンスター使いとの間で、必要とされる感覚や技術に似通ったものがあるというのは、運が良かったし、少し面白いものだと感じもした。

			　ともあれ、こうした事情から、おれが会え得とくしなければならないのは、魔力を精霊に流す技術だけだった。

			　こちらの指導をシランが引き受けてくれたのは、ありがたいことだった。

			　あの『霧の仮宿』の世界でサルビアと契約したあと、おれはシランとケイに精霊がモンスターと本質的に同じ存在であることを伝えた。このあたりの事実を伝えなければ、『契約したモンスターであるサルビアの力を借りるために、精霊の扱い方を教えてほしい』という依頼は、意味不明なものになってしまうからだ。

			　ただ、これはエルフにとっては衝撃的な事実だ。

			　さすがのシランもショックを隠せない様子だった。

			　ケイも衝撃を受けていた。

			　けれど、そのとき、座り込んでいたケイをうしろから覗き込んだガーベラが、不思議そうに問い掛けた。

			「なにか問題があるのかの？」

			　続いて、固まっていたケイの膝ひざにあやめが潜り込んで、ぺろりとその顎あごを舐め上げた。

			　ひゃっとケイは悲鳴をあげて、悪い夢から目覚めたように瞬まばたきをした。

			　そして、上目遣いにガーベラを見上げると、膝の上のあやめを抱き締めて、「そうですね」と笑った。

			　その笑顔がとても印象的だったのは、キトルス山脈に入る前に訪れた開拓村の子供に、モンスターに似ていると身体的特徴を指摘されて落ち込んでいた彼女の姿を知っていたからだろう。エルフという自分の出自に劣等感を抱えていた彼女にとって、人間からかけ離れたおれの眷けん属ぞくたちとの交流は、確実に良い影響を及ぼしているように思えた。

			　ケイが立ち直った頃には、もうシランも衝撃をやり過ごして、苦笑をこぼしていた。そして、精霊使いとしての指導をしてほしいというおれの頼みを快く引き受けてくれたのだった。

			「しかし、わたしが孝弘殿に指導をするというのもおかしなものですね」

			「なにがだ？」

			「孝弘殿が契約を交わした『霧の仮宿』は、伝説の白い大おお蜘ぐ蛛もよりもなお旧ふるく、異界を作り上げるその緻ち密みつな魔力の扱いは、まさに『大精霊』とでも呼ぶべき存在です。言わば、孝弘殿は大精霊と契約を果たした、伝説に謳うたわれるべき精霊使いでいらっしゃるわけです」

			　珍しく冗談めかした口調だった。

			「そんな孝弘殿のことを、わたしのようなしがない精霊使いが指導をするなどとは、おこがましい話ではありませんか」

			「……よしてくれ。伝説の精霊使いなんて、がらでもない」

			　おれが唇を曲げると、くすくすとシランは笑った。

			「申し訳ありません。冗談が過ぎました」

			「勘弁してくれ」

			　おれは苦笑をこぼすと、ひとつ尋ねた。

			「ところで、さっき『大精霊』とか言っていたが、そうした存在はいるのか？」

			　シランの契約精霊に目をやる。

			「前々から気になっていたんだが、シランの契約しているのは『小精霊』なんだろう？　だったら、別の種類のものもいるのかと思って」

			「おりますよ。そういえば、話したことがありませんでしたか。精霊は、契約直後は『小精霊』と呼ばれる存在です。そこから、何十年もかけて、より大きな力を持つ『精霊』となるのです。エルフは非常に長命ですから、昔は『精霊』と契約している者も多くおり、通常、『精霊使い』といえば、こちらを指したのだとか。現在では、本当の意味での『精霊使い』は、ほとんどいませんが」

			「いない？」

			「戦闘の才持つ者を遊ばせておくほど、この世界の現状は余裕のあるものではありません。結果、若くして命を落とす者が多いのです。もっとも、こうした事情は人間も同じですが」

			　人間より長命であったとしても、若いうちに死んでしまえば同じことだ。

			　実際、命を失っているシランの言葉は重いものだった。

			「大精霊というのは、エルフの伝承である『始まりの精霊使い』のお話に現れる『原初の精霊』のことです」

			「エルフの伝承？　勇者の伝説とは違うのか？」

			「ええ。勇者様の伝説ではエルフは出てきませんが、エルフにはエルフの伝承があります。『始まりの精霊使い』はそのひとつで、大精霊と契約を交わし、その死に際して、エルフという種族の行く末を見守るように頼まれた方なのだと伝わっています。それ以降、エルフという種族は、精霊との契約を交わすことができるようになったのだそうです」

			「へえ。なかなか面白い話だな」

			　考えてみれば、どうしてエルフという種族だけが精霊と契約する力を持っているのか、そのあたりは不思議なことではあるかもしれない。

			　いまの話からすると、エルフのなかから特異な才能を持った者が現れて、それが『始まりの精霊使い』だったということなのだろう。彼が自分の種族を精霊に託たくしたから、エルフは精霊と契約する権利を得たと……もちろん、この伝承が本当にあったことであればの話だが。

			　そこまで考えたところで、おれは対面に座るシランに目をやった。

			　見詰めること、しばし。視線が合ったシランが、きょとんとした。

			「……孝弘殿？」

			　こういう瞬間の表情は、ケイのものとよく似ていて、血の繋がりを感じさせる。

			「なんですか。わたしの顔に、なにかありますか？」

			「いや。その……顔ではなくてな」

			「……？」

			　気付いていないのか、とおれは左手で頬ほおを掻かいた。

			　少し気まずい。が、指摘しないわけにもいかない。

			　視線をテーブルの上に落とす。そこには、しっかりと繋がれたままの手があった。

			「練習は終わったのに、手がな」

			「あ」

			　練習が終わってからこれまで、精霊の話をしている間もずっと、シランはおれの手を握りっぱなしだったのだ。

			「すみません」

			　言って、シランは手を離した。

			　ぱっと離すのではなく、手を軽く握ったまま引っ込めるようにして――体温のない彼女の指が、おれの指の上を滑る。

			　それは、どこか名な残ごりを惜しむような、未練を残すような仕草にも見えた。

			「……それでは、わたしはアドルフのところに行ってきます」

			　引っ込めた手を軽く握ると、シランは何事もなかったかのように立ち上がった。

			「それじゃあ、おれもローズたちのところに行こうかな」

			　おれも彼女に続いた。ふたりで廊下に出る。

			「昼過ぎには帰ってこれると思いますので」

			「わかった。今日はありがとう」

			「いえ。では」

			　シランが背中を向けて、きびきびと歩き出した。

			　その姿が見えなくなっても、おれはしばらく廊下で佇たたずみ続けていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　２階にある部屋の窓から宿の裏の通りを見下ろしながら、おれはぼんやりと考え事に耽ふけっていた。脳裏にあるのは、宿を出る直前のシランの様子だった。

			　……違和感は、もともとあった。

			　それが初めて形になったのは、『霧の仮宿』の世界だろうか。

			　あの『霧の仮宿』の世界には、望みを現実にする力があった。

			　そして、最後の夜に話をしたとき、サルビアは言っていた。

			　――旦那様や真菜ちゃん、あやめちゃん、ケイちゃんは、なにも変わっていなかったわ。

			　逆に言えば、他の面々は変わっていたということだ。

			　シランもまた、変わっていたということだった。

			　滞在の間、おれは一度、シランとケイのやりとりを覗き見してしまったことがあった。

			　正確には、それはサルビアの計らいの結果だった。彼女はわざわざ精霊の感知能力を誤ご魔ま化かしてまで、おれにあのふたりの姿を見せた。それは、幻惑の魔法で攻撃されていると勘違いしていたおれに、霧の異界が望みを現実にする光景を見せることで、自分には敵意がないことを伝えるためだった。

			　言い換えれば、あれはサルビアが介入したからこそ、ありえた光景だったということになる。

			　現実では、シランがケイを抱き締めるようなことはありえない、ということだ。

			　そう考えてみると、気付くことがあった。

			　あの『霧の仮宿』の世界以外で、シランはケイと肌を触れ合わせていないのだ。

			　少なくとも、おれの記憶にある限りはない。

			　幼いせいもあるのだろうが、割とケイは、人との距離が近い子だ。おれ自身、腕を引かれたり、胸元まで詰め寄られたりしたことは何度もある。そんなケイのもっとも身近にいるのが、シランなのだ。それなのに、シランとケイとが触れ合っている場面を、おれは見ていない。

			　うまいこと避けているのだろう。

			　ケイだけではない。他の誰とも、シランは触れ合わないようにしている。最近になって、精霊の扱い方を教えるために、おれに触れるようになったのが唯一の例外だが、これについては避けようがなかったのだろう。シラン以外、おれに教えられる者がいなかったからだ。

			　そうして可能な限り接触を避けている理由も推測はできる。

			　この掌てのひらが覚えている冷たさ。熱を失った死者の体だ。

			　シランがいかに人類を守る剣であり盾である騎士を自認していても、現実の彼女は冷たい鋼こう鉄てつの武具ではない。自分の体について、なにも感じていないなんてことはないのだろう。

			　だとすれば、おれはどうしたらよいだろうか。

			　シランは死者のものである自分の体を気にしていて、他人に触れたくないと思っている。

			　自分にしかできない頼み事であったために、おれとの接触を避けられなかったものの、本当は内心で嫌がっている……ということなら、シランから指導を受けることは考え直すべきだ。上達は遅くなるだろうが、彼女を傷付けてまでやるようなことではない。

			　ただ、難しいのは、シランはそう嫌がっていないようにも思えることだった。

			　さっきの一幕を思い返してみてもそうだ。本当は嫌なのだとすれば、すぐにでも手を離すのが自然ではないだろうか？

			　無論、これも確証があるわけではない。正直、現在のシランの心理状態については、想像がつかないというのが本音のところだった。他人に触れられなくなってしまった人間が、否応なしとはいえ、久々に他者と触れ合う機会を得たときに、なにを思うのかといえば……。

			「……難しいな」

			　現在はまだ、判断材料が足りない。

			　仮に指導をやめてもらうにせよ、うまい口実が必要だ。シランが他人との接触を避けていることに気付いていると本人に知られてしまえば、彼女の心の柔らかいところを傷付けてしまう可能性だってある。むしろ、シランが自分の体について気にしているのなら、おれがそんなことは気にしていないことを知ってもらったほうが、良い方向に作用する可能性もあるのだ。

			　とりあえず、まだしばらくはどちらに転んでもいいように、指導を中止するときの口実を考えつつ、様子を見るかたちでいくしかないだろう……。

			「どうかなさいましたか、ご主人様」

			　そんなふうに考え込んでいると、ローズが声をかけてきた。

			　部屋には加藤さんやケイもおり、ふたりともこちらに顔を向けていた。

			「なにかお悩みですか？」

			　どうやら先程の独り言を聞かれていたらしい。

			　おれはなんでもないと返してから、何気なく窓の外の裏路地に視線を戻した。

			「あ」

			　声が出た。路地の向こうにシランの姿を見付けたからだ。

			　どうやら、アドルフのところから帰ってきたらしい。まだ距離はあるが、あちらも気付いたらしく、眼帯で半分隠された顔に笑みを浮かべた。

			　けれど、その笑みはすぐに引っ込んだ。

			　彼女の行く手を遮さえぎる者があったのだ。

			　黒髪の少年だった。

			「あいつは……」

			　背中を向けているので顔はわからないが、背格好からそれが誰なのかすぐわかった。

			「ご主人様、あれは……」

			「ああ」

			　以前に、ここディオスピロの町で会ったことのある転移者の少年だった。

			　一度目は宿のロビーで、二度目はローズとのデートの最中で。名前は確か、深津明虎とか言ったか。

			　隣には、アケル北部の民族衣装を着た青年、サディアスの姿もある。

			　深津はシランに声をかけたようだ。なにを喋しやべっているのかは、距離があるのでわからない。ただ、なにか言い争っている様子なのはわかった。

			　こうしてはいられない。おれは部屋の扉へと駆け出した。

			「先輩……！」

			「加藤さんとケイはここで待機だ。ローズは一緒に来てくれ」

			「はい」

			　指示を出すと、すぐにローズがあとに続いた。

			　焦る気持ちを抑え付けて、おれは部屋を飛び出した。

		

	
		
			　

			22　目を見ればわかる

			　

			　幸いなことに、おれが宿の裏口から飛び出したときには、窓の上から見下ろしたときと、状況は変わっていなかった。

			　宿の裏の通りには、シランと深津明虎、サディアスの３人以外に人影はない。もともと、人通りの少ない抜け道のような路地だ。そんな静かな通りに、おれが急いで扉を開け放った音はよく響いた。

			　頭に血が昇っている深津と、絡まれているシランは気付かなかったようだが、サディアスには距離があっても聞こえたらしい。アケル北部の民族衣装である、ひとえの着物に身を包んだ細身の青年は、仲ちゆう裁さいする素そ振ぶりを中断してこちらを振り返った。

			　どうやら向こうもこちらのことを覚えていたようだ。駆け寄るおれの顔を見て、ローズの顔を見て……もう一度、おれに目を向けた。

			　そして、なぜかその目を見開いて硬直する。

			　そのまま呆けるサディアスの姿に、おれは腹立たしさを覚えた。なにを驚いているのか知らないが、シランはまだ深津に絡まれている。同行者なら、責任を持ってとめるべきだろう。

			　などと考えていても仕方がないので、おれは奥歯を噛んで足を速めた。

			「……どうして、あなたがそんなことを知りたがるのです！」

			「だから、こっちも理由があるんだって言ってんだろ！」

			　さすがにもう、言い争いの声が聞こえてくる。

			「難しいことじゃねえ。ただ、聞いてきたことを話してくれりゃ、それでいいんだ！」

			　どうやら深津は、シランからなにか聞き出そうとしているらしい。シランはその要求を撥はねのけて、結果的に言い争いになってしまった、というところだろうか。てっきり、おれの知り合いだという理由で絡まれたのかと思っていたのだが、そうではなかったらしい。

			　転移者である深津が、なにをシランに……とは思ったが、なんであれ、まずはシランを助けてからだ。声をかけようと、おれは息を吸った。

			　だが、その直前に、堪こらえ切れなくなった深津が動いていた。

			「いいから、大人しく話せって言ってんだろ……！」

			　詰め寄る深津が、シランの腕を掴もうとしたのだ。

			　頭に血が昇っているのだろう、乱暴な行動だった。

			　シランはそれに対処しようとしたようだった。

			　以前、同じチート持ちの十文字達也を相手取ったこともある彼女のことだ。戦闘中ではないので精霊の補助はないが、相手だって本気で攻撃してきたわけではない。おまけに冷静ではないときている。なにがあってもいいように、シランのほうは心の準備をしていただろうし、咄とつ嗟さのこととはいえ、対処のしようはあった。

			　……本来ならば、そのはずだったのだ。

			　けれど、いまのシランは、全盛期の頃の彼女ではなかった。以前、体調を崩していると聞いたこともある。かつてはガーベラに匹敵するレベルだった戦闘能力は、ローズと同程度に落ち込んでいた。それでも、この世界では十分に強者の部類だが、チート持ち相手では分が悪い。

			　身を捩よじるも速度が追い付かず、深津の手が乱暴にシランの二の腕を掴んだ。

			「おれは――ぁん？」

			　さらになにか言おうとした深津が、言葉を呑み込んだ。

			「なんだ、これ」

			　おれの位置からは深津の顔は見えないが、その声には、怪け訝げんそうな調子があった。

			　掴んだ腕に視線を落とす。

			「冷たい……？」

			「……っ!?」

			　シランの顔が、はっきりと引き攣つった。

			　その瞬間、おれのなかにあるなにかに火が付いた。

			「深津――ッ！」

			　思い切り怒声を叩き付ける。

			　それでこちらに気付いたらしい。大声に驚いた様子で、深津が振り返った。

			　その間に、おれはローズを連れて、彼らのもとまで駆け寄っていた。

			　息を整える時間も惜しい。足をとめて、口を開いた。

			「その手を離せ、深津」

			　深津が不愉快そうな顔をした。

			「なんでお前なんかの……」

			「離せ」

			　低い声が出た。久しぶりの激しい感情が、脳裏を焼いていた。

			　しかし、ぎりぎりのところで理性は働いてくれていた。

			　ここでおれが剣を抜けば、うしろのローズも一緒に戦ってくれるだろう。だが、それでチート持ちに対抗できるかといえば、かなり厳しい。もちろん、いざとなれば躊躇ためらうつもりはないが、いまはまだ剣の柄つかに指をかけるべき場面ではなかった。

			「離せ」

			　前に会ったとき、深津明虎はおれを嫌っている様子だった。

			　ただ、宿で初めて顔を合わせたときには、むしろ興味の薄い雰囲気だった。

			　面倒事はごめんだという感じで、好意的とはお世辞にも言えないにせよ、悪意を向けてきたわけではなかったのだ。その深津が嫌悪感を露あらわにしたのは、二度目の遭そう遇ぐう……ローズと町に出ている最中に顔を合わせたときのことだった。

			　――こいつもどうせ碌ろくなやつじゃねーよ。アクセサリーみたいに女を連れてちゃらちゃらしてんのが、その証拠だ。

			　もちろん、おれにはそんなつもりはないし、誤解されているのは不愉快ではあるが、そうした存在を軽蔑するこいつの気持ちは理解できた。

			　少なくとも、こいつにはそうした存在を不愉快に思う程度の矜きよう持じがある。

			　乱暴者ではあっても、プライドのない無法者ではないのだ。

			　なら、ここで剣を抜いてしまうのは、早計だった。

			「ちっ」

			　じっとおれが睨にらみ付けていると、深津はシランの腕を離した。

			　ぱっとシランが深津から距離を取る。その足がよろめいた。

			「た、孝弘殿……」

			　片方だけの碧へき眼がんが、こちらに向けられた。弱々しい視線だった。

			「大丈夫か、シラン」

			　おれは深津を無視して、シランに歩み寄った。

			「も、申し訳ありません、孝弘殿。ご迷惑を……」

			　シランの顔には、大きな動揺が表れていた。

			　先程、掴まれた二の腕を、もう一方の手で固く握り締めているのは、無意識の行動だろうか。

			　シランがアンデッド・モンスターであることは、おれたちが抱える最大の秘密のひとつだ。

			　さっきのは、それが露ろ呈ていしてしまいかねない出来事だった。

			　シランは先程の深津の行為そのものに怯おびえているのではない。おれたちに大きな迷惑がかかることを恐れているのだった。そういう性質の少女であることを、おれはよく知っていた。

			「シランのせいじゃない」

			　この場面、不幸だったのは、絡まれた相手がチート持ちの転移者だったことだ。

			　あれはどうしようもない。災難……というか、人災だった。

			　ただ、同時に幸いだったのもまた、彼が転移者であることだった。

			　転移者である深津明虎は、この世界の常識には疎うとい。身近にエルフがいなければ、エルフの体温が人間と同じなのかどうかなんてことを、わざわざ知る機会もないだろう。

			　また、おれにモンスターを率いる力なんてものがあることだって彼は知らない。

			　触れた体の冷たさに驚きはしたようだし、不審にも思ったかもしれないが、まさかいきなりシランがアンデッド・モンスターだなんて突とつ拍ぴよう子しのない発想には至らないだろう。

			　……と、考えられるのは、おれが第三者の立場だからだ。

			　動転しているシランは、そこまで頭が回ってはいないようだった。

			　残念ながら、深津たちの耳があるこの場では、そうした説明をしてやることもできない。

			　とにかく、いまはこの場を離れることだ。そのあとでシランを落ち着かせてやればいい。

			「戻ろう、シラン」

			「は、はい」

			　強い口調を意識して声をかけると、シランは頷うなずいた。

			　ただ、一歩踏み出したその足取りは、彼女らしくもなく弱々しいものだった。

			　完全に自責の想いに囚われているのがわかった。

			「おい。待てよ」

			　そのとき、深津が苛立たしげな声をあげた。

			　どちらかといえば、それは、自分を無視した言動を取るおれに投げた言葉だったのだろう。

			　だが、シランはそうは取らなかった。血色の悪い顔を、酷ひどく強こわ張ばらせてしまう。

			「……」

			　おれの脳裏に蘇よみがえったのは、団長さんが捕縛された夜の出来事だった。

			　――……良かったのですか？

			　――わたしの正体が知れれば、ご迷惑をかけることになります。

			　あの夜のシランには、目を離した瞬間、ふっといなくなってしまいそうな弱々しさがあった。

			　いまの彼女にも同じ危うさがあった。このままではいけないと、自然と思った。

			「あっ」

			　衝動に突き動かされるように、ふらつくシランの肩を抱いた。

			　無意識のうちの半分は、いなくなってしまいそうな彼女を捕まえるため。

			　残りの半分は、彼女を庇かばうためだった。

			　小さく声をあげたシランを、おれは自分の体の陰に隠すようにした。

			　幸いなことに、シランはおれを拒絶しなかった。それどころか、彼女は身を寄せてきた。強こわ張ばった手が、きゅっとしがみついてきた。

			　頼ってくれた事実に励はげまされて、改めておれは深津に顔を向けた。

			「なんの用だ」

			「お前に用はねーよ」

			　深津の顔には、唸うなる獣めいた表情が浮かんでいた。

			　だが、この程度の恫どう喝かつで怯おびえるようでは、おれはこれまでの死線をくぐり抜けていない。

			「そう言われて引き下がるわけないだろうが。怖がっているのが、見えないのか？」

			　実際には、シランが恐れているのは深津ではなくて、自分の正体がばれることだろうが、そこまで詳しく語ってやる義理はない。

			「話をしたいなら、出直せ」

			「そうはいかねーよ」

			　深津は引き下がらなかった。予想以上にしつこい態度に、おれは眉を顰ひそめた。

			　しかし、次の深津の言葉は、そんなおれに少しばかり意外の念を覚えさせるものだった。

			「こっちにも事情があるんでな」

			　横よこ槍やりを入れられたことで頭が冷えたのか、少しトーンが落ちた深津の声には、真しん摯しな響きがあったのだ。おれはここで、初めて深津の顔をちゃんと見た。

			「おれは、退ひくわけにはいかねーんだよ」

			　険の強い顔には、ある種の必死さが見え隠れしていた。なにか事情があることは、その表情を見れば察しがついた。

			「おれたちは、その女が王国軍から聞いているはずの、モンスターの討とう伐ばつ計画について聞かなきゃならねーんだ」

			「モンスターの……討伐計画？」

			　振り返ってシランの顔を見そうになって、おれはぎりぎりのところで、それを堪こらえた。

			　この場を切り抜けるためには、適切な行動を取る必要がある。

			　まず確認を取るべき相手は、シランではなかった。

			「なんで、それをシランが知っていると思った？」

			「とぼけんじゃねえ」

			　深津は歯を剥むき出しにして、唸るように言った。

			「その女は、同盟騎士団とかいう高名な騎士様のひとりなんだろ。さっき、こいつがこの町の軍の施設に入っていくのを見掛けた。近く大規模なモンスターの討とう伐ばつ作戦が行われることは、おれも掴んでるんだ。この女は、それに手を貸そうとしているんだろ？　だったら、討伐の計画についても聞いているはずだ」

			　なるほど、ある程度の筋は通っているか。

			　内心でそう思いながらも顔には出さずに、おれは更に尋ねた。

			「それで、お前はなんでそんなことが知りたいんだ？」

			「それは……」

			　もどかしげに、深津は唇を噛んだ。

			「……言えない。言えない事情があるんだ」

			「話にならないな。それで、必要な話を聞けるとでも思っているのか？」

			「その必要があるんだ！」

			　どうもこれは、本人にもかなり無茶を言っている自覚はあるらしい。それでも、退ひくつもりはないようだが。

			「……」

			　状況は大方把は握あくできた。

			　モンスターの討伐計画というのが、具体的にどのようなものなのかは知らない。だが、以前に、近隣の村でモンスターの目撃情報が出ているという話は聞いている。恐らく軍の対処が始まったのだろう。

			　シランの性格上、そうした計画があるのなら、会いに行ったアドルフからいくらか話を聞いている可能性が高い。相談に乗り、もしも戦力が足りないのなら手を貸すためにだ。

			　しかし、シランは聞かされた計画について、深津に話さなかった。

			　当たり前だ。シランという人間を信頼したからこそ、アドルフは彼女に話をしたのだ。見も知らぬ人間に、その内容をぺらぺらと喋しやべることなどできるはずもない。ましてや、それを知りたい理由も言わないというのだから話にならなかった。

			　最初から、無茶な頼みなのだ。

			　厄やつ介かいなのは、それが無茶な頼みであることを、深津が自覚していることだ。

			　それがわからないほど、こいつは馬鹿でも傲ごう慢まんでもないだろう。無茶を言っているのは承知のうえで、深津はシランを掴まえて、話を聞き出そうとしているのだ。

			　だったら、生半可なことで諦あきらめるとは思えない。

			　どうしてそこまで……とも思うが、それはいま考えるべきことではない。

			　すっと空気を吸うと、おれは口を開いた。

			「悪いが、シランがお前の知りたいことを知っているとは思えないな」

			「なにを……！」

			「おれたちがここにいるのは、討とう伐ばつ計画とやらの手伝いに来たわけじゃない。シランは単に、旅の途中で知り合いに挨あい拶さつをしに寄っただけだ」

			　事実だった。大規模なモンスター討とう伐ばつとやらが計画されているらしいこの状況で、同盟騎士の身分を持つシランが町に訪れたことから、深津はその計画にシランが関わっていると考えたようだが、そんなことはないのだ。

			「明日には、おれたちは町を出る」

			「……嘘だ。誤ご魔ま化かそうとしたって、そうはいかねーぞ」

			「疑うなら、ついて来たらどうだ？　おれたちの目的地の開拓村で観光でもしていけばいい」

			　先程の深津の推測は間違っている。少なくとも、その根拠となるところは的外れだ。実際、結論である『シランが討伐計画についてなにか聞いている』だけが偶然当たっているとしても、深津にそれを確認する術などないのだ。

			　たとえ無茶な頼みを押し通すつもりでシランのところに押し掛けたのだとしても、当てにしていた彼女がそれを知らないとなれば、どうしようもない。

			「話はそれだけだな」

			　深津の勢いが明らかに鈍にぶったのを確認して、おれは踵きびすを返した。

			「待っ……」

			「まだなにかあるのか？」

			　なにか言いかけた深津を冷たく見返した。

			「ないなら、もう行かせてもらうぞ」

			　言葉を失った様子の深津から視線を外して、シランの肩を抱えたまま歩き出す。

			　それ以上、深津から声がかかることはなく、おれは胸を撫で下ろした。

			　こんな町中で暴れ回るほど、頭のネジが飛んだ奴がそうそういるとは思わないが、たとえそうだとわかっていても、戦いになれば全力で逃げるしかない相手との会話は緊張する。

			　だが、どうにか何事もなく切り抜けることができたようだった。

			　視線を上げれば、加藤さんとケイが窓から顔を出してこちらを見ている姿があった。もう大丈夫だと彼女たちに軽く手を振ってから、おれはシランに声をかけた。

			「災難だったな、シラン。大丈夫か？」

			　さっきは、だいぶショックを受けていたようだった。安心できる場所に移動して落ち着かせてやる前に、できるかぎりフォローをしてやったほうがいい。

			　おれはそう考えて、近い距離にあるシランの顔を覗き込み――そこに、思いがけないものを見た。

			「……ぁ、う？」

			　とろんとした眼差しが、おれのことを見返していた。

			「え？」

			　不意打ちを喰らった気持ちで、おれは硬直してしまう。

			　普段は謹きん厳げんそのものに引き締められた少女の顔立ちは、熱に浮かされたように蕩とろけていた。

			　けれど、その顔に赤みが差すことはなく、それが独特の妖艶な雰囲気を生み出していた。

			　その眼差しに、魂たましいを絡め取られた気持ちがした。脳のう髄ずいが痺しびれるような感覚があった。あまり働かない思考でも、これがどこかで見たことのある光景だということには気付けた。

			　だが、それがどこだったのか思い出す前に、大きな声が耳じ朶だを叩いた。

			「待ってくれ！」

			　どこか調律が外れたような声だった。

			　かすみがかかっていたシランの顔が普段のものに戻り、おれも意識を引っ叩かれた。

			　反射的に身構えながら、おれはうしろを振り返った。

			　声の主は、諦あきらめの悪い深津……ではなかった。

			「待ってくれ」

			　さっきまでずっと、なんのリアクションも取らずにいたサディアスが、奇妙な熱を帯びた目でこちらを見詰めていた。

			「そんなはずはない。ありえない。だが、やはりそうとしか思えない……」

			「……サディアス？」

			　ぶつぶつとなにかつぶやくサディアスを見て、深津が戸惑った声をあげた。これは、同行者である彼も予想しなかった行動らしい。

			　サディアスは恐ろしく真剣な顔をして、こちらに歩み寄ってくる。なにかに気を取られてやや覚おぼ束つかない足取りには、どことなく異様なものがあった。

			「おい。サディアス？　お前、なにを……？」

			「もしも、もしも、そうなのだとしたら……」

			　こちらの動揺など見えてもいない様子で、サディアスは手を伸ばしてくる。

			　意図の読めないその行動に、呑まれたおれの対応は遅れた。

			「……きみは、なんだ？」

			　伸ばされた手が届く――その直前に、おれとサディアスの間に割り込むものがあった。

			「そこまでにしていただきましょう」

			　それは、黒色の斧。バルディッシュと呼ばれる、長なが柄えの武器だった。

			　半月状の分厚く頑丈な刃が、剣呑な輝きでサディアスを威い嚇かくしている。

			「それ以上、ご主人様になにかされるようなら、わたしも相そう応おうの対応をせざるをえません」

			　さすがに手を引っ込めたサディアスに、斧の持ち手であるローズは語気強く言った。

			　ちょっとでも不審な行動を取れば、斧は容よう赦しやなく横よこ薙なぎにサディアスを斬り付けるだろう。本気の声色だった。

			「……そう、だな。悪かった」

			　呻うめくように言ったサディアスが、一歩、二歩と後あと退ずさった。

			「明虎も動かないでくれ。いまのはわたしが悪かった」

			　うしろで少し殺気立っている深津に声をかけておいて、サディアスはおれに顔を向けた。

			「申し訳ない。驚きのあまり失礼なことをしてしまった。明虎の無礼と併せて謝罪する」

			　どうやら我に返ったようだ。その眼まな差ざしには、落ち着きが取り戻されていた。

			「もうこれ以上は近付かないから、質問をさせてほしい。きみ……名前はなんと言ったかな。ああ、名乗らなくてもいい。明虎のことといい、警戒されているのは理解しているからね」

			「……質問というのは？」

			　おれは必要なことだけを尋ねた。当然、警戒を解くことはない。

			　するとサディアスは、腰帯だけでとめた緩い衣装の胸元に手を入れた。

			　腰を落として警戒するローズに、もう一方の手を突き出して敵意がないことをアピールすると、サディアスはこちらを刺激しないようにゆっくりと、胸元に入れた手を抜き出した。

			　閉じていた手を開ける。

			　その掌てのひらに乗っていたのは、内側に白いかすかな光を宿した宝玉だった。

			「……っ」

			　その石を見た途端、右目の奥がずぐりと疼うずいた。

			　一瞬、なにかの攻撃かと思ったが、ローズたちは特に反応を示さない。おれ自身、目の奥の疼きはすぐに消え、サディアスも攻撃的な行動を起こすことなく、ただ口を開いた。

			「これは、わたしの一族に伝わる秘宝だ。とある『偉大な御方』からいただいた物で、最高クラスの魔法道具でもある」

			　穏やかながら真剣な口調で言ったサディアスは、おれの目を見ていた。

			　おれの右の目だけを、見詰めていた。

			　その目を見ればわかるとでも言わんばかりに。

			　サディアスは告げた。

			「きみは『霧の仮宿』というモンスターを知っているんじゃないかな？」

			「……」

			　なんらかの反応をしなかったのは、この際、奇跡に近かったと思う。

			　伝承としての『霧の仮宿』は、よく知られたものだ。

			　だが、サディアスは『霧の仮宿』という『モンスター』と言った。

			　彼女がモンスターであることは、一般に知られていない。ましてや、それを『霧の仮宿』の契約者であるおれに尋ねてきたのだ。これで動揺せずにいられるはずがない。あらかじめ、なにを言われてもいいように心を決めていなかったら、顔に出てしまっていただろう。

			　ただ、ローズとシランが反応せずにいられたかどうかはわからなかった。自分の動揺を呑み込むのに精一杯で、さすがにそちらまで注意を払っていられる余裕はなかったのだ。

			「……なんだ、それは」

			　辛うじて、動揺を抑えて返答する。先程のシランのケースとは違うのだ。このサディアスが、『霧の仮宿』というモンスターの存在を知っていて、なんらかの手段で彼女との関係に勘付いているのなら、おれは非常にまずい立場に追い詰められかねない。

			「そうか。変なことを聞いてしまったな」

			　だから、サディアスがこう言ったときには、少しほっとした。

			「誤ご魔ま化かすに決まっているか」

			　続けられた言葉に、間を置くことなく、再び緊張が高まった。

			「おれは誤魔化してなんて……」

			「いいや。待ってくれ」

			　言いかけたおれを、サディアスは宝玉を持っているのと逆の手を上げて制した。

			「いまのも、わたしが悪かったな。そちらに都合の悪い事実を明かしてもらうんだ。こちらが先に胸きよう襟きんを開かなければならないのは当然のことだ」

			　サディアスの言葉は、謎めいたものだった。

			　だが、深津にはなにを言っているのかわかったらしい。

			「お、おい。まさか、サディアス。お前……」

			　驚きに目を見開いた彼に笑みを向けてから、サディアスはこちらに向けていた左手を引っ込めると、その手で自分の顔に触れた。

			「これを以もって、わたしの誠意と受け取ってほしい」

			　その声色に、かすかな緊張を聞き取ったのは、おれの勘違いではないだろう。

			　なにをしようというのか。

			　サディアスは広げた手で顔の左側を隠すようにしながら、ローズを刺激しない程度に顔を寄せてきた。顔を隠していた手が、おれたちだけに見えるようにずらされる。

			「な……っ!?」

			　絶句した。

			　掌てのひらの下から現れたサディアスの目元は、穏やかな青年のものではなかったからだ。

			　青年の左の目の周りは、黄土色の鱗うろこに覆おおわれていた。

			　それだけではない。ぽっかりと丸い眼がん窩かには、トカゲによく似た眼球が嵌はまっていたのだ。

			　人間ではありえない瞳どう孔こう運動が、驚くおれたちの姿を映し出した。

			「お前は、まさか……」

			　そこから先は、言葉にならない。

			　信じられない変へん貌ぼうを前に絶句するおれたちを見て、サディアスは笑った。

			「どうか話を聞いてもらえないだろうか」

			　

			〈『モンスターのご主人様』⑧へ続く〉
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			番外編　真菜の手料理　～加藤真菜視点～

			　

			　真島先輩とローズさんとのデートの日。ローズさんを送り出したあと、わたしは宿のベッドで横になっていた。

			　窓の外からは喧けん噪そうが漏れ聞こえ、誰かが廊下を歩くぎしぎしという音が届く。

			「……はあ」

			　わずかな吐き気。少し頭が重い。溜め息をついたところで、こんこんと鳴るノックの音を聞いた。反射的に、びくりとする。

			「真菜さん。ご飯をもらってきましたよ」

			　扉の向こうから、聞き慣れた声が届いた。ほっとして、わたしはベッドを抜け出した。

			「はい、ケイちゃん。いま開けますね」

			　立ち上がって閂かんぬきを外し、ケイちゃんを迎え入れる。彼女は両手に、ふたり分のお昼ご飯が載ったお盆を抱えていた。この宿は食事も提供しており、部屋で食べることも可能なのだ。

			「わざわざごめんなさい。運んでもらっちゃって」

			「いえ、全然。そんなのかまいませんよ」

			「しかし、まさか本当に気分が悪くなってしまうとは思いませんでした」

			「食欲は大丈夫ですか」

			「ご飯が喉のどを通らないほどじゃないですよ。体調不良というほどのことではありませんし」

			　事実だった。実のところ、不調の原因ははっきりしている。

			　身体的な面に問題はない。これは純粋に、精神的な問題だった。

			　わたしはいまだに、男性に対する恐怖を完全には拭ぬぐえずにいる。真島先輩はいまでも気を遣ってくれているし、短い間だったが鐘木先輩に協力してもらってリハビリもした。わたし自身も努力した。その結果、真島先輩やローズさんがいれば、どうにか人ごみにも出られるようになった。けれど、ディオスピロの町を歩いたのは、やはり負担だったのだ。そのため、こうして先輩とローズさんと離れた途端に、揺り返しがきてしまった。

			「大丈夫ですよ、少々だるいだけです」

			　まだ少しだけつらいけれど、あまりケイちゃんに心配をかけるわけにもいかない。

			「旅に備えて英気を養わないといけませんし、栄養は取らないと。さあ、いただきましょう」

			　ケイちゃんを促うながして、わたしはテーブルについた。

			　ケイちゃんが持ってきてくれたのは、そぼろ肉と野菜を挟んだ、香辛料の利いたパンのような食べ物だった。これはアケルで一般に食べられているもので、露店や小料理屋など、どこででも見ることができるものだ。もちもちした生地は餅もちにも似ている。

			　独特の触感を味わいながら、わたしはお昼前に送り出したふたりのことを思い浮かべた。

			「ローズさんは今頃、先輩とのふたりきりの時間を楽しんでいる頃でしょうか」

			「……ん、んん。ローズさん、すっごい頑張ってましたもんね」

			　口いっぱいに頬ほお張ばった肉を咀そ嚼しやくしてから、ケイちゃんが言った。

			　育ち盛りの彼女は、よく食べる。騎士を目指す者として、訓練で体を動かしているからというのもあるのだろう。目の前に置かれた食事の量は、わたしの２倍以上あった。

			「真菜さんも、ホントにたくさん協力してましたよね」

			「そんなたいしたことはしていませんよ。それに、いまのわたしがここにいるのは、ローズさんのお陰ですからね。あれくらい、なんてことありません」

			　チリア砦とりででのローズさんの後押しがなければ、わたしはこんなふうに真島先輩の旅についてくることはできなかった。

			　そうなれば、きっと他の転移者と一緒に、帝国騎士団の同行のもと、帝都に向かっていたことだろう。放棄された山道を大変な思いをして越えることも、『韋い駄だ天てん』飯野さんの襲しゆう撃げきで崖から落ちることも、『狂獣』と化した高屋くんとの命懸けの戦いに挑むこともなく、わたしは勇者のひとりとして丁てい重ちように扱われていたはずだ。

			　けれど、それでもなお、わたしはこうして先輩たちについてくることができて良かったと思っている。わたしは先輩と一緒にいたいし、ローズさんと離れたくない。自分はいま、幸せだと言い切れるのなら、これ以上のことはないと思えるのだ。

			「先輩とのことは、あとはもう、ローズさんの頑張り次第です。けれど、まず大丈夫だと思います。助言もいくつかしておきましたしね」

			「助言……ああ、抱き着きメロメロ作戦ですね！」

			　ケイちゃんが身を乗り出してきた。

			　好奇心と恥じらいに、頬ほおが桜色に染まっている。騎士として戦いに身を投じることを志してはいても、そこは年頃の女の子、こうしたことに関して興味があるらしい。こういうところは、同じ真面目な性格でも、シランさんとは違っている。先程、ローズさんに助言しているのを傍そばで聞いていたときも、ケイちゃんは興味津々な様子でいたものだった。

			　ちなみに『抱き着きメロメロ作戦』なんて名前を付けた記憶はない。

			　もっとも、状況を端的に言い表したものではあるのだけれど。

			「すごかったですね、あれ。ちょっとだけ触らせてもらいましたけど、どきどきしました」

			　赤くなったケイちゃんの言葉に、苦笑した。

			「まあ、苦労しましたからね。ローズさんも……わたしも」

			　無意識に胸元に向かいそうになった手を、軽く握って誤ご魔ま化かす。

			「あっ。そういえば、あれって真菜さんのを参考にしたんですよね」

			　ケイちゃんが、ぽんと手を打ち鳴らした。わたしは曖あい昧まいに頷うなずく。

			「まあ、うん。そうですね」

			　少しだけ目元に熱を感じた。この件についてローズさんに協力するのは、決して嫌ではなかったのだけれど、大変だったのは確かだった。なにかを失ったというか……危うく得るところだったというか。あまり深くは考えないようにしているけれど。

			　わたしが少し遠い目をしていると、ケイちゃんが眉を下げた。

			「……ですけど、ローズさん、ちょっと尻込みしてた感じもありましたよね。うまくいってるといいんですけど」

			「大丈夫ですよ」

			　心配そうな顔をするケイちゃんに、わたしは請け負った。

			「いざとなればローズさんは怖おじ気け付いたりしません。戸惑っていたのは確かですけどね」

			　おろおろとしたローズさんの、純じゆんで可愛かわいらしい姿を思い出して、くすりと笑みが出た。こんなふうに笑えるのも、彼女の芯の強さについて確信を抱いていればこそだ。

			「背中を押してあげさえすれば、あとはどうにでもできるのは知ってますから」

			「……本当に真菜さんは、ローズさんのこと考えてるんですね」

			　眩まぶしいものでも見るような顔で、ケイちゃんが言った。

			「なんだかちょっと、お母さんみたいです」

			「お母さん、ですか？」

			　意外なことを言われてしまって、わたしは目を丸めた。

			　およそ一般的な高校生にとって、自分が親になる未来は遠いものだ。わたしだってそうだ。ドラマを見て、本や漫画を読んで、そうしたシーンを見たときに、いつか自分もこんなふうになるのかなと漠ばく然ぜんと思ったりする程度。遥か遠い未来の自分を思うことは、どこか他人事にも似ていた。

			「わたしがお母さん……ですか」

			　口にしてみても、まるで実感がない。なれるとも思えないし、想像さえできなかった。

			「……そのためには、もうちょっと家事の腕を磨かないといけませんね」

			　目の前の昼食を見ながら、わたしは曖あい昧まいな苦笑を浮かべてみせた。

			「たとえば、ほら。お料理なんかも、あまり得意ではありませんし」

			　言げん外がいにケイちゃんの言葉をやんわり否定したつもりだった。

			　けれど、ケイちゃんはむしろ目を輝かせた。

			「だったら、真菜さん！　わたしが教えますよ！」

			「ケイちゃん……？」

			「ああ、なんでこれまで思い付かなかったんでしょうか。せっかくアケルに帰ってきたわけですし、こっちのお料理だったら、おばあ様に教わったものがいくつもあります！」

			　目をキラキラさせるケイちゃんは、普段の３割増しで可愛かわいい。

			　旅のメンバーのなかで最年少の彼女は、世話を焼かれる側になることが多い。なにかを教えられるのが嬉しいのか、いかにも楽しげな様子だった。

			「……そうですね。それもいいかもしれません」

			　最初はどうかと思ったけれど、考えてみれば、ケイちゃんの提案自体は悪くない。

			　旅の間、食事の準備は基本的にリリィさんが担当しているけれど、わたしだって覚えても損はない。アケルに腰を落ち着けることになれば、この土地で一般的な料理を覚えなければいけないというのは、兼ねてから考えていたことでもあったのだ。

			　加えて言えば、これだけ楽しみにしているケイちゃんをがっかりさせるのも忍びなかった。

			「それじゃあ、お願いできますか」

			「はいっ」

			　わたしが頼むと、ケイちゃんは元気よく頷うなずき、ぴょんと椅子から飛び降りた。

			「そうと決まれば、材料を用意しないとですね。わたし、ちょっと行ってきます！」

			「あ！　待ってください、ケイちゃん！　そんな急がなくてもいいですから！」

			　言うが早いか、走っていってしまおうとするケイちゃんを呼び止める。

			「まだ、ご飯が途中じゃないですか。それに、買い出しに行くなら、先輩たちにもちゃんと話をしてからにしましょう」

			　扉に手をかけていたケイちゃんが、あっという顔をした。

			「そうですね。うっかりしてました」

			　照れ笑いを浮かべて、こちらに戻ってくる。

			　たまに見せる、彼女のこうした落ち着きがないところは、常々シランさんが心配しているところだ。確かにこれでは、なかなか目を離せないかもしれない。

			　もっとも、そこがケイちゃんの可愛かわいいところでもあるのだけれど。

			「楽しみですねっ」

			　席に着いたケイちゃんは、わくわくした様子を隠すことなく言った。

			「孝弘さん、早く帰ってこないかな」

			　言いながら、彼女は食事に手を伸ばした。

			　その動きが、ぴたりと停止した。

			「あれ？　だけど、そういえば……」

			　青い目がこちらを向く。どことなく気まずげな様子だった。

			「あの、真菜さん。ひとつ気付いたんですけど、孝弘さんの……というか、例の抱き着きメロメロ作戦のことなんですけど」

			「え？　はい」

			「ローズさんの胸って、真菜さんのを再現しているんですよね？」

			「そうですけど？」

			　それがどうしたのだろうか。

			「その状態で抱き着いたら、ほらその……大きさとか、感触とか、再現してるわけで。ほとんどそれって、真菜さんのを押し付けたのと同じことになるんじゃあ……」

			「……あ」

			　手にしていたパンが、ぽてんとお皿に転がり落ちた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌々日の夕方。約束通りに、わたしはケイちゃんからお料理を習うことになった。

			　場所は、ディオスピロ近くの村落だ。ここは数日前、ディオスピロに来る途中でも訪れた場所で、同盟騎士団のシランさんの再びの滞在を、村の人たちはとても喜んでいた。わざわざ空あき家やを用意してくれたあたり、その歓迎具合がわかるというものだった。

			「それでは真菜さん。始めましょうか」

			　ケイちゃんは拳を握り締めた。どうやら気合は十分のようだ。わたしは微ほほ笑えましい気持ちで、彼女の可愛かわいい発はつ奮ぷんの様を見守る。そこにローズさんが、革袋を抱えてやってきた。

			「持ってきましたよ、真菜。ケイ」

			「ありがとうございます、ローズさ……ん」

			　言いかけて、びくりとした。ローズさんのうしろに、真島先輩の姿があったからだ。

			「せ、先輩も」

			「いや。おれは、見に来ただけだから……」

			　視線が合うと、どうしようもなく落ち着かない気持ちになった。わたしは思わず、逃げるように俯うつむいた。頬ほおが熱い。なんだか指先が落ち着かなくて、胸の前で指を組んだ。

			　一昨日おとといから、どうしても先輩のことを意識してしまう自分がいた。

			　もちろん、頭ではわかっている。抱き着きメロメロ作戦、もとい、先輩と腕を組んだのは、ローズさんであってわたしではないのだということは。……だけど、そうは思っても、心はついていかない。知られているんだな、と思うと、とても平静ではいられなかった。

			　そして、先輩のほうも、帰ってきてから、なんだかちょっと様子がおかしかった。

			　不思議に思ってローズさんに確認したところ、この件についてのわたしの貢献を、彼女が先輩に語って聞かせてくれたらしいことが判明した。その話を聞いたわたしは、火ほ照てった頬を両手で挟んで、思わず座り込んでしまった。……なんて自爆。ローズさんを先輩に意識してもらうはずが――いや、それはそれで成功したのだけれど――わたしまで意識されてどうするのだ。

			　恥ずかしい。本当に恥ずかしかった。

			　……ただ、恥ずかしくはあるものの、それは決して嫌なコトではなかった。

			　いいや。本音を言えば、なんだか、ちょっと嬉しい気もした。

			　そんなふうに感じていることが、また恥ずかしかった。はしたないと思った。

			「真菜？」

			「……なんでもありません。始めましょう」

			　わたしはローズさんから革袋を受け取った。気持ちを切り替えるために、目の前の作業に集中することにする。革袋に入っていたのは、黄色い粉だった。これがアケルでの主食……パンと餅もちの合いの子みたいな料理の原料らしい。

			「ちょっと意外でした。小麦粉のようなものを想像していたんですけど、けっこう見た目は違うんですよね。黄色いですし、粒も割と粗いです」

			「もっと細かくしたものも売ってますけどね。アケルの家庭では、これが一般的です」

			「これって、元はお芋いもなんですよね」

			「はい。これですね」

			　先にローズさんが運び込んでくれていた食材のひとつを、ケイちゃんが指差した。

			　細長い芋だ。少しサツマイモに似ているが、皮の色はもっと白っぽい。

			「ただし、生で食べると毒があって、最悪、死んじゃうので気を付けてくださいね」

			「ええっ!?」

			　手に取りかけていた芋を、わたしは取り落としてしまった。

			　毒があると聞いて、ローズさんがにわかに警戒する素そ振ぶりを見せる。

			「ケイ。あなた方は、そんな危ないものを食べているのですか」

			「はい？　ええ、そうですけど」

			　ケイちゃんは首を傾げた。きょとんとした顔をしていた。

			「これはそのまま食べられる種類なので大丈夫ですよ。あ。ただし、皮は厚めに剥むいて、芯は除いてくださいね。皮と芯に毒があるので」

			「大丈夫なのですか、真菜」

			「……まあ、大丈夫でしょう」

			　少し不安になってきたが、ケイちゃんのような子供でも作れるのだし、そう過敏になるようなものではないのだろう。要は常識の違いなのだ。

			「適切な調理方法で食べれば、問題はないでしょう。考えてもみれば、わたしたちの元の世界だって、食べ方を間違えると体に悪い食べ物はありましたしね」

			「そういえば、ジャガイモの芽や、緑色になった皮には毒があるって学校で習ったな」

			　納得したように先輩が言う。わたしは内心ちょっとどぎまぎしつつも頷うなずいた。

			「大豆は生で食べてはいけませんし、川魚の生食は寄生虫の危険がありますよね。フグあたりなんかは言うまでもないです。どれも正しく調理すれば、食べても問題はありません」

			「ほう。毒のあるものでも、どうにかして食べられるようにしてしまうのですね。それが所謂いわゆるところの、人間の知恵というものでしょうか。面白いものです」

			　ローズさんの声には感嘆の響きがあった。大おお袈げ裟さなようにも思えるが、食事を摂とることのできない彼女にとって、わたしたち人間のこうした習慣は興味深く感じられるのかもしれない。

			　素直な様子に、わたしは少し悪戯いたずら心をくすぐられて口を開いた。

			「ふふ。それどころかですね、わたしたちの国では、あえて腐らせた豆を食べるんですよ」

			「それは、さすがに冗談でしょう。わたしだって、腐ったものを食べたら人間がお腹を壊してしまうことくらい知っていますよ」

			「本当ですってば。ねばねば糸を引いているのを食べるんです。他にも、そうですね、作り方は違いますけど、お大根とか、なすとかきゅうりとか、お野菜も同じようにしてましたね」

			　もちろん、発酵食品のことだ。人の役に立てば発酵、害を及ぼすなら腐敗。呼び方こそ違うものの、どちらも起こっているのは微生物による食品の分解である。

			　ローズさんは、ちょっと困った様子を見せた。多分、わたしの言葉が冗談かどうか、にわかには判別が付けられなかったのだろう。答えを求めて、彼女が頼ったのは先輩だった。

			「……本当ですか、ご主人様」

			　振り返った視線を受け止めて、先輩は微ほほ笑えみを返した。

			「加藤さんの冗談だよ」

			「え!?」

			「なんだ、そうだったのですか」

			　ローズさんがほっとした様子を見せた。その仕草は可愛かわいいけど、ちょっと待ってほしい。

			「冗談だったのですね。良かった。ご主人様たちの国の人間は、腐ったものばかり好んで食べる変人ばかりなのかと思ってしまいました」

			「え？　いえ、違います。違いますよ、ローズさん」

			「違う？　……腐ったものを食べる変人ばかりだというのですか？」

			「い、いえ。それは違うんですけど、そうじゃないというか」

			　なにを言っているのか、自分でもわからなくなってきた。

			「ちょ、ちょっと待ってください。ええと、先輩？　わかっているとは思いますけど、お納豆とお漬物のことですよ？」

			「騙だまされるな、加藤さん。あれは人間の食べるものじゃないよ」

			「真菜は騙されていたのですか!?　おのれ、いったい、誰がそんなことを……！」

			「違いますから！　大丈夫です、わたしは騙されてなんていませんから！」

			「騙されている人は、みんなそう言うのだと真菜から聞きました」

			「言いましたけど！」

			　とにかく違うのだと言ってから、わたしは先輩に目を向けた。

			「というか、先輩。ひょっとして……」

			　じっと見詰めると、先輩は視線を逸そらして頬ほおを掻かいた。

			「……どうもあの手のは苦手だ」

			「やっぱり」

			　そんなことではないかと思った。

			「もう。ローズさんに、ちゃんと説明をしてあげてくださいね」

			「わかってる」

			　素直に応じて、先輩はローズさんに簡単に説明をした。先輩の言うことなので、ローズさんもすぐに飲み込んで納得する。そんなふたりの様子を眺めつつ、わたしは口を開いた。

			「それにしても、ちょっと意外でした。先輩って苦手な食べ物とかあったんですね」

			「それはまあ、おれも人間だからな。もちろん、必要があればなんでも食べるが」

			　先輩との付き合いは、樹海でのあのサバイバル生活が始まりだ。あの頃は、食事について文句を言えるような状況ではなかった。

			　けれど、いまはそうではない。

			「そういえば、今日のお夕飯の味付けですけど、先輩はどんなのがいいですか？」

			「ん。変えられるのか？」

			「しょっぱいか、甘いか、辛いかくらいのものなら。いえまあ、納豆風とかお漬物風にチャレンジしてみるのも、面白いかもしれませんけどね？」

			「それは、ちょっと勘弁してほしいな」

			　割と本気の声だった。わたしはくすくすと笑った。

			「そうだな。じゃあ、辛いので頼む。この間、町で似たような料理を食べたときに、少しだけ物足りない感じがしてな。合うと思うんだが」

			「わかりました。ちょっと試してみますね。それじゃあ、始めましょうか」

			　視線を向けると、ケイちゃんが頷うなずいた。

			「そうですね。そろそろ作り始めないとお夕飯の時間が遅くなっちゃいますし」

			「なにかおれに手伝えることはあるか？」

			　先輩が聞いてくるので、わたしはケイちゃんと視線を交わした。

			「大丈夫だと思います！」

			「先輩は部屋でゆっくりしていてください」

			「そうか。なら、なにかあったら声をかけてくれ」

			　そう言って、先輩は部屋に戻っていった。そこで、わたしはふと気付いた。

			「……あれ？」

			　なんとなくぎこちなくなってしまっていた先輩と、普通に話ができていた。

			　冗談を言ったと思ったら、どうやら先輩はわたしに気を遣ってくれていたらしい。

			「どうかしましたか、真菜さん」

			「いえ。なんでもありません」

			　わたしは笑みをこぼして、料理に戻ることにした。芋いもと包丁とを手に取る。

			「お待たせしました。ところでケイちゃん。こちらはどうやって食べるんですか？」

			「茹ゆでても揚あげてもいいですよ。あんまり煮ると、とろけてしまいますから、スープには使いませんね。今日は茹でて、おかずにしましょうか」

			「わかりました」

			　言われた通りに厚く皮を剥むいていく。四つに切ってから芯を取り除き、細かく刻んだ。

			　この世界に転移してくる前は、料理なんてあまりしなかったけれど、こちらに来てからはリリィさんの手伝いをしていることもあり、包丁の扱いもいくらか様になってきた。

			　そうして刻んだものを、わたしは鍋の湯のなかに投入した。火が通りやすいように細く刻んだので、煮崩れてくる前に引き上げる。続けて、他のおかずも作り始めた。

			「それじゃあ、生地に挟む具を作りましょうか。今日は、野菜そぼろを作ります」

			　ケイちゃんは、先程の革袋とは別の袋から、少し変色した肉を取り出した。

			「なんだかこれ、旅をしている間に食べていた干し肉とは違いますね」

			「普段のは、がちがちに乾かしてありますからね。これは保存があんまり利かないんですけど、普通の干し肉より美味しいんです。すぐに使うなら、こちらのほうがオススメですね」

			「へえ。いろいろあるんですね」

			　肉は軽く表面を削ってから、適当な大きさに切って、それから包丁で叩いてミンチにしていった。口で言うのは簡単だが、けっこうこれは大変な作業だ。

			　と思っていたら、ローズさんが代わってくれた。

			「助かります」

			「いえ。わたしは真菜より力がありますし、なにより疲れたりしませんから。味はわからないのでどうしようもありませんが、単純作業でしたら任せてください」

			　人目がないので人形の体を隠す長手袋は外して、ローズさんはまな板の上の肉を、握った包丁でリズムよく叩いていく。メイド服姿なのもあって、しっくりくる光景だった。

			「普段のひとりで行う創作にも楽しみがありますが、こうしてひとつのモノをみんなで作るというのも、また別の楽しさがあって良いものですね」

			　モノ作りと料理を同列に扱う感性は、食事の概念がないローズさんならではのものだろう。言葉通りに、この時間を楽しんでいるように見えた。
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			「いまは旅の途中ですから、なかなかこうした時間は取れませんが……アケルに腰を落ち着けることができたら、このような時間が日常のものにもなるのでしょうか」

			「日常、ですか？」

			「ああ、いえ。先日、ご主人様と、これからのことについて話をする機会がありまして」

			「先輩が？」

			　わたしは少し、虚きよを突かれた気持ちになった。

			「はい。アケルに着いたのを機に、ご主人様は将来のことを考えていらっしゃるようです」

			　それは、ある意味で自然ななりゆきだったかもしれない。

			　異世界への転移という、大きな災難に見舞われたわたしたちは、目の前の物事を解決することに躍やつ起きだった。そうでなければならなかった。けれど、そうした時期は過ぎつつある。ローズさんたちを率いる立場にある先輩は、尚更、将来のことを考えずにはいられないのだろう。

			　そこには希望があった。けれど、同時にわたしは怖さも感じた。

			　いまの生活は幸せだ。わたしはそう言い切れる。けれど、この世界に変わらないものはない。この旅も、いずれ終わる。先輩やローズさんと一緒にいられる時間はいつまでも続かない。

			「先輩は……いえ、ローズさんも、どうするつもりなんですか？」

			「ご主人様は、畑仕事でもしながら静かに暮らせればいいとおっしゃっていました。わたしは……これまでそうしたことを考えたことがありませんでしたので」

			　思案げにしながらも手はとめずに、ローズさんは答えた。

			「ただ、ご主人様には、モノ作りの腕を生かして店でもやってみたらどうかと提案されました。わたしも、挑戦してみるのも悪くないと思っています」

			「わあ、それはいいですね！」

			　ケイちゃんが笑顔で賛同した。

			「ローズさんが作ったものなら、みんな欲しがると思います。きっと人気が出ますよ！」

			「それなら良いのですが」

			「どのあたりでお店を出すとかって、もう決めてるんですか？　アケルだと、王都が一番大きな都市ですけど。王都でなくても、せめてディオスピロくらいの町だといいですね」

			「いえ。そこまで具体的には……実際には、いろいろと問題もありますし」

			「そうなんですか？」

			「ええ。どうにもわたしは人間社会がどういったものなのか、根本的なところでよくわかっていません。お金の計算だってできません。お店をやるとなると、これは少し問題でしょう」

			「なんだ、そんなことですか」

			　難しそうなローズさんに対して、ケイちゃんは明るい顔だった。

			「そこは孝弘さんにお任せすればいいんですよ」

			「ご主人様にですか？」

			　ちょっと驚いた様子を見せるローズさんに、ケイちゃんは頷うなずいてみせた。

			「畑を耕してどうこうって話ですけど、別に孝弘さん、農家になりたいわけじゃないですよね。だったら、そういうのもありなんじゃないかなって。孝弘さんが店長をして、その下でローズさんが働けばいいんですよ。孝弘さんの性格だと、帝国にいるような海うみ千せん山やま千せんの商人は向いていないかもですけど、アケルは小さな国ですから。堅実にやっていく分には、必要なのは計算高さより誠実さです。団長にコネもありますしね」

			　年齢の割に、ちゃっかりしたことを言う。もっとも、この世界では子供でいられる期間は短いから、この手のしたたかさは身に付けていてしかるべきものなのかもしれない。

			「なるほど。確かにわたしも、ご主人様のもとを離れるつもりはありませんから、それは良いかもしれません。もちろん、ご主人様次第ですが、お話をする価値はありそうです」

			「あ、そうだ。どうせなら、ガーベラさんの作ったお洋服もお店に並べたらどうですか」

			「ガーベラのですか？」

			「はい。みんなでお店をやるんです。ね、真菜さんも、良いとは思いませんか？」

			　ケイちゃんが水を向けてくる。会話に参加できずにいたわたしは、慌てて笑顔を作った。

			「……そうですね。良いと思います」

			　一瞬だけ答えるのが遅れたのは『そのとき、自分はどうしているのだろうか』なんてことを、考えてしまったからだった。

			「真菜？　どうかしましたか？」

			　ローズさんが不思議そうな声をかけてきたので、わたしは微ほほ笑えみを返した。

			「いえ。なんでもありません」

			「そうですか」

			　さいわい、うまく誤ご魔ま化かせたらしく、ローズさんは納得してくれたようだった。

			　ひとつ頷うなずいて、尋ねてくる。

			「それでは、真菜は店員さんですね。ご主人様たちの元いた世界では、店員が着る制服というのがあるらしいですが、作ってもらえるようにガーベラに頼んでおきましょうか？」

			「え？」

			　わたしは声をあげてしまった。

			「わたしも一緒でいいんですか？」

			「え？　一緒にやってくれないのですか？」

			　むしろわたしのほうが変なことを言ったかのように、ローズさんは驚いた様子を見せた。

			「ケイは『みんなでお店をやる』と言っていたし、真菜も『良いと思う』と言っていたではありませんか」

			「それは……」

			「それとも、真菜は別にやりたいことがあるのですか？　でしたら、仕方ありませんが……」

			「い、いえ。いえ！　そんなことは！」

			「なら良かった」

			　ローズさんは嬉しそうに言った。

			「ガーベラの作った服飾品も扱うとなると、取り扱う品物は多くなります。お店を維持するのは大変になるでしょうが、真菜に手伝ってもらえるなら安心ですね」

			　ローズさんは、だいぶ自然になりつつある笑顔を浮かべると、すっかり潰れてミンチになった肉を、まな板ごと差し出してきた。促うながされるままに、わたしはそれを受け取った。じわじわと胸の奥に感情がしみ出してきたのは、その直後だった。泣きそうな衝動が込み上げた。

			「き、綺き麗れいに潰れてますね。それじゃあ、次はお野菜を切りましょうか」

			　その衝動を呑み込むために、わたしは急いで次の作業に取り掛からなければならなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おかずの野菜そぼろを完成させると、わたしたちは最後の主食に取り掛かった。

			　先程、ローズさんが持ってきてくれた芋いもの粉の出番だった。

			「それでは、真菜さん。まずはこの粉を鉄板に敷しき詰つめてください」

			「え？　粉のままですか？」

			「そうです」

			「大丈夫ですか？」

			「大丈夫です」

			　迷いのないその言葉を信じて、言われた通りにする。

			　そのあとで少し水を加えた。本当に少しだけだ。あまり加え過ぎないのがコツらしい。

			「けっこう粉っぽい……というか、粉そのままの感じですけど、大丈夫ですか」

			「はい。こんなもので丁度良いと思います」

			　丁度良いらしい。信じて熱する。すると、変化が出てきた。

			「へえ。なんだか、焼いているうちに、粉っぽさがなくなってきましたね」

			「その調子でお願いします」

			「わかりました」

			　こうなれば、あとは火が通るのを待つだけだ。ほどなく生き地じが焼き上がる。そこに先程の野菜そぼろを挟んで、ふたつに折れば……。

			「完成ですね」

			「はい！」

			　近付いてきたケイちゃんと、わたしは手を繋いで喜び合った。ついでに、ローズさんも巻き込む。ちょっと大おお袈げ裟さだけど、こういうのは雰囲気が大事なのだ。

			　あとは、これを人数分焼くだけだ。同じ要領で焼いていると、シランさんがやってきた。

			「ただいま帰りました」

			「おかえりなさい、姉様！」

			　シランさんは、いま、外から帰ってきたところらしい。人気者の彼女は、村の人たちに捉つかまって、話し相手になっていたのだ。その彼女が帰ってきたということは、それなりの時間になってしまったということでもある。

			「ごめんなさい、シランさん。少し遅くなっちゃいましたけど、これでもう終わりですから」

			「え？　ああ、いえ。かまいませんよ」

			　一瞬、なにを言われたのかという顔をしたあとで、シランさんはかぶりを振った。

			「ただ、孝弘殿はお腹を空すかせているかもしれません。早速、ご飯にしましょうか」

			「そうですね。先輩が……」

			　同意したところで、はたとわたしは動きをとめた。

			「どうかしましたか」

			　シランさんが不思議そうな顔をするが、返す言葉がない。

			　ひとつ大変なことを失念していたのに気付いたからだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　旅の間、ずっと、食事の準備はリリィさんの担当だった。

			　これには、必然的な部分もあった。樹海にいた頃のメンバーだと、ローズさんには食事の概念がなく、ガーベラさんは料理に必然性を見出せなかった。そして、わたし自身はリリィさんたちに疑われていた期間があり、先輩の口に入るものを作れるような立場にはなかった。

			　チリア砦とりでに辿り着いてからは、そんな状況も変わった。シランさんやケイちゃん、わたし自身も料理を手伝うようになったのだ。けれど、主体はあくまでリリィさんだった。

			　大おお袈げ裟さなようだけれど、わたしのなかでそこは、聖域のようなものになっていたのだ。しかし、わたしは今日の夕飯を作ってしまった。それは必然、先輩の口にも入ることになる。

			　自分の作ったご飯を先輩が食べる。なんだかそれはとても特別なことのように感じられて、わたしは動揺せずにはいられなかったのだ。

			「……この話が持ち上がった時点で、それはわかり切っていたことだったのでは？」

			「真菜は自分のことを後回しにする悪あく癖へきがありますから……」

			「気付いてない気がするなーって思ってたんですけど、やっぱりだったんですね」

			　みんなが口々になにか言っていたけれど、それどころではない。

			「ど、どうしましょうか、ローズさん」

			「どうもこうも、ご飯を食べるのですよね」

			「そ、それはそうなんですけど、ちょっと待ってください。わたし、まだ心の準備が……」

			「駄目ですよ、真菜。折角の料理が冷めてしまいますから」

			　ローズさんは、ケイちゃんとシランさんにご飯を持ち運んでもらうように頼むと、わたしの背中を押した。その手つきには、優しくも逆らいがたい力強さがあった。

			「さあ、真菜。ご主人様が待っています。行きましょう」

			「……あれ？　この光景、わたし、どこかで見たような」

			　唇に指を当てて、ケイちゃんが首を傾げた。

			　奇遇だが、わたしも覚えがあった。ディオスピロの町で、デートの日。他ならぬわたしとローズさんのやりとりだった。ただし、配役は逆になっている。

			　そうして先輩の待つ部屋に連れてこられたとき、わたしの緊張は頂点に達していた。

			「お。できたんだな。お疲れ様」

			「サマー」

			　待っている間、先輩はアサリナの相手をしてあげていたらしい。ローズさんに押されて部屋に入ったわたしのところまで、ご機嫌なアサリナが伸びてきた。

			　わたしの顔を覗き込むようにしたアサリナは「サマッ？」と首を傾げた。数秒じっとしてから「サーマー」と戻っていく。ひょっとして気を遣われたのかもしれない。

			「お待たせしました、ご主人様」

			　ローズさんが言うと、先輩はかぶりを振った。

			「いや。アサリナが相手をしてくれていたからな。それに、待っていた甲か斐いもあったみたいじゃないか。美味しそうな匂いがする」

			　先輩としては、なにげない発言だったのだろうけれど、ハードルが上がった気がした。

			「真菜の手ずからの料理です。ご期待ください」

			　そして更にハードルが上がった。ローズさんに悪意はないが、それだけに加減もなかった。

			　わたしの背中を押して、ローズさんは部屋を横切った。彼女に促うながされるままに席に着く。一拍遅れて気付いたが、先輩の対面の席だった。きっとローズさんは気を利かせてくれたのだろう。なんだか眩暈めまいがしてきた。

			　そんなふうに、わたしがひとりで追い詰められている間に、配はい膳ぜんはケイちゃんたちがやってくれた。すぐに準備は整った。心の準備は終わっていない。

			　なんだかんだ言って、お腹は空いていたのだろう。配膳が済むと、先輩はすぐに口を開いた。

			「それじゃあ食べようか。いただきます」

			　先輩がご飯に手を伸ばす。わたしは息を詰めて、先輩の様子を見守った。

			　一口、先輩が手にしたパンを口に含む。咀そ嚼しやくする数秒が長い。どきどきと心臓が痛かった。

			「ど、どうで、すか？」

			　意を決して、わたしは尋ねた。

			　先輩がこちらを向いて、ごくりと口のなかのものを呑み込んだ。

			「ああ。美味しいよ」

			　なんてことない口調で先輩は言って――途端、ほおっという安あん堵どの吐と息いきが部屋に響いた。

			　わたしだけのものではない。シランさんとケイちゃんも、同じように胸を撫で下ろしていた。ローズさんは動作には表れなかったものの、どこか安堵した様子でいた。どうやらみんな、わたしの緊張に引ひき摺ずられていたらしい。先輩がひとり、びっくりしていた。

			「……え？　どうした？」

			「なんでもありません。ええ、なんでも」

			「良かったぁ」

			「なんなんだ……？」

			　エルフの少女ふたりの反応に、先輩が戸惑いの表情を浮かべた。

			「いや。でも、これは本当に美味しいよ」

			　気を取り直したように口にした言葉は本当らしく、先輩はすぐにひとつを食べてしまう。なんだかそれだけで、胸の奥がきゅっとした。

			「町で食べたものも、まずいわけじゃなかったんだが、少し食べ慣れないところがあったからな。だけど、こっちはそんなこともない。うん、これは美味しい」

			　ふたつ目に手を伸ばしたところで、先輩はわたしの様子に目を留めた。

			「加藤さんは食べないのか？」

			「あ。その、わたしは……」

			「真菜は味の調整をするために、味見を繰り返したせいで、おなかがいっぱいなのですよ」

			　わたしが口くち籠ごもっていると、ローズさんが代わりに答えた。

			　焼きそぼろには、ミンチ肉と刻んだ野菜、茹でた芋とを混ぜたあと、乾燥させた野草や木の実を少量加えてあった。これは、旅の間にケイちゃんやシランさんがこつこつ集めていた一種の香辛料で、アケルでは、料理で使う香辛料の種類や量によって家庭の味が決まるらしい。

			　わたしは先輩と出身が同じで、味覚もある程度は似通ったところがある。少なくとも、国や世界をまたいではいない。わたしたちにとっては、独特の臭みとも感じられるような香辛料は、慣れるまで時間がかかるので今回は避ける、というようなことができたのだ。

			「と言っても、わたしひとりで試し行こう錯さく誤ごしたわけじゃなくて、ケイちゃんも一緒に試してくれたんですよ。むしろ、ケイちゃんの貢献のほうが大きいかも……」

			「なに言ってるんですか。わたしは真菜さんの意見を形にするお手伝いをしただけです」

			「そうか。頑張ってくれたんだな」

			　ケイちゃんの発言を聞いて、先輩がこちらを向いた。

			「ありがとう、加藤さん。厚かましいことを言うようだが、また作ってくれると嬉しい」

			「……はい、先輩。喜んで」

			　なんだか胸が詰まってしまって、わたしは目を伏せた。

			　ローズさんの言っていたことが、ちょっとわかった気がした。これから先のことはまだわからないけれど、確かにこんな時間が日常になれば良いと、わたしも思えたからだ。

			「良かったですね、真菜」

			「はい」

			　笑顔を向けてきたローズさんに、わたしは大きく頷うなずいた。

			　

			　これから先、リリィさんも含めた女性メンバーで、たまにお料理教室のようなものを開くようになるのだけれど、それはまた別のお話。

		

	
		
			日暮眠都（ひぐれみんと）

			大阪府出身。小学校時代に遊んだ某大作ＲＰＧの六作目では、仲間になったスライムに全ソースを突っ込む。そして現在、ヒロインがスライムの小説を執筆中。（二〇一六年一〇月現在）

			　

			イラストレーション

			ナポ

			一九九四年二月生まれ。長野県出身。好きな食べ物は『ラーメン』。最近趣味として写真始めました。綺麗な写真が撮れるとすごく嬉しいです。（二〇一六年一〇月現在）

		

	
		
			モンスターのご主しゆ人じん様さま⑦

			発行日：２０１６年９月30日

			著　者：日ひ暮ぐれ眠みん都と

			発行人：稲垣　潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Minto Higure 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『モンスターのご主人様⑦』（２０１６年10月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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